



琼を おり 己を 知る は •啟に 勝つ 兵法で ある 〇こ のた， 米英を が 底 的に 究明 檢 がする 必要が をる 0 
アメリカのを 產力攒 ホと いひ、 また イギリスの 不捷 不屈と いひ， 兩國 共に 最 をの 朦 利を 得る ものと 
信じて ゐる〇 しかも お 軸 側は 壓巧 的歷 歎を 保持して ゐ るが、 長巧戰 化せん とする 巧規 を；^ すます 巧 
呈す るに 至つ た〇 だが 大御梭 放の もも •燦 たる S 千年の 歷史ぶ 傳税を 巧す る 帝國は •巧に 勝算 あり 
何等 怖れる ものでは ない。 

令 ホの 東 盛ぶ び 敦洲の 1 を 眺め、 將來を お ふ 時 •日 獨 が S 國の 前途は 誠に 夕事夕 巧で ある 0 世 
巧 新 秩序の 建設は かしてを あな 業では ない。 されば S 國 はを の同熙 •蹇の 精神に 則り、 水 も 巧ら 
さぬ 緊密な 提携の もとに、 やがて 來 るべき 歷 史的 大業を 巧 就せ ずには 措かない ものである 0 
本書では •巧 軸 國側も か 蹄合國 側と か、 或は わが 國と戰 つて ゐるゐ ないかを いはず、 をの 因々 の 
ぶ 場から 巧截 した、 また 現に 巧 避して わる 諸 巧を 擧げて •心ろ いろな おおから 長所 短所を 探 ましょ 
ぅと 試みた ものである 0 








幸 ひに， 本 會が必 おおな の 一助と もなら ば •をを の 本な これに 巧ぎ る ものは ない 〇な は寨 する 
にを り •雜 種の ものを をが とした ことにな いて 巧く 晚 息を 表する ホ 巧で ある 0 . 

- A 

大 東亞 巧爭 一周年 記念日 ノ 


第一章 日本の 巧 利 


、おの おがと 短所を おれ 


大詔を 拜ず 彼を 知り 己を 知れ 
一一， _ 日本人の 巧： 


•こもごもく 死にち てる —— 荒 巧 巧 —— 軍人 巧 —— 米英 軍の 巧 性と 兵器 —— 「な 
にくを」 —— 百年 載爭 —— をけ るし るし —— 思想 戟 —— 戰爭 もを 煩 

日 巧が のな 場 


日獨 かの 挺 手 —— 樞 か 固 側の が 利 
四 •巧 曲 海軍 力 


お 軍 記念日の 巧 果發表 —— わが 巧 水 度の お 力と 巧巧戰 —— 敵 船舶の 餐 沈な® お 
巧 困 お 水 媛の 新® 巧 な 洽水巧 の ダリ ラ® を完 巧す ソ n モン おがま 


心 E 卜 ， .L も お！ Lu 4 .賢：^ 陰； お.： 
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<t 

で 0 大巧 お 日誌 

五 •帝國 陸軍 力 

半歲の 大魄お 

第二 章 盟邦 ドイッの 强味 ： 

一， ドイッが 世界 截爭 から 再起す るまで 

化 巧戰爭 —— ヴ H ル サイ ユお約 —— が 空 巧の 禁止 —— を 軍の 再 遣 —— 靑 少年の 
が 空 訓練 —— 空軍の 强味 —— 斑 巧 軍の 巧 建 —— 一二 十 おの 將巧 —— 巧 端な イン フ 
レ I ション 左翼の 妹柴 

一一 •ナチ ス •ドイッの 同志 精神 

ヒット ラー 總 がの 獨裁權 —— ヒット ラ I おがの 戰線 生活 —— ナチ ス靑 少年® の 
義巧 訓練 —— ナチ ス黨の 直が 部 お —— 自動 单 道路の. 計 ま —— 電擊战 と立賴 联| 
— 若い 元氣 陸軍と お 軍の 比較 —— 科を 的と 精神的の 滕利 

ご r ドイッの 物を 計畫 ： 

物を の おえ 1 フランスへの 姪 巧 工作 


を 


力 


2 


だ 巧 

芭 巧 


置 


!i! 


參戰二 周年の 載 巧 —— 對英の 大海 戰 —— ファッショ 靑 少年 隊 —— ファッショ 黛 
員 —— ファシスト 大 評議 會 —— ムッソ リ —.1 一首 巧の 活播 


資 おを 生かす 力 


S 水道に 扼 された ィタ リ卞 —— を辑 統制 —— 石油と おおの 統制 —— 政府の 方 か 
1 流行の 中、 む 


おかお 軍の 實體 


お t に频 する 重度 ： 

二つの 敗戰 i わが 事變五 年間の 大戰果 II ま 那怕ホ 綜合 戦果 —— お 介 おへ 

わが 親‘ む ！ 巧 衆の 兵 おおを —— 拨蔣路 の 喪失 —— お 政權の 四つの 機み 

■ 

お 介 石は 巧 か あくまで 抗戰 了る か ぃ 

图お 運動 —— ィギリスの お 力 —— ゼ H クト將 軍の 進言 —— 抗日 思想を 吹 & む’ 


の 


田 


田 



i ! r まが 軍が 手を 舉げ ない お 巧む 巧 

自惚 根性 —— 培を のを 理 一 "輪 送の ま 巧 —— ゲリラ 我の 執が 性 —— 裝備の 巧す 
—— 重を 軍の 無知 —— 急には 降參 しない 

第五 巧 ッ聯の 軍備と を 源 

一， ッ がの 軍備 •' 

ソ蹄 軍と ドィッ 軍との 比較 —— ドィツの 立場 —— ソ 蹄は 米英を あやつる —— ソ 
がの ねばり —— 今年の ソ聯 軍の 裝備 一—{ A 軍の お 劣 —— ソ蹄 兵の 雜 みな 服裝 J 
—巧 ソ閣联 一周年の 計算‘ 

二、 n サック 兵と 雪が 巧 

パルチザン 戰法 巧 おのか ま 執 巧 性- — 巧を の 战時敎 ち ナポレオンの 失 

が —— きのた めに 巧 田 中止 

ご 一、 ッ货 のを 巧 

を 族の 豐ま —— 巧ソ 巧は 長 巧 かが 巧 か 一 ^ '年の 巧な —— n I カサス 地方の ま 
お —— ゴム 栽 巧 


四、 ッ访 とち ホの M が 

巧ソ おわの 巧を 一 米ソ 1 の 巧を —— ソ •ち •ホの 化 —— ッか 巧の 巧を 說巧 
—— 第二 巧裝は 可能 か 


巧 六 章 フ ラい スは何 化 化けた か 


•化 巧© みが " 

お々 のが 因 —— 左 巧の 化か —— 共 巧 制は にぶ —— ッ オンを 判 —— 人民 城 線巧閒 


•二、 新しき フランスの 建設 


新 巧 苗の 工作 —— ド •ゴ ー ル 汲 —— ペタン 元帥の 困 巧に 吿 ぐな 說 1! 最近に お 


ける フランスの 危巧 


巧と 章を をへ 急ぐ イギリスの 苦 巧 

一、 イギリスのを 巧 過程 

英巧邦 —— 海賊 巧爲 一 ^ 巧！！® —— 南の 巧 巧 —— 「要 ま お 巧 J— を 落への 二 
クの道 —— 重要を 巧 


二， イギリスの 战爭遂 巧の 豫算 




イ ギリ ミ 豫 巧-^ 巧 奪へ 所得 巧 — 攀を巧 0 豫算 — 7 メミ 〇誤ミ 
、 對ち養 —— アメリカの 苗巧劳 —— 英米の 腐れ 緣 — 我爭 能力の 前提 

•ミ， 失 ひつ i ある イギリス 制 無 獲 ： 

ぉを - ニニ 0 

がか 巧大戰 における イギリスの 悲鳴 1 英米の 海軍 旣が 艦艇 お I 英米の 船拍 
ぁ 日 •獨 •伊 Q 通 裹壞戰 巧 今み 大喪 鳥 Q 奪# お 輪 謹 力— 

f 棄 Q 譜 能カ ー 「イ ギリ K はもぅ 駄 g だ」 I 制お權 Q 限度 — イギリス 

の老始 —— ナヤ— チルの 機み 一 

A 

巧 八を K メリ々 如きは . Q がを 非ず 

« 

一、 アメリカの 巧 

現地 報吿 二つ I f 1 レヒ ド— ル 要塞の 施設 I を戰 蒼ょ つて 暴 巧— 睹巧 
の奴隸 I - H 氣を 金で 釣る ち ぉぉ 

二、 アメリカのを 材お搜 

が 上計を I ゴム I 錫 — 砂糖 I 生糸 — お 油 — 銅と 錦 I 本音を 化く 

一二 •アメリカ 0 轻巧恶 化 




ミ 


養 


ゴ な 

灵 韋 



業 軍 空 


繫富 S 


■! ■ 

突 室 
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装備 —— が 空 工業の 國索的 分類 
比較 一 ^ 巧 働 時 巧 延長 案の 否み 
計 讚 だけは 立 波 —— 向 動 革製进 
空母を とお 軍兵 






N て‘‘-. 叫. • . .V; 一/, rv ,ーザ79 j * ，ザ イみ 夕ぃ 

• . . . • . . ■ 

一、 敵の 長所と 短所を 知れ 

大 6 S を拜 ナ昭？ 六 年 十一 育 八ち アメリカ ぷび ィギリスに 巧して 急戰 蜜の 大詔が あ錢せ 
ら れた〇 をして 陸海 將 おは 全力を をつ て 巧 巧すべく •百な 有司は 拟精赚 巧を 奉 巧すべく •衆が はを 
々その 本分を 盡 すべく •億 化 一む 闺 家の 組 力を 擧げて 征戰の 目的を 達が する に 違算な かるべき を訓 
へ お ふたので ある 〇 まさに わが國 開聞从 來の歷 史的 大^|^ の 展開が 宣 せられた ので ある 0 
されば 皇軍の 大活 巧は •電光 お义の 急と 巧 風 迅雷の 勢と を もつ て •を 方面のを おは 敢行され た 0 W 
をの 中の まなる も Q を 摘記 すれば •.富 雲讓は ハミ 海 戰に米 辜 洋霞奚 半を 居り、 こ 2 
—沖 お戰に 巧お洋 艦隊を、 スラバヤ， バタ ビヤ 伸 兩お戰 で 西南 太平洋 蹄を おおを が滅し •近くは 阳 • 
巧 海海戰 で' ホ カ お •お 空母 おを をむ 米英の 大短隊 を 捕捉， S し、 なほを 近では ご モン 髮で • 

米英 蹄 合 お 除 並に 輪 送 船围に 潰滅 的 お 寄を 與 へたので をる 0 

帝 田 陸軍は わが 海軍と 緊密なる 協同の 下に、 香港な 要塞を •比島の 首都 マニラを •シン ガポー レ 
巧を を ハタ アン 半島を •コレ ヒ ド— ル 島 要 まな どを 巧 滅し占 巧せ しこ も お知れず， これら 海軍 力 
巧び 陸軍 力の お大 なる 蜡货 には 全く 世を ♦げて 巧巧サ しめたの である 0 


今や • - c が缓 無双の 大作 戟は 、最近に おけ ミグ ガス ヵル、 シド Ar の 特巧瓷 奪な 袋を 
加へ て 一段と 飛躍し •策は 八 壬 二百 キロの 米 本 主 •西は 一き 一千 キロの 南阿 •南は^ ネロの 巧み 
にぶぶ とい ム 、が 茫 たる 大霉襄 葦る 忆至 つた 0 でを る。 從ク了 異は畜 0 一手 八 巧 ホ キロ 
の圍 ではなくて •舅 占領地 藝 だけで も巧忆 わが 本 ま 一一： セ 墓 0 一言を 二 萬 一千 暑キ 
口、 をのを 合は わが 图 合に 近い 九 千 一一 章 ハて 萬 人に も 達す ミで ある .〇 そし てこの 寞 なる 
陸地と 一覆畫 P 忆も 及ぶ 大洋と Q 靈設 を圓を ばなら ない 地 化 K きた C でを る。 • 
實に 有累夕 かくの かき 廣 - K なる 戰域 にわいて • かも 統 々セる 載み を 短期間に 收め たじとは い 
寞 せて 類を 見な， S も Q でを る。/ 〇れ ひとへ 御 お 威 Q 下 •一死 報 困 S 誠 K が ゆる 皇軍 将兵 Q 化 W 
に ほかなら ない のでを つて •、むから なる 感謝を 捧げる ものである 0 

度を 巧リ 己を 巧れ されば •私は 旣に 時局に 關 する 多くの 著作‘ を 上梓した が、 なほ 本書で、 を 

困 巧 有の 巧 巧 性 をれ はわが 固と 敵性で あらう が、 なから うが を 充分に 認識し ょうとす る© 

である 0 

そこで、 今を まる 約 一一 千 有 お 年 前に 巧つ たとい ふ 支那の 兵書 「巧 子」 の 中に、 

がを 知り 夢 知れば 百战 して 繫ら ず。 彼を 知らず して 己を おれば 一？ をす。 化を 知ら 


•ず 己を 知ら ざれ ぱぶム なに 必ず 巧 (を) し々 
をい ふ 一節が をる 0 - 

C れを巧 巧 すれば、 を もを も 巧 化の 分は 巧は 巧く 巧を かり， また 己を 知る こもで ある 〇卽 ち， 

( 一 ) 彼を 知り 己を 知れば 百 巧して せいこと はない 0 

(一 D 曰のみをかつて化を知らざるがはがつたゥ負けたりで、 一 お 一 ががをく1$^^の巧巧といム 
ことになる 0 、 

ご一こ 後 もから ず 己 も 知らず •巧き をたり ばつたり のす 合 ひに 至つ ては、 ホづ 巧ん おにを しと 断 
じて 巧な りと いふので ある 0 

今更' ここで 孫子の 蔚巧 をし ようとす るので はない が •本書の 目的は 「化を かり 己を かれば 巧 R 
してを からず」 の 巧古不 るの 奠巧 によつ て， がか 田と か 反 巧 軸と かいはずに、 また わが 困と «0 て 
ゐ るわない におらず •その 巧々 のな 巧から々 風した •また 現に 巧® しで わる 巧國た 擧げて •いろい 
ろな 巧 K からち 巧 おがを 巧を してみ ようとす る〇け だし •これが みがす る ことは 巧 巧な 巧 巧を 持 0 
もので あらう ことは いんまで もない 0 



二、 旧 本人の 魂 

ミ ごと < 兄に 5 る 曰 本 待 巧磊 tr 武 古道な ど忆 巧いて は， をまで 度 i をつ くし 
たから、 ここでは 少しく 方面を 變 へて 述べる としょう 0 

平 田 派の 巧を 者と しち、 拿皇 IJBiK 静 おでを り、 皇困 あお 論を で A 0 たと ころの 野々 口换正 (巧々 
口は 本姓で、 ほ 年に 大团と 巧め た) は， 「を 基** 異辨 J の 中で かう 害いた 0 • • 
「一人 だに 殘らず 巧に おて たらん とき •日本 酉を ば 夷人に 授 くべき なり 0 ' しか 思 ひを めての ち、 勝 い 
0 はかりごとを 思 ひめ ぐらすべし 〇思 ひの かにが 巧く 巧 巧き じと も あるべし 〇又思 ひの かに 化 巧く W 
巧 巧き こと も あるべし 〇 ことごとく 巧に 果てて© のち •困を 授けん と 思 ひとりて ある 巧は •化が 巧 
きも 巧を も •かかは るべき にあらず」 

と力說 しちつ まり •日本が かなに 化けて 侵された とを には、 わが 是の出 地に、 わが 異人が 
一人 も 巧らないで 巧に おて たと をで わる 0 】 人で も 生きて わるが 上は •か 巧に かけたり 侵されたり 
はしない 〇 この 巧 也の もとに かを におつ はかりごとを めぐらせば、 何ぞ 怖る-^ に 足らん やで をる® 

をれ 故に、 わが 日本人が】 人 巧らず 巧ね といん ♦ちた 持て ぱ 、か 敵ポ宙 からう が 巧から うが 閒 巧で 


はない 强 レヵら もて 怖れは しない •巧い から もてが りは しない 〇まづ 第一に、 因 巧の 巧 巧が 巧 ぉ 
であると いふ 胜を强 調した のでが る 0 

C れは 維新 當時 のか 困崇拜 をが •西洋人は 巧 器が すぐれてね るから 域 ひに おつ ことは 出來 ない 0 
をれ で 彼等の いふ ま、 に從 つて •わが 囲が 巧を でを る やうに した 方が ょいと いふ 期 音に おする】 大 
巧 吿 である 0 

この】 人 殘らず 巧ぬ とい ム 精神 •これが 巧 ± 道 であり、 日本 巧で ある 〇葉隱 にを る やうに 「巧 ± 
道と いふは •巧ぬ まを 見が けたり」 でを る 〇巧を 怖れる やうでは、 みして 困を 守る ためにが ちがく 
C もは 巧來る ものでは ない 0 

この 巧ぬ こもを 怖れない が 巧が •わが 困 巧 j 億に 衡 してね るな 上は •わが 巧は 何千 年 •巧 萬 年 お 
セう とも •かおに 侵された りする やうな ことは 紀對 にないの である 0 

最近の 巧ソ 我に おいて、 ドィツ 側の 巧 表に ょれば ケルチ半島の 大戰果 に •ソ巧 お 十五 巧を 巧虜に 
したと あるが •.をく われわれには 不思議で ならない •巧と しか 思へ ない 〇 十五 巧の お ± がゐ て、 巧 
か 戰はム もしを いので あらう •たと へ 包 巧され たとは いへ、 なをと つて】 人 もを を殘ら ない までに 
戰 ふま おがない のでを らう か〇巧 をの】 兵まで もと W ムス a I ガンは 巧れ ない ので あらう か® 



まが ま爱 心つ •、く 大東巧 戲爭 において •お •米， 巧 •蘭 軍ら が •皇軍に モ氣 でが かを 申入れ る© 

は •巧を 怖れる 巧 神が をる からでを る〇そ じには 自由 主を、 個 入ま義 、デモ クラシ— 思想な ど、 
いろ-^-^ な 原 巧 もを らぅが、 それに もまして 大きな 理由が 一つ ある 0 

彼等に；^ 軍人と して 生 遺を 巧せ ない もい ふ 巧 神がない 〇 をの 「巧」 を 誰の ために 抬 てなければ な 
‘ら ないかと いふ 理念を 持 合せて ゐ ないから である 〇巧 する ょりか •生きた 方が まし だとい S •「ず 乂」 
としての 巧 命がない のは、 誰の ために' 一が を搶 てる か、 をの 理由の 巧 見に をし むのに 巧 違な、 

とじろ が •わが 皇 単は •をの 冗を 大君に 捧げ ま 0 るぶ 葉を 有して たる 〇を こを、 わが f 國. 
庶の强 味で をる。 こ Q 强 巧が をれば C を' しこ Q 御循 として 吝ち巧 わる 0 でを る。 襄 たは 日*; 
本に 生れた ことが、 實に 言葉で つくせない 幸 履で ある 0 

巧 巧 身 を こで 何故 •わが 荒が が强 いかと いふみ 巧 的な 例を 擧げれ ば •まづ 生還を 期せない と 
いふ烈々たる^1|1軍魂、 ^;5^がまづが利の巧一原巧である0 例へばわが靈は、 基地を飛びリす時 
に、 決して 落下傘を 持つ て 行を い。 据對に 生 遺を 巧せ ない 氣 持が •じ 0 一事に ょつ て 知を る。 

また 我 巧した が 空 兵の ホ おを 見る と、 ザに ながと！^ 理 されて あつて、 いつも お 菩が發 見され る〇 じ 
に反して 巧は 常にを 下み で 飛び がりて 生命 だけは 助からぅ として ゐる〇 


第二は •辨 行なの 性能が 巧 ホで ホる とい ムお だ〇 巧を 巧た からでな < て はが 致 力が 不足で ホる と 
いはれ る ものが •搂〇 を 地から 巧 巧して ゐ るので •をの 蘿の巧 巧 性が がる 〇また 空中® におけ 
る •いは ゆる 己 巧 にんる と あおに わが ホが 巧い 0 巧が 一罔冉 する うちに、 こちらは 一囘搏 半す る 0 
だから、 いつも 有利な 巧 おで 巧に をし 巧る 〇だ〇 をれ がた めに 化 ひが 敵より 比較に ならない ほど 正 
巧で 宜つ 敏速に がち 得られる ので ある 0 

第 S ち 乗員のを 规な訓 巧に よる もので •巧 一な にあ つても 巧を りな かを々 R 長を 中、 むにして 戰 
巧に を 加す る 巧 合 rj 上ぶ* 烈 さを がで •巧な な訓 なを 巧つ てね るので ある 0 
この S つの じと が お々 たる 大巧 巧を もたらした 巧 巧で あると いム〇 

軍人 夕 また、 窩巧 S 亩 お巧大 がの な 話に よれば •まる 巧々 宫が 部下の 若い 将校を， 坡闻 おか 
’ら 偵を 巧に 拓 置を 變 へたと ころが、 その お 巧は 值察 巧に 巧る のをを ばない ので わる 〇そ こで 司令官 
が •醒 おを 變 へた 0 は 將來〇 ためだ， 今に 巧 巧 皮 長に もなる •が 空 巧 巧の 度 長に もなる •司令 宮に 
もなる、 さう いふ やうに 出世して 巧 < ために， いろいろな 巧驗 fc 必巧 とする からだ •とな だめた© 
でを る 0 一 

すると •をの 將 巧は， 


「おは をん なじと を考 へて ゐ ない •司令を 殿には おが そんなに 曲 世す るまで 生まて ゐ ると 思つ でね 
るので すか」 . 


と 答へ たとい ふ 0 巧に 偉い •巧ぬ 氣で やつて ねる、 が來 のな み 巧 世な どと いふじとは 念頭に ない 
ので ある 0 


米 巧 軍の 巧 性と み# ところが 反樞斯 田の 米ち のかを は， 第一に 生命のを をが 保 おされな けれ 
ぱおに戰息がない〇 もしをれがをなに巧されれば、 なち^ g :^して• をわが生命の保全に汲々とする 
ことは をを ホ おし < 述べる 通りで ある 0 

しかも •そのが の 兵 巧なる もののう ち、 巧 分 的には 巧 0 てな て 他山の おとすべき ものが 巧には あ 
つた もしても、 ず囘の 大巧 おはわが おおのな 巧 性に よるので ある 〇卽ち 巧が なと いひ •义拖 もい 
ひ、 戟单 とい ひ， 無な おおと いひ、 巧 巧 舟 おとい ひ •かわ V ホ々 なる 自信は あつたが， いよいよ 巧 
つてみ ると、 巧の ま 巧 おおに 比較して， いかに 巧が 性が をり、 近代 性が あるかを、 ホ 巧が 設 めて ゐ、 


るので ある 〇 


ゼが •わが 巧は 兵器の れ隸 ではない、 兵器の 性能を 资 揮させる には、 結局 人に ょらなければ なら 
ぬ〇卽 ちわが 倚な なる 皇 ザが が 巧 お 比なる 攻> 巧 巧の ももに •をの おおた 巧 巧す るからで ある 0 




覆 


店 ミ^ か^^^! 乃 

A * • k 

h 
m 

されば 巧 器は 質 •モ おに 益々 充 ちし •をして 人と 兵器と 巧が 一巧を なすと ころに、 わが 將 兵の 强 
味が あるので をる 0 

「なに < そ」 紀ず蓝 美 博 古は、 「なにく を」 とい ふがん ばる 力が 日本人の 特長で あると いはれ た 
が、 での ことは 今度の 大 東亞 戰 爭の壤 合に も あてはまる 0 米英に 息戰 したの もさぅ だが、 珊规 おお 
駐 において、 わが 攻が 精神は かつと 燃ぇ立つ て •あのす ばらしい 大戰果 を おげ たの も をれ である 0 
また 前に わが 本 主を 空錢 しょぅと して 小 おに も 敵機 あ 臺が飛 ホした とき、 をれ は 却つ て われわれに 
巧 空の 實地 訓練を させて くれたのに 役 左ち •しかも 「なにく を」 で ±氣 を 鼓舞 するとい ふ 大きな 逆 
巧 おがを つた：？^ である。 

もし われわれが 一步邊 いたと じたら 巧れ て 逃げる のでは ない •「なにく を」 を もつ て勇随 をむ 巧 
巧に 巧が 遂んで •必ずや をれ を 摧く抱 身の 戰 法になる ので ある 〇卽ち 皮を 斬らして 巧を 斬り、 肉と 
斬らせて 骨を 斬る とい ふ劍 道の 巧 意、 をの ま、 である 0 

百年 R 爭 前に 東 倏が理 大臣は •巧 米に 歸困 する チリ I の 新 巧 記を 困と# 見のと き、 この 戰爭 
.はいつ まで 巧く かとの 巧 問に おして、 ホ 悟は 巧 年、 希望は 米 巧を 擊 巧して 速に 鲜 をを さめたい とか 
をされ た 0 - 


10 . 


たを は 今ろ 大 東な 擊 の靈裘 •陸の 海の 空の す ばらた 勝報を 聞く ごとに’ 「戰 はこ 
れ かを だ 占 芋べき である。 早 合が して •一段を ついた などち 一息つ くやぅな 留が あつて 
はならない 〇戰爭 しつ、 建設し、 建設し つ、 載 爭を巧 おする ので ある 0 

さきの 「巧 倍は 百年」 とい ふ 言葉は’ 昭お聖 がに 生を 享 けた われを 围巧 として、 米英を 敵と す‘ 
るを •寸時 も 忘れて はならない 奮で をり •囊で るる。 從 つて •を Q まんで お 域 奉公に 蠢 すべ 
をで ある 0 ， 
今 われわれが 戟 つてむ 奚 柬盛擊 は、 热 力戦 骑 制の 下に 赫 々たる 戰 f 收め つ" ある 曼戰を U 

中軸と して、 蔓戰 •思想 戰 •經 墓と をら ゆる 手資寶 され、 奪と 共 忆世君 新」 ま 奪を W 

巧ち 化て るた め忆？ 削つ てゐる Q でを る。 をして を 〔擊 0 髮忆 おいて、 を 0 構想に おいて 
巧に 椎渾寞 な も. ので あり、 一方 いろいろ お 奮 も 巧び てゐて •なかなかを 易を， つくもの ではな 
い、 いは ゆる お期戰 でる るが •しかし •たを は 言米 英が完 をに 屈服す るまで、？ ちがち 
年 か、 らぅと ちを を 載 ひ拔ま •最後の み畜 勝利を 確保. し、 卽 ち敵留 をして お 下の 班を 結ばし 
める まで、 終始 不震 のか 意を 堅持す •へ •きで をる。 をして じの 長 整の ため 一切の ものを 擊完を 
に 集中し なければ ならない 0 


ホち がわれ われの 時代に 巧 服し なか 0 たなら ば、 われわれ 0 子供が 戰 つて くれる であらう 〇モ巧 
の 時化で も 屈が しな かつたならば •われわれの 巧が 聪ム であらう 〇 これが 百年 巧 爭を滕 ちかくた め 
の大 なる 巧む でなければ ならぬ 0 

それ ホに •を 《 巧は あ < 苗 おな 力 巧の 我 女 もして •一糸 なれざる 函 結を 巧ち > 1 入たり もも お 梅 
力 者が をつ ては ならを いので ある 0 - 

生ける しるし 千 一二ち 年の 昔 •巧に 巧 葉の】 ホ 人が 詠んだ とじろ の •- • 

巧 民 吾れ 生ける しるし あり ， 

天地の 

巧 ゆるがに 遇へ らく 念へ ば 

このが 神は， 直ちに 現 化の われらの 也を 巧 的に ま 現した ものと いべる でる らう 〇 われわれは 巧と 
しても •いいが 勢に 生れ 合せた ことを を ば わは ならない 0 今日 •わが 田 おの 榮 えを、 われら 自 ホの 
力を もつ て » 現 する ばかりでなく •數十 年の 長を にち つて 暴 技の 限りを おした 米英の み 力を、 束 里 
の 天地から 巧逐し 得る ホ 巧の 大巧 命が、 われらの 巧 肩に 巧は せられて わるので ある 〇をく 「巧 巧を 
れ 生ける しるし ホり」 の 時が といは なければ ならめ 0 


《巧戰 を 亞成爭 が 萃一蓄 にんり •いよいよ 蜜と 養の 則が をく & り’ ま駐〇 資力た 
巧 巧し なければ ならない ときには、 巧に あを 装す る 里 霍にク いて •その 西ぶ をが 底 的に 巧め 
る 必要が ある 0 

• V れはホ S 巧 米 美的 イデ ォ 。ザ イミつ で 動 わされる C とで わる。 卽 ち’ そ 0 霎 なる 塞 
が •々なる 養に 泣 ダを いもの もを ぱ •をの 言 巧の 持つ 內容 •な 占 念を 忆集養 苗 民 性な 
り， 米 畜思累 養を を 含んで ミ も 0 も t 。 そ SQ 文化 忆 おいてち を;^ の ものの ド 
をが をが お 色の もの もを ば •また 米 畜巧巧 性 •米ち 的 思お によつ 5 を づけら たもの も あ 
も〇 言葉 も， 丈 化 も •同時に 「あお」 である 巧 合 も ある 0 一 ' 
それ故に •保氣 にち へて まらし く 「香 ま ぐらむ いいでは ないか」 とか、 「そ 化なら いいでは な 
か'」 では •巧 角、 ここまで 築き上げた 羣 2 と審 とに ミて 得た 大戰果 を、- お蠢 において 
まれる やぅな ことが るつ ては なら ミ。 いかなる ホ 巧に おいてち これらの がを よくよく 判 ちし 
て かわ* ^ わ ばなら ない 0 ' 

ヒッ トラ ふ 「吾が E 爭」 をむ ち ナチ スが ドイッ g 權を蹇 してから 閒も なく， 非常な 困 
巧と あびながら も ユダャ人を をに 追擎 ミに 苦、 むした 0 は、 t ' 心卜 み— 夏が 第一を 洲 大巧 


におして、 ドイツの が 巧で をる とじろ の、 思想 聪 謀が 載に おける ユダヤん の 巧め たが 勘を、 睹に巧 
じて 知り 盡 してね たれら である 0 

これにょ つても •困 お存 t の 前には •米ち の 言葉と いひ 文化と いひ、 みく の 知識 階 殺の 陷り やす 
い 人道主義 感傷 や •巧 かしい 巧乂 さに のみ 耽つ てゐ ては ならない ので ある 0 
义 東亞 我爭開 我の 直を， 南米に おいて 米洲ル 巧を 會議が 開かれた ときに •合 ホ 围の巧 巧み 官々 ュ 
ルズは •その お 上で 巧說 する に、 

「が 巧の 巧 力® では ••アメリヵは 負けた けれども •日本の 知識 階な には、 ホち 思な の 巧が を も ある - 

こと だから •だんだん 哦爭が 進んで 思想 戰の 段階に なつたら 、勝利は 必ずが 合 西の 側に 導く ことが " 

♦ 

巧來 るで あらぅ」 

もい ふ 意味の じと をい つた さぅ である 0 

■ 

アメリヵの 指導を 達の 巧には、 じんな 希望を 持つ て わるを もみい の だれら、 油 斯も巧 もなら な 
ぃ。- ‘ . . - 
巧 爭と夕 巧 この 乂 東亞 載爭は 支那 事變 のかく、 いや をれ 上に 战ひ oi 戲 力を 巧 董サわ ばな 
ら をい 〇こ〇 ことは •さきに 「巧 ひつ、 建設し、 建設し つ、 巧 ふ」 とい 0 たのと 同じ < •長 巧 巧た 


琴 s 專警 i ち窒 it —、 お . 

巧 ブロックは、— 共 霞に 進展し 搪 張され ちし かち ミ 領有; た;; を •今を 旨ず 
覆——。 そを これまで 米—— 驚 「持てる / 

—Hy nny 。 は、——! のでは ミ 
こだれ yrrg /」 1 C 善 ミを—— i る。 こ i 

は 今— い— れる畫 な 問^を PI ; II に 入り •卽ち 「持てる 酉」 に 
な::: か 観 ミ——— ミ f i して 
もょ いでは S と • M け」 urrr ——— ミを 籠 
をお^^1^^^0た||畫」ろ 民||ミき提《莫琴をる。 されば 


••，け 


ホを 巧戰爭 がみく M くにが つて 函 力が 太る やうで なければ ならぬ 〇 これが わめには 巧な 奉公を B レ 
て •産業の 振 巧に 巧 逸する ことが 必巧 である ことは いふまで もない 0 

一二、 日® がの 立場 

日！！ かの 握手 そもそも 束亞 とな 洲の M 巧は、 あだか も紹の やうに 搭 合つて ゐる〇 東亞の 事件 
はたと ひ をれ がか 何に 小さな もので も 直ちに お洲の 問題で あり •巧洲 の 問題は また 東西に 直接 备く 
ので ある 〇 - ’ 

大 東亞 お爭 はま 巧 事 變の必 がの 巧展 もして おつ セ もので あり、 支 邪事變 はまた をの 勃 おの 初めょ 
ょり 內に 深く 大巧 西® 爭〇お 巧を 巧して ゐ たので ある。 これが 巧 巧は，】 九 一九 年 一巧 十 S 日ヴ H 
ル サイ ユが約 調印の その R 巧に 胜胎 したと いへ る〇當 時， 戰 勝の 餘势を もつて 聯合 囲が ドイツの 骨 
の おまで しやぶ り盡 さう もした こと、 をして 日本ぶ び イタ リ卞 をして、 東 盛と 地中海の ホ 犬に する 
とい ム 屈辱的 地 化に 押 込んだ ま資 が' 今 ホの 宿命® にまで 巧展 させた ので ある 0 

日 巧 伊 ご 一田 閒の 友が 巧が は •ま 巧專菱 を夕掛 として】 お-^ 巧密 化した 〇卽ち 支が ま 巧を 通して、 
日本の がは 支 巧ではなくて •をの ^ から じれを おる 米ち である ことを か 巧に 示す 一方 •ドイツは 




を奚 地— な f 通ち イタ リヤは 地中が，； 是 問題を 逆 じて、 巧れ も ミ 摩ぅ ごめ 矣 

ち 巧の 佑くな き魂瞻 をを 巧いた ので ある 0 

そ ミホ 芙 勢力 0》 大 せんとす ミを 巧 術す るが 巧から •日累 巧が S ミ ふ 形で 浸 装 
日本は 葡事 f 巧 f して 昭巧セ 年には R ミ 再 i 巧の お 退を 暮し ちかわて じ 〇機を 化つ 
てわた ドイツは、 ナナス 反 塞な 直後？ とで も あり •このが なをを せず i 呈 軍を 胃— 
お聯铅 K 愛が を 叩を つけち イタ リ卞 もまた ユチオ ピヤ 整を 通じて 才— スト リ卞 ''ルカン*^ 
唐れ ら寡 S 墓襄 K かへ り •ドイツと S い S — 算」 て： へ ルリ ミ P - ミ 0 置 結 
ホへ と 急いだ。 そして ドイツ 〇養襄 が 水泡 忙戾 する 一ち 霎谅 をが はかばかしく 巧かない 矢 
ホ •ヴ H ル サイ ユ案 十五ち 巧に まを 巧に をへ た 日累畐 が 日爱共 協を を— する ため， 
舌 巧 蒙を を 巧し なて た 0 は 慕の 巧 おで あづち - 
米英が 嘉を とつて 妻— をを かんとした 一九 一ニ セ 年 〇九ケ 苗を 葦は •霎援 をした •トイ 
ツ がみ 管裝を 肯ぜず • f イタ 是も 日を 助— 度で 塞がを fK された ばを か、 同を 
巧 進行 中罕 一巧 六日 •突か’ 日 巧 伊 巧 巧 奪の 調 种が發 表されを 

この 奪な 塞 •黨著 委寞葛 0 萬を 受けた’ か •ミ薑 《了奠 ヵ ニつ 0 


•••け… 


國 お 群に よつて お 時して ねる こもが 表面に 現 はれた ので ある 

巧 田の お ま權お ホを た繞 つて 支那 事 變が各 困のを 規の 的と なつて わると き •ドイッの みお 罔 巧は 
ォ1ストリヤを初めとしてホ々に進がし、 イタリ卞もまたエチォピアを制し、 アルバ产ヤを併合し 
て •をの 巧 信は なめられた 0 S 八 年 チ H ッ n 問題を 繞る ミュンヘンの 巧 伊 英彿四 酉ち 頭 會議で •一 
時は 小康を 巧た が •第二み 世 巧大駐 不可 巧と 見た 英佛 は， その 準備に かかつ てわた 〇 そして 戰機熟 
した S 九 年 九 巧、 ポ I ランド 巧が 問題で か洲 巧の お乂は あげられた 0 

をのを •數 ホに わたる ヒット ラ I ながの 巧 平 提案に イギリスは 巧を 藉 さないで •フランス 大敗を 
ッ がと 結び •アメリカの 授 助を 恃んで いよいよを 巧 態勢を 固め •バルカン、 ブ 蹄から アメリカ へと 
弦 給を 馈 大して 行つ た 0 

一方， 日本を 桐 恩すべく イギリスは アメリカを 組んだ が、 チヤ I チルの かきは 「ア .メリ カと 日本 
が巧戟 すれば •イギリスは】 時が 仪內じ 出かす るで あらぅ」 などと 見得を 切つ た〇 をの 實 •イ ギリ. 
スは 東亞に おいて 巧大 なる 自 困の 權 をを 失 ふこと を 恐れ、 お 日 巧備を 違め つ i アメリカ みに を 
ら ゆる 手段を 弄し、 じれを 矢面は 立たせた ので ある 0 

b が 盧あ自 ぎに も 吸を が ある •をに 米英に 宣戰ホ 吿を發 し， 直ちに ハワイ 急繫を 敢行して •彼を 


.巧. 


ちぢみ 上がらせを 卽ち昭 巧 十五 年 九 巧 二十 セ 日に 締結され た 日 獨が欄 協を 發 動の 日は をに ホた 
ので ある 0 、 

みいで、 戰雲大 を 堂した ばかり 忆 忍んで 來た羣 は、— 忆樞軸 S 米戰爭 害を 霞 
し •越ぇて 一巧 •一二 围 お 事 同盟が 締結され た 0 

卽ち 巧共谅 をに 始まつ て、 をのを 各 直の 途を 冒の 力で 閒 巧して 來た 一二 國は •遂に 世 ホ 新 おを 0 
ために 來る 巧まで 來て しまつた ので ある 0 

巧 軸 覆 Q 臂 最近、 S 墓は 賣總力 結集 大馨會 で •日 お 伊® f ゎ奚戰 果を累 

ク * 

て 後、 

「かくの かく お 軸 側 S めて 有利 S ち參り セる 現在 0 戰 局は’- 今後 日 覆 畐が是 乎を おい 
で、； 追が 戰忆 進む べ臺 礎を 字 も Q でを る。 敗戰に 次ぐ 敗戰を もつ てす る蓄は •國お 生活 
.の 窮晉 と共忆 、いよいよ 深刻なる も Q がを ミ ー方 •擊 胃の はつをり」 ない 蓄忆 おいて 

は、 置は 達を たたる 堂 笑 軍備 霞 0 管 踊らされ •監 お失忆 よる 堂餘 養と 瘦つ 
て、 围內 Q 情勢 遂畫 花」、 賃 (香」 を 最近と み忆 加は つて 來た言 •米 薰國は 日一日とが 
巧の 藝を 等つ、 ゎり •ゎが 帝幽 (勝利は 有利なる 戰浸 推移と 共 K 、 いよい 系 動 《ものと な 


け 


つてむ る」 

も强 調され たので ある 0 

この 海上 輪 送 力の お 巧から だけで も、 巧： S 側が あくまで 巧して 巧けば， イギリスの 通が はかれ セ 
ものである 〇 第一み 大戰當 時で さへ、 ドイツ 軍が もぅ 少し 押す 力を 持つ てわたの なら' 巧 本 止は 化 
えたで あらぅ ことは、 戰後 •ち 苗 黄な をの 吿白 によ つても 巧ら かで をる 〇だ から 要は、 ぎりぎりの 
最後まで かを 押しまく るので ある 〇 少しで も 手を 投 めれば •巧は 息を か あす ばかり か、 窮兒 ザつ て 
独を 巧む こと さへ ある 〇玻 ひは 最を〇 五分 閒で 決する とい ふを おは •古今を を 巧く 巧 巧で ある 0 ，• 
じの 見方から すれば、 アメリカ にしても •大西洋と 太平洋 もを 巧 軸 側が、 あくまで 彼 0 海上 輪 送 W 
力を 失は しめれば， 巧爭ま おの 快乏 と共に •イギリス、 ソが •おな 巧への 巧 お 巧與が 不可能に な 0 
て •煩 巧の 生活 巧綻と 巧れ てが 壌に おする じとは おを である 0 
され ぱ ，巧 田 お 巧が もして、 

「しかして 更に 力 巧く 思 はれる じとは •.巧 おにを ける ま 巧の 巧々 たる 栽 果に巧 ホして， 巧洲 におい- 
ても 班 巧 巧が が 着々 として •をの 巧異 的巧果 を攘大 しつ、 あるじと である 〇巧亞 における 皇軍の 巧 
巧が 洲の巧 おにみ 大 のが 響を 巧ん るは もとより 0 じと •また 巧が の 巧 » が 東亞の 巧 巧を いよい 


ょ留忆 有利なら」 むる ことは 寡 £ 了 •强く 結ばれた 日爱 0 米 巧 我 ひち 今や 義〇 

勝利に 巧つ て强 力に 押し進められて ゐ るので ある」 

と ある 0 - * ‘ 

最近の 一例を 巧げ れば •北 阿に おける 樞 望の 巧 進 巧^ 蹄 含 側に 非常な 不 巧を 與 へる も 0 

夕 、三 ユ— ョ—ク •タィ ムスは ホのか^^ ベて ゐる〇 

^4 や •化 阿 Q 沙巧地 巧には 巧び 话尝 が蔽 ひかぶ さる 忆ま ミ。 植攀 は-^ ょいょ 巧く ユジ 卜內 
に進擊 してむ るが* この エジ ブトは 巧 本 止と ィンドとの 問の 唯】 つの 巧を でを り また コ— ヵサス 

防衛の みならで 日本と 羣と Q 羣を 防ぐ 愛で も& る。？ 攝は t ゆ SS •をら ゆる 力 

.を もク て、 これを ずらねば ならない」 

とで、 日 おがの 連烙を 恐れて わるので ある 0 
•日が 伊 ミ 苗條巧 締結に 期す る 詔 害に.、 

冀ヲシ テ 备美ノ がヲ得 シメ 隻ヲシ テ お 夕 其ノ堵 5 ンセ シムル ハ ミノ 大業 ニ シーア 前を 
を夕 遼遠 ナリ 

..を 仰せ 給 ふたので をる 0 ' ■ , 
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巧ち 臺證 単の 前には •巧 立を 冬 奮を 促し、 霎運 巧が ますまず 表面化して わるを 
の 雄々 しいを を。 を 7 ラビ I 薑 つ、 H ジ ブトは 起きる •インドは 巨 《める とい ふ妥 であり， 
一ち 滿 姿び 中華ち 困は いを でもな〜 タイ •佛領 インド 支那、 ビルマが 帝闽に 協力して 東亞 
の 新違設 を變學 とい ふやぅ 忆 、今や 樞 ss ? ちく—」 たと C ろ 0 •をまで イ ギリ 
ス のために 餐膊 をて ゐた 諸围 は、 お 起せざる を 得 なくなつ たので ある。 

そこに こ ろ 世界新 秩序が 完成され る 0 でを り、 また 曇忆裡 られわ 聖旨 0 極みな さホ雕 さが 
巧 得される ので ホる 0 一 - 

かかる iQ 如を • E 」 美肇 0 中 み ••ひとり 養芝恃 むべ から ざ 桑 英を恃 み 
て、 同胞を 赛 り、 7 ジ卞 忆叛き •巧る ベを 米英と 運が を 同じぅ せんとす るを 見て •われわれは 巧 
.•に 彼の 巧 さを 慨む もので をる 0 ' 

四、 帝國 海軍 力 

巧 軍 お f 《寞ミ 大東 i 羣發鬟 •昭草 セ 年 音 二 玉 日© 第一 手 セ鬟軍 おを 

日を 迎へ るまで Q 更巧閒 K おけろ 帝 HIC お大 なるお 含 おを 蒙 すれば 左 0 夕で ある〇 


2t か 








巧 巧！！ が 巧の！？ 呆 中， が 甲巡 ネャ yv ラ 巧 一 A をが げした 

わが 方の 喪失した ものは、 巧 袖に 比較して ぶゼ々 » なれば 巧では 咯 して わいた 0 

巧に 述べた を 海戟 並びに 隨 巧に 度 開 せる 洋上 § において、 擊巧 なせるな 皮 巧は 巧 表された もの 
巧！： > .で、 組 お 巧に 二百 五十一を の 龙大な 記錄を 示して ゐる〇 
これを 內譯 すれば •お 沈お艇 は、 ぃ’ 

戲 お- 八隻 
化 空母 お 六隻 
巡洋を 十五 隻 
醒‘逐 お 甘四隻 
靖水お 五十 集 

などで、 計 約 五十八 お トンに 上り •をの ほか 小ち おを 十 隻をか へれば、 實に百 五十 S 巧に 及ぶ の 
である 0 . 

この 中には •六を の 米 巧ち と 二 まの 巧 我 巧を をみ， 更に 四 隻〇ホ 空母と】 堯の米 水 巧に、】 巧の 
を 空 巧を 計上して ゐる〇 - . 


: 哮 


震 壤藝 
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風 獲は 移動す る囊 でを り •養は 巧く 飛行場で ぁを ち卽ち 八隻の 我がを まさせ セ こと 
は、 乂 つの 頑 巧なる 洋上 巧を を蠢 した ことと 同じで ゎ ミ ま 笑 クの巧 空巧蓄 のな 失は、 巧に 
.とつて はを 力なる 反义の 移動 基地を 巧 取され たこと と 同じで ぁる 0 

ホに、 巧 玻な艇 は パ - 
戟担 五を 
巡洋お 十二 隻 
. おを 巧 十 一隻 

潜水 お 廿九隻 - 
などで’ を 一二 ま 萬 トン 忆 及び •を C ほか 小 巧 盾 十一 f か へれば、 九十 八隻を 巧す るので 

ゎる。'、. 

じ 化ら Q # 襄巧忙 ょ？ も 判る 言忆 •藉 答 0 重 まが 寞 なを 下と ミて •今を に 
をけ る 大巧な 巧 致 作 《に 巧 ミ 手を 巧つ を 丢堇に 看 巧され る ミら ミ 
おを についで みて ち畜 はアメ ミが 巧ぶ’ 夕留 をれ ぐ十窒 で、 ぐれ をを 


ノ 


しても 写 二十 f 超ぇない のに おらず •を 0 や 巧 巧 0 •セ 十九 隻を巧 失した のでを り •しかも この •’ 
中には 米海軍が 自恃 すると ころの、 最 巧の § 力 長き 倭 ホ おのみな まれて わるので わる から- 
この 反ち 力奚 おとを の お 動®^ 基地の 巧 f 襄 つて 、なの 野望は をち 今日 ミ 明日へ とが 
ホを 急ぐ ょりかに をはない ので ある 0 

かくの かくを 震 K 典へ たる— Q 寞 なる 居べ て •わが 方 0 奮で#— 牲 となつ たのは’ 

お 近の 现巧襄 巧に わいて •不幸 K も蹇水 おの 審 をぅ けがを せる 水上 營投 一隻 •髮巧 一隻' 
を 新い 畫擎 るの 損害に 遏 ダず、 他は 巧に 雲され を 型が 空母を 一隻 •裝逐 巧六隻 、お 水 巧 六 
隻と巧 養を Q 委 Kf 寡 賓豐き •主な 美 f」 了 巧へ る C みで、 ミ餘 りに 巧 結 

せる 化 巧 損吿の 差違は •わが お 巧 魂のを 巧 さを 物 おる ものである 0 - ! 

♦ 

♦ 

〇 

れ船 化で' われ 忆# 沈され たる も 0 貢 十九を •約 九十 一二 萬 凹 千 トンに 達」/ 巧 巧され たる も 0 
巧 一一 十九ち 留 4^ 八 萬 五 ン K 玄 。そ」 了 わが ホ K ょり 拿捕され たるち® 喜 曇 約 十 
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’ 一 蚕 トンで あるかち 紀計 八ち 一ち ち 六ち 黃九千 トンと いふ •巧異 の あぞが 敲商化 除が 蒙れる* 
今日までのを 損害で ある 0 

この 養窜 船舶の 苗籍 をち ち •蘭 •沒と 巧 記せず とちを の 大部分が 太ず 洋 におけ 桑 船舶で 
あり •また インド洋 における 英 船舶で ある ことは いふまで もない 0 
帝 苗 海軍が 麗装 •が 巧言 お 整を 仮。 含 や 含す S と 約 十七 お トミな り、 が 破は 九 萬 
トミなる。 たこ • C れは對 米 化栽果 Q みでは ない がが 蘿を 合せれば 月 一王 苗 トンに 上る こ 
をに なり •をれ に 巧が が 大西洋 側に おいて 米 商船 おに 敢行し つ、 をる 攻 がを 加 へれば、 巧に この お 
字は 巧摧 して、 米 商船 麟 をます""'^ お 地に 陷 れつ、 あるじとは 巧 白で ある 0 ‘ 

また 英 困が 自活の ため 不可 かの 《巧と たのむ インドは、 帝拽 海軍の 展開せ る インド洋 大作 戰 にょ 
り、 をの 本 西との 海路を 不隨 化され、 _ をして 同 洋上の 英 化が は柬面 においては をく 化 行ず 能と な 
り、 西 面に おいても 絕大 なる 不を なしでは 移が し 得ない 狀態 である 〇 されば •世 巧 一の 巧 船 おを 誇 
り、 をの 存在 ゆ态に 保たれて わた 大英帝 苗は、 今やみ 第に を 落の 一途を 姐る ばかりで ある 0 

しかも わが ホ Q 拿 碧 舶五百 一一 曼’ 二十 二 萬 トンは 畜忆 活用され、 わが 海上 輸送力に 料 益し ク 
I わるを 知る とき、 彼我の 巧を は.、- けだしが 快のを をな < する ものである 0 . 
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帝韵 拿が 意 おは 開 載 0 劈頭 •ミル ルの 上ぶ •或は 地上に わいて ホ證冥 十餘を 巧が 破せ 
るを 雷と して •こ-方面に •比 童 面に •養なる 攻 がを 株 おし •ちに を留 城を 作 戟に監 
し、 反擊サ る襄を 屠り •ィンド洋 セィロン 島畜忆 て大寞 をを をる ほか、 お 近では 北を 並び 
にニユ —ギ； 東 音 奪 現した 蜜を 索め てを みを を擊 巧して ねる 0 
従つ て 敵 あの— は寞 なた 宇に 達し、 わが ホに 孽をさ れ たる もの 不受薑 十七 f — をが 
九百军 一森で あり •§ せる も Q またを 言を 一宿 忆 及び •もら S 計は 度に 宇一 言 七 

十四機と い ふ|8|くべ き巧果である〇 

これで 見て ち 空より おみよぅ とする 敵 兵力は’ わが 巧 お 無比なる 塞の 前には 是る寫 に 通 
ダない 〇 なほ 窺 方面に 殘存 する だけで、 共 雷 巧に 宴 力なるな 養は 殆ど 殘 されて わない こと 
が •この 綜合 戰果 によつ て羣 的に 示を たわけで をる 〇 みお 載に 忽ち 出かし、 時には 攻繫 部な の 
巧が となり、 時 忆 はわが 霞 都 除忆奠 しづ、 寞 なる 哨 f 巧 ひながら •かく 0 かを 大量の 敵機 
を— 破した C に 拘らず •わが ホ 養 失した る 飛行機は 僅を 一言 單八樹 Kf ない 名 あ ミ 
を まな S 力と！！ 伊 g 更に •わが 窒 力の 絕大 なる 破 f 揭げ て、 われ わな— にが 
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するとし よぅ 0 - Z . 

セ 巧-}- 八日の 大本 營お 表に よれば， 

西 ィンド洋、 甫阿ス 面に 作 載 中の 帝 困游水 巧は •六 巧 上旬より 七 巧 上 巧に ちり •敵 巧 二十 五 巧*- 
巧 二十 巧 トンを お 巧 せり 0 

と ある 0 、 

ィンド洋に 活播サ る 帝 凶 海軍 潜水 巧 部 おは •遠く アフリカのを 岸に 巧 巧し、、 同 沿岸 I 帶を もを 巧 
しつ、 あつたが •こ i に 巧 まされた 戰 おは •をに をの 逞しき 不 おの 敬阔巧 神を 遺憾な. く 示して むる 
ので ある 0 

しかして この 聪 おの あげられ たる 六 巧 上旬より- ケ巧 間に おける 巧が の 化 阿 作 破む 進展を 見る も 
き •自ら そじに 日 獨が連 お Q 稳问作 巧と いふ こ に 思 ひを 達する 〇卽 ち大 東亞 戰爭 の勃發 と共に、 
固く 結ばれた る 日 巧が S 西 同 酷は、 米英 徹底 打倒に 巧 進す る じと をを ひ •世 巧 お 巧を 樹立の 大理 巧. 
途 がを 目榜 として ゐる ことを •を も 明かに み 現された の. は •實 にこの 載 おを もつ て 樵 矢と する ので 
ホ ミ 

いひ か へれば 北 阿に おける 巧が の 巧々 たる 大巧 勝の 陰には •一二 困 荫同作 職の 政 力が 咨 いて ゐ たの 


が 


である 0 巧 苗 海 巧が インド洋に 巧# せる 巧 おを 拾へ ぱ •われらの 知つ てゐる 最初の ものは、 シン ガ 
み— ル睹巧 直を に インド洋に 度 開され たる •わが お 水ち 部隊の 活 おな 活動で あ クた〇 そして 更に 
n ロン ボ なお •ツ リン n マリ— を 巧が 華々 しく 巧 はれた を •マダカスカル 島攻 おとな A •夕 r バン 
を ♦が 巧 はれ、 •わが 海軍が 全 インド洋を 跑篇 する ことにょ つて、 巧を、 化 阿に ある 巧 兵力に 與 へた 
巧嚇は 巧め てを 大で あつた。 

なみに •わが 方の この 載が と 化 阿戰辕 のかき とを •ち 日厢に 列記 すれば •を ごに ほが たる ものが 
をる ことを 知る 0 

. 、 

二 巧 中 巧 ホ H 嵌 巧 》水« な R のイ y ド 样出擊 (日本】 

= 巧 十 |二、 四、 E 日 が 中^にて！： サを ザに ょる 巧 大巧を 化拍攻 #、« 呆は巧 巡な ど八隹 ，巧 化か 十を 
巧 化 巧 (巧、 伊】 

lllgllB 東南 インド 律に てを 因 おがが 米 巡、 巧 》 、米 巧 巧ら を學沈 (日本】 

£> 十 ホ B までに、 を インド ホに て、 わが 度 水 おが 》 は、 な 巧 船 十一を、 が 八 萬 トンを 巧 巧 (日本】 

S 頁 二十 ホ B 巧が マルタを 猛が (巧】 

■巧 E、 ホ、 t 日. 帝國お 巧が »はコ ロン ポ その 化を 巧#、 巧に 同 九日 ッリ yn マリ J 巧 港を 巧 » し、 
これらの ホ 巧 田に れいて 巧を 巧ク J ス はじめ 巧 逝 二を、 巧 »1 隻擊 巧、 巧 お 14 大巧、 か 
拍 一二 十五 乾 お 化 (日本】 ’ 
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田 A セ B 巧游 アレ キサ y ド 9 ヤ 巧# (巧】 

S 巧 UI 十一 百 わがが 巧 おが 巧みが マダガスカル A 化 端 デ 1 ゴ •ス 7 レズを 巧 巧’ 舆货巧 クイ— ソ • * 
リダ ぺス巧 一を ホ ぴに巧 こ 巡 一ち 學巧 (日本】 - 
ホ g 十旦 わが お 水径巧 巧夕- •パン 巧を 巧擊 (日本】 . 

ホ 巧 十 田 H 巧 ザを 巧は 地中 おにて 巧な 送 か 函及ぴ 度** |» を 攻# し •これを 巧 巧 (巧 ザ) 

《巧 II 十 I 日 ト ブみク 占領 (巧 が】 

となり， わが インド洋 作 おと 巧が の 地中 诲作 巧の 巧に、 自ら 戰略的 連絡の ある ことが 判る 〇 イン 
f 巧を 西へ^^ もを 退した 英お 軍は、 や アラ ピヤ おとな 海の^ 巧く 追 ひ つめられ •インド洋より 
する 西 西， •化 阿への お 血路は 完封せられ て， 英巧國 崩 壌の 化は いよいよ かを 的と なつた ので ある 0 
敵 巧 K の* 巧な 货ま 巧に また •セ 月 十八 日の 大本 替を 表に よれば、 

巧 巧 海軍の 開 戟な來 •セち 十日までに 擊巧 巧せ る 敵 船舶 巧 計 左の 如し 0 
飛行！！ I に 依る ものち 九十 巧を •八十 二 萬 九 千 トン 
*1$任 に 巧る もの 九十 九を、 セ 十二 萬 四千 トン. 
g 巧 その 化に 巧る もの 七十 S を 、 S 十八を 一 •一千 トン 
を か S ち 六十 六 裳、 百 九十 己 萬 五 千 トン 
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帝围お 軍は •をの 作戲巧 命の 第一を 巧 お 上 兵力の 夕滅 におき、 な 船舶を おの 通 巧 破 壞戰は 第二 ま 
的に とり 上げて ゐる やぅで ある 〇今扫 •開 我な 來 はじめての 海の 記を 日を 迎へ るに 當 り、 この 第二 
巧 的 作 載时展 であるか 腊舶巧 巧の 大 なるお 合 載果を 見る は •實 にお 噢 すべき ものである 0 

卽ち ハワイ 海戰 .マレ— 沖お戟 •ジャパ 巧 お 載 •インド洋 作戰 •珊瑚海 お 戰> 東 太平洋 作截 など 
0 お 史的 大海 戰の すべてに 連勝す る】 方、 帝 現 海軍 备巧隊 はを のかた はら 默 々として 通 巧 破 お 載に 
も おまず •赫 々たる 戰果 をを わて わた ことを、； C れ われは 知り 得た ので ある 0 

巧 力戰は 勝敗の かを を斷 ずる ものでは あるが •通商 路破 壌に 伴 ム經濟 封鎖に ょつて おにを 命的悲 
W を あぶさせる こと も出來 るので ある 〇巧 洲は旣 にこれ がた めに 孤な 化し、 インドの 寶 化が イ ギリ 
スの 自由になら なくなつ たの も •船腹 不足に ょる も 0 でを る 0 
閲 駐な來 •米英の 船腹 喪失は 巧に 千 五 百 萬 トンを に 上り •巧 巧闊が お大戰 にわいて 喪失 廿る 船舶 
损舊に 比肩す るの あ 大な巧 字を 示して ゐる〇 しかも イギリスは、 そ 0 食辑の 七 割 六 分を おかに 巧な 
し •兵器、 石油を の 他の 必需 物を のた め‘ •.'年 セ 千 萬 トン 近い 船舶を 要する ので ある 〇を こで •この 
目的の ために 年 セ 化 海を 巧 ふ ものと すれば •約卞 巧 トンの 化 腹です む わけで あるが •現を イギリス 
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が 巧ち して わる 船が のうろ 巧が 巧 おの ものは 八ち 萬 トンを を 割る わ 至つ てゐる 〇もク とも •巧 巧 
なる 物を 節 わを 巧へ ば •どうにか 巧に 合は をい こも もなから うが •じれに ょ つても ィギリスは 崩 ホ 
直前に おして ゐる こもを 知る ことが 巧 來る〇 

もまれ •帝 巧 海軍の 作戦 巧な は •太平 •ィンド 巧洋 のを 水が にあんで ゐる〇 をれ は 二 巧の 千 萬ず 
方 キロの 廣き にわたり •南 化大 西が をを した 面積の S おに 當 つて ゐる〇 しかも 東西 兩 半球、 赤道の 
南北に W つて ここに 作 巧す る わが 將 おの 巧を こそ •眞に 謝し 切れない ものである 〇 ホに、 この廣 い 
ホな においての 索 かが •か 巧に 困雞 でを るかは なみの おりで ない 〇 この 巧 まと 巧 推を 克服して •二 
巧 萬 トンに 近い 扱 化を 居つ たので をる 〇 そのな 量は ホ $ の ホ 苗を 船 巧を Q 11 倍を 占める もので あ 
り、 その 損失が 敵戰厨 力に 巧へ るが 響は 測り 巧ない も 0 がを らう 0 > 
巧 國 巧 水 おの 巧 巧を 巧に 巧 目すべき® 呆が •七 巧 二十 八日に 大本 替 から 發 をされ た 0 
セ 巧 十八 日な 船舶 擊 沈な 綜合が 巧のを まを、 更に 巧 坦巧水 度の 巧が せる おお 果 左の 如く 判明せ り 
一， 米す ± 西ち シヤト A ホ 面 巧 卞 トンな】 巧 (六月 八 日心 セ 千 トンな】 を (六を 一十 日} 
二，* が 束ぎ ソ ドニ— 方面 二 巧 トンれ 一巧’ 云 トンな 一 一隻 •セモ トンな i •五 T 、 ン狂 
一を (白 巧 巧 一日 至 六 巧 十六 日) • 
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ご I ， アリ ユ— シヤン 巧 身 ダ ツチ ハ— パ— 方面 六 千 トンな 一巧 (セ 巧 十六 日) 

と發 表された 0 

この わが 潜水が 部 おの 戰綻 にわいて •ダ ッチ バ—は 太ず 洋の ホの 端 •シャトル はわが 方より 
洋上 八千キ n の ホ 西岸 要衝 •シド 三— は遙 かお 太平洋の 要 寄で •米英 海軍は 查 太や洋 のこの 最 お， 
最柬 •を 南の 备 要港と 同 方面 お 巧を 死守 せんとし •お 重なる 哨 巧を 怠らな かつた であらぅ が •わが 
淸お 部换の 前には 巧 巧す るよりか に途 がな かつた ことを 知る 0 かぅ してな 側の お上不 巧が 巧大 すれ 
ぱ •米英の 破局は この 海上が 巧の 不な 化に よつて > より 早く 招がず る ことは 必を である 0 
今次 戰果は 小計 八隻 •セ 巧 一千 トンで あるから •こ. がを 前の 聞 驳な來 0 船舶# 巧戰 おに 加算す る 
と •トン 數 においては 堂々 二百 萬 六 千 トンを なり •巧 沈總計 S ち セ 十四を となる 夕 これに、 ドィツ 
海軍が 過 ま半ヶ 年の がな 戰お六 百 十六 隻 ' S 百 八十 四 萬 S 千 トンを 加が すれば、 米英 側は こ、 が 半 
歲 にて 九ち 九十 隻 ，五 百 八十 四 巧 九 千 トンと いふち 大 なるお 字の 船舶を 嫂 失せる じと になる 0 
が 海軍 も 巧强の 馈烈さ 皆が へ， 地中海は ももより 米 東岸に 巧が して 大 なる 哦果を あげて ゐる〇 こ 
C に 米英の 制 海權は •たぐ 壁の みで 資 のをい じと が充 々に 判 巧した ものである 0 
敵 巧 水 おの ダリ ラ 巧を 巧挣ナ なほ •なの 潜水 巧 ダリ ラ 戲を完 砕した ことが •大本を より セ 巧 
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十九 日發 表された 0 . 

帝齒お 軍の 開 戰从來 •セち 十日までに 巧が なせる 鼓 潜水 巧み 計 左の かし • 

巧 沈 五十 九 集 巧な 一二 十八を る 計 九十 セを 
とを る 0 ‘ 

帝閔 海軍の が戟裘 、勇な 塞なる 進を 作戰 にょり ホ々 と蠢 され 菜ぶ ちす ベての 器を 失 
つたた ろ遂 S 水 お ダリ ラ截忆 終始す る 2 むな き忆 至つ たが •廣 ホ果」 なを 大洋 忆 •或は 至 
巧邊の 防衛に 默 々として 鞭 巧の 巧 狸を ク ごけろ わが 海軍 部 お、 監既巧 おさて はが 空 巧 g 各 巧 
守府 などの 本 ± 暫備部 おの 戟 おの 英 巧は •貸に 敵 潜水 巧が 巧が 九十 セ 隻の巧 巧を 奏した 〇 まさに 度 
ダリ ラ戟法 Q へ 嵩を を 語度壽 」 •表を 蓋 S せ」 めた も C とい ふ •へを でを る 0 
卽ち戰 前の 情報に ょれば •アタリ ヵは 猜水お 保有を 大型 四十を (をのぅ ち マ A ラ 方面 S 十 集) 中 
型 四十 隻 •沿岸 防備 用を の 他 五十を •をの 合計 百 S 十隻 を， 巧して、 化は アリ ユ— シャン わら ハワイ 
- ミツ ドゥ エ- •グアム •フイ リツ ピンな どに 猜水 震據 地を 持ち •かの •シャバが 海ぶ のが 府 •米 ァ 
ジャ なお 司令を 官大將 ハ ー トも •潜水 お戟 術の 巧が として 東亞 水 巧に 潜水 巧の 增 巧に 狂奔した ま 
た イギリスは シン ガポ- ル •香港を 根據 地と して 約 十 お f 奪し •オランダは 塞 ボル ネオ 方面 


• • • jA 


に 約 二十 隻の新 錄洽水 f もつ て •わた 空しき 挑 我を 試みん としをの だが、 巧に 巧 お菜 巧は 
を滅 しまり •アメリカは 開城 後 更に 11 、 S 十隻の 新游水 おを 瘦迭 したと いんが •これと て 巧く ♦巧 
された も 同様で ある 0 • ‘ 

’ .0 ‘ 

ソロモン 巧戰 までの 大» ま 日 巧 わが 海軍の 大 なるな 動を •日誌と して 左に 攝げ てみ ると し 

よう 0 - 

一 

ハワイ 海戰 (格が 十み 年 壬 一 月 八日】 . . 
S 巧 巧 だ 五 巡 禅が’ 二 
-ホ苗 巧 お 一二 を 巧 一 .昭掛 二‘ W 塞！ 一二 
中 tt 巧 巧 一 こ滋巧 アメリカ 

マレ ー が 海賊 (が 巧 十六 年 十二月 十日】 

« ホ 城 お 二 113 — イギリス 
ジョンストン島が (昭巧 十 A 年-ぶ 八日】 

慧 巧 水上が 晒！！！ —— ア ゾリ々 
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0 3 H 巧 g 一 1 イイ リス 
シン ガポ— ル 島 南方 《同年 二ぶ 十日一 4 •四日】 


巧な 


B 巡 一—- イギリス 


ホ tt 


おお 巡 
巧 巧 

巡が 巧 


イギリス 

‘巧巧 




オランダ 


S0 


« g 二 


1 ■董 6 •一. みま 巧 一 
ジヤバ スマトラ島 (巧 年 二月 十八 日】 

0 a 巧 巧 お 一 
中小 g « 巧 お 五 
パリ— 島 沖海戰 (巧 年 二月 二十日】 

0 a g 巧！！！ ほ ー アィ 9 々'ォ ブツダ 

大 義 逝 洋艦二 ■養 1 1 

II ュ I ギ -I 卞唐化 巧 (巧 年 二ろ 一十-日】 '■ 


♦ブ 乂グ 


も 


■ - _ 


.民 


巧 


み 


¥ 


c 巧 空を】 1 アイリ々 
チモ I ル 島 (同ち す 二 4 •二日) 

蒙な お肢巧 1 1 ォブ グダ 

大烏島 (同が 二月 二十四日】 

中 0 巡 洋ちニ ー アメリカ 
H をた 一 — アメリカ 

スラバヤ パク ビヤ 沖 海が (同年 二月 二十 A 日— 一二ぶ-日】 

蒙な 甲巡 二 アメリカ、 イギリス 

こ 巡 巧 ォ ー ストウ リア、 ォ、 y ダ 
曲 塞ち 八 か！！！ セ . Air # が艇】 
バリ島 (问年 二月 二十 セ县 
’ 大 確 巧 巧 空 巧 一 — アメリカ 
チラチャップが (巧 年 一-一月 二日— 一一 一日】 

蒙 巧 窒 ち】 —— イギリス 


♦ 


. 4参 


おた 一 — ア メリ ♦ 

まが 西方 (同 堂 貢 二日】 

蒙 ホ こお 一— アイ，々 
ジ卞バ 海 (同年 一二ぶ 五日】 

0 巧 巧が 巧 一 —— イギリス 
a ン ポク 水道 (同年 I 二月 九日】 

、蒙 巧 巧な 巧 11 オブン ダ 
n ロン ボ沖 (同年 巧 巧 五日】 

C 巧 甲巡 二 I イギリス 
ツ リン n マリ 沖 (同年 巧 月 九日】 

« な を 巧 一 イギリス 
曲を 111 一 — イギリス 
太な こ 巡 一 —— イギリス 

禍瑚 海海戰 (同年 置 月* 日— 八 S . 


« 





s 巧 巧を 二 1 ァメリカ * 

申な 一 アメリカ 

ゾ ... / — 

0 0 一 ァ メリ々 

ブロ モン 海戰 (同年 八ぶ セ 日】 1 

> 巧 《 « 一 I ~ . 

.逝 巧！！ 一 屯-. 

- 一 - 

j II ま 度 •巧 

輩な 甲 おこ 

■塞 鑑 二 _ 

/ . • 

五、 一帝國 陸軍 力. 

キ 歳の 乂 » 果 ホに 帝 苗 陸軍が 大巧 西 巧 爭閲始 な 來六ケ 巧 聞 (昭巧 十 セ 年を 巧 一二 十一 日まで) 
になわた お大 なるお 合巧果 をを 示 すれば おのかく である 0 
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苗坤爸 巧ち. ぶ； 
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•支が 作 巧 (巧麟 S 巧に おいて々 我せ るを 兵力 並に 敵に 巧へ たる 巧を 


巧を 房 
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異 十六 軍 二月 八日 •米ち 擊滅震 Q 乂壺を 切つ てから f おの 閒 K 、 わが 睡お 空の 餐 は、 ま 
菜華洋 岸、 甫 はを 州、 西は ィンド洋 へと 曲がし •をして 至る ところで 霞 拿を# 巧し ス 、こ 
をを雲ょ0|^退却せ」ろ が側が我前售おしわお日富睐は旣忆お焉を 吿げミでぁる〇 
そこで •陸軍の お 基 お— るち 餐 のな 某 •英 、蘭 •重ち をの 他 合せて 質に 一手 四き 一 
千に も 達して わるが •これら Q 1 がは 現ち 备地忆 わりて 妻 工事， 建設工事 など S おされて を 
り •をのぅ ち ィンド、 不シヤ 兵 十な などは 共養議 にが 極 的 協力を をつ たので 一が はが 故され たの 


•ぃ 47 •• 


ま セ 陸 巧が 巧を 巧せ るを 飛行 巧は】 卞六百 一二 十六 巧に 上つ てゐ るが •前記の 海軍 側 二 千 二百 セ 十 
四 巧を 加 へれば 貸に S 卞乂 百十链 •じれに 陸 巧 側の 巧 巧 二百 四十 巧を 合計 するならば •な瑜 合ぎ が 
東亞が 域で 失つた 飛行 錢は 巧に 四千な を超述 する わけで ある 0 

おりに、 わが 方の 損 等と して、 職 巧 九 千 百 セ 十四 •城 傷 二 巧 セ 百 二十 •合計 一 一巧 九 千 八 百 九十 四 
名- 0 いん •をのを にあり ては 敵側と 比較に ならぬ 僅少と いへ 护も •巧甚 なる あ 意を 表する もので を 
る〇 また 飛行璋 二百 四十 八 巧 •船 お S 十 一隻 (わ 十六 巧 トン) である 0 、 
かくのかく開載六； i ^巧における， わが陸お軍のお々たる大戰果は、 戰力、 兵力、 を巧のみ方面に 
互つ て 長期 巧完 をのを 礎を ぅち 達て たので ある 0 
なほ ホち で、 この 「日本の お 利」 の 巧爲を 記して、 本 普の 結びと する ものである 0 




ッがお 界戳爭 から 再起ず るまで 


世 巧致爭 西紀】 九 一四 年から 一八 年に かけて 巧け た戟爭 は、 文字通りの 世 巧戰爭 であつ た 0 
だから •この 戰 貧に 局外中立を 守つ た围 は、 オランダ •デン マ— ク •スウ エ ー デン、 ノル ウエ 1• 
スペイン •ペルシャ キシ n などの 第二 流、 第一 二流の 小國 だけで あつた。 をして •をの 領域に お 
いては 世 巧 歯 地の セ 割を、 をの 人口に おいては 九 おを 占め _ る 一一 十八の 國が戳 線に をえ たわけで あ 
る〇い ふまで もな <オ| スト リャと セル ビャの 閒 我に 端を 潑し 、前者に 味方した のが ドイツ、 トル 
コ 、ブル ガリ 卞の 同盟 西 軍で あり、 後者を 授けた のが イギリス •フランス •ロ シャ •イタ リ卞 、ぺ 
ルギ— •日本 •アメリカ •支那 •ル I マ ニャな どの 聯を拽 であつ て、 この 兩を閒 に戰爭 が猶大 され 
ていつ た 0 

蹄 合 苗 側に おしを も頑强 にお おした ドイツは、 一九 一八 年 セ 月に ちつて 蠢し始 ろ 同年 十一 巧 
か 巧 •翌年 ヴ H ル サイ ユ がわ その他に ょつて 蘇 巧が 巧 立した。 

をして B シャ 、ドイツ、 その他の 諸 困に 革命が をり、 ロ シ卞は 共産 ホ義の 田家と なつた 〇イ タリ 
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イツに W を璧養 索が 誕生し ちが 發聲は 、じれに ミて 化 化される ことにな つた. 
のかき^ 模の大 なる 巧爭 は’ 巧に 有 累審て 見ざる もので、 をのが 巧の 巧 刻 さを かる 賽 
，左に 表を 巧げ ると しょぅ 0 ‘ . 
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々巧た 大菌の 人口と 巧を 巧 •載 费巧算 比較 




奪誦 ■瑚！ 葡讀 瞧 ； iff 


この 巧 爭巧算 の 巧 計 s 卞セ百 セ 十 巧なる 金 巧は、 ナボレ オン 热爭の 六 木ち 巧 化 駐爭の 百 四十 
倍' を 佛截爭 の 六十 億 •目 巧 巧爭の 四十 巧に 比べる とき， をれ がいかに ホ 違 ひの 大きさで ある こと 
が 知られる であらう 〇 なほ 世 巧戰爭 における 践 巧の 一日 やち 巧を 示せば、 

巧戲巧 巧を 一日 平均 支 巧な 


米. 

芙 

巧 

巧 

か 


セニ、 二 0 九 千 因 
四 セ' 八 sll 
一一 一九，】 八 七 
S 八、 九 六 四 

避、 八 一一 一二. 


2 
、 5 


である 〇 この 戰 巧を 》 一 九】 四 年を における それぞれの 苗の や 時 お 曲 巧 巧に 比を すれば •英は 十 
11 を •巧は 十 化 •米は 二十 セ 倍 •がは セ 化 •巧は セ倍キ •巧は 八 倍 半 •巧は 一一 十五 おに 達した ので. 

寒 

ホる 0 



さて、 この 大擊 のが 始末を 0 ける ぺ< 召集され セの が •パリの 雜巧塞 (一九 一九 年 一巧) で- 
ぁり， をの 結果と して 示された ものが ヴ c ル サイ ュが約 こを 一 0 年 一巧) てぁつた 

ミル サイ ユぶ會 謀は 7 ランス 葛クぃ マンて を 曇と して 開かれち ぶは さきに ァ 
メリ ヵミイ ルツ； 馨が世 慧や巧 S ミ 網と」？ 四 笛が をを たも？ 原則と した もの 

で— •わ H ミ 脈 人擎需 養 一 f 装畫 、含 0 害 碧が 

ぁい—. M ; Ki — ご ミが.— 妾,， を—」 5 ミ 道— 

の ミル ソ 大統簡 の 生 狙い 態度に 封し •烈义 のかく に 寝して’ 

「ミル こは 怪」 かえれ だ。 7 ラ； は 徹底 質 •藍 田 ドイツを？ さ？ ょり ほかに 口 

巧 等 考慮の 餘地 はない」 

も あ 斗して •ゥイルソンと 大喧 巧を した 0 

をの 畜巧 Q 揚タヴ H サル 王— Q 皆で、 クごン ツ—が ゥイ ルツ yt な ミ 飛ばした た 

めに、 ミル ソンは フランス お院に 入院した といん おお さへ 巧は つてね る。 

左に ヴェルサイユ がの のぅろ ドイツに おする ものの 巧 おを 示せば 


3 




一、 ア ルサス •口 I レンを フランスに 巧 護ず る こと 0 

二， ザ— ルの お 巧 地方を 十五 年閒 フランスに 委任 統治させる こも • . 

一二 •ダンチヒを 自由 ボ として 困 巧が おの 管理に を おする こと 0 、 

四 •海 かの 領生 とお 巧 地を を 巧な まする こと 〇 をして 東アフリカは イギリスに •西南 アフリカは 
，南 阳瑜 巧に •卜 I ゴラン ドと カメ ルンは 英佛の 協同が 治に、 太平洋 諸岛は 赤道が 南は 才 I ス 
トラ リャ •な 化は 日本の 委任が 治と する 0 ’ 

お， 陸 巧を 十 巧 人 •海 巧を 十ち 巧な 下に 制限し •巧 水 巧 •が 空 巧の 巧 有を 禁ずる こと 0 
々、ライン 河 東， バルト海 巧 岸な どの 軍事的 施設を 禁じ、 キ—ル 運河を 開かし、 ヘリ ゴラン ドを 
の 巧 巧を お 巧す る こと 0 

セ、 職 合 西に おして】 千 S 百 二十 億 金 マルクの 償金を ま拂ム こと 0 • 

なほ > このが 約に よつ て •いは ゆる 巧 族 自巧ま おによ る お ル 苗 家が 巧 現し •別に 巧爭巧 止の®* 
- して 围際 谢盟が 設立され •また 巧 お 問 酉の ために 困な 勞化 § 巧が 巧 盟 の】 巧と してせ かれる こ 
I になつ た 0 

t こで かし < を 時の ドイツの】 おが 態を おり おつて みよぅ 0 



ホ 巧が 約 巧を を •革な & ダで しばらく 巧 權の巧 あしな かつた ドイツは •一九 一九 年 二ち •昔 ルツ 
ブ—の 宗おホ ホで 名高い 中 巧の 古都 ヴイ >1 ルで •おぱ かりの 困 巧 巧 祟を 巧つ たおみ •フリ ー ドリ 
ツヒ • ユ| ベルトを 大規 領に遵 巧し、 共 か 苗 ドイツの ま 法を かちした 0 

これを 待つて ゐた巧 捷聯を 苗は •平 巧俟 約を パリー がか ヴ ユル サイ ユを胺 におけ て ドイツを 府代 
まに 巧し がけた 〇 じれが 巧を は 前に 紀 したが、 ドイツ 政府は じれを 索 直に 受諾し ないで あらう と、 
がの 巧まで ドイツを 巧んで ゐた當 時の か 大が巧 クレマン ソ— が、 を 力に よつ て 巧な する t とを 忘れ 
なかつ た〇だ から ドイツは 悲 巧の 巧を 吞ん でと いふ よれ か •やけ お 分で がが 件に を諾 したので あ 
る〇 勿論 それを 巧 巧す る だけの 目當は 全が なかつ たが •それより かに 方法が 選べな か 0 たからで あ 
る 0 

これを るた 蹄 合阐側 •殊に フランスは これで もうを、 むだ •ドイツは み义に われらの が 隸同樣 にし 
たと 北叟 笑ん ゼ もの だが •誰か 二十 年を にこの 逆の まちが 現 はれよ AT ； もな 巧した ものが あらう か 0 
かくの 如きが 轉 的な 無防備と、 またを 搪し 切れない 腊巧 金を をむ か 約を、 困を 忆 おいて 報 吿サら 
れるや •悲憤の 巧に 達し •むしろ 巧を 擇ぶ 方が まし だと § する 議員 も あつたと いふ 〇し かし 巧 力 
〇 がには すべてが おち 巧で あつを 〇 ドイツを 府は 如何と もす る ホ 法が なかつ た 0 たぐ 的 まらない Q 


は 度 お 軍人で •がが の あまり ホれ まは つたが •巧 巧は これらを 押へ る 力 も 女いた わ •姑息な 巧な な 
巧を 用 ひて ゐ たので、 ますます 右 巧ち 傾の 暴力 ■はな g して 巧る 主い ム わけで •まるで 田 巧は A 0 
巢 をつ、 いたやう なが 巧に なつた 0 - , 

蹄を 軍へ 0 巧が をは 勿論 わ ホ 通りが へない ため •说合 国は 遂に ル— ル 地方へ 進軍して 巧 力 占 巧を 
巧 巧し •ドイッ エ業 中む 地は さんざんに 巧 a され、 ぞ 名な クルップ H 巧は じの 時 巧 どす ベての 工作 
巧试は フランス 革に ょつ て 計 勘 的に 玻壞 された* V けで なく、 ドイッ 田 巧の 目 ばし いみを はおぶ の 一 
がと して 巧 巧な く 持ち まられ たので ぶる 0 

tt さ據 og 止 當 時の ドイッ 嗟 軍が 空 司令官 フ ホン •ヘップ ネル 中 おは、 かうな ベて ゐる〇 
「屈辱な まる かぶが 件は •§ 巧ぶ ぴな ♦巧 •計 二、 000 横を 卽時 巧附 すべく 規 をされ た〇じ 
れ にょるが •巧 逸 田ち 0 巧が の豫備 ながた る 空中® 爭の« 巧 力は •が ホを く 不可能と ならわ ばなら 
ない」 

じの やうに ヴ H ル サイ ユが 約は •ドイッから 完全に そ 0 を 巧を ホ ひ 巧 0 たので ある 0 
「がが 廢 巧# なのが 空み！！ に 曲 ホした 後で， がを 田 側の お 巧が 空を 晚ホ 員り 一人 もして •ド イダ 
わ 行つ た诗 •ドイッには まだ 十六ち Q ッェッペリン 飛！！；：^ がわり •口 — ルバ ッ 《の エ 巧には、 ナば 

€ 


U 


らしい 十八 人乘 りの 戏巧 おが 半分は ど完 巧した もの ポあク た 0 

じれは 大したが がゼ〇 こんな ものが 巧が かか クてゐ ると したら •巧爭 が おしま ひに な 0 たからい 
いが， もぅ 少し 長び けば 巧が もち 上つて ゐ たか 巧れ たもので はを い」' 

と •をの 長 巧 離 用 巧 行 おを 見た 時、 る 初に 巧奠 したのは イギリスのを 規委員 •マスタ ー マン か祐 
でを つた。 

わくて •じの 飛行 おは 完 巧され •試な 飛行まで 巧 0 て、 をの 性能 調 查の優 巧 さが 巧 めら れたわ 
ら •監視を 貴を の 命令で 破墳 されて しまつた 〇 また 十六 巧 も あつた ッ * ッ ペリン 妍 S は •前の 辨 
同樣 なお おの 後に 破 法され たり、 巧 固に 引 巧され ると 知つ て ドイッ 自らの手で 八を を破壞 して 
しまつた が •巧り は フランスれ イギリスに 持ち去られを 

アメリヵでは •ドイッ人 自ら 八 隻のッ H ッ ペリンを 破壤 したがな として、 新式の ものを 作れと 巧 
巧して 装 作 させ •それを 分捕つ て 行つ た 0 

爆 巧で 巧な された が 巧 巧、 めち やめち やにな つたなな の 飛行 巧な どを 目挈 した ドイッ人 ならば • 
ヘップ ネル 將軍 のが 空 お 解が の吿 示に をる やぅに • 

「R みて® 巧 おみの あ 勇に 想到す る 時 •を淚 お々 ホ 巧を 漏す もの あり」 の 底を いだかな いものは 


•7 . 


■なかつ であらう 0 、 、 . * 

. なほ 彼は 沒け ていふ 0 - , 

「今や われわれ はな t の 淵に なめり •けだし 巧 信す' をて がが として 職場に 赴き •その 刚 巧と* 

园 によつ て 載 場に 傅 巧を 顯 したる 諸 古が、 更にを 巡す ると じろ なく 將來 における 獨 逸のを 巧と 厨 化 
- のために 盡痒 する であらう ことを I 」 

この 吿 示を 巧いた 人に •今の ゥ —デツ トか將 や、 また 巧 十一 巧逐中 おの 指 巧を であつ た 現 大ドイ 
ツ 元帥 •當嗦 の ダ I リング 中尉が ゐた當 である 0 ♦ 

ヴ H ル サイ d お 約には •陸軍 用ぶ び お 軍用が 空 除 設置の 禁止， 軍用機 操が 女の か 育は 勿論 •軍人 
ぶび 軍 巧の 公的 辦巧 禁止、 軍用機の 装 造 •軍用な 巧の 蘇 入 禁止 •巧 業辨 行に おしで も 軍用が 化を 巧 
止す るな 能を の 他を 制限す る規 をな どが あつた 〇これ によつ て ドイツの 異 t 完全に もぎと つてし ま 
ク たかに 見ぇた 0 

だが •ドイツ 魂は 巧して 屈服す る ものでは なかつ た 0 

をら ゆる 困難のう ちに 一九 一九 年 •旣 にが 空の 巧 巧 おが 「辨巧 巧 巧」 によつ て 開始され たので あ 
る〇 しかし、 そ 1れ1$ 上に 「レ I ンの 巧」 卽ちレ I ン 高原を 帆走 飛行した 玻 巧 巧な しの グラ イダ— を - 


巧连 しては ならない 〇 この ドイッ 〇グ ライ ダー は、 ヴェルサイュが 約の 結果と して 提出され た產物 
であるかの やうに 思 はれる が •さう ではなく 大戰 前から 硏究を 進めて ゐ たので ある 〇 しかし •大戳 
巧に おいて 數時閒 にわた る 飛 巧の 可能を 實證 して •ドイッが 空 巧に 大きな 光明を 與 へた ほど 發 達し 
たことは j である 0 ’ 

を 軍の 再を' 一九 王二 年 •口— ザンヌ 含議で 賠償 倩務の 問題を かづけ セ フォン •パ ー ペンの 巧 
が •デュ ネーヴ において 軍備の 平等 權を巧 得した フォン •シュ ライヘルの 功 接に つ ごいて，】 九 S 
I 二 年 1 巧 S 十一 日、 ヒット ラ I 热 がの ナチ ス巧閣 はぶ 化した 〇 をれ から S 日 目には 「ドイッ 嘟 邦が 
空 長を に關 する が 令」 なる ものが 發 布され •をの 初が 長官に ヘルマン •ダ— リング 元帥を 巧 命し セ 
ので ある 〇彼 こを 曾て 若き 中尉の 頃、 ヘップ ネル 將 軍から ドイッ 空軍が 散の 訣別の 辭を 聞いた】 人 
であつ たこと を 思へ ば、 さぞ 無を の 痛に 打たれた であらう 0 

翌年 •軍縮に 閱 する 用務を 巧び て、 フランス、 ドイッ、 イタ リ卞 のを 府 訪問の 目的で •イギリス 
の — デンが ドイッに 來た時 •ヒット ラ ー 總 がから 

「ドイッは 軍用 飛行 巧の 建造 權を要 ホし •これは ドイッに とつて 巧 急げくべからざる 問題で を 
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とを 言 まれて •イ— デンを 驚かした ので ある • 

をれ も 道理、 をれ から 約 四 ヶ月 目に 美扭議 をに おいて •ボ— ルド ウイン 首 巧は 「ドイッを 軍は 巧 
巧 巧 六ち 力 至】 千を を 巧して ゐ る」 と 發表サ ざるを 得 なくなつ た 始末で ある 0 

イギリスでは ドイッの 飛行な 致に ついて 議論を したり、 フランス ではが 空 大屋が 空軍に 棵用 する 
巧 巧 巧の 不正 取引を したり、 人ち 战 辕の搔 ダで がを 工業の 能率が ガタ 巧し、 しかも 飛行 獲の 先進 巧 
を稳 ゥ〇ジ けて わる 巧に、 ドイツでは ハインケル、 メ ツサ I シみミ ダトな どの かを、 世 巧を お異さ 
ホる 巧 巧が をが 作して わたので ある 0 

じの やぅな すばらしい 空 巧再捶 を， ドイッは どんな 方法で 行つ たかを からねば & ら ない 0 
靑 少年の なをな 棘 ドイッの 空軍 化な は •下 お ピラミッド 型の 組 巧で、 その 頂 巧を 空軍 第一線 
とすれば •卜の 底を なす ものは 模型 飛行家の 大猜 である 〇卽ち 小を 生が 十】 巧になる と、 亞科 とし 
て 模型 巧 巧 巧の 作り方を 習は せる 〇そ して 巧に 巧 味を もつ 少年 達は • D - J とが 稱 される 幼年 化の 
巧 型 飛行な 部に 入つ て、 更に その 硏究 をつ ジけ るので ある 0 

十四 歲 になれば •これらの 少年 まは • t ツ トラ — • A I ダン トの曲 頁と なる 〇モ して 巧 巧 巧の か 
» と 巧 ホの 理論を ホんだ 少年を は F»H - J 卽 ちじ ットブ I ゆ 年が 空 西 員と. して •巧 型 飛行な につ 


いて 訓 がを うける ほか， 本 か 〇グづ イダ I について 訊が をもう ける o 
やがて 十八 おに なれば， N •8- F-K 卽ち ナチ ス巧巧 曲に 又團し •グ ライ ダ.— の 巧 作から 巧 巧 
巧 巧の み换 •を備 •訓 がを 受ける 〇 十八 璧ハヶ 巧に なれば， 病人な かは 半年 程、 巧 かお 巧 巧に 服 
し •止木 工事に が ひ •ホいで が 攀を訓 なされ、 間もなく 大部分の をは 入を して 空軍が おのか 育を う 
け •除な に^れば 再び ナチ ス 飛行 曲に ちつて 來 ると いん わけで ある 0 

ドイッを 巧 巧に した 大 なる 理 をの】 つと して •巧の ドイッ 巧を 酉め ない ものは なから う〇 をの 制 
をの 合言葉と して • . 

「み ルス •ウン ト •パイン •ブルック」 

. を 巧に 用ん 0 0 まりをのを も おのが も •巧つ てし まへ •もい ふこと で •じの 巧 當り的 巧 神の もと 
に •今日の 世 巧 無比の 空軍を 作り上げ たので あ义〇 
を 軍の a 味 ドイッの 空 军の巧 力に ついては •世に を 巧の ある t とだから 詳しくが ベない が， 
C れ まで】 切 か 却に 見せな かつた メ ッサ— シュミット 巧な 巧は •今 巧の 巧爭で 初めて 現 はれた も 0 
ザが、 そのを 能の 結大な ことち ちか 巧行復 との 資巧 でえ々 にお 巧され て ゐる〇 

をして ず 日の «爭 のをる ちがの ドイッの 飛行 巧な なお 力は、】 ヶ月 •五ち 嘉 とい はれて ゐ ホが， 
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いざ 戰爭 となれば 自動 辛 工場を 辨巧 巧な をに 參 加させる わら， ーヶ月 一千* は 可能で をら う •と 推算 
されて ゐわ〇 ところが 戲爭 になつ てみ る も，】 ヶ月 二 千を 近くを 製作して わるもの も 推を される 理 
由が ぁる 0 .. 〜 

.もい ふのは •飛行 掛のお 造 能力と 共に、 お 空 ホを 大 をに ま 巧して ねた ことを 勘 おに 入れねば なら 
ない 〇 なほ 辨行巧 製を の 資材に 不 ちして ゐ るかる かは •ドイッ 困 巧 セケが の ュンヵ I 工場の かに， 
タ ッサ— シュミット、 ハインケル、 フォッケ ゥルフな どの 工場が、 現にち 巧の 馬力で が 造し 亡 わる 
とい ふを 巧を 計算に 入れれば •その 宜大 な生產 能力が 骑れ るで ぁらう 0 

一九 一八 年ょり】 化 年に かけて が戰に ホぐ 屈辱的 モ 巧が 約、 巧を の インフレ I シ ョン •革命と ク 
f く 不幸は、 ドん ッ をを < 混 化が 態に 陷れ •ドイッ 民 ホの お 巧 生 巧は 提 をからが 巧され てし まつ 
た〇 をれ をな がと ばかりにつ けんる 左み のみ 力 やな 挣 おを どで、 事態は どうに も收 拾し 巧くな つた 

m 

のを， どう 治めた かを 知る ことにしょう 0 - 
困 巧 軍の » な かう した 巧 勢の もとに、 ドイッ 困 巧 掌は をれ 曲た のでを つて •內 かから 巧 患が 
をつ て來 たが、 ドイッと いふ 困は そんな ことで 巧洲 から 巧ぇ まる ほど 巧い 存在では なかつ た 0 
ホづ巧 巧の 秩序を 推 持すべく •ち ドイッ 軍の 殘存 勢力を ま 巧と する を お 的 軍 おが 義勇軍の おまで 



巧 生した 〇 ナチ ス國巧 軍の ス 卜が これで ある 

さて、 この 舊國巧 軍から 囊大 ドイツ 屋 軍までの 震 過程の 中に’ 畫 なお 割を 季 二つの 巧 
まが ある。 10 はヴ H ル サイ ユが 約に よつ て 課せを た 軍備制限 であり •いま 一 S ナチ スの 巧な 
苗 防 單巧收 、い. ひか へれば 锅豎？ チ スな權 へむ 同化で ある。 

ヴェルサイユ 條約 はか 戟韵 ドイツの 围防 軍ち 歩兵 セケ 師ち賣 一ニ ケ師围 の链を 巧に 糊 限し 
てし まつち おも 軍用機 •戰意 一切 董げ •大砲 も 口 霞 インチを 超ぇる— は 一門と いへ ど. 
もま かりなら 《とい ふ 臺なも Q でを つちを ではを く 近泻霉 0 震では ない、 翼 除に 毛 

の 生ぇた やうな もので しわない 0 

わう して おは 寞 丈夫 だら う •塞は ひを か忆 雲に なつた 違 ひない。 と 言が、 をれ 芙變 
な 認識不足で'^ もともと だら しのない 霞で あつたなら、 わう したお 限の 前には をの ま、 へた I つ 
てし まふ だら うが •ドイツ語 単の 內忆窝 する 不屈 0軍| 神は •こを 部から— 椎 含して 勇 
ましく 反搔 し、 かへ つて こ〇壓 迫が 逆 忆围肇 忆 いよいよ 磨きを がける 結果 忆 なつた 0 である .0 
を こで 倚 神 的に 養 軍の 害 達は •いよいよ 結束を 固く して 硏 靡に 巧め る じと になつ ち お t 
をを 喜な をし つ-かりと 捏ク てね わ 雷 養© 生み S で おる •參謀 化 長 J ン •ゼ— クトぉ 
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軍の 指夕 ょろしを を 巧た ので* それは 巧に お 革を かけられる こもに なつた 〇巧巧 巧 も 戰卑も 巧ら 
夕 ものが ゥ 彼らは 避朦 固の 名に がふち がの 軍 巧に 比ぺて S 倍 も 四な ものを 訓 がを 巧み •戲面 技巧 
の 硏究を 重ねた ので あつた 0 

本當の 我单を 持たない 化ら は， を 通の •自動 革に 城 車の 型を つけて •これを 巧 草と して 巧が 化 部 お 
にがす る 載闻訓 がを 巧つ た 〇民閒 の 巧 巧 巧を 上空に 飛ばして お 空が 巧の な 習を 潰んだ 〇 近代的 裝備 
を 持たない 彼らは •かぅ した 精巧 力で 不足を 補 ひながら あくまで 巧 張り 通した 0 

|二 十 萬の# 巧 ヴ H ル チイ ユ 軍備 條 項は、 なほ 巧 備お員 の 增大を おそれて， ドイツ 軍の お 役 年 
おを 十二 年と いふ お 法な 長さに をめ てし まつた 0- しかし じれ もがを の 意 班した こととは をく 反を 0 
結 おを 生む ことにな クて しまつた 〇 なるほど 豫備 兵は 十二 年 目に しわ 化來 ないから、 をのが はおめ 
て少 いこもは 明らか だ〇 ところが ー ホに をいて 十二 年の 晒の 削がと いふ ものは •ホ 分に お 術を お得 
し セ 兵 ± も いんょりか •むしろ 立 汲な 軍 巧 H キス パ— 卜を つくる ことになる 〇 しかも 訓 がが 司 到で 
るから •巧れ こそ 一兵 ± でも 化 苗の 将校 もぶ ばない は どの 立 波な 巧 人が 巧 巧 上る わけで ある。 こ 
t に 「肩 巧の ない が 巧」 が 夕 致に 作られた こもになる 〇 だから •ドイツの 巧 巧を 十 巧 人に 制限した 
軍 化が 巧は、 軍 おのを-むを お ホす るが 巧 十 巧 人た ドイツ 軍に 與 へたと いふ おなお 果を 生じて しま ク 



たので わる 0 

ill 】 二 年 一巧を も 0 て ドイツは • t ツ トラ-まの ナチ： ドイツと な。 ちヒツ トラ— ミ 
の 夏は ヴ H ルサ イ ユ 拉制 es にわつ たことは いふまで もない。 そして 一九 一二 五 年言忆 はを に 
巧備 IQ 1 累 巧 f 喜し •ドイツの 常攀は i して 八 化と な ミ。 じの 「羣 のない が 
巧」 十 萬 人が、 ミ まな 再 夏に どんな おおを 管 だか •そして 寫 .忆圓 滑に •をつ 塞に 巧 ひ 
得た かは 蒙て 稅 明す S までち をら う。 ミ W さすが K J ご •* - 夕ふ瑟 ホを— とする 

ものである？ 

さ片气 ナチ スの围 巧 裏收に 玉つ てな と 軍とは 一陋 とを •因 巧 看 巧は 大 か 化され じじに 
ナチ ス 、田 民、 軍お が ご一竺 睹 となつ たので ある 〇屋 をの 兵 女は をにじ ツ トラ— 養と 結ばれ 
る〇 をれ かに 命令 萬 間の 將巧 がつ くるので はない、 i ミラ— 爱が 直接に 下す のゼ とい ふを 
になる。 をは 何でもな いやう だが、 力ぶ れ方芙 をな 相違が わる C とをから ねばな •ら ミ。 

ドイツ 瓷化兵 S 0 這を 見ても 分る やうち、 奮© 靈は 找爭忆 おける 留 C 幕 ぉ增大 させ 
たことは 妻 ミろ」 か」 离 案を 奮」 了 勝利 K まです ち S 駕 人相で をる C とはい 0 
’の 世忆も i ら ない e でを ミ 卽ちお 蒙ぶ K を 生み 曲す 賓力 t そ、 一田 0 軍 おにを 
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も 巧 ホされ る ものである 0 

極 がな インフレい シ ヨン 前に 述べた かく.】 九】 八 年より j 九 年に かけて かぶに ホぐ 屈辱的 
平か倏 約に よつ て •さすがに 辛抱 おい 困ち 性の ドイツ 巧 衆 も、 を<自 ホ 自棄に 搭 り、 物資の 不 あと 
巧 巧の お ホ かな 財政政策 のために •巧 端な インフレ I シ ヨンが ドイツを 止を 袋つ たので ある 0 

じれを お 験され たが 波 仁 一郎 巧 ± の そを 引用 1 としよう 0 
「巧を の 金 巧 信用な < なりて •馬克 下を の 急激なる こと、® に n レラ おの 下 巧より 烈しく、 拙を が 
九 巧 一日 卽ち東 巧 大地 屡の 朝 • T 妹の コツプ ンへ I ダンより ベルリンに 着いて •カイ ザ— ホ— フと 
いふ 巧を 一流の ホテルで 朝食した 時の 化 巧は 百 萬 馬克で あつた 0 

人閒 が} 食 百 巧 馬克の 飯を を ふな どとは • 1$¢ 一に も 思へ をい ことで 自身 隨 おした をの かは 信じられ 
ない こもだが •これは 巧の やうな 巧で ある 0 

しかし 拙を 共は、 をれ ほどの 煩には ビク ともしない 〇 けだし 百 萬 馬克と いふ も •をの 實 日本の 二 
町 化な れぱ なり 〇 それから また 同じ カイ ザー ホ— プで董 の ランチを 噫つ たが、 をれ はち 二十ち 馬克 
であつ た〇 これ また 二 巧 化 だ 0 巧 まとも 同じ I 一圃 だが •馬克に ずれば 朝の 百 巧は 畫の百 二十 萬に 
して •かが 巧 0 間に 馬克は 二十 萬 下を したの だから 大 をを 一を にを へる と 損なる は 明 巧で あらう。 


をれ で 巧 養府は •澤 山な 紙 f 塞す る 暇がない から 一曼を 千と 押み し、 それ ご 馬克は 
千 馬克と なるやうな 手 巧の 良い •をして 悲 がな 事を して 一 養いだ。 こを ことで 曼は 益々 下を 
し •をに 是 Q 1 卸で 巧 逸ぶ 裏 馬克を を 得を •羣は 所謂 天文 奪と なつて 巧を 政 度 巧 

話ぇ をに 薑 せんとす るに 至つ ちを 0 とき 或るが な 家のを 案に ょつ てゴ— ルド 曼 ，卽ち 金貨 
馬克なる ものを 創进 し、 をの 馬克は 信用を 巧て 五十 錢を なつた」 、 - 

も ぁる 0 ’ • 
ホ！ 一の 巧* かう した かを 〇お棄 態に 乘じ •共產 なの 勢力は 急に 寞 し， チロ 西は 百 人が な 7 
も稱 して 政府 Q 默 S 下忆 •白 晝'^ がと 巿 民から 物 書 掠を ずると いふ •度に 正 學る忆 忍びない W 
不 巧な 狀 態に 陷 つち こ. si を鑽 あすべく 生れた S •'前に 述べた^^ 軍で ぁつた。 

一ち 中央政府 はみ ダから みぎへ とを へたが， いくら 內閣を 造 つても 無 かで ぁつた。 的 巧 0 生' 活 
は 巧 巧 Q 囊忆追 ひ 込を •豐最 C 占領地と なつた ル， ル 地方の 如 まは 7 ランス 軍 力、 ばち 撒く 
僅か 堇忆 動畫た 無力の 中央政府を い- いこ^ 忆 して ドィッ 民族で ぁる こと i を おれ、 7 ランス 0 
巧菌 とし WS 立 義歯を 作り •をして ドィッ 0 鬟 から 晚れ ょうとす る 運動 さへ も 起つ たので 
わる 0 かかる うちち ヒッ トラ •のが 辯は ミけ を •ナチ ス營 ほます ますち 加して 巧つ たの だ 


が •この こもは 巧で 巧べ ると しょぅ 《 \ 

- \ 

- \ 

. . ■ 

こ、 ナチ ス •ドィッの 闻志 精神 / 

b ツ トラ— 總 なの！！ 巧權 昭巧十 セ 年 四ち 二十 六日 •ドィッ 困を で 巧つ た ヒット ラー 化が© 
巧說 中で •を もを 耍な ものは ぶの 一節で をる 0 

「こんで みは 巧に 諸を わ 巧 待したい こもが ホる 〇卽 ちが 君は をに 巧して が 巧 公 巧 題の 解決に M す ^ 
る權 おを 附與 する ことを する 〇 前な とな 後と を 巧は ナ •輪 送 •田 お ホれ、 技 治の 巧 巧ぶ び 秩序 W 
の 推 持は 單 I の 思 お •卽ち 「堯 路」 とい ム かちの 中に 包を されね ぱ ならぬ 〇 故にを 入忆 その 任 巧を 
を 巧せ しめ 巧る 巧 的 巧 利を みが 保持して ゐる とい Af を •« ♦が 巧 霞す る ことを 望む 0 茜 巧のを 
巧を 怠る 入は •その 人が 如何なる 大きを 權 力を 有する もも •その 地位から おける だけの 權 巧を •を 
がが 有して ゐる じと を 巧を されたい 〇 におけるが ± は •數ヶ 巧〜 か 巧を 巧 へられ & かつた じと 
がを るが •この ar が 女は 化 巧の 權 巧を 有して わな か 0 た 0 である 〇余 自身 も】 九 云 一二 年な 來は值 
か S 日し かか 巧を おら & れ〇た 0 


更にみ は ド in 1 f ミ卽 I ら 0 全は、— い 言—— めに 
奮して わるものでは ミ 逆に 法官が 夏の 巧 化の ためにな 在して t じと を 薑サわ ばなら 
た。 勇なな^ 雙 が前沒 において ポリシ 5 イキ 賓 0 ため K 男髮 田して を 0 房を 醫 にが 
てゐ るのに、 これら 法官は まる 場合には 由 巧の S をに 巧して は 信じら たは どの 巧い 剩 決を 下し 

窝 がを ミ 雲 e 塞を曼 せず レ 5 度囊 た 5 舊 は、 今後^ 乎 藍を むる を 

である」 " 
こた 封し •ゲ i ング大 ドイツ 元帥は 「かがが も*-^ 霎 とみな す— は ドイツ 0 を 今、 規則を i 
ながし， また 詔なる 軍人 •裏、 を 判ち が 誓で ち 現在の 雲が 要求す る 養に 讓 しない W 
をは •これを 蠢 または 免 S する 權 限を 囊に與 へんと する」 肯〇 塞を 提出し 「爱〇 がする も 
のはおてがが忆巧へねばならだ と提案理由を說巧すれば、 滿巧一をで"；*を羣しち 
卽 ちヒツ トラ-おがは、 ドイツ 養の 最高を 判を の 霞を 琴 •霞 制 t 一宣 固に したので を 
ミ •占 ゆる 法令を 豎 する— 囊 •無 濃を 判 執行 權を 掌握した わけで—。 

ヒツ トラ- 囊は 一を 号军 執を 寨 、今日まで 晝上 ドイツの 翼を として 置を 指導して 巧 

たが •大墅 I 芝た 現在， 置と 裹 S 結— 器」、 また 巧 事 的， 爱 S 要 面れ 


■tlis,'.- 
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ら强 力無 比な 工作を 謀 じて、 おお 不 化の 巧 ホを 困め て おく 必 巧が あるので •巧な 全 おにち つて 無俟 
件 巧裁椎 を】 身に 把握す る じ 去に なつた ので ある 0 

イギリス ポ 自己の 軍 力 だけでは •絕對 に 勝利を 巧る 自信がない のに 拘らず •依が ドイッに 對し我 
爭を 挑んで ゐ るのは •ソ 蹄の 反# と 破^ 馈大 による ドイッの 戰力 消耗と 巧 洲の巧 部 崩を に 希望を つ 
をいで ゐる ためで ある 〇 また】 方 アメヴ カの 授 巧を 恃 みしに して ゐ るからで も ある 0 

しかし •この ヒット ラ I 巧が の巧說 によれば •ソ 蹄のを 威は 本年 中には 巧 ど 除かれる 見込み だか 
ら •殘 るのは お洲の 巧部函 結の 巧 題 だけで ある 〇を して 占領地の 開發 により、 巧 州の 食错 資源は え 
みに 自給自足が 巧來 るから 》 この 際 ドイッ 困 巧は 曲 結を 固め •更に 困 巧のを 巧 構を 戰時 目的の ため 
に 有 巧に 動 貫して 行けば •ドイッは 給 おに 戰爭 にがれる じと 一はない ので J がち 對ソ大 を 勢 開始 t 
前にして •この 巧ホ强 力な 措置を 講じた もので をる 0 

これによ つて ヒット ラ— おがは •一面に おいては 自らが 巧に 巧しても •また 失敗に 巧いても •を 
を 巧を を ふこ もに なつた わけで、 その 決意は 巧に 悲壯な ものである 0 

b ツ トラ J 巧 巧の tt なを ま さて、 がおの大本をにおけるヒットラ>ながの生巧ぶりだが、 を 
みこれ 巧 壁と いふ もま だ おを しきれない ほど 巧 おさを 示して ゐる〇 


彼は 睡眼 四時 間. かおと を 事に 二時關 •あとの 十八 巧が は 働き通しで ある 〇 モレル 博 古と いふ、 

な 前 ベルリンで 開業して わた 巧を が ヒット ラ J ながの 侍な であるが •この 人が 巧手の プラント 巧 ± 

を 連れて 今 巧 も 大本を について ゐ るが •手持ち 無み 汰で 困つ てゐ るら しい 0 

とい ふのは •酒 や 短ぞは 勿論、 n — ヒ— もがまない ながが、 前辕 となれば を まは もつ とな 單 で， 

巧 載 精進が 理 一 皿に •持參 のち か 一杯と いふの だが •をれ さへ 忘れ勝ちで、 時には 林み j おに 卜— 
ストを 二つ S つ增 つて •を、 くさと お あ ひに してし まム じと が あると いふ 0 
大本 替 といへ ば •ぶ 前 こそ 立 あだが ••大抵は 適當 なおを 急造して 閒に 合せの 假の 宿で ある 。をし W 
で 化は • i のが 圆を ひろげ •右手に 鉛 ま •左に 横大 鏡を 握つ で •おおと 作戰 をが つて ゐる巧 M が ？ 
一番 長い 〇身 につけて ゐ るのは •前 大戰 のとき 0 1 兵卒と いふ、 む 持で 作つた 靑巧 色の 飾りの ない 制 
服 だが •彼は 戰絲 にあ りても ベルリンに ありても， この 服で 押し通して ゐる〇 をの 軍服に 金糸で な 
をと つたが がを がな かつたら •一 兵卒と 更に 巧り がない 0- ' 
かぅ して 作 戰を讓 するとき •； 化の 口から ほとばしる 言葉 •或は 巧 巧 0 上に 書きつ ける 夭ネ 的な， 
をして 大巧な 驳 ホには •ダ— リング 大 ドィッ 元帥 •ブラゥ ヒッッ な 巧 令 •ヵィテル 困 軍司令部 長官 
をは じめ •さし も 百找鍊 磨の 古 巧を 連 もな 嗔 しないを はない どい ム〇 もつ ともを， 初は •が 軍 達の 化 


巧をじつと晒いてわて， 巧をに口な少x断を下すといふや*vf^^でわるo 

巧 弁 •あな 氏の 說 にょれば 「ヒット ラ— はを ながち 大巧が おとい ム のでは なから うが， やる ことは 

ズバ として •人の ちま ホに 也る 〇 人が 甲と ちへ る ことが、 定規の 上では さう あるべき だ も 思 ふ 

♦ 

もので も •ヒット ラー は 乙と 化る 〇ぞれ がい 0 でも 敵の 妾を わくこと になる 0 とい ム のが •ヒット 
ラ— は •巧しても のを 大まかに を ふので はない 〇す ベて 細かい 計畫の もとに 運ぶ たちで ある 〇ヒッ 
トラ— が宜官 をす る 前には •チヤンと それだけの 巧 備が巧 ホて わる 〇を 言を やつて をに •まちに 取 
りか かるので はない 〇宜 言を すると* その 日からで も 夕行が 巧來 るので ある」 とい ふが、 彼 
は 作戰を 巧る がには •自動 卑 または 飛行 巧で 至耍巧 おを 驅け 巧る ので ある 0 

この 大本 曾の が 在 地は が 巧に されて をり、 またが 進す る もの だから 不を だが、 幕 巧 達が 閒断 なく 
巧 巧を 巧吿 してく る ことは いんまで もない が， ベルリンから 要務を 巧び た 大物が あえず 巧來 して ゐ 
る〇ま 巧な か々 M がが あれば •リッ ペン トロップ か 巧が 巧んで 來る〇 

一昨年. おがが 西部 巧 煤から 凱 巧した ときには •ペル リンは 巧れ る やうな » ぎだつ たが •今を 化 
共 -H 宇 軍の お 帥 もしての 巧 かを をう して ベルリンに 巧る のは 何日で をら ゥれ〇 しかも •その々 には 
ち 本 ± みがと いふ、 もつと 大きな 宿題が 待つ てね る。 



ナチ K 靑 少年 團の義 巧な！！ ヒッ ラ I の围 巧に ました 目 おは、 光 押 ある ドイッち 族 大帝 西の 
を 鼓で あつた 〇從 つてみ 化の 困 巧で ある 靑 少年 運動に を 目した ことは 當が だが， をれ は アル バイ 
卜 •デイー ン スト (AD) も、 ヒット ラ I •ユ I ダン ト (HJ) の 二つで ある 0 

アルバイト •ー アイ— ン ストを 設けた のは •ナチ ス がを 灌を 獲得した 翌年 卽ち一 化 S 四 年で、 當時 
はま だ 志 巧 制を でを つたが •一九 S ムハ年 六 巧から 義お 制と なつた 〇 ドイッの すべての 帝 年は 滿 十八 
をで半年閒、 じの訓巧を受けわぱならないのである〇 卽ちヒ ットラ》 • ユ 1ダントの訓がが十八を 
でもつ て 終了し、 更に アル パ イト •.デイ— ン ストの 半年 間訓 がを 終へ •やがてん 替 するとい ふ 煩を 
もなる 〇 . , 

この 仕 まは、 築堤 工事を して 巧澤 地を 耕地に 改獲 すると か > 森林を 伐採す ると か、 ドイッ 凶 道 局 
管理な かの 道路の 珪設 とお、 集 曲 薄が 住宅 や ホ 巧が がかの 住宅 群 新設な 動の 举備 工作な どを させる 
そして 粗 ホな 宿を を 各地に 建て i •工事 造を と共に 移 巧して 巧く のでを る 0 
卽ち統 のがり に •をは シ卞 ペルを 持つ て 巧 粗 的 巧 化を させ •夕刻を の 宿舍に 歸れば ナチ スの巧 巧 
を 化を ぶみ •手工， 音楽 •巧 かな どを 巧し ませる とい ふやぅ に •巧 かも 巧榮 もを 併 巧 させながら， 
軍 巧 まの お居に ょつ で W 巧訓 なを 施す ので わる 0 ' • 


の 


を こで，】 九 s 九 年の ボ I ランド 戰爭の 始まる 前 •この アルバイト •デイー ン スト、 ヒット ラ— 
•ュ ー グン トを 動員して、. 棄ホ困 巧に 近い 地 巧に 宿を させて •本格的な 軍 おな 錬を 注ぎ 这み •いよ 
いよ 九 巧に 開戰 となる や， ドイッ 兵の 進入し セを を •追つ て 占領地 巧に 入り、 ヒット ラ— •ユ— ダン 

卜の 少年 達は 銃 おなしで 占 巧 地の 雜 用に 働 ま •アルバイト •デイ ー ン ストの 靑年 達は •黄色 地に お 

♦ 

色で 「ドイッ 國巧 単」 とぎいた ホを 左腕に おき •銃を 持つ て 占領地のを 備に 當 つたり > 破 壌され た 
橋架 や燒 失せる 街を お理 するな ど， をの 活巧 はめ ざまし いもので あつた 0 

ヒット ラ L •ユ I ゲントは •前に 日本に 巧た こと も あるが •これが 巧な は 前記 アルバイト ••デイ 
—ン ストよりも 古く •ナチ スが 政權を 獲得した 年には 旣に 組な されて わた 〇 勿論 •當 時は 志願 制 巧 
であつ たが、】 九 云 六 年 十二 巧に 義務 制 巧と •なり •十五 おから 十八 歲 まででを り、 じの 幼年 部と い 
ふべき ユング フ オル クは •十 おから 十四 歲ま でもい ふこと になつ てた る 0 

これは 力 I キ— 色の 巧 服を •ユング フ オル クは黑 色の が 服を 着る の だが •これらの 少年は なして 
巧 親の 許に 摆 起きさせる ことを 原則と し •一週 閒 のぅち 日を をめ、 ナチ スの 指導 綺 神を 吹き込みな 
がら 围植 訓練を 巧 ひ •スポ ー ッや 音榮を 主と する 娛 楽を 與 へながら •身む の 巧 巧を 巧 ふので ある 0 
いひ か へれば ホ 巧おぞ とお 庭が 育の 中間に 化して、 困家敎 育を 施す ので ある 0 
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この ヒット ラ— •ユ— ゲント. は 巧 巧 奉 化を 第一の 目摄 としては わない が •をの 一部には 消防を 實 
ち させり、 油の 巧 おで ある ブナの 寅を 揉 取したり •をの 刈入れ、 細の 耕作に 從 事したり、 古新 朗や 
巧を 巧の 巧 お 巧 集を 一打つ たりして •穿 質的な 産業 載 線から 銃後の 奉 化にまで 進化し •をには 前に 逆 
ぺ たやぅ に 占領地に わける 巧 巧にまで ぶんだ ので ある 0 

かくて， じれら の 少年を して ドィッの お力發 巧の】 部面と 見る とき •今後 十 年 •二十 年後の ナチ 
A •ドィッは 世 巧 無比の 强い 軍隊を 持つ であらぅ ことが 想像され る〇な ぼ、 この ヒット ラ— 靑 少年 
おには •少女®' ホモ 靑年西 も あるが •これらの 團員化 おは 九 百 萬餘に 達する とい ふ 0 

ナチ 又黨 のを 屬 巧な 前記の ほかに •ナチ ス黨首 ヒット ラ！ お 統の直 巧と して •巧 おおと 親衛 
なの 二つが ある。 . 

突擊お ( S » A ) とい ム のは •ナチ ス お 獨 おの 軍隊と を 察 おの 中閒を 巧く 防衛 曲植 でを る〇 なの 
ホ 部を 形 巧す る もので •や 時は 洽ぞ 維持に 當 り、 載 時は 補充 おの お 目を 果 すので ある 〇お 員は 六十 
巧を 0 て •巧を の 湖 服を 着る 0 、‘ 

親 街 除 ( S *3) とい ふのは •ヒット ラ— 巧が な 下 ナチ ス なが 部の 護 術阻歷 でを る。 隊長 ヒ ムラ 
I 氏は 秘 巧を おお 長を 兼ね， 巧密巧 おとは 不可分の 冉 なにわる 〇巧 時は 正規軍の 別 おおと なる 〇除 

/ ♦一.. • 
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員は 二十 巧を 0 て •黑 色の 制 化を ホる 0 

自 n 車道な のか 畫 みは， 廣をにおける軍^|^えの第ーホとして、 ヒツトラ—が天下をとると 
をぐ に 着手した のが、 自巧 巧專用 道路 お 計ち である 〇 これが 目的を 擧げて みれば • 

(一) 當 巧の ドィッの 重大問題は、 六 百 五十 萬 人の 失業 處理 であ 0 たが、 ヒット ラ— はこの 円 » 
を 道路 搂設 のために •一九 一二 化 年を において 直接 間接の 從業員 二百 二十 萬 人を 使つ セ。 卽ち 失業 教 
巧の 目的は •をの 一部分を 立 おに 達した のでを る 0 

(10 自巧 辛のを ぶと、 をの 裝迭 i をが 巧し、 その お 二百 十な をにまで お展 させた 〇 これが た 
めには 巧ち 自巧卑 とい ふ 小型 自ぶ をを 造つ て、 勞巧巧 線に 加入して わるもの だけが 巧 おで 購入し 得 
られる 價あ九 百 マルク 餘り (約 四百 迎 化) の もので、】 ヶ月 二十 マルク 化 (ー マルクは 約 四十 錢) 
で、 単を 持つ じと が 出 ホる といつ た ホをまで 考 へて •盛に ひろめた ので ある 0 

ごニ レを がな が 方の 産業を 閒を する じと になる 0 

(四) 前記の 巧を は •いは ゆる 表向きと いつた やぅな ものであるが、 一且有 まの 際には， この 道 
巧で もつ てが 速に 大 軍を おがされる こもを 化つ たので ある 〇 それと 巧俟 つて 陸を の 巧が 化は、 ヒッ 
トラ— ながの 念 巧の 一つで あつた ことは いふまで もない 0 



现に 巧ポ— ランド 軍を 巧 動に おいて •巧 どを 巧が 動力 化 まれ セな 速 おを 通が 關 にょつ てち 巧 
され わので あり •また ボ— ランド 伍 化を、 巧 巧の 化总と 機试の 修理の 上 •ち 五十 萬の 大軍 がが 速に 
西が 巧な に 移動 させた ホ X は •この (四) の 目的が* のじ ッ トラ ー の 化 ひで あつを こ， とと •走た そ 
れが大 なる 巧を 奏した ことを お 辯に 物語る もので をる 0 

(五) ドィッが あ 巧の 巧 合 •例へ ば ドィッ 空軍基地が ホ < w き 巧され たと き •なほ 困內の 至る所 

から 自由に 巧び 上り、 また It 蒲で きる やぅに 軍用 巧 巧 巧の 巧 ホ 巧 もして おな てる やぅ おなされて わ 

■ 

ると いんこと である 0 

(六) じの 鏡の かを 平坦な 道路に、 巧メ — トルた ホに •巧 さ ニメ — トル 化の 度い 鐵扳 をはめ じ 
み •鐵 ぉと 鐵 板との 瞄を コンク リ—卜 でれ ためる ので、 つま り 百メ — トルの 巧の コンク リ—卜 は • 
これが セめ 一つのを 石になる わけで •假に 爆 巧が を ちても 百メ I トルの コンク リ—卜 を 巧で がへ る 
から， なかなか 壌れ ない ことになる 0 

道路の 巧は •六甚 の 自助 ネが すれ違 ひ 巧る 化で あク •それに A 直な お ゼと通 巧手が 限つ たりす る 
0 で、 まる 涅巧 走る とみ 巧に 力— ヴが 作つ て ある 0 

これが 完ボ 巧ち はわ 七 000 巧で •じの 函貧 がめ 八十 巧 マ I ク である 0 


… 巧 ••， 


(セ) さきに 記した 自巧 革を 巧は •巧爭 となれば 飛行機な 巧と が 巧を へす る やうに 早くから 計晝 
されて ゐ たので ある 〇卽ち 巧 間の 自助 革を 巧 用に を發 する こもで ある 〇 をして 自 巧を 艘 造を 巧を 巧 
巧 巧の 部分 お 生産 H 場に 振替へ るので ある 0 / 

■gtt とな 10 巧 を こで •ドイッが 一つの 作® をを 巧す る 巧 合， をず あらゆる 兵種を 動員して 
巧 巧 的に 戰果 を收 める とい ふ 特長が ある 0 

「巧 擊戰」 とい ふ 言葉は、 ドイッ語の ブリッッ (を 光 または お 妾) ク リ—ク (战 爭) の 新 合 巧 語 
であつ て •英語では をホ戰 (ライト ユング •ゥ オア) と譯 して ゐ るが •もはや 大 戰な來 「ブリッッ 
•.ク リ —ク」 のままで •せ 巧备 巧の 新 流行語に なつて しまつ セ 0 
卽ち •これは を 軍の 意表を 衝き •を 軍と 巧 巧 化を 部 おとの 空陸 作® を もつ て •巧 化の かく】 擧に 
•巧 軍を 擊滅 ずる 新作 我で ある。 \ ' 

^の戰 をは， ヒット ラ— ながの 巧 創に かかる もので あらう かとい ふに、 さう ではなく •をの 淵 お 
は 巧く 前 罔の 世巧大 載に 迸る ので、 一九 一 お 年から 一六 年に ちる 西部 巧な の 血み どろな か 巧 城が、 
徒らにが 巧 兩ぞ の大殺 巧を まねる ばかりで •を 易に 勝敗が みしな かつた ときに、 下 イッ 巧參謀 本部 
で 思 ひついた ものである 0 そのを •おかに 作 我 技巧を なつた 結果 •スペイン 內 れの睽 •フランコ 巧 
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が 初めて 巧が 巧 巧の 授巧お 導で •じの 新 成 巧 0 巧 力を 發 巧した ので ある。 

今 罔の ドイツの S 巧 載に ついて •米 巧 軍事 評論家 ラ イリ I 少將は •次の 諸が を あげて わるえ 

(一) ホづお 軍の あらゆる 飛行場 ぶび 飛 巧 部 おを 空 おする 0 

(二) ホいで 续 道の 要 お、 巧 辛 巧， お 答 •乂窠 庫 •巧； 柴 •路上の 徐送 自動 单 、をの 他 軍事な 員 0 
あらゆる ものを 空 煤す る〇大 空軍を 巧す る 場合には (一) と ごこを 同が に實 施す る 0 

ご 二) 前記の 空な 巧 施 中に、 国ち 附近に 配置せ るを る ゆる 口径の 大小 大 施を もつ て、 敵軍の 施 兵 
陆地 •塑读 、その他の 軍事施設ぶな 擊 する 一方、 ホ 兵 部孩が 空軍の 掩護 爆繁 下に 突# する 〇 かぅ 
して 侵入 路を 作つ た 所へ、 をの 突み 部 おが 一 齊に進 巧す る 0 

( ra ) ホ 頭には 才—ト パイの ホ 兵に 機 閱銃隊 •裝 甲自巧 車、 經戰苹 •巧 掘 おから 編成され た 極な 

裝師團 が 造が する 0 - \ 

(五) をの 後から 四百を の 中を 戰 革と-すべて 機動 化した ホ 兵隊 •毋施 お、 戰単砲 お •高が 施 お 
义び夕 かの 機が お ± の 一風から 編 巧され た 重を 裝師闡 が 逸が する。 .いづれ も 空軍の 巧 接する 拖 誰を 

.巧け る。 

(六) ホに トラックに 分乘 した 正規の 步 おあび 扼兵師 曲がを 按 する 〇 殊に ドイッを には 完全に 巧 


裝 した ホ 兵 一巧 聯 巧と •をのを 員を 輪 送す るに おりる 巧 巧な もを もつて •特別に 編ぶ された 飛 巧 K 
が 四 巧が おが 上 常備され てゐて •これは 放 軍のを 方に ホ 兵 部 おを】 擧 にを 陸 させたり、 或はを 下 ホ 
を もつ て奇 巧煮隆 させた K ソ する ためで ある 〇そ のかに かぶの あ 巧を がくが 新な 兵器 も必巧 である 
ことは いんまで もない 0 ‘ 

しかし •この 巧擊 おを 巧 巧させる ためには、 これ だけでは おりない 0 

卽ち 巧に おいては、 ドイツ 軍に 巧ばない もは いへ、 世み 一流の 裝が をした 百 巧な 上の 軍 おを 持つ 
ポー ランドが •ドイツ ぞ のな擊 巧の かには •まるで 無 裝備の H チオ ピアの 止 人 軍ょりも •はかなく 
巧 おした を大お 巧は •ドイツ 巧を 局が ボ— ランド 固 內に豫 め 二 萬の ドイツ人ぇ バイ •或は 巧 五 列を 
巧 入せ しめて、 ポ— ランド 軍の 巧 員計畫 をを み、 ポ J ランド 軍の 最巧首 腦部ガ けし か 巧らない 巧の 
移 巧 集結 地 おや •軍用 列を の 秘密 時が 表 •秘密 軍用 飛行 巧の 所を がな ど、 すべてが 判つ てわた か 
ら 、開戰 と 同時に ポ— ランド 巧は ドイツ 軍の ために】 擧 に巧滅 されて しまつた ので ある 0 

をして 巧 巧举衛 したが お 巧 行な 麟のセ 十五 パ J 七 ントが 上は •ドイツ 軍の ために 巧は ずして 無 避 
にもが 巧. されで しまつた ので、 ボー ランド 困 巧の 唯一の 望みだつた ベルリンを g は夕 になつ たので 



たは •オ タング •ペル ギ ー •フランス などを 政 化せし めた のには •その ま 巧 巧 ホに 多くの ドイツ人 

スパ イが養爱をしわがわ&にょると いはれるが、 浸管すべをはドイツ军0孚^^^おがを 

地に が 下し、 をの 主 地む ドイツの 巧 おな とげ 巧して •ゲリラ 的 巧® を 度 巧した といん ことで ある 0 
かぅ したやぅ に 常に お 空が おと 地上が 巧と が お 巧なる 連 巧を 巧つ て 獲む ので わる 〇こ のことは お 
上作 巧に なつても 同 巧で ある 〇 をの 地上 部 おとお 空が お •または 海上 巧 おとが 空 部 おとが 常に 巧繫 
の もとに •一つの 作 巧 目 島に 巧つ て 互に 援護し つ、 巧 ひを 進める といん 巧 法が 卽 ちな 巧 巧で ある 0 
今日の 載 法は •その 性が において 困 養 力の お 巧を もる と 同時に’ 我 巧の お 巧は 必畫 匯の樣 
巧を もつ てす る 0 

この 立 巧 巧と いふ 取 用語は、 前 大戰な 前には 用 ひられな かつ セ 言葉で ある 〇前 大巧で 初めてが 空 

巧が 巧 場が 用 ミた まわ 繁 ちかな 雇爱 •或は S 雲忆 這」 はじ A 了から ぶ 同の 遠 

は •從來 の 平面 巧 巧から な 巧 巧 巧に 造化した ので ある 〇 しかし 前大® 當時 にも 巧 巧 巧が 巧播し セと 
はいへ •今日から 想へ ば 幼稚な もので あつた 〇だ から •巧】 み肤 が 大巧では お 巧な 意味に おいて、 
まだな 巧 おとは いへ ない ので あつた 0 

もこを 冀兵 巧は’ そのを 二十 年間の 驚異的 靈を をげ •そして 近れ 作 巧なる な 醒の薑 け 
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•唐 海 空軍が 揮が 一 おを なし •海底を でも 呼 おして 一を に 巧果を 化め ょぅとす るので ある 0 

をい 元ち をれ に •ドイッの 指 撐官が 一が に 若い とい ふ 特長が ある 〇北欺 作 戰スヵ パフ •口 1 Q 
ドイ^ 潜水 おの 指揮官 プリン 大尉は •僅かに 二十 一 歲の靑 年だ〇 じれら の おい 指 禪官が •第一 煤の 
' 先頭に なつて ±氣 を 鼓舞して ゐ るので ある 0 

この 年が のこと だが •これは ナチ ス がをおの 在野が 代に おいて •まとして 靑 年ぶ にがき かけた の 
で， 在野 當 時からの 巧 古 として 目下 ナチ スの 指導 階敍 にある 人達は、 大 館に 年齢が 若い ので ある 0 
巧へ ば ヒット ラー の 片腕と なつて 活 巧して ゐる 人の 年齢を をる に •ヒット ラ— 總統 が： 血 十己歲 •ダ 
1 リング 元帥が 四十 九 お •か 巧 方面の リッ ペン トロップが 同じく 四十 九 お、 なお 方面の ダッぺ ルス 
が 四十 五 族 •經巧 方面の フンクが 五十二 族， 巧と 巧 お 方面の ヒ ムラ！ が 四十 二 お •宣巧 方面の デイ 
I トリ ヒが 四十 五歲 、靑年 指導 〇シ —ラッ 《が S 十五 歲 である 0 
16 巧と 夕巧の 比 巧 信ずべ を 巧 報に ょると、 今を の ドイッ 空軍は 急降下 巧擊 巧、 戰岗機 义び裝 
甲驅を 機の S 種を 組合せた 新 編制で、 急降下 おが 巧を ソ 蹄の 虽抱塚 •玻固 巧を ソ聯 の步兵 おと すれ 
ば •裝 甲驅逐 巧は おがを 拖 おに 匹 教 する もので 飛ぶ お 我を 跑も巧 ばれて わる 口 そして 空から か 載を 
を 化 ひがち にす るの だが •をのが 力は すばらし < 五十 トンな 上の 大巧 革 も 乎 もな く 破を されて しま 
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ふとい ム〇 • _ ' 

ドイッ度軍0超奪さ 忆ついても、 また空軍〇强味忆ついス^^’ 旣に曇ぁる妻だから今ち述 
ベない が •ここで 海を 力に ついて 少しく 評して みたい と 思 ふ 0 . 

海と 陸と S ち卽ち ドイッは 大陸 Q 一部— り、 海で 圍 をて ゐ ない 國 ザを、 薑 力ょりか 
睡曼 Q 方が 重要 だと もい へを •イギリス や 7 メリ ヵを 巧手 忆 海を 隔て、 攻 をる 若 •巧ょり 
も 海軍 力の えちが 第一の がかで なければ ならない 0 、 

ヒット ラ— 級統は ドイッ 阐會 で、 

「ドイッ 潜水 おは 對英戰 に 巧 巧を 收 めて をり •をの あは 巧 加し、 旣 に‘ 前 大戰當 時の 巧を をいで ゐ 

* 

る」 • 

とお 說 したが、 前 大戰當 時の 獨 潜水 おおは S 百 凹 十】 二で をつた 0 

ドイッが 羣 において、 立ち おくれ ミる ことは をを でき ミ •チル ピミ玻 •ビス マミ お 0 

一二 萬 五 千 トンの 一至 力お夕 一 を 二 九 年 八月には 殆どが 裝 してね をとは 晝 だが •かぅ し寞ま 
なま 力 おを た 振りで 持つ た ドイッ 海 取が •これを 如ぶ がまんに g すまでに は •藝の 時日を 巧 
したに 遠 ひない 0 . 
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この 主力な ビスマルク 號は •昭巧 十六 年 五月 二十四日、 アイス ランぶ 沖で •巧 主力 巧 フッド 號 
.(四？ 宇 トン) を 見事 巧を させた が •忽ち イギリスの 追擊戲 にょり •英お 十六 隻の里 困 巧に 巧 W 
をつ，、 けた けれども， をに 「本ち は 巧® の 自由を 失へ 0、 しかれ ども 最後の 一巧を 巧が する まで 巧 
はんとす •ヒット ラ— 巧が 巧を」 とい ム悲壯 なる 無宿を 巧つ て、 雄々 しい 最 をを をげ わ ばなら なか 
•つを 0 

ドイッ 海軍の まなる ものは 潜水 巧で あつて、 今 •ホ 截爭の 直後 スヵ パフ P — で 巧 巧 軍 巧に 大損 害を 
巧へ たの も 潜水艦で あるが • 一ニ ヶ 年間と いん ものは お 長 も 乘組頁 も變 へないで なおした ので あると 
いふ。 

なを 巧の 巧な か、 をを 日 巧の 閱 がかで 主に お 水 巧を 用 ひる やうで あり •また 第 セ まの 己で 述べる 
かく 巧當 なぶな を 寒げ て わる じと も 事ち だが •しかし ドイッに 巧 巧の おのかい のは •一つの おがで 
はなから うか 0 一 

前の ビスマルク 就の 巧を したのは 》 空 巧と 連なの 切れた ことが 大 なる 原 巧と おへられ るが， だれ 
ら といつ て 空軍と 巧 水 お だけを 巧え したと て、 それでも つて 制 海 推を 巧 巧され る ものでは ない 0 
これに 巧いて， 佐 藤 巧が 中將の おを 引 巧す る こもに しょう 0 
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「お 軍の 巧 おは 制 おであつて •が お權 獲得の セめ 巧 用す る 道具が 巧な である 〇 今日の 大巧 おはま 
力 巧 部 おを をが もし •これに それぞれ 巡洋お •醒逐 な* お 水 巧、 化 ませ 巧を 主として 編 化せられた 
霞 寒を 地 おを 震を 適當に 配合して 編が せらみ る。 海上 作戰 のためには 右を なほ 欺 逐 お 、ぶ 
鼓 巧、 摇 おお •ぶび 諸種の 特設を 腹を 必要と する 0 

軍 巧は 極めて 髙 巧の 機械化が おとも' いふべき もので、 現代 おを 技巧の 巧を 集めた 巧 巧 •兵器 •巧 
がを 巧 用す る わ •ら •その 建造 貧は 窩く •五 萬 トンと 稱 せられる 米英の 達进 中の 戲巧 などは 恐らく 二 
隐閒も か、 るで あらぅ。 

がるに 今 みのお 戰 では、 ハヮィで も マレー でも •この 髙 巧な 戟 巧が 一見 苦 もな く 飛 巧 巧に 擊 巧せ 
られ たので •飛 巧 獲な 能の 時が が あ々 到來 したと して、 戰お 無用 論を 說く 人が あるか も 知れぬ 0 
しかし、 ハヮィ お戰 において、 あの 大戰 果を擧 げた わが 飛行機は •周知の かくが を 巧 おから 化發 
した もので あり、 をして 化 空母 おには 種々 の 軍 巧ょり 巧る 巧が 茜 巧の 部な が巧從 して ゐ たので を 
り、 また マレ I 巧では わが 潜水 巧の 敵 お 見 並に 報吿が 空襲 部 おのす 引きを したので あつて， 直接を 
擊に當 つを Q は 勿論 3 S でを る けれどち •を 〇大驳 巧は 畢竟す る 忆巧部 お 0 囊 適切な 協同む 
結果に 他なら ない ので ある 0 •.一 
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お 上作 載の 種類は 多種み 樣 であって •，能率 •お 巧 的 軍備な どの 要 ホから 專門化 •々化が 巧 はれ • - 

をの 結 おとして 前記を 穂の 軍 巧が 生れた ホ 第で •これらを 適當に 組合は せて、 いは ご 頭部 •胸 植， 

手 ci! が 揃って 一有 機 おの 如く 作践し 得る ものが， いは ゆる 均衡ょ きお 隊で あり、 をの 巧 おの 中、 むは 

をが 力* 巧 幾 力と 共に 風 あなどの 自が 力に 對 する あが 力 もまた 最大で をる ホ カ 巧で 編が せられた 部 
♦ 

除で ある。 I 

ま力趙 部隊は これを 皆 へれば •家の 止襄 石に 巧當 し、 お 夕 に 表面に 現れぬ が •ま 力 渡 部隊が 嚴が 
と控 へて ゐ てこを 各 部隊は 遺憾な くを の 族 力を 發 巧し 得 •をの 任務を を 巧し 得る ので ある」 

と ある やぅに •本が 的に 海軍 力を 發 揮す るには、 ホ カ投 部隊が 必要で ある ことは いふまで もな 

ぃ。 グ 

ところが •ドイッには これがない 〇し かし ドイッの せ 場と して U ボ—卜 で 米英に おし 通商が 壌® ^ 
に •巧る の も 一方 法では あるが •もし ドイッに して ま 力 お 部 除が あれば •ょりな 上の 英 本. 立 攻略の 巧 
能 性が 加は り、 また その 時期を 早める に 違 ひない ことは 巧 白 だ 0 

卽ち ドイッに おいて、 前大戰 では カイゼルが 「ドイッの 將來は 海に あり」 と唱へ •海 巧 フォン* 
テイル ピッッ 提 せの 下に、 新たに 海軍の 建設に を 乎した の だが •たまたま】 化】 四 年の 世 巧 大戰と 


なつて しまつた 〇 しかし 當時 ドィツ 陸軍 首跑 がは 「英 ぎの 大陸 お 送は ドィツ おちを なて 阻止す る必 
巧は な 心 化の 陸軍と 同時に •ゎが 養を なて 巧滅 すべきで をる」 とい ふ モルトケ 巧の 思想が ま 西 
的で あつたかち - m 苗 海軍の 巧 動に ついては •巧 ど 巧みを なかつ たので ある 0 
當 がの 畜 ティル ピッッ 提ぞは •ドィッ 霧 我 巧を の 巧に 「ドィッ S は 海を 說 ザし なかつ を 
もい ム意巧 深長な •しわ も 悲痛な】 句を 書き記した ほどで おる 0 
を こで •今 ホ大驳 において 學げ つ、 ある 大 なる 巧 おち 奠職忆 おける をい おおに 敎 へられた® 
もで あると とはい ふまで もない が， をの 座？ 同様に •海軍に も 姜お部 除を たてねた ので あク W 
たなら •より 大 なるお お兩 方面の 巧 おを を 速に 收め 得た であらぅ ことは お 像に 難くない 0 8 
しかし •さすがに ドィツ 軍の 戰 がは 甚大なる ものである 0 C の 六 巧 二十 二日は 獨ソ開 我の】 周年 •、 
に 當るだ おは フィンランドの 凍 立地 帶 から，' 直 巧な ウクラィナの 敎 倉を 姪て、 巧は おを •コ— > 

サス 方面にまで 及び •その 雙 il 辛： に 互つ て、 今 巧ソ兩 軍は 蹇 なまる 巧 向を 替てゐ る〇一 
ろ 北 阿に を りても す ばらた 驚を あげてね ると いム 、をの 戳な はぜに 寞な も？ ある。 これ 
はまに 陸軍 力 (が 空 力の ことは 省いて) による ものろ いへ-る 0 

また 蹇 Q トィ ッ授發 表 K よれば •昭か 十 セ 年 j さ 1 十四日よ 6 セ 月 二十 智 K 至 至 ハケち 0 


に、 ドイツ 軍は 聯合 國腊舶 六ち 十六 集を お化し •をの 總 トン おは s 百 八十 四 萬 s 千 トンに 上り、 廿 
四時 間 毎に ず 均 S 隻 をが 巧して ねる ことになる 〇 これらが 巧 船舶のう ち 貨物 輪 送 船 四百 五十 兰隻， 
一音 •五十一な セ 千 トンで をり •她槽 船 冥 十一 雲 •章 二十 二 窒千五 百 トンに 上つ てむ る。 

これは いふまで もな く お 軍 力に ょる ものであるが， もし ま 力が 部隊で あつたなら、 これが 上に 迅 
速に 息つ さる 戰お を收め 得た でを らうと いんは 慾 巨 わ’ をれ 忆 しても 潜水 お 0 廣力 0 絕大 さには 
をく 驚異すべき ものが ある 0 ‘ 

科* 的と 巧 it 的の » 巧 ドイツの 蜡法 にょれば •ボ— ランドは 一週 閒 、デン マ— クは 一日 •ノ 
ルウ HI は 二週間， オランダは】 遇閒 •ギリシャは 一一-週間、 クレタ島の 敵前 上陸 攻略は 二週閒 とい 
ふやう に、 K ピ-ド 化されて しまつた Q である。 ク まり •ル 囲 0 替は曼 期閒が 二週間と いふ 镑 
巧が 作られた わけで ある 0 - - 

この ドイツが 勝利す る 養を 分析 すれば •一は 科 摩 的の 勝利で をり •他は 精神的の 勝利で わる。 
じの 科を 的の 勝利に ついては， 巧佛 側で も 認めて ゐる 〇當時 フランスの レイノ— 首相は 「おは 新式 
の 巧 器を 持つ て わる 〇 われらは 古典的で ある 〇 じの お隔は •提本 的の 巧遼 がを る」 と述 巧した 通り 
である 0 


••• 88 *** 


それな かに •いや をれ な 上に ドイツの 勝利を 請 合せた のは •ド 乂ツが 兵の 滿 々たる 闻 志を 計算に 
スれ なければ ならない 〇 をして 厨 志を の ものを 最大を 巧なら しめる ものは •必ず 滕 つと いふ 自覺巧 
信念で あ ミ もつ とも 英 •佛 •ソ 職に しろを て 聞 志がない をでは なから ぅが •ヒツ トラ ふ 
がの 必勝 的 巧 志タド ツツ將 兵の すべてに ホた されて ， Q る お 技が ある 〇 この 園を が あつて ころは 
じめ て 新 ま 兵器 •新式 戰 術が 百 パ— 七ント 〇巧果 を擧げ 得られる Q でを る。 7 ランスは、 C の围巧 
の圃 をを 恃ま ないで、 たぐ マジノ 線 だけを 恃ん だかた め忆を 敗を 滿 奥した ので ある 0 . . 

一口 忆 •ドイツは 何故 强 いかの 理由と して、 誰し も 「電 が戰」 を あげる が、 この 葡が 作戰 とい ふ 
のは、 曰 ま 來の戰 法から いへ ば幫 信を が r 靜 をる こと 林の 如し、 疾 きこと 風の かし」 といつ 

たお 法の 思想の 表 はれで ある。 いは ゆる ドイツの この 作戰 の 雲は、 第一に 兵の 精強、 第二は 蜜 
の 巧 持で をる 0 

をの 第一， の、 兵が 靈 である ま 因は •ドイツ 軍の 落下 伞 部隊が み 巧の 敵地 乘り这 みや •我を おの' 
な 進ぶ りに おける •をの 頑强な 巧を である 〇 それには， 精巧なる 兵器の 髙を 機巧 化の 技巧が 力を 俟 
つ ことは いふまで もない 〇 

ホに その 第二の’ 機巧の 保持とは’ 統帥の 巧 明なる じと である 〇ヒツ トラ， ながの 一二 巧 烏と いは 
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れる養 Q 》- リング 元帥 •陸軍 Q ブラ ミミを •窒 0 ン— ダ— 元帥が f それに ヒット 

ラ-塞 ss として カイテル 大將が あつて、 大拉 これ だけの 法め て 少ない 人* で 一切を やクて 

のける とい ふ •大 をな 護が をる。 とこを が 拿では？ 婆で あ をら をが しつくり いかぅ 
道理がない。 rV れに 政略な ど Q ためを を 受ける C とがを つを」 S めら れる C と* みい。 

一二 > ドイッの 物資 計畫 

I m 

な 巧の 巧 巧 ドイッは 前世 巧大戟 における がか〜 食 巧 難に 苦 む ミは ない オランダへ 
ル T 、 ルタ サン ブル グを 支配 下忆 f : トイ ッ含民 S 寒空 パ-；"-^ 自給 可能で あり 
まり j 五 パ-セントは バルカン、 近東ょり 得れば 足りる が 態で ある〇 をの 志 對ッ戰 において、 世 
巧の穀愤の倉巧と い^^れるほどのゥクライナを蠢占領すれば、 をの皇富さが裹さ"*"ることにな 

また お拥 にし ミ •ル-マ ニヤ ミ お 李る ミ，， 夏が 化と で、 韋の 石油—— ホセす じ 

とが 出—。 C を 琴？ ミス 述 ，へた 石 婪お地 含？ れ ば. 堇な邊 が 管れ 


る ことになる 0 , 

夕 巧の 飛行機と 機械化 部 おとを 持つ ドイッの 位 配が 石油に ある ことは 勿論 だが •ドイッは 一九 一二 

五 年頃 人造 お灿を 使つ てわたが •これは 天が お 油へ 二 御 化 混合ず る もので、 人造石油 だけでは 發义 

が 充分で なかつ た〇と ころが 一九 S 化 年の 發明 によつ て •非常によ い 人造 お 油 (おお 液化) をが 巧 

に 造る ことにが 巧した ので ある 0 - 

この 例と して •持たざる 因の ドイッが •二十 有餘 年のを おからな ち 上つ て •歐洲 新 秩を遠 設のセ 

めに 戰爭 をず る電が 作戰の 陰には •人造 ゴムと 人造 お灿の 完戍に 大きな 力が ある 〇 この 人造石油 事 

業に みなし、 フ斗ッ シャー 化 •イ— •デ— 法の 如き， いづれ も ドイッ 科 巧の 巧 明で あるが •をれ で 

# • 

も ヒット ラ ー かおぶな 直前の 人摧お 洒年產 額は おかに S 十 街 トンに 過ぎな かつた 〇 をれ が ヒット ラ 
I な椎の 撒」 おせる 科學な 策の 賊 として •今日では 年を が S 百 六ぃ 巧 トンに 達し •戰時 お 加が 嫂 虹の 
約 二々 S 1 を 贈 ひ 糾られ る やぅに なつた ので ある 0 

卽ち油 山に おいては’ わがが の 四十々 の 一に も おらい 巧 おしか 持たない のに 拘らず •日本む 一倍 
半の お 加を を 巧して ゐる とい ふのは、 新 巧 巧の 巧 逝 輪り にを ふところが あるに よる 〇 坑道 掘む とい 
ふのは •地での がの 原油を 没 ひ 上げる だけでは 滿お 甘ず •ポンプで はを ひ 上げられない 油の 浸み た 
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丈 砂を 抛り 上げて 灿 をし ぼる 技術で をる。 この 技巧は •メダン， エ タン， ガソリン 瓦 巧な どと いぶ 
巧く 危 おな 煤が ガスの 作業で をる が， ドイツの 技 ホ 家は これに 巧みして、 巧 道 掘りの 術語を 化が に 
知ら しめたの である 〇を少 の 天が 資 がを 科 學の 力に よ が大の 能率に 活用す ると 同時に、 人进お 
油の 發巧 においても， ドイツは バイオ ニアで ある 〇巧 化の 化を 作 州に よつ て あおに 水素を 添加し • 
石 巧を 變 じて お础 となす 技術は、 ドイツの 名と 共に 全 世が に 知られて むる 〇 これは 商 度な 猫 下の 换 
作で、 技術と しては 至難で あつて、 同じく 危險な 作業で ある 〇 これが ために かつては 巧驗 中に，】 
巧に して 六 百 名の 犧牲 をを 化した こも さへ あつたと いふ 0 

また •ドイツでは 燃料 不 化の ため、 都 巿の巧 物を 全部 ーヶ所に 集めて メタンガスを 赖 がさせて、 
これを 自巧审 燃料と して 用 ひ •その 殘 りは 肥料と して 農村に 送つ てね るの だが •この 施設は を都巿 
に 設けられて ある 〇 しかも 巧 物を 補 過した 水は •一が に飮 むこ もがが がる ほどで あると いふ 0 
また 貸金 廚や お干 3 非鐵金 姑を 除いて、 ドイツの 鑛 物は 學 なみな に產 化される 〇 現今の 鐵 鑛の不 
巧は 從が使 州され なかつ たり、 或は 不え 分で をつ た鑛 脈の 利 川に よつ て、 完 をに 補 はれて をリ、 ^ 
た 占 巧 地の 工作に よ つても この 缺 階は 補 おされる 可能性が 充分に ある 0 ♦ 

一九 S 八 年の 初め， ベルリンの 公 圍の鐵 物が 取り 拂 はれ •をの 年ので 巧から 一 おの 人家の 续栅が 



取りは ク され 始め，， 一九 四 0 年 にんつ てから ヒット ラ— 絶 統の新 宰相 官邸の 鐵 扉が 取りは づ されて. 
木 扉と なつた こと、 また； I マルク •五 マルクの バラ 錢の 囘收 によ つても、 か 何に ドイッが 鐵 につい 
て 用意した かが 判る。 • 

戲前ス H I デンの 輪 化する 鐵 錫の S 々の 二は ドイッに 入つ たもの だが •ノル ゥエ— 占領に より 英 
西へ 巧く ス H J デス 鐵鎭を 食 ひとめ， ルクセ S ブルクの 占領に よりを の 地の 鐵を 確保す る ことによ 
つてを をに 近づいて をる のでを る 0 . . 

，かう したおから 見ても、 ドイッは 戰爭 をす ると 同時に 建設を 巧つ て、 を お獲 得に 奔命して ゐるじ 
とが 知られる 。もつ とも •ま 要を おや 武器に 0 いては、 優秀なる 科擧の 力を もつ て 充分に をの おら 
ざるを 補 ふて 給り あるで あらう が •そじに 一糸 茄れ ざる 政策を 巧つ て、 あくまでも 勝ちが かう とす 
る 熱烈 さが、 ドイッ 精神の 基礎を 强 固に する 巧が でを る。 

ドイッでは 物を 統制が •いかに 圃 滑に 巧 はれて ゐ るかの 巧 例を いくつ も 擧げる ことが 出 來る〇 を 
の 一つと して，】 九 S 九 年 八月 二十 八日、 フリック 內 相の 放送に よつ て、 突然に 生活 必霜 品の 切 巧 
お 制を 宣营し > 翌 二十 九日から 酷 給され た 切符には】 九 S セ 年 印刷と 記して あつたと いん 0 1 九 二 一 
わ 年と いへ ば •ヒット ラ—' 總統 がかを 手段に よつ て、 才— スト リャを 併合した 年で ある 0 さう する 


•••93 


と當時 英佛が これに おし 邪 R を すれば 巧を にんる ホ 悟で •切符を 印刷して おおがまで 捉 おして おい 
たに 違 ひない 〇 をれ を今囘 巧め て 巧 用す る じと になつ たわけ だが •ナチ ス巧 おは 何事に 0 いても 用 
ち^ 到で ぁるかを かる 瞪左 もい へょう 0 

フランス .へのな 巧エか ペタン 元帥が フランス 政府の 首班と なり •ドイツ あび イタ リャ に對し 
て化戰 提議を 申入れ、】 ホ 四 0 年 (昭巧 十五 年) 巧 巧 二十 二日、 ドイツに とつて はおれる ことの 出 
來 ない n ムピ H I -1 ユ のをに おいて、 巧 か 休 巧 協を がぶな した 〇 これにょ 9 て ドイツは】 九 S 八 年 
の 屈辱を 雪ぐ ことが 巧來 ためで ある 0 • 
かう いつたから とて •ドイツは フランス をな 規 して 巧 酷な 報 巧 的 方法を とる やうな， そんな ヶチ ：、 

なを 見は かし もない 〇 あくまで 友邦と しての 親睦 さを もつ て、 手を 握り 合つ て 進まう とする ので あ 

\ 

ろ 

一 围が他 巧の 軍 おに 占領され た 巧 合 •巧 征服 困の 經巧 はいろ いろな 異なつ た 方を で 取 巧 はれる も 
ので ある 〇 その 第 I の 方法は、 巧 巧 上で しばしば 見られる とじろ の、 征服者が 被が 服を の 酉 內に現 
巧す る ものを おく 破 法して しまつて、 をの 困 巧が どんなに 困らう とおが がない といん •いは ばか お 
な 態が を もる 巧 合で ある 0 


巧 二の 巧を は •敵 田の 巧 巧を を 巧 自田〇 手に かめて しま 夕 て、 自团 のために 的に 巧 巧に 巧よ 
うとす る やり方で ある 〇 これ も歷巧 上 しばしば 見られる ことで、 巧に イギリス のちが 的 はじの 
ホを による ものである 0 

第 S の 場合は •被 征服 酉の 巧 巧を を 巧から 少しも 備 つけない もい ふ 建前で •巧 力 破玻を 迸け る や 
うにす る やり ホで ある 〇 軍事上 やむ を 得ない 巧は 別 もして •その他の 所には 戟阔巧 巧が 义 ばない や 
うにす るので ある 0 ドイツが ポ— ランド、 フランス などに おして 巧つ てゐ るの が こ I で •(は rs 
く寬 乂 過ぎる やり ホで ある 0 

を こで •フランスの 經 巧を 如何に 利用して 自 苗の 陣 替を强 化すべき であるかが 閒 酉で あるが •ド 
イツに よつ て 善用され たお お •な 十な の フランス 人 巧 働 者 やを 化工 填の 事寶ら が、 自づも パンに 
ありつける ことにな り、 をして 生活のを をが 保たれる やうに なつた ので ある 0 

大紀 • I 化 凹 0 年に おける フランスの 朗读 ちを なる 軍事的な が 化の みで 起つ たもので はなく， 
その 經濟 が旣 に崩壞 して ゐ たので あつて、 數十 年來ホ 字つ ごきと いふ 劣弱な もので あつた 〇 をの 遠 
巧は 世 巧大戰 で. ドイツから ア ルサス • a — レンを 巧 取した ために' 不均 巧な ほど 重工業に 力を 乂 
れ •經 巧の 基礎を 無 計 塾に 陪 らしめ る ことにな つた 〇卽ち •フランスは 呈 業を 蘭 ザすべき ではた 


…巧 


く •これ こを を 7 ランス 捏 巧の 健を な蹇 となるべき もので あつて，. 蠢に 力を入れ てこを を韵巧 
のを 糧を 覆す る ことが 累た 著で をる。 と C を •露は 7 ラン KQS 襄が蠢 を 無視し ゼ 

やり方で あつたの だ 0 

かくの かく 磊 確保 S 礎を 國忆 置い 了ね わと いふ C とが、 今蠢爭 0 おお 忆寞 なが 裡を與 
へた ことを 知る 必要が ある 0 

また 工業 部 巧 Q 方面を 檢討 すれば •そ C たくつ も 0 ち 覆 碧 S る惡 結果が 見を る。 卽 ち. 

《出を 目的と した 精巧 品を お 作す ると C ろ ミ ランスが 統 0 產業 部門が、？ 業忆 押されて 少しも • 6 
おは ミな つてし まつち しかも 薑內 では 里 H 墓に 蓄な賽 は， 锁 おを 除いて 他に 何もない と W 
いふ 有様で をる 〇 その お 炭を はを、 すべての 重要な 非鐵 金が や 大部分の •綠維 工業用 原料を の 他 
は、 悉く か國 依が にょりて 巧 入し なければ ならな 啼 つた 0 • 

しを フランスは、 曼な 植民地を 持つ てね るので あるから、 じを え々 に^®^ へ すれば’ 原 
巧に 困る とい ふことは なかつ た 普 だが •を こに 意を 用 ひな 力つ た 0 

だから •フランス 人から 見れば： ト ィツが 畜及ぴ .原料の 自給 自 化に 苦、 むして む ミを 嘲笑して 
た セ も Q でを つた。 をして 7 ラ N K 人 自身は ィギ 。 S お 上 支配 Q 靈忆 安た をつ 了 わたので あ 


つち 

また、 をの 工業み 面に おいても •第】 に 工場の 技術 上の 施設なる ものが 非常に 劣惡な もので あ 0 

、 

た 0 H 場 まは フランス 人 通有の ず 查確實 を モット— として •新ら しい 様 まの ものを 採用す るょり 

か •昔の 確實な 方法で やつた ホが を 全 だと 心 ふ 頭で や 0 て 來た〇 

- をれ 故に •フランスの 工業を にを 文を 發 すれば •原 おは ドイッ 侧 から 提供しても •工場 まは ドイ 

ッの 工場で なら 直ぐに も 引受けさうな ものに ク いて、 ま づ用也 深く 熟慮 するとい ふやうな やり方で 

ある 〇例 へば パリには を 文 取引所が 設けられて •ドイッ 側から フランスの 工場に 製作 させょうと 思 
- 一 
ふ 品物の 見本が 陳列され る〇を こで 工場 主ら は 充分に 見て •自工 場の 技巧 や 機械で 巧來 るか 否かを 

見 巧め なけれ；！： r をの 仕事に かからう とはし ない 始末で をる 0 

だが， ともかく このぐ うにして 今日まで にお 億 マ— クの 注义が フランスの 巧 間 H 壊で 製作され • 

それだけ ドイッ 閑 巧の 工場は 注 そが 減つ たわけで ある 〇 機が， 精密機械 •光を 製品 •電機み、 銅製 

》 

品 •鐵裝 お •鉛 力 製 お •をが 製品 •ぞ輛 •が 維、 製紙な ど、 巧 門の 分野に それぞれ 巧 傲を 員を を 作 
0 て ドイッ人 側が をれ に參 加して •巧 筋力を 廣 化に 旦つ 合理的に 使が する やうに 巧 力して ゐる〇 
この やうに 巧佛兩 困の お 力が 备 方面で 巧 はれる と •フランスでは ドイッが 舞 見した いろいろの 近代 
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が 巧が がんして， その 遅れた 工業 技巧は】 段と 進 ホす る こもに ならう 0 

一が を あげれば •みまで フランスでは 巧 巧 や 巧 巧の が 巧に •巧 おか 谏 法と いふ ものをから なか 0 
たが、 この 方法に よつ て 一九 四】 年な をに とれる 巧 菜が 盛に 鹿 用され る こを になつ たので も その】 
半が 判が される であらう 0 

また お 米 フランスでは、 木綿 •羊毛 •まが •絹な どは 殆どを 部 輪 入に 依 巧して ゐ ながら •人造 機 
推の 製造を 姪 蔑して 少しも 硏究を 進めよう とはし なか 〇た〇 これにが いて ドイツでは 原 おの 材木の 
調查 わら* H 場の 改造 •技が のな 良に あ 力して •生を 計 おが 巧が 上る までの ドイツ 側の 技が 象は 並 
大抵の 苦、 むではなかつた 〇 をの 結果 •今では ドイツ 技巧に より 優秀なる 人造 供 維が お々 と 生を され 
る やうに なつた ので ある 0 

かうしたやうにドイツ人の苦むによつて、フラ ン スも^^-^して、をのお巧巧を巧に巧力を拂つてゐ 
るが •なかなか 急速に 化 巧 はれる もので ない にしても •をれ が完 巧は 遠い が來 のこと ではな からう 0 
ペタン 巧府 が巧综 巧に •をの ス ロ-- ガン 「自ホ •や 等 •巧を」 の 代りに 刻みつ けた 合 旨 葉 「巧 
16 •家庭 •祀 到」 が、 本を に フランス 人に よつ て裔唱 される こもが 曲來 るのは •ドイツの お、 むな な 
力に よる M かには 到底 望めない であらう 0 


M . 


かくして ドイツが 指 等の 下で な 巧に 急ぐ フランス お 巧は •近くは お英 をを のが 巧に •ドイツ 軍の 
巫 要な 兵站基地 わるの みなら， ず、 また 世 巧 新 秩序 谨設の 上に も 大きな 役割を 果 すじと になち ぅ〇さ 
れば •フランスの 香水 工場 や 搞人惜 工場が 軍需工場へ も轉換 される とき •海 巧を】 つ 越ぇた イ ギリ 
•ス では 巧 色 巧 < 垂れ こめて， ドイツ 軍の 上陸 作戰に 怯ぇて ゐる ことを 思へ ば •そじに 大 なる 巧 違の 
ある ことが かられる ので ある 0 




章 


..ド 


わ、 Kf./rs も. •を も.* i * r >- 々ん 


盟詞イ ダリヤは •これ も 盟邦 ドイッに おける ナチ ス巧首 たる ヒット ラ I 化統と 同様に •イタ リ卞 
における ムッ ブリ I 二す 巧は フ アッ シヨ 巧を であり， これまでを 々ヒット ラ— 化 おとを 談を重 a 
て •共同 作戰 における 巧 巧 さを 示して ゐる〇 そして ソ蹄 においても 化 阿に おいても、 ドイッ 軍と 力 
を 協 サて大 なる ぶ おを 巧げ てゐる ことは 化に 周く 知られて ゐる〇 

雲青乏 IWf 昭和 十 セ 年 六 巧 十日が 今夕奠 大駐ち イク リャ が參 ぶした I 扇 年の 記念 
日に 當り •またを の 日が 海軍 記念日に も當 るので、 伊海 韋 ニケ 年の 大戟累 雲され たのち こじ 
に 描げ ると しょぅ 0 

(こ 海軍の ま 巧 

(イレ 水上 お艇 のを 巧 二十 一二 回 

(こ 昭お主 ハ 重言 二十 六日に 巡洋 g 1 •一畜 トン 給油 化 1 、 j 萬 1 宇ト ン づ姑 一を# 巧 
(《い 昭か十 ス年セ 巧 二十日に 巧 船 四擊巧 



昭巧 十六 年 十二 巧 十九 日に 戰おク ホ— ン •ユ リザベス •ヴ アヤン トを雷 がし 联厨ホ 
こ 能なら しむ 0 - 、 

.0 ごな 巧 お 擊巧數 (五ち ホ 日まで レ 

(イ } 軍 渡に ょる もの 大巧 洋で 九十 II 一隻、 地 ゃおで 二十 置 隻 、をの 他 十 j 隻 
ご 心 碧 管ょ る もの •地中海で 六十 二曼 •その他 
な 計 一き 委 •(一、 一一 一二う セ 九 〇卜ご 
■ご II ) 撃な II ♦たは 巧 巧せ し A た* i 巧 お (五ち 表 日まで レ 

合計 •が 巧 一二 一一 五 •損傷 凹 八 •總 トン 數 一、】 九 0 •六 S 八 トン 
(四) 伊海 巧 巧み 巧 ま 

. •戰巧 •行方不明、 負傷 •がが など 總計二 四 •六 巧 五 、 

この 囊力 Q ほか 忆巧擊 M 叢 Q 賛蟲謹 まだ 雲され ない を詳」 い C とは 判らない が 
イタ リ卞置 0 熱烈なる 霞を ± 氣驚 をる 軍人 精神を &0 て •專 ら欺洲 . Q お 秩序 忆麵 しつ A 

あるは 同慶に 堪 へない ものである 0 

し 力 も イタ リ卞 はを 忆述 へる 夕地お Q を 查保惜 0 わめ K も’ をく まで ドイツ 軍と 強力なる 髮 


の もとに、 節 合 軍を 向ん に まは して H ジ ブトに， ソ聯 にを 戰 をつ*、 けて ゐ るので ある 0 • 

お 巧の 义巧巧 イギリスは 昭和 小 七 年 六 巧 十一 日夜 半 •閣 にがれて ジブラルタル 軍港を 出 維し 
た 主 委の輪 送 船ち ネルソン 級 載 お二隻 •空母 二隻 •巡洋 渡凹隻 ，驅逐 艦 十 集で 蔑 おし、 堂々 一二 
重 降を もつ て •シ チリ ヤ觀 映を 强巧 突破の 後 •マルタ島 もム くは トブルクに 赴かぅ と 企てた のでを 
つた 〇し かるに イタ リヤ 偵察機が、 これを お 見した のは 十 S 日 未明 •直ちに 空軍は がかに、 これを 
監視し つ、 サル デイ ニヤ •シ チリ ヤ贿 島を 軍 基地ょり お 成す るイ タリ、 ヤ 空軍 鐵邀陣 の 中に 引 人れ る • 
戰 法を とり •十四日 未明ょり 蘭 島の 基地から 飛 化した S 巧 機の 谎 巧の 反を 煤擊 で、 これを 木端微 崖 ^ 
に 粉 格し、 かくて 十ぶ 日毕 朝、 を 単の 徹底的 攻 おを 巧つ たを •輕 巡洋巧 二を、 喪逐 巧五隻 からなる W 
イタ リヤ第 七 おおは •'ゾ チリ ヤ海巧 上の パンテ ラリ 卞島 南方に おいて、 殘存英 お 船に おし 再びな 攻 
を 開始した ので あつた 0 . 

じの やぅに イギリス 側は お 的に な 優勢で ありながら， イタ リヤ 軍の 澈烈 をが めた 攻 がに 耐へか 
わ •巧が される も 0 •または 人工を にかくれ て 化ます るの 餘な なきに 至つ た 0 

この 海 載に おいて •が 巡洋お H ゥジ H ニオ •デイ •サヴ オイ 卞 (七、 二八 三 ー トン) と 化の 一 おは 
.英 巡が お 一 裳に 集中 砲义を 浴びせて# 巧 させ •他の が 巧逐 おは 敵 巡洋巧 •醒逐 巧 各 一を に 魚 祐を冷 


中 させ， ホいで ち 化は 空中み おを 開始した 夕伊窒 はな ほ もを 巧を お 巧し •他の 巧麵巧 一隻 
にち 彈を 浴びせて これを 巧 巧した 0 

ミ囊 、謹を 霞は チ ニ 5 を 眼 Q 度是 がらを わ 了 了堯を 巧」、 ち 9 ぢ りに 分れて 

シフ ラル タルに 引返す もい ふを々 な 目にあつ た 0 ' 

力く して イタ リ卞 空攀は •みみを において 寞の 勝利を た •たが •じの 養に おいて メコッ 
ッイ 蜜 Q 蜜 下 K 訓が された デイ K ペラ- 卜 (み 巧— 受罢領 を霉し •また 襄の S 
當り 雲を 加味^ わ 泣 烈な囊 •裹を か 巧」 た。 でぁる。 ， 

.一ろ： 牛 サンド リ卞 から 窺した 塞 送 船圃は •掌 7 リヵみ び ユ—ゲ 海から 飛 ホお冀 
を 軍の 攻 おに 見舞は た 養 逐お一筵 はお 沈され、 化 空 ハ お 船は が 中禪を 受けた。 ミ 地中海 海戟 

に. •.おして 英 側は 飛 袋 四十 八 機を 巧 失」 た。 かくし て、 こ Q 伊英 大海 養は 全く 英困側 0 败ホ にを 
つたので をる 0 

こ ミ ギリ S を ホは • 7 ; 曼び 北； リ* 識妥側 情勢 - K 寞 な— を與 へを 主は 
勿論 • C たょつ て 稱軸側 殊に イタ リ卞莖 蒙 Q 地中海 制截ち 今や i な も〇忆 なつた 皇 るべ 
きで ある。」 かも 西 イン •卜^ 日 塞 S 制® 下忆 わかれて ゐる とさ •いを 樞攝忆 とつ. て荀 
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ゎ 導く か 測り 知れない ものが ある 0 . . • 

この 獨 がの 稳合戟 巧を、 ドィッ 大本 替の 公表に よれば •左の かくで ある 0 
が 巧 巡が ち 六、 駆逐 お 五 •お 送 船 二十 •悄ザ お 二、 をの 他 S 、 計 S 十六 
大 ..破 戰艦 一、 空か 一 •巡洋 渡ち 囊 お八’ 輸送船 二十 二、 油槽船 一、 

、 おおに' より 义災を 起しを の 後の 運命 不明なる もの 六 •計 四十 四 

が墜機 九十 一 ’ . 

フ アツ シヨ 巧 少年な ナボレ オンは 「その 围の靑 年を 示 甘 •しから ばを の 國の將 來を卜 せん」 
、もい つた やぅに、、 をの 齒 をが なつて 立つ 靑 年の スホ 化を 擔ふ 第二 围 巧の 熱が •新 辞で あるか， 强 
鲍 である わによ つて •固 勢の 進展を 計量す る ことが 巧 來る〇 ぶの 意味に おいて •ドィッん 共に 新 K 
洲 建設の ために 戳 ふところの •ィタ リ卞の 組な 的な 靑少牟 運 巧を さぐる ぶと にしよぅ 0 

フ アッ シヨ 蕊は ィタ リヤ 唯一の な 歎で 世界 大戰 後の おがと 無秩序に 喘ぐ r 九 一九 年 一二を 一十ー ニ 
白， ミラノで 轿 立され たもので ある 〇 最初 ボル シュヴィ ズム におす る聞爭 •巧阐 、む， の 鼓吹を をの 巧 
- をと したが， I 九 ニニ 年 十月 nl マ 進軍に よるな 權 獲得 後， 黨を ムッソ リ ！ 二 氏は 內閣を 組が して 
首相ぶ び 陸海空軍 •巧 おの 备 巧を 兼 巧す る ことにな つて 强 化し 組が 立てられた 0 


IM 




A ッソリ I 一一 黨 首は， 首相 もしての 初 巧說で • 

「みのを 府 は、 賈 QSS 脚し •委 なる 囊 0 吉 立ち、 お」 了 最も 囊 なる 若き 第二の 

せがに ょり 支持され る」 • 

とィ 巧モ吼 しを やぅに •ファッショ •イタ リヤの 前途が 靑 少年の 双肩に かかる ともを 呼びかけた 0 
であるか 

ここに 新ら しき 國 巧の フ アツ シズ ム敎育 機関と して、 

一、 フ イリ •デ ッラ •ル パ —— 幼兒 おで， 四 お 力 至 六歲の 男子 ( r 巧の 子」 とい ぷ 意味で ある) 

一一、 パ リッ ラ —— ファッショ 少年 おで， 六歲 乃至 十四 歲の 巧モ 
ご r アヴ アン ガルデ イス テイ — ファッショ 前衛 おで •十四 歲力至 十八 歲の 男子 
四 •ジョウ アン ニ •フ アッ シス テイ' — ファッショ 靑年换 で、 十八 歲 乃至 二十 1 歲の巧 子 
などの 巧 類を 設け、 これらを 隊は それぞれ 巧 おに お 分され •女子 もじれと 同様に 組織され てね 
る。 

.♦ 

を 上段の フ アッ スト 靑年 おは 特別 単事敎 がが 施され •軍務に 召集され る〇滿 二十】 おにを したと 
ま 「市 巧 兵」 たるを 格を 有する 旨の 證 明を 了して •フ アシスト なにん 巧す るので ある 0 
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それまでは •少年 おや 前 巧 おにを つて' おぶ、 時 兵 •步お •スキ— •自巧 ホ •自巧 自特卑 など 0 
訓 がを 巧 ふ。 

.ホモの ぶ 面では •ホモ ファシスト 靑年お 員は 婦人の 使命に 副 ふ あらゆる まぶが 巧 はれ •をの 活動 
範 巧 にょつて スポ ーッお •文化 藝 術が 楽な •家庭 おかお •巧 業 お 巧跃 •遵巧 靑年お •靑 エ お， 
巧 巧 巧縣人 おな どに 分れ •結婚と 同時に 女子 フ ァシスト 閱に 編ん される 〇 . 

一九 S 八 年 四 丹 二十 八日 公 ホの 命令に ょ、 り •ファッショ 巧の 首領の 化 化が ィタ リャ 憲法に 編入 
され •同 巧 四 化には フ アツ シヨ ^ の 義務と して 「信じ •從ひ •をして 戰ム」 こもを 命じて ゐる〇 
この モット J をい ひか へれば、 信義、 化從 •肉爭 の S つで ある 0 

フ アツ シ 3黨 貝 一九 云 九 年 十 巧 現在の ファッショ 黨お 並びに 准 歎 おおは 左の通り である 0 


巧 年男 子な む 
大を ファッショ 豐 
靑 少年 巧 かお 具 
搞 人を M 
地方 主婦が 封 


二， 六 一二 一二 
一 0 五 
セ •八 化】 
セ セ 四 
一、 四 八 一 


五 セ 四 
八 ミニ 
五 四 七 


ご ニニ 



巧が 婦人 ctiij 五 0 1 •四 一直 • 

計 ニ ニ 、 S 八 セ •八 セ】 

これにょ つて 見れば •千 S 百 三十 八 萬がん が ファッショ 巧に® して ゐ るので ある 0 
をして 譜國 義勇軍と いんのが ある 〇 これは 一九 一九 年 S 巧 ミラノで 組攒 された 黑 シャッ おで あつ 
て、 一九 一二 一幸 二 巧の お 急 お 令で 合法化 さた 更に 綻大 し® 化された ので ある 0 陸 おおと 結んで や 
巧は 巧內 治を 維持に、 戰 時は 巧 巧に 當る图 家巧閒 である 0 ’ 

が 司令部は 0 — マに をり、 司令を は ガリ レ ピァ ティ 中將 で、 古を 二 萬 五 千、 兵 五十 四 萬に 達して 
ゐる 0 

フ ァシスト 大 打宙會 さきに ファシスト 大 評議を もい つたが •これは a — マ 進軍 盧 後に をれ、 
現在 ィタ リャを 政治 活動を 統合す るを 窩機閲 である 0 ‘ 

をの おが 分子は 左の 如くで ある 0 

- ' SJ — ムッソ リ—二 巧の 口 — マ 進軍に 參 加して、 ファッショ 革命に 巧 巧の あつた 巧の 
元 動で ある 0 

二 •嚇能 政府 閣具义 び ファッショ 黨の髙 をで •在任中は^ KlIEj たる 資格を 有する ので あ 


"• 1 U 9 ••， 


一二 •特別 會員 — 因义ぴ 巧に 教し 巧に 巧 巧のを つた もの. > .中から 政府が 巧な する もので あつて， 
巧 巧は 兰 年と なつて ゐる〇 • - 

フ アシスト 政備が 衰夕累 十七 年は 滿 二十 年に 當る〇 だが •そ Q 關 ィタ リ卞王 固の 示した 伸 
度ぶ りは 巧に が異 すべさ ものが ある 0 

ムツ ソリ II 音 巧 Q ま 巧を QA ッ ッリ！ 二 葛 Q 巧 動 振りは •をく 精力 お 倫 そ 0 もの であつ 
て、 を 東 義な巧 (ザ 日本 大使が き 巧を】 の 話に ょれば、 

「今 自ら 飛行機を 顆 つて おおの 檢閱 をす るかと 思へ ば •次には 自動 单を おつて 視 をに 赴く とい ム 
わけで おはょ く 大使が の 前を ムッソ リ 二 首 巧が たつた 1 人で •メタン 瓦 巧 0 小さい 巧 巧ぎ で 巧 
.つて •朝 早 < わら 巧 勤す るのを 目が したり •巧 遲く歸 つて 來 るのを 見ました が •をの 巧 おに 如何に 
も元氣 さぅな 様子で •、む 强く 感じた のであります 0 

ムッ ソ？ 二葛忆 は、 大使と 一 賴 に二審 ひま レた が •そ 0 度忆彼 〇强い 整を 感ずる こもが 
曲 ホ •また 同時 忆 彼が 人間的な 雲を 夕分 £ つ了ゐ ろつ ま 义閒奠 愛と いん 印 f 巧く を 
けました 〇從 つて ムッソ リ ー ニ 首相に 對 する •困 巧の 指導者 もしての 信が はお 勤で をつ て、 城爭と 


共に ますます をの 光を 巧 巧して ねる や 旁に お ぜられ た」 

もを る 0 

もう 一つ •渡を 光 氏 C 束 日 か两巧 おが 貸】’ の A ッブリ ー ーー 首 巧との 會見談 を 引用したい 0 
「昭お 十五 年 五月 一一 十四日 •卽 ちィ ダリヤの 參戰 する 二 遇閒前 • 口 I マの ヴ H ネ チアを 殿で ムッ 
プリー 三 首 巧と を 見した ので ある 0 . 

じの 日 •ムッソ リ —11 首相は 非常な 上 機巧で、 西 千 セ 百 萬の ィタ リヤ 人の 運命を 双肩に 持つ てゐ 
る 人とは 思 はれない 程の が々 爺 振りで あつた 0 

ムツ ソリ I ュを巧 自身 0 口から •直接に がが か 巧に 深く 日本を 研究し •をつ 日本を 巧 敬して ゐる 
かとい ふこと を閒 いた 時 •がは 大きな 感 おを 巧ぇざる を将 なかつ た 0 A ッソリ I 二 首相が 爛 々も 射. 
る やうな 大きな 目玉で •私を じつと 見つめながら 「日が 兩闽は 過 まに おいて 常に 友邦で あつたかく 
また 將 ホに おいても 變らぬ 友情を おける であらう 〇自 分は】 を 友人と して 手を 擅つ た从上 •どこ ま 
でもぶ 人で ある」 と 力强く 語つ たおは •未だは つきり と ザ 底に 巧つ てた る 0 

ムッソ リーニ 首 巧の 話し 振りは 實に なかで ある 〇 お 巧 ィタ リヤが 第一み 歐 洲大戰 直を、 將に 赤化 
せんとし てわた 危局を， フ アシスト 革命に ょつ て 救つ た烈 々たる 鬧 丈な どもは •どじに もうかが は 


い I 


れ ない 程 も s かで & つた。 f ラテン おが Q 置に 共通な を さな ご スユ了 もがり 用 ひない 
(し 力し お說の 時には 大きな み 振りを 盛に やる がい 〇靜 かに 語る ムッ ソリ ー __ 首 巧と 向 ひ 合つ てゐ 
たおは 何 か 力 化の 風 巧 力ら わか 西 鄕南洲 に 1 化 巧 迸ず る ものを 見 巧した 〇資お ムッソ リ—ュ 首相 
から 受ける 巧みは、 日本の 巧 巧 古と いつたぶ 格が あり、 巧が 的な ものを み 分に 含んで ゐる〇 
束 取 おおを 確ぶ のために 大 東西 載を をを しつ i ある 巧 困と 呼が^ して •か 削の 新 お 巧 建な て 巧 
つて ゐる规 邦 巧 伊 Q 兩一 pj 頭ヒッ トラ— 藉と A ッソリ - 二 首相と Q 、 心情 忆も 頗る 東洋 的な をり の窩 
いのは、 巧に がの 愉快と すると •ころで をる 〇兩 者の 脚な はを < 利蕾朗 がを 超越して いは ゆる 「丈モ W 
意 おに 感卡」 といつ た 相手 Q 長所 も 短 巧 も 互 ひに 許」 合 ひ 認め 合 ひ •を Q 上で 大をく 手を 携 へて 行 7 
かう とい ふ 行き ホで をる。 このが だけから 見ても、 巧か兩 苗の 粧 巧の 强力 さは、 巧なる 物な 的 利 蕾- 
閒 がわら がを つて ゐる米 巧 蹄 合 巧 間の おりとは 到底 比較に なろ ない ものが をる 0 

を 見を あり •案外 •女の手の やうに 柔 かな ムッ ソリ— 二を 相のを を 固く 捏 りおして 退化し ょうと 
した 時 ムも同 巧 巧の 大きな 事務 テ— ブルの 上を 眺める も、 ドィッ 西が 成が の 地 固の 上に、 當時哨 

れ巧く フランス 軍を 破竹の 势 ひで パリ— 近 巧まで おひ まくつて ゐた ドィッを の 進が 路 が、 ホ 鉛筆で 
くつき りと 記されて あつた」 


ドイツ お 英佛開 巧を 九 ヶ巧閒 •がを 持して ゐた イタ リャは •をに 昭か十 左 年 巧ち 十日を 巧して R 
が參戟 したので ある 0 

をの 實 なを •再び 渡邊光 巧の 文から 引く じと にしょぅ 0 . 

「をは 訪が經 巧が 節の】 員と して】 行と 典に 同日 午を 六 時 •南 巧の 巧 をの 夕陽を がびながら •有 
名な サンマルコ 廣 場で、 ラジオを 通じて ムツ ソリ— 二を 巧の 席-巧 的な 參戰お 説を 巧く じと が 巧 私 
た〇 あは 演說の 始まる お々 巧 •偶が 群集の 中に 前 お 日 イタ リャ 大巧 モチ ユニゴ 伯のを を 四 年 おりに 
見 化し •お 豆に 义 潤を がしつ 兰人 肩を なべて， 廣壤 蓋め 盡 したお 萬の 人波に もまれて ゐちム 
ツソリ I = 首 巧の お說が イタ リャの 參戰を 吿げる もので あるか 否かは •事が には お對 にお がられて 
ゐ たが •モチ H ニゴ 化は おに 向つ て 「イ .タリ ャが なち 上る 日は 遂に 巧た のです 0 今日の お說 はもぅ 
間違 ひなく 參 戰巧說 です ょ」 と 確信を がて 巧言し、 また 使が 関に 同 巧して ゐた イタ リ卞 かお 巧の 連 

中ち 「ュ チォ ピア 戰爭の 貴 戰ホ吿 巧說も 同じ 午を 六巧ゼ つた かち 今日の お 說も宜 戰ホ吿 に 巧 違 
ない」 といつ て ゐた〇 、 

留巧も 亦 •この お說で イタ リ卞 が參戰 するとい ふことは 充 々に 期待して ゐ たかの 如く、 A ツソリ 
— I - 首相が 巧 說の胃 頭 「イタ リャ 政府は 英巧お 巧 大使に おし、 イタ リ卞 はず 巧 午 $ 時を 巧して、 
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巧 か®® と 職 爭狀雜 笑る 育} i 達を 行つ た」 と 叫ぶ や、 が幫 Q 巧 呼と 拍手を C 奪 送る？ あ. ク 

ち 、- • 

お說が おり • S 々五々 廣 場を 立ち まつて 巧く 群集の 巧 色には > いよいよ 參戰 したと いふ 巧を はか 
く レ がれない ものが あつたが •待ち 切れな かつた ものが 遂に 來 たもい ふ 巧で、 另を もとと り、 婦 
人まで も顏に 明るい 微笑を 浮べて ゐ たのは •たのもしい 風景で をつ た」 

とい ふので ある 0 ' 

イタ リヤは 自己が かの たために 戰 ふので あつて •自己 解放とは 地中海 帝 苗の 建設で なけ I ゴ なら . 
ない 〇思 つても 見よ •イタ リ卞 人の ホ あ 口 — マ 人が ロー マ 帝 巧を 建て、 から 今日に 至る まで 二十 = ’ 

六 世紀、 お洲 をが】 して 君臨した ものは イタ リヤ人 も ドイッ人では ないか 〇 神聖 a I マ 巧 困を 築い • 
たものは ドイッ人 シヤ！ レ マンで あり •十八 世紀に 欧洲を が I した ものは コルシカに をれ たイ タリ 
卞人 ナポレオン である 〇今 か紀に 入つ てが】 わ乘り 巧し 中途で 挫が したのは カイゼル •ウイルヘル- 
ム ニ世で あつた 0 - 

をして 今 六十 ケ年 大計 塞の 名の ももに 巧 中編 帝韵を 建設 サん とする ムッソ リ—二 首相は、 ヒッ 
トラ— お統 と共に 稀世の 天才で ある 〇 この 兩 人が 备閣 民の お大 なる 信服の 力を ひきさげて、 當 面の 


をを 屠らずに は ホかない ことは いふ だけ やぽ である 0 

' / 

.二、 資源を 生かず 力 

それでは 日を 迎 つて、 イタ リャは 何故に •急いで ドイツ 側に 參戰 しょうと しな かつた か〇 その 閒 
A ッソリ 111 首相は 英佛の 反 あを 化して 巧 やお 旋 をつ*、 けたが、 をに をの 巧 力は 水泡に 歸 して、 が 
書 通^ 巧 かが 共同 戰 おに 立たざる を糾 なくなつ たので ある 0 . 

世 巧の 注視の 的で あつたを の參戰 のを 巡には •いろいろの 理由 も あげられる であらう が •ムッソ 
リ IJ 1 首相 もい ふかく •イタ リャは 地形 的に 地中海の 囚人で あつて •を こに 輕舉を 託さない からで 
ある 0 

ミ 水 迫に 巧され たん タリ ヤ 卽ち 天恵に 豐か でない この 國は •夕 量の 必骼 おを 國 外から 仰がね 
ばなら ない が •をれ は 大部分 イギリスに 扼 された 二 水道と •トルコに 扼 された-水道を 経なければ 
をらぬ。 この 輪ん はを 的に なて 年に 一一 于六巧 萬 トンに 達， する ので あるが、 をのう ち、 , 

】 、シブ ラル タル おおを おなければ ならない もの —— 北部 歐洲 からの 续 、石炭の 千 二百な トンと， 


1 け- 


"ホ ホを の s •搞花 •銷 •亞鉛 •お 油な ど Ql ; 百 巧 トンと •棄 からのを 巧 •：ヒ ，、砂 
巧 •羊毛 •冷肉な どの 二百 萬 トンが ある 0 . 

ニス ユズ通 河を おなければ なら. をい もの インて 接种巧 巧ょりの 養 •脂' 巧な •帛ち 

•羊毛 •錫の 百 三十 萬 トンが ある 0 • 

一二： ダ ふネ- ルス 海 巧を おなければ ならない もの I 黑 海からの 小を •石油な どの お 夏 トンが b 
る 0 - 、 

- し，^ も イク リヤ では •か 困に つなぐ 鐵 迸は フランスの 分を 除いては 九が あるぅ ち •た ♦、一線 だけ 
がが がに なつて ゐ るので ある 0 

かぅ した 巧から、 ムツ ツリ —二冨 のい へる かく •イタ リヤは 半島では をく 島な ので あ ミ をれ 
かち これらの 事情 0 下に 參戰 ずれば •右の ご| 水道が 巧绩 される ことを 《倍の 上で なければ なら 
ない 〇を こに ムツ ソリ -二篡 としては 大英斷 基した もので ある かちを の 前の ーケ巧 ほど ミ 

t の^ •非常に 望な S を 管を s 度 意を 李と 共ち イタ y 卞 置を」 宗神 的に 閒 

駐 へと 前 渔さサ セので をる 0 

そしで を 忆劍を 巧いて ドイツを 助ける と 蒙 •白ら Q 運命を 巧り R て 冥ねば ならぬ け 機が リ 



ホした 〇イ ギリス、 フランスは イタ リヤ のこの 巧 意を 見て 巧いた 〇イ ギリスで はか i る 場合に 臨ん 
でも •なほを つ 巧實で 釣れる ものと 考 へて 貴 易 使節を イタ リヤに 送つ たりした 〇フ ランスの レイノ 
I 首相は ♦第一 三 困の 冗當 なる 要 ホに 應 ぜんとす •とかを し •また イタ リヤな 巧に を戰 前の 狀 態を 巧 
ける であらう と 申し送つ たが •がれ も それらは 遲 かつた 〇も はやお々 たる 二 固 間の 巧 ホな どは 許さ 
れ ない •ムッソ リ—二 首相は 强 つたぶ もを をまで 戰 ひがき、 同時に 地中海の 錢 鎖を 斷 つため にも 戦 
はねば ならぬ もい ふを 悟は え 分に 練れて ゐた〇 • 

「持たざる 國」 といつ ては •おがで 屈指の イタ リヤ では あるが •をれ は 軍 源の 上での こ 主で 
一九二 八年來 のを 链 政策に ょり 今日では ほ，、 自給自足の 域に 達した ので あり •また 全 お洲ホ 場に 對 
する 果物 野菜 補給 地と して フランス にがつて 首 化を 占める やうに なつた ので ある 0 

だから •ドイツの おお •ス H — デンの 磁鐵鑛 と 巧 あする み 是の徐 曲 や •また イ> タリ 卞巧 のぶが 地 
域で ある ダル マ チヤ、 モンテネグロ、 アルバ ニヤ •ギリシャ など 一千を 百-萬 人 近くの 賄 ひに 對 する 
龙 大な换 出さへ なければ、 i イタ リヤ は樂に 自力で をつ て 巧け るので ある 0 

を じで イタ リヤ の戟巧 下の 困 巧を 巧を さぐらう とする のでを るが •前に も 述べた 如く •ドイッが 
巧 佛と戚 巧を 開始して から 九 ヶ巧餘 の 巧 •イタ リ卞は 非巧战 困と してやが て かくべき ことを 巧 悟し 


• 1 け. 


ii 




翁 

で •ホ 分に 物資を 賠 なして ゐ たので ぁる〇 . 

を 巧統剌 しかし •初めは 一が に 物—— ぁつたが •次第に 强 化されて 證 になつ たこと 

處の戰 時下 Q 這で も馨 雪。 まづ 霉累 •を i も— i を— 物 巧の 

•霉卜 防ぐ おを— つたが •そのを ご： ハタぃ、 ォリ— ブ 油、 肉 などに 巧符 護が 舊 章^ち 
に 進んで は 衣類 •寞 など かお 數 制を になり •消 蓄は想 農 格に なつた のでを 0 
の^^ は |少< 了 i ッゃィ 11 f i ら 一二？ 力ま 四 分の 一 
のみ 聲置 りる。 それで 配給 制 主な つ 了から 这 i 分 蓋ら」 了 i 四 囘贤？ とに ミ 

審 切符 で風變 りなのは、 ま 食の 穀物は】 ヶ巧五 写 麦で、— 妻を f ユス トラ (ス— 
に 入れる 材 s : i •玉 雲 •マ ヵロ-など •がで も 連んで 混— へる 使 利が ぁるので、 

高 巧 LIf 、 雲 七 差で— •を— い ィタ 95 息は ま》 が •生產 

高の 世委 二を 誇る ォリ ~ヴ 油が 十赏 追加され て ゐる〇 

/. ィタ 9 て 笑が 資 7 ヒ —巧玻 誤が f お賣廷 はお 對忆 配給され ないで •望 禁止 
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とい ム强硬 手段を とつて ゐる〇 だから 巧 巧は 蔚豆や 煎を などから かつた が 用 コ—ヒ I で 我慢して ゐ 
る 0 

また 砂糖は 節約の 目的で •洋菓子 •アイス クリ —ムの 製造は 一週 S 日に 眼ら れてゐ る 0 

勿論、 品に ょつ ては 筋肉 巧 做を •農 おには 別に 巧 おを 認めて ゐる〇 

しかし •さすがに 苟葡 巧の 國 だけ あつて •酒類 がが 制から 除かされて ねる おは •わが 困の 左利を 
の 連中に とつて は垂诞 S パで あらぅ 0 

一般に イ タリ. 卞 人は、 美を を顏 疑ホ義 としてがん でむる から •食事は がめ て 簡素で お 巧と 葡萄 巧 
だけ あれば やつて 行ける 〇 牛肉が 不 おすれば 兎 •羊 •鹿， 雜で 充分に 間に合 ひ、 をれ に 豐 を な果か 
が あり •なほこれ までは アメリヵ か餘 巧して ゐた オレン デ •が 格の】 等な が 大衆のを 膊に巧 巧で 振 
巧 けられて みる 0 でます ます 觸澤 である 0 

お 巧と お 巧の な 制 巧 加を おに 乏しい イタ リャ にわけ る ガソリン 統制は 頗る 嚴 重で をる 〇特 W 
許可を 持を ない 自絮 用ず はを 部 使用を 禁止され たので， メタンガス 自動 単が 急に をのな が增 加し 
た 0 PI マ •ミラノな どの 大都市の バスは 巧 ど 木炭を と 無軌道を 革に 變 つてし まつた 0 

石炭は ドイツから】 ヶ巧約 百 萬 トン づ主錢 道 お 送され てゐ るから、 冬の 燃料には 不自 もは しと 


• 1 け. 


いが、 おおを 殆ど 產 化しない ィタ リャ では •特に 水力を 氣が 高度の 發 達を 遂げて ゐる じとは 注目す 
べきで あらう 0 、 

右 0 やうに、 參戰當 初に 比較して 現在では 消费 面が 巧 當に嚴 星に なり •白い マ ヵ ご 一が 混合物の 
加減で 黑 くなら うと •パンの 上等な の 装 造が 禁止され ようが、 戟時陋 制と して 當 がの ことと して、 
ィタ リャ巧 民は 意氣軒 易なる フ アッ ショ 巧を 發 巧して ゐる〇 

巧 巧の ホれ 政府は 長期 我に 對虔 木る ため •をり 剰る 人的 資 おを 巧 員して •閑地 利用に よる 農 
産物の 增產终 巧を 質 施し、 それと 並 巧して お 重な 切符 制で 消費の 制限を 巧つて ゐ るが •物を の 不足 
が 感じられ るのは 都 貪 だけで， 田舍 では 物が 豐富 である 0 

V 

物 借は 戰 前に 比して や 均 S おに 騰貴して ゐ るが、 をの まなる 原 巧は ガソリンが 制に よる 輪 送 力の 
萎縮から > 巧 姐り の 停滞に 基づく も 0 である 〇 これが セめ を府 では •錢道 お 送の 新 編戍を 巧つて 巧 
內 物を お 送に をを を 使用す る ほか、 み 屏停单 〇列卑 をお驳 したりして、 じれが 滞 背を おかした の 
で， 物 使 も谢巧 下向き はじめて 健を なが 態に を歸 する 巧 巧を 示して 來 たので をる 0 

そこで、 田舍に 物が 充分に をる とい ム豐 かな 氣 持と、 ムッソ リーニ 首 巧に 對 する おお 的 信 巧と • 
巧が 確ち の 見 透し と •巧 お 的な 樂天 的氣 質と から 巿巧 生活は 玻 時下とは いへ、 かして 立つ たお 


m 


班がない 0 、 

これが 證據 として •をの 日が 長くなる につれ て燈义 管制は 午を 九 時から もを •映 f 碧 も 十 

一時 半まで 雲され た Q でを り •なほ 夏忆は 更に 一時間 雲され るから •ホ 巧は お 雲 閒に滿 巧す 
るで あらぅ 0 * 

富 ゃ含豎 QS は •霍 一言に 二 望」 で 停止され たが， 囊瓷 は八觀 から 十 割 〇舊手 

當 かお 加され ち これは 直ち 忆 ィン こへ Q ー ホ 前進の 唱 になる を おがを る夕 政府は 物 偵が 

ぉ 商 お 統制 •霞の 獎勵 とで •ィン こを 巧へ，^ きを 探つ たため 經窠 はや 靜 さを 維持して ね. 
る？ > 、ィ ，- 

戰爭の 原動力は 勤寞 衆に をり とする； ソリ— 二 首 巧の 巧 巧に おし’ 閣寞夕 數の感 ぶ な 
り •そして 戰闻 力の 强 化を もたらし たので をる 0 

それ か忆政 雪は 去る 四を 晉 •ホ S 季 S 準備 Q ため K •全 酉 轰庭 から 羊毛 (蒲 巧れ 

の爱 ど} を 献納 喜た が •音 一日まで にを 罕八百 トン 集まつ たとい ふ。 しかもを の 大部分は 

勤寞 衆が でを つたこと から 見れば •巧 時下の 裏の 生ち 巧に 大衆の 生活に 德の あるじ もが 巧 
はれる D 
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流 巧の 中 也 おもしろい こもには 大戰 轉始を •な洲 巧 巧の 中、 むは パリから トリノに 移つ た •た. 
ろ 今では イタ リャの お 人が な洲 大陸での 流行の 尖 巧を まつて わる 狀態 である。 昨年 十】 巧 一日 0 
服飾 おお 數 制で 大方る 打が を 受けた のは 毛が 化と 巧 巧で、 おや 人 お 巧 物の 購ん は がかが 值 いために 
不自 みはしない 〇 それ かに 生產 をは これを 化つ て、 巧 ホと 銘巧忙 おいて 短時日の 巧に 非常な 進 ホを 
見せた 〇 ここにい ひ 添へ たいことは •イタ リ卞が 先年 H チホ ピアとの 風爭 で、 困 際蹄盟 からの お 巧 
封 鋭を 受け •これを 機を に ステ— プル •フ アイ パ— の 一大 生を 曲と な 0 たの か •つまり 困りぬ いた 
揚句の 收樓 である 0 - 

綠 のぶが P — マの セつ の 氏を 巧つ て 初 震の おがが おじられ ると、 美しい 南 おの 婦人 達が が 巧な 巧 
の 薄物を 裝 つて •巧に 面した ヵ フユの テラスで 廿い 音樂を 渡きながら •さ ごめいて わる A 景を 見れ 
ば •イタ リ卞戰 巧 力は まだまだ 底知れぬ ものが あると いふ 巧を を 巧け るので あ 々〇 

附記す るに •をの 生れな がらに 南 歐乂特 をの 熱し 易く 感じ 易い 血潮を 多分に 持つ てゐる イタ リ卞 
人は •美しい が 碧の 地中海に 面 まれて ゐ るのと おかな おおに を まれて わる 抽 係れち •古來 ょり 音 
樂 •演が •繪巧 \ が 刻 •文 巧な ど、 あらゆる 藝 巧と 文化に 巧 かしい 夕< の 天才が 巧 出して わる 〇巧 
に イタ リャ 人は 音樂 をを がし •をの 中で もを 楽を 巧む ことは 他 巧 民の お 像に あする ものが ある 〇か 
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第 四章蔣 かお 軍の 實 


一、 滅亡に 顏ナ る重慶 

• • 

ニクの かな 大 を亞戰 爭勒發 をに おける 里を 単は •巧つ いで 二つの 大きな 黑 星を もつた 〇 をれ 
は ビルマ 敗 戰と第 S 城 あのを 面 的が おで ある 0 

ビルマが 截 では、 里 度が 命の 瓶と たのん ザ 米英 授おル ー ト が、 を つけな < 切 巧され てし まつた 0 

. . 、. 

おまけに 重度が サ がに 誇示して ゐた ところの •とつて おきの 巧械化 二価 姉 西が、 ひとたび 支那® 止 
かに 遠 化する や、 忽ち 日本軍の ためにが 巧され る 巧 目を 見なければ ならな かつた 〇 をれ もい ふのは 
近代的 戰爭 としては 巧 第 も. ので •いかに 無能力で あるじと が 白日に 巧され てし まつた 0 

ホに •第一 一一 戰 おとい ふのは、 對 日長 巧が 我を 保範 した 最上の 支が 式作戰 であり、 且つ 米英を して 
長き に 互つて おきつけた 重度 軍の 唯一の 魅力た る 支那 遊が 戰 法が、 日本軍の 前には 何のが 力 も驳輝 
し 得ない とい ふこと が •こじに 實證 された ものである 0 - 
ク .され ど兮 日の 重を 軍は •大 東亞 戰爭 に處 する 新發 展の途 もな く •いょいょ 雪隱 端め の 虫が 場に あ 
りながら •未だに 餘 喘を 保つて ゐ るので をる 〇 だが， つい 昨年 秋 巧までは 米英の 軍事 使節 曲 やお 巧 
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巧 間 連が •花やかに 往 ホした 里を 巧 巧の ことを 思へ ぱ •全く ひどい をち ぶれ ホでは わる 0’ 

わが 》變 五 年 M の 大戰果 現ち わが 支那が 遺 軍の 占領地の 面 巧は 約 百 六十 萬 や 方 キロ (が 巧 
作 戰地區 を 含まず) で 支那 本 王の 約半分， 人口は 約！ 一億の 廣大 なる 地邊 にぶび •しかもな ほ 皇軍 膊 
おは 丹 や 均一 一千 罔な 上、 卽ち 異計實 に】 萬 二 千囘な 上に のぽ る巧戰 をつ ごけたの である 0 

旧 か 十 セ 年 セ 月 六日の 大本 營發 表に ょれば •ま變 五樹 年に 當る •支那 事 變勃發 な 降の 五ケ 年閒に 
わける •支那ぶ 面の 帝 閔陛お 軍部 踩の おを 戰果 と、 わが 損 寄は 左の か， J である 0 _ 
糕合戰 お (十 セ 年 六 巧 中 巧まで) . 
w なの 巧 棄死 锥約 二百 S 十二 箱 八 千 

倒 輩 巧 巧 おお 巡洋艦 七を、 驅逐艦 一を、 拖お +二裝 、をの 他 約 百 S 十 集 ‘ 

巧 巧 满巧巧 約 二 千 八 百 機 < 

W ま 巧なる 齿巧 品み 穂大跑 あで 門、 里 輕機お 銃 二が 四千 二百 挺 •小銳 六十 お S 千 四百 挺、 自 

巧单 (戰享 •、裝 甲を を 含む： Mil で 辆 •锁逍 単 輔二千 セ 百 六十 斬 
の* 捕 おが かお 約 千 四百 八十 隻 
脚* みせる «宙 お 約 七 千 五 百 個 


巧 方の 巧 ま 

戟巧 (本年 五月 瓜 降の® 巧を をを まず) 十一 篱 一千 百 十 I 名 
喪失 飛行が 二な 四十 機 

支那 おそ お 含 支那 ま 變勃發 な ホ 五ケ 年間の 支那ぶ 面 戰果も •大巧 亞城爭 な來の 南方 地 巧 
隧軍 側戰お (五月 末日まで) と 海軍 側戰お (五月 二十日まで) を 綜合す ると， ホの かきが 異 すべを 
數 字を 示す ので ある 0 

撃 巧 V 巧！！！ 舶約 七 百 六十 
S 巧 お 舶ホ巧 約 二 千 二ち セ 十 

撃 g 巧 巧 わ 機 約 六 千 五十 ，/ . 

ま 要なる 苗 巧 お 

大 確約 八 千 六 百 門‘ 

里 觀巧約 S 萬 四千 五 百 お 
小銃. 約 八十 萬 挺 

沒 道を 輔約一 萬 四千 五 百！！ ， 
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わが 海軍は 支那 ま 巧 勃 巧な 巧が 巧 i のま 巧を 巧め •巧な， 南 員 •巧 口、 徐 州， 九 江 •巧 巧、 
巧 巧な どな 空軍基地 をが 巧し、 なほ その ま 巧を おがす る こと 質に 九十 二 同、 巧 都を 二十 同 •荫 州た 
十二 囘 •居 巧を 二十 八 同 •班 縮 おを 十八 罔と いふち 地 基地を 反ぶな 輿した のでを る 0 

そして 备巧 のが 空 巧に おいて、 わが 海 巧の が 摩 破せ る ものは 大本 替發 表の 二 千 八ち 機のぅ ちぞに 
二 千 百 お 十四 機の 夕 巧を 巧 するとい ふ 巧 動 さで ある 〇 この 閒 •わが お 巧は 長 題， 靑诲省 西 寧の 空な 
を 巧 巧して サ巧空 戰史に 最初の 長 巧 離 爆# 巧の 記錄を とどめて ゐる〇 

かくて、 わが おおは を 支那 大陸の な 空軍ぶ おと 目され る ものを おく 松 砕し まり •近代 載に かくべ 
からざる を ま 制空 傩を常 抱し、 引按き 米英 軍 基地 化に ょり 空軍 再建に 狂奔した 重を 巧邊 のを 地を は 
じめ •を 地の. 神始 なお 基地は 一つ も餘 さず 善が に歸 せしめた ので ある？ 

巧 か 石への わが 巧 也 「事變 五樹 年を 迎 へて」 と 題す る、 大本 替幽軍 報道 部ち、 を 软那華 雄大 
佐の 講 がの 中に •左の かき 親、 むを 示 じた 一節が をる 0 

「日本は お 介 おお 閒 をが 滅 せんとが 甘 ば •なめてを あに 巧が るので ある 〇今 0 まで じれを かてな 
さ ざり しは •支那 事變 はも ことん まで 紋 をが 滅せ ずん ば 己まぬ とい ふ もので なかつ たからで ある 0 
t れ はな 西の 兄を 喧难 でを つて、 他人の 誘 おにょりが 道に 引き入れられた 可 巧い 弟に、 巧の 鞭を か 
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へ泪の 巧® をした ので あつて •何時かは 巧 多ょり 巧め て 兄の 下に 遺る •であらぅ も、 を かを 待つて ゐ 
たので ある 〇五年 巧 も 待つ てゐ たので ある 〇 いは ゆるを ま府 おで ある 〇從 つて 宜® ホ吿 もない ので 
ある 〇 日本の 希望す ると ころは •まがの 巧た ではなく ，支那の 巧換 である 〇ま がの 征服に あらず し 
て、 まがとの 協力で ある 〇帝 苗の 巧 ホす ると ころは •東亞 永遠の 平 巧を 確 おすべき 新 秩序の 巧設 で.. 
あつて.、 支 郡 事 沒征戰 の 目的 もこ i にあつ たので あ ミ まが 當お卽 ち昭か 十二 年 十】 を 二日 お 表の 
巧 聞 塔 明は •わが 不動の 巧 巧を 班を おしてが 提 なしで ある 0 

日本は 奥地へ 進を し 巧る 巧 力を ちしながら、 巧て これを なさざる 巧な はこん にあつ たので ある 0 
しかも こわ 柬亞の 二 西の が爭に 乗じて •み 夫の 利を 占めん とする 巧 米 あるを 思ム時 •わが 軍は 必が 
的に ホるべき 英米 巧爭 におす る 準備を おお 必巧 もし， これが ため 巧 巧に 對し 不必 巧のを 力の 行使を 
巧 制し* 戰 力を 菩 巧した の. である 0 

ま おお 巧 大臣 閱 下が 細 おのな 時まで 「里 巧に おしては をを の おおの 巧 おを 下さん」 皆を 宣言 さ 
れち この 鐵權も 中す のち 軍審 的には 兵を おめ て 彼等のを をの 板據 地を 巧 痛す る ことで ある 〇政 
あ 的には 巧 精巧 氏の 指 巧す る 困 巧な おを g 化ナる じと である 〇径巧 的には 現を の 封鎖を お々 照 巧に 
し、 且つ 田 巧 政府 治下 におけるち 巧 建 おを 巧 巧に する こもで ホる 〇思叙 的には 日本の 八按巧 宇の 大 
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巧 神を お 場し •支那の 巧 中 山 先生の 大 アジ ャま巧 力 至 巧 ま ホ 0 巧 ぞ巧共 建圃の あなを 省を する じと 
である 〇 そして 里 度を して 反省 させ、 がて 大 アジ ヤ にあら しめる ことで ある」 

と ある •巧に 玩味す べきが 論で ある 0 . 、 - 
民 巧の み 巧を 巧 しかし】 方 •執 巧な 里 度を 府 では， 虽 をる が戰を 挽囘 しょぅと おク て， これ 
までの S ん 養 激發の ほかに、 寞制實 施に 出た が •商 板 宴 や 主 蒙の 壯 了は、 裏面の 巧 巧に ょ 
つて 蓄を 墨す るを が夕 くて、 一巧 巧 s 美 宗滿を 5 てね る。 ミ 蟹は 甘 麻’ 裏 •を 

ち •西 庚な どの 如を を 巧 地 巧に も 一 齊に赁 施され •ぶ 力 巧充に 汲々 たるま 度の あがきを 現して ゐる 
が •これらの 地 區の壯 下は これに おず る ものが 少 くて、 寺院に 述避朔 をして 倚と なる ものが 巧 出す 
る 有様な ので •さすがの 厘 巧 軍當局 も狼棋 してね ると いふ 0 - 

重度を 府 では これまで 日本側み るの 流入を 禁 おするな 令を 錢 ホして •菱お 上 これが 巧 施を 見て ゐ 
たが •最近に なつて は 同 法令を 巧 止して 無差別に 日本 物資の 入手に 乘 がす ことにな つたと いふ 0. 

- これは 大あ班 驻爭な 夕适巧 治下の 物を が 極 巧に 不 おして、 その 民衆 生^が 根本的に 脅 族を 受け 
る ことと なつた がた め esQ 誓で’ 大戲が 蓋隻 ぼす 曼 なが 響の 一つ 0 現れで ある 0 
巧 巧 おの 度 失 ま 巧 巧は 反が かがを 巧の 勢力を 盛りな へさう として •無謀に も大 軍を ビルマ® 
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がに 繰 化し セ 0 は、 ビルマ •ル— 卜 の 喪失が 里 巧の 抗戰 識途に 重大な をを 巧へ るからで ある。 し 
力し を 稍 鉛なる 軍の がには ビル ご ル— 卜は をく 消が したの みならず •逆に 巧 巧 蔣介お ル— 卜 
と 一巧して •籌 •四川の 密が愈 を 機に 幫 する ことにな つた。 抗戰 五ち 奪が ひ をら# 
けて ホ 案養存 Qf 文字 f 殆蟲嘉 f 绕忆陷 り、 今後 0 藍 力は 巧ら 臺巧 部に 巧 

存 しなければ ならな くな 0 たわけで ある 0 

を じで 最近 •亟 度では イラン 經 由の ル— 卜 あび 西 お 新 ル— 卜の 開通を 計赛 すると 共に、 西北 ル— 
卜 の門戶 ょり 重度を 結ぷ 公路 Q 再 建設を 巧つ てゐる 主か傳 へられて ゐ る。 ミイ ラン、 西 か ル— 卜 
のかき も •賢 開通した も 厘 度で 葛す る 西 巧 經由〇 中 巧 公路 (インド •ル |卜) と 同じ やぅち 
季メ- トル i 峰を 遺 ひ •卑も 通れぬ 難路で あ ミ、？ 實現 不可能 0 を 物語 忆 過ぎない。 ょし 
これが 巧 現した としても •輪 送 巧 巧は 極めて 微 々たる もので るる 0 
ゼヵ あく 畫 米英に 舊 する 堂 •ソ蹄 からで もが 空餘 をで なりち 或 寧 まを？^ せず ま 
を 蔓はサ てな りと •錄が がを 運ぶ 言に 戰爭壽 を 禅て •をに 應戰 ずるで あら ミ . 

養 巧 QEIOS みを どち 巧政椎 Q 巧 部 崩 壌 忆顏せ 5 苦 おを 煤す C とは 裝 ない 〇巧情 
巧 局 第一 二部 ムも 指摘され た* そ Q 第 1 Q 樹みは •留薰 巧 Q 結ぇざる 联巧 で& る。 困 民 巧は ホ ま 
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軍を 結が 的來る 機會を 巧へ ようとし、 共產 なは お 日を もつ てを の 勢力を 重 お政權 下の 地域 巧に 浸潤 
させようと 巧め てゐ るので をる 0 . 

第二の 槪 みは、 財政 權逼 をで ある 0 】 九 四 一年 度の 赤字は 八十 億 元と いふ お 字を 示し、 その 大が 
分は が おが 發 によつて 賄 はれ、 法 巧發巧 巧は 一九 四 二 年には 實に百 六十 億 元に 達する 有様で、 政府 
はを の おか 破綻を 豫巧 する ために、 あらゆる 巧 酷な 徵稅に 出で てち 衆の 一滴の 化さへ も摊 りと らう 
として ゐる〇 

一方、 今年 二ち， 亟慶は 米英 兩 園から 五 億 ドルと 五 千 萬 ポンドの 借款を 受ける ことにな つたが、 
巧 底 をれ でもつ てが 政 改善を 巧ム こもな ど出來 よう 箸がない 0 ’ 

巧 S の槪 みは、 物 巧 暴騰の 問題で をる 〇 をの 狀 態は 借地料、 借家 料、 をお價 あなど 一一 一十 S おにな 
.り， あ 類の 如きは 六十 倍に なり、 勞傲赁 銀は 十 S おで あるのに 反し、 生活 巧は 二 十六 倍と いふので 
をる から •重 僅 産業 部門の 勞働 をめ 平均な 收は 支那 事變 勃發當 時の 僅か 半分に 過ぎない ので ある 0 
第 i : の悄 みは、 里 度の 巧 力、 抗戰 力が 急激に 衰退を 來し たこと である。 をして 武器 やその まがを 
どを 輪ん する 途がお 對に失 はれた な 上、 ダリ ラ戟術 さへ 閒斷 なき 日本軍の 攻が により、 賊 力は 急速 
に 失は れつ、 ある 始末で をる 〇從 つて 重度 側の 諸 都市の 黨 、政、 軍の 商 級が 部の 贩戰 熱は ますます 
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焉 まり、 過般 浙化作 戰を巧 機と して 巧 はれた 西南 备智 における この種の な務員 の檢 をは •をの 巧 二 
巧餘 名に 上つ たとい ふ〇を のをに 至りても 反践 のが 巧 組 給が 發 巧したり •將 巧が われに 投降したり 
して •そのを 止めに 苦、 むして ゐる始 ホで ある 0 

なほ 重を における 一 おお まの 生地獄 同様な 生活ぶ りは 述べる まで もな く、 いろいろな 報道に ょつ 
て 巧知の 事な だから 省く ことにす るが •かくまで にお 介 おが 瘦 我慢を して 萬に】 ク得 ると ころがを 
らう か〇 命の綱と 賴む蹄 合 難の 拨助 さへ も、 いつ あち 切られる わ 知れない 立場に おかれて わる 0 

やがては かは 日本軍の ために 潰滅し •內 はが 填の 餘儀 なきに 至り •せめては i を 更にち 地へ 移 W 
してな りと 巧く ところまで 行きたい ので あらう 〇をれ までな りと 餘 喘を 保たう とする ねばり 强 さ ， U 
をの 圖々 しさには か々 あきれ ざるを 得ない ものである 0 

二、 蔣か 石は 何故 あくまで 抗戰ナ るか 

何故、 が 政權 がわが 軍門に 降らう としないで、 あくまで 抗 がする のでを らう かを •お 巧 的に かが 
してみ る 必要が ある 0 



因ち 運 » 最近 十 お 年 •殊に 滿 洲事變 をのが 年閒 において 支那に 國巧 運動が 起つて 來 た。 これ 
は 大衆に 巧 族 意識を 作 輿し、 國家觀 念を 鼓吹 て、 近代的 統一 國 家を 作らう とする 運動で ある 〇運 
動の 中、 むは 蔣 かおを 繞る関 お黨の 政を 並に 少壯學 者 •をを， 外人 顧問な どで ある。 この 運 おが 大成 
す 如 ば •日本 •ドイツ •イギリスな ども 同じ 近代 國 家になる 笞 であつ た 0 

この 巧 巧 運動なる ものは、 が】 救韵 運動 (政治的} 新 生活 運 巧 (おを 的} 經巧 建設 運動 (經が 的) 
の 云つ に々 ける ことが 出が るが •このうち で 抗日 運動と 閱赖 して、 最も 問賴 となる のはが】 お闽運 
動で ある 0 . * ' 

卽 ちが 一 敎閔運 巧とは •簡單 にいへ ば 支那に おける か國 勢力を 排し •半が 巧 地が 態の 支那を あ 質 
ともに •統一 ある 巧立齒 家に しょうと する 運動で ある 〇を して 最初に をの 運動の 拾ぶ た 上つ たのが 
イギリスで あつた 0 .. 、 

'イギリスの 巧 力- イギリスは 不平等 お 約攒 巧に 閱聯 して、 國民 政府と 爭ふ •ベく 二 おの あを 上海 
に 集中した のゼ つたが， 聞 もな くが 介 石 も イギリスとの 間にを 協が 巧 立した 〇 それは 上 おが 巧を ま 
おする も 0 は浙江 おおで あり •をのを 本 的が 景は 主として イギリスで あつたから である 〇が介 石と 
ホ美が (がな財闕むなおたる^|^の女) との結婚が、 をの頃行はれたのもを逃廿ない事實’である〇 
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これが 一九二 七 年 十二月で ある。 

ィギリスは •をの 財力を もつ て 支那の ホ か氣 勢を 日本に 巧 じさせた ともい へる 〇排 B はお 日と 
なり •侮 曰と なり •南京 事件 •巧 南 ま 件と なつた 〇 をには 滿洲 ま變 ともなつ て、 支那は 固 際 聯盟の 
授 巧を 求めた が 得る とじろ がな かつた 〇こ じに おいて 更にを 巧 抗日の 巧を 建て •今日に 至らし めた 
ので ある 0 . 

ゼ エクト W 軍の 遺を これには】 つの 辟 話が 傳 へられて ゐ る。 をれ は， 巧 介 石が 國內を 統一し 
て 近代 强 家を 建てよぅ もす るのに、 支那には 固 おお 念と いふ ものがない 〇困 艇觀 念がなければ 閑 巧 
を 率ゐて 巧く じと が 巧來ず •また 慶 民を 率ゐる こもが 出來 なければ 國 家が 巧 立たない 〇も ころが 日 
本は 世 巧に 冠 おする 囲 おで 持ち、 じれに よつ て 日本 理 進の 原動力と も 指導力 ともなつ てね る こと 
を •蒋介 おはよ く 知つ て ゐた〇 しかし 支那には 古 往今來 •この 围植觀 念に 當る 思が がない 〇巧逸 仙 
が S 巧 主義を 唱 へたが •これは 徒らにな 瑣で 大衆の、 むを つかむ だけの 力がない 〇 これに 權ん でゐた 
巧 介 石に 向 ひ •當巧 ドィッから 単 事が 問と じて 來てゐ た フォン •ゼ子 クト將 軍が •をれ は 困 巧觀念 
にがへ るに が 日な 念を もつ てせ よと 進言した 〇巧介 おは 巧 程と ザいて •この 案を 採用す る ことにし 
たとい ふ〇も つと もこれ が 巧な の ほどは 保證の 限りで ない が •ゼ H クト將 軍は 南京の 防備を 築い セ 


…け ♦ • 


人物で をる 〇當 巧の 日獨閱 係は 現在の やうな 班 邦では’ なく、 第ー ホ大 1 まだ 日の^ わつ たが 化で 

あるから •無理から ぬ ことと 思ム〇 
\ . - 

巧 日 巧 おを 巧 込 わ もに かくが 介 石は 围腊 にがるべく お 目を 採用し、 を まの 敎 育から お古の 訓 
練に 至る まで •お 日 思 おで 一巧 さ 甘た 〇擧 校の 敎科 害には どの 頁に も 抗日が 叢 はれ、 兵 除は】， 
二 •一二、 四の 歩調の がりに 打倒 日本と 訓練され た〇今 日で も戰 線で 曲 獲され た靑龍 刀の 錫には、 お 
日の 二字を 刻んだ ものが 多 數に 見受けられる もい ム こも である 0 

しかし、 この お 介 おが 腹の 底から 抗日 觀 念に 傾倒して ゐた とすれば、 をれ は 給り にも 淺な 過ぎた 
もい はざる を 得ない 0 何 かなれば、 日本が 支那より 弱ければ が 日を 徹底す る じと によつ て、 統 一巧 
家を 建設し 得る であらう が •日本は 支那より 强 いな 上 •抗日を 徹底す る こもに よつ て 支那 自身が 亡 
びなければ ならない ことは 自明の理 である 〇 それ故に 米英に 依存す るので あらう し •また 支那より 
おい 國に對 して 抗す るので はお 力がない からと もい つてい へない こ ともなわ らう 0 
蔣介 おは その 靑年 時代を わが ± 官擧 校に 擧び •また 窮地に 立つた ときに も 日本に t 命して ホた の 
だから •彼は 日本の 强 さを 知らない 當 はない 〇 をれ を ま 知で 抗日を 巧つ たのを 見れば •國れ 統一の 
ホ 便と して 抗日を 唱へ たも わで あらう 〇ゼ から •おけが 行き過ぎ てち 巧の 巧を 替えさう になる と， 
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お 日の 手を おめ たち 例が 何を も ある 〇 しかし をれ はを， 巧の こもで あつて •そのぅちに 昭か十 I 年 十 
二 巧の 西 安 事件に 至つ て、 をに 抗日 熟を 抑へ る こもが 出來 なくなつ てし まつた 0 

ソ » と 田 民 黛 ッ 蹄は 苗 巧な におけるを 治 達設の 師範 役で あつた 〇 】 を呈 年ち ミ ハ H ル • 

ボロ デインは ガレン ス將軍 (みの ソ 巧な ホ 巧 司々 すゲ ァッ シリ •プリ ft ゥ ヘル 巧 帥】 な 下の 軍事顧問を 從 
へて 着任した 〇困 巧な の 巧 お 法は ボ ロ デインに よつてを 草され •孫を 仙に よつて 裁可され たもので 
ある 〇困民 驚のを 治 巧 構は 全 < ソ聯 にかつ てが 立てられ たので あるから •いひ か へれば が おはみ 
産ま 萬の 溫巧 にが 化した わけで ある 0 ^ 
しわし 初めは 两巧 巧が 共產 主義を 排斥して •一 ニ セ 年 七 巧 ボこア インな 下の ソが 顧問は、 逐 は，'; 
れて モスクワへ 歸 つた ほどで ある 〇と ころが モスクワで n ミンデ ルンの 第 七み 大會が 開かれて、 ま 
那をホ 化する やぅ 指令 じ •これによ つて 中 巧 共 產黨が •抗 in 思 おを もつて ホ 化 におを を かける 
t もに なつた 0 

この 時 •昭巧 十一 年 十二月 十二 日 •巧 介 おは 西を 府 にわる お 8W に 共 匪 掃 巧の 餐 促に 巧 おけ セ 
が •ザつ てを の 部下に 藍禁 され •西ず 八 個 倏を調 巧 させられる 結果に なつた 0 

この 蔣介 おが 監禁され てね る 間に •を 共 抗日は ま 巧の 困是 となつ てし まつた 〇 それから 半 おを お 


た昭巧 十二 年 セち セ 日に 巧 溝攝を かが 勃が して-ず 日の が 態に なつた のでを る 0 . 

卽ちソ 蹄は 戰 孕の も 的が 力を をり •米英は をの 物的 巧 力を 供した ので あるから， 支那は ソ聯 並に 
米英の 化 巧と なつて •みむと かまざる もに おらず •日本に 化ち 巧は ねばならぬ 運命を 務 ふたので あ 
る。 - 、 . 

ここに 至り、 蒋介 おはす 那 人の 抗戟也 巧を 利用して •さかんに 抗日へ とお 知な 民衆を 巧り 立てた 
ので ある 0 

されば. 日本は 支が 去- 戰 つて わるので はなく •巧は まがを 舞 塞 もして 米 •英 •ソ 蹄と 戰 つて わる 
ので ある 

鲁 

一二、 重度 軍が 手を 擧げ をい 抗戰 心理 


自は 巧せ じんな にまで 日本に み滅 された 重度 軍が •なほ お戰を 沿な すると ころの、 をの 也理 
を ザ 剖す る 必要が あるで 

これに 巧いて 第一に 學げ なければ ならぬ ことは、 支那 巧 族 特有の】 種の 自大的 性格と 優越 的 自負 
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也と である 0 • 

卽ち 大荣お 戰爭勃 發な來 • 本 軍が ち 日足らず で 米英ぶ 亞 軍を 填滅 したず ばらしい 戰 おを 見て， 
まが 人が ホづ おじた ことは •日本が ぶ 巧して わた 軍事力の か大 さや •また 日本海 軍の 巧 力に お異す 
る 前に •これほど 强い 日本軍に 五 年間に ちりを 抗し 得た とい ふ 自力に 對 する 滿 々たる 自負む であつ 
た〇敗 けても 勝つ たとい 厄介な 自格提 性で をる 0 、‘ 

こんな 實 例が ある 〇 わがを 支が おの 或る 參 謀が •或る 方面の まだつ た巧當 見識の ある 支那 人に • 
マレー 作戰の 話を 巧 かせた 〇を こで、 米英 軍と 戰 へばぶ 獲 品が 山 巧す るが、 支那 軍と 戰 つても 何】 
0 巧して くれないでは ないか •と 巧に 支が 軍の 原始的 裝備 のこと を挪 みした ところが > 當 のま 那人 
は をれ が 通じない ばかり か、 さすが 支那 軍は 退却 するとき もを 器は すてない •確に 米英 軍より 强い 
です よ •と 自信た 〇ぷ りな 様子に •參謀 もま 笑す るより ほかにな かつた とい ふ 話が ある 0 
お 介が が 去る 元且 •恒例の 「を 酉 軍民に 吿 ぐるの 煮」 のな 送で •自主が 戲 •自ホ 巧 生の ス n — ガ 
ンを さかんに 呼びかけた 〇ま たまる S 月 四日 •里 度で 開催され たを 戰お 司令、 各省 政府 まなを 網 雑 
した 軍政 會議の お 上で も • • 

「支那 軍の 黃 任と 任務は 愈々 里大 化した 〇 われわれは 支那ぶ び 支那の が 止を 巧 巧す るの みなら 
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ず •アジ ャを植 を 防衛す る 任款を 支那 軍は 引受けねば ならない」： ' 

も 大見得を 切 0 て わる 有 稼で ある 0 

ごんな 調子で、 巧みに 支那 人の む理 をつ わんで、 米英 蒋 聯合 軍の が戰を 糊を しつん、 人む をが 戰 
に 引き ナ らうと かかる のでを る 0 

だから、 大 東亞 聪 後の 重度の 新聞 宣 化を 見る に、 米英の 經巧 力を 最大限に 誇示して •日本は 長期. 
戟 でが おする だら うとい ひながら 、米英 軍に 閱 する 哦 'がは 必ずしも デマ ばかりで はなく •ハワィを 
舆 •マレ— 沖お戰 、.マ-ニ フ陷 をな どの 事 實に對 心て は •或る おを の 眞赏を トップ 記事と して、 報道 い 
して ゐ るのは、】 0 には 米英 牽制の 手段では あらう が •.いつもの 重度が とは 變 つた 宜巧 ぶかで あク - 
たとい ふ。 _ ' 、 

大 東亞 戰爭 な 後、 拨蔣 路は完 をに 遮 巧され たため •軍を 的に も經巧 的に も 孤立した 星 度は、 いや 
應 なしに 巧 力で 日本の お 力に 對抗 せわ ばなら なくなつ た〇 この 新 段階に 處 する 自力 抗戦の 随 制と し- 
ては •これまで 重を が 巧つて をた 奥地 開 あ •抗玻 地 巧な 治. お 巧を がの 中央 集權 工作の 强 化に、 を 
の 基礎を 留 くことは いふまで もない 0 

巧 KQ 巧 ま この中でも巧を管理網の强化が盛|§||5^される0 この目的のために中央お政の補お 


も軍辑 をの 確保で あるが、 同が に 虫 煮を 本の 稱貧 投機を 防止し •地方を 閒のお 政ぶ 礎を お 化せし め 
ると いふぶ かで をる 〇 これが 例と して、 今囘の わが 第」 二戰 お作戰 地からの 現地 報吿 にょれば、 米產 
地で 有名な 術な 省內 には S ち餘の 米の 公 倉が 造 てられて、 巧 賦の實 物 巧 入が を々 巧 はれて わたと い 
ム〇 かう いふ やうに 構を を豐 富に 巧 有する おにおいても •自力が 戰 力の 自大 思想と 自負、 む 巧が 存す 
る】 つの 理由と して 取り上げる じ もが 巧來る 0 、 一- 

巧 送 のぞ 巧 をを で生產 される 搪を または 軍需 > 巧需 物を がみ お 相互に、 或は 抗戰 力の 中む 地 
重を 及びを の 周が 地 おの 四川 巧へ 運輸され る 場を ぶは •お 重なる 谭政權 の 管理の 下に 巧 はれる 0 物；^ 
をに ょつ ては お 送の 際 •兵隊で 組 城した 物を 移動 巧と いふ ものに 誰ら れる こと も ある 0 "1* 
錢道 のない 巧は トラックで 、トラック のない 巧は 手 押 巧 或は 巧 船 ジャンクで、 じれ もなければ い 
は ゆる 巧 力 •つまり ± 地の せおが 俺 かな 夕 銀で •をに 物を 入れて 一人 づ つで 運ぶ ので ある 0 例へ ば. 
が 江 巧 金 華から 里 度まで 一一 千 キロを 遠し と 甘ず •かう して 運ぶ ので ある 〇 昨年 十二月 下甸 からまる 

五が 一一 十八 目 金 孽がお 落ず もまで •上 おわら 金 華へ この 方法で かづ ダ 化した 物を が 約 五 千 トンに 達 
したと いふの だから 馬鹿には ならない ものである 0 
Vj こに 面白 心のは、 物資が 動 巧の 兵な のなかには •惡性 商人み が 巧して、 自動 単が 顚 巧した 主 か 


日本の 飛行 巧に 巧 はれた ので 物を が 巧 ホ 不明に なつた とか 稱 して、 物資の 巧き 取りを やつて 甘. い ホ 
を 巧 ふ ものが 巧々 にある も 見ぇる 〇 これに 對し 軍事 ぞ 員を では* 构 をを がき 取る 軍人 や宫 まは 巧 刑 
に處 する ことにな つたので ある 0 、 . 

ダ リタせ S 舊 一口に ゲリラ 戰と いふが •憂 軍が 展開す る ゲリラ 戰の 方式は 覆な もの 
で， これ 一つで も 抗戰の 執が 性を 見る ことが 出 來る〇 

をの 第一線には 四川 •雲 南 •廣 西な どの 雜 軍を 立て、 中央 正規 単は 第二 線に わる 〇皇 をが 進が す 
れ ば，》 中央 軍は いちはやく 逃げて、 化が や 歡方遮 新， 橘' 榮破壞 に 巧る のが 彼等の^ 手段で ある 0 
巧に 日本軍 占領地 區に § する 戰お內 の 道路は •重度 ダリ ラの 特徴を 見せて ゐる〇 をれ は】 メ— W 
トル 置きに 道路の 幅 一が に •戰卑 みぐ らゐの 大きさの 堀を 眞凹 巧に 深く 巧つ て ある 〇 それが をの 道 
路の おく かぎり •數里 •お 十 里と 級いて わる 〇 この 勞働 力の 提供者は、 附近 部を の 無 數の農 巧で あ 
.つて •しかも 强制勞 働で ある 0 をの 道路は 破 壌の ために 馬 一巧が まれない ほどの 徹底ぶ りで •こじ 
を 進 おする 皇軍 部 おは 一列が おでない も 通れない 場を がみくて •部隊長 も 時々 馬を 降りねば ならな 
いとい ふ〇 だから， を 度との 戲爭は 道路との 戰ひ であると いふは この ことで ある 0 
そして 重を 軍が いわに 皇軍の 機巧 力を 恐れて ゐ るかは、 この 道路 やお おの 徹底した 巧 壌ぶ りで 知 


れ るし •また ここに 支那 大陸の 持つ 面 巧が •里 度に とつて は 最大のを 器で をる こも も 分る 0 

裝 がの 巧 下 遊楚 おの 巧 器 もして は， 手棺彈 •小 錠、 チ H ッ n 巧 就で あるが •たまには 迫が 窗 
も 持つ てゐ る。 しかし 最近の 裝備は 甚だし < 巧 下して •小銃の 裳 床が 粗末な ありあは せの 木 かで 选 
られ てあつたり •照準 も巧來 ないやぅな ものが ある 0 - 

巧 器の 修理工場 •彈 築の 製造 工場は 各戰 おのま 要 都邑に それぞれ 設潭 して あるが •皇 巧が 進攻す 
れち 工場は いつでも 移動し 巧る やぅに なつて ゐる〇 をれ に 最近では ソ職 製の 機銃 彈の罐 詰 も おを 
ひそめ、 得意の チ H ッコ機 銳も大 々ちくな つて 照準 も 狂つ てがたが であり •迫黎 砲の 施み も 辟滅し 
て ホた 0 である 0 . 

重度には 現在 約 S 百師 • S 百 萬、 お產軍 二十ぶ 巧 •遊 擊お數 十 萬を おして ゐ ると いはれ てゐる 
が •兵の 素質 •を 部の 指 巧 能力が® 下して ゐる〇 をして 义施 •戰革 •裝 用を •白 動 革 •飛行機 •ぁ 
信 器材な どの 近代 兵器は •わが 軍に ょみて 巧滅 された が 巧び これを 補給す るに も 授蔣路 を 失つ たが 
ために 围難 となり •米英に 哀訴 巧 願して ゐ るが、 實 現は 非常にむ づ かしい 〇 この 武力の 浩 下が 政治 
巧 勢 •経濟 事情と 巧關踰 して、 今や 分裂 崩 凌の 前 巧の 様相を 示して ゐ るので ある 0 

かくの かく 重 俊 巧の 戰力 はみ 第に お下した が •それ だから もい 0 て ダリ ラ戰を 停止す る もので ょ 
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ま宙 巧の 巧 巧 ず！ 沒戰お 巧 人口の 九十 パー セントを 占める とい はれる 農 巧を 主と する 下 曆階缺 
の 殆どが •大お 巧戰爭 の斬界 情勢の 變化 についても ••或は 重按 軍の ビルマ 敗 載に ついても 知らない 
ので ある 〇嘘の やうな 話 だが 本 巧な ので、 かう した 無知な 文字の ない 大衆 だけに 重麽 側の デマに 蛹 
るので あり’ また 自大 思想と 偏執 性に 强 いわけで ある 0 

かりに お 渡の が 力を 說 巧した としても '恐らく 彼等は ジャンク がかに •かとい ふ ものの 觀 念は 持 
ち 得ない のは 當が だと もい へる 〇げ 年の お 沙作戰 で、 湖南の み 地 農村を 货踪に 見て、 をの 餘り にも 
で 巧と 獲らぬ 悠暢な 農 巧 生 巧に 驚いた とい ふこと である 〇また 日本軍に 據子 江の 漢口 上流まで 占領 
されても、 ひとごとの やうで 別に 痛痒 も 感じない とい ふ 始末で ある 〇農 巧に とつて 不足を 來 してね 
たものは趙巧の搜だけで， それ^^かの日用お雜貨などは， 彼等には緣のないものだつた〇 

重 俊 軍の 下廢 お古 も これと同じ 無知で あつて •をの 上に 彼等には 巧壓迫 民族 特有の 殘あ 性と 强い 
反抗む が 異常な までに 招 盛で ある 〇 これが 巫炫 側の 政治 訓練で 崎 形 的な 偏執 的な 愛幽 むにまで 轉化 
されて ゐる 始末で ある 〇 これら 兵 ± のなかには •いまな ほ 東京な 略を 上をから 聞かされて これを 信 
じこんで ゐる もの も ある 0 
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るに ♦さしない かう したおから 見ても* 米英の 軍 像が すぐ ホ— ルド アップす るのと は 違つ た， 
を 目的な 暗 さ •巧の やうな 執 巧 さが ま 巧の 巧 おを 覆うて ゐ るので ある 0 

t れら のま 實を 綜合 すれば •重を はま ガ 急には 降 參 しないだ らうと いふの が一が の 巧 測で ある 0 
これは】 應本當 であらう と 思 はれる 〇卽ち 重を も授お 困の 米英との 閱 巧が 斷 あした もしても •これ 
で お 介 お 軍の 巧 載が 直ちに 停止す ると 考 へる 0 は •ちと 早計で しか あり 得ない 〇 だからと いつて 重 
をが •その 困 ± と 民族と をを くず 渔 して わるな 上 •それが 不死み である わの やうに 前提す る こも も 
錯ホ である 0 ‘ 

では どうなる かと 結論 づける に •米英の 巧 おが 係が 巧 おにな り •をれ か；：, 幾ち か 過ぎれば 巧部抗 
爭が當 が •生じて 來て •巧 巧の 自惚が 失 はれて 來れば •を こに 巧ず 論を も截爭 进读を もが おなし，/ を 
れを蔣 介 おが どうを < かにょ つて •初めて お 巧の か 鱗を 示す ことにな らう 〇 それでも なほ 意見のを 
れられ なわつ た 一巧は •ダリ ラ® をを くまで 巧け てな りと 面目を 保たう とする でを らう 0 

とに わく 復巧 にして な 支が のこ もで あるから •一朝一夕 のじ もでは ホ附 かない じと だけは 裕 \ 
かで ある 0 - 


第 お 章 ソ聯の 軍備と 資ぶ 
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一、 ソ聯の 軍備 

' 

ソ蹄 道と ドイツ 巧との 化較 一が には ソ聯 のお戟 力は ドイツに 比べて、 見劣りがする とおは 
れ 、またが 備の おにあゎても ドイツの 方が 一日の ち ありと 見られて ゐる やぅで ある 〇 それは 一 應ぶ 
も だ ももい へる が •しかし 撫 つて 考へ るに •赤軍の 編成され セのは】 九 【八 年 二ち であり •ドィツ 
が 公が も 軍の 編 巧に 乘り 出した のは •一九 S 五 年の 軍備 巧 宣言な 後の ことで ある 0 だから， じの 年 
巧に おいては 赤軍 0 存在が 遙 かにを いわけで ある。 

. ソ聯 は】 九 S 四 年 •徴兵 年龄の 引下げに 手を つけ •一九 S 九 年 八ち 歐州大 戟勃發 の 直前に 巧 巧 皆 
兵法を 刷を し、 兵役 義務を 五十 歲 までに 延長す るな ど •大衆 軍の 編 巧に 着眼した ので ある 〇を して 
一九 S 四 年の 總お 力は 八十 五 巧で あつたの が、 最近 五十 年閒に 二倍な 上に 增 加した こもを •ゥォ B 
.シ — ロフ 元帥が 溃 說で聲 巧した の だから •一九 S 九年當 時には 旣に百 八十 萬な 上の 常備軍を 擁して 
ゐ たこと になる 0 今み 歐洲 乂 戰の 展開に クれ て、 ソ蹄も 赤軍の 膨眼 につと めた ので •巧 ソ閒賊 の 直 
がに おいては ホ 兵 部な だけで も 二百 萬 近くを 準備して ゐ たものと 推を される 0 
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‘ツ 蹄が 獨ソ戰 において、 どの 化の 兵力を 動員し セ かは 確かな 數 字を 知る こもは 出來 ない が •，赤 単 
わ 死傷 七 百 巧と 前に ドイツで 發 表した のを 見る と •少 くも】 千 萬 近く も 動員した のの あらう 〇殊に 
ブ聯の 人口が 一億 八 千 巧を 超えて ゐる ことを 考慮に 入れる とき •これ 化は さして 難事では ない 〇こ 
の お ドイツの 人口 八 千扣巧 五十 巧に 比較 すれば •ソ 蹄に 有利な やうに 思へ る 0 

また 赤带の 辦巧淺 •戰が 數 について は •一八 S 九 年末の 現在は 裝 甲あ闕 五十 •戰毕 聯隊 二十 •戰 
革 約 八 干と いはれ てゐ たが •昨秋の 戰爭で 一巧 墓な 上の 戰 をが 欄坐ム たも 報ぜられて ゐ るのを 化れ 
ば、 戰享數 も関戰 直前には 二 萬 近くに 達して ゐ たので あらう 〇 また 飛行機 も 關蛾前 一 萬 機と いはれ 
てゐ たから •これ も 一一 お 巧 化は あつた だら う 主 思 はれる 〇 しかも ソ聯 は闽巧 思想に 巧め， 阔防 飛行 
化 巧 お轉の 如き 千 八 百 おの を 持つ 大きな 满 巧が あつて •高度 國巧闽 家のを がに 後押しを してむ 
たことは を 目すべき 事實 である 0 

獨ソ 軍の 兵力 数を 比較す ると •ほご 匹敵して ゐる やうで あるが， をの 質に おいては ドイツ 巧が 遙 
かに 勝つ てゐ ると が 言す る こ 主が 出 來る〇 をれ は •赤軍に ありて は 大衆 軍の 組織を 目指して ゐる 
だけに •質が おいとい へる 0 また 巧 ザ 部隊，‘ 飛 巧 部隊な どには 精銳 なる 兵 古を 要する もの だが， こ 
わ おにおいても 赤軍は 遙 かに 巧 軍に 劣つて ゐる〇 勿論 •ホ 軍に も 飛行機 •戰卑 などの 優秀な ものが 
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が當 にある が、 これは 巧 器が 優を とい ふこと に 止まつ て •これを 使用す る 入 間の 質が 劣る こと も 前 
忆 述べた 巧 由に よる ものである 0 

これを 結論 づける に， 巧ソ賄 軍の 兵力 •裝備 などを 比較 すれば、 ドイツ 軍は ホが より 優勢で ある 
もい ふこと になる 0 . 

ドイツの 立場 とじろ が、 ドイツでは ホ 単にの みお 力を がけて ゐる わけには ゆかない 〇 眼前 0 
イギリス ヵ 虎瞒耽 おもしで をの 巧 勢を 張つ て ゐる〇 しかも フランスを 侵略して まで •ドイツに おし 
を 勢に 化ようと する から、 をれば 物の あで ない まで‘ も‘ ドイツは その 方の 巧 備に も 陸軍の 一部を お W 

かねば ならない 0 . け 

• • 

また， 遠く アメリカが ソ蹄巧 巧に 大帝に なつて ゐ るから •その 軍！！ 品を をら せない ために も •意 
を 用 ひねば ならない 化 場に ある 0 - 

ドイツでは ッ蹄 におし 短期 驳に 巧る つもりで あつたに 相違な からう が •米英が ソ職 にお 巧す るが- 
上 •局面は 巧囘 してな 巧戟 になら ざるを 巧ない こもに だつ た〇イ ギリスでは 自 困を 有利に 導く ため 
に 巧ソ戰 をみ びかせ て •卽ち おお 戰 によつ て ドイツを 困らせよう 主す るので をら うが •亂大 弦 主は 
.違つ て ドイツは 諸资 おに 不自 ホを しないだ けの 用款と 計 まを ち 巧して ゐ るから、 じの ぉ ドイツの 大 


きな 强 味が ある 0 ♦ 

アメリカの 對ソ拨 助が ものを いつて、 ホ 軍の 勢 ひが 盛り あした ことは 事實 だが、 巧 ソ戟お 巧 化に 
なる 場合 •この 拨 助が おして ソ聯の 要求を 滿 おさせる ことが 巧が るか •どうかが 問題で ある 0 
ソ W は ホ 巧を を やつる 中立に あつた アメリカ ならば •秘 をを 押してで もソ 蹄に おし 巧當 をの 
物を 翰 送が 可能 かも 知れない が、 今日では アメリカが 太 モ洋で わが 日本の ために 大きな 痛手を 受け 
また 大西洋では ドイツ •イタ リャ のために 魚常攻 おを 受ける のでは •たと へ英ソ 軍の イラン 侵んで 
物资 輸送 おが 有 巧に 利用され る ことにな つたと しても. をの 援助の 巧 極 化は 到底 望める ものでは な 

ぃ 。 、 • • • .. 

しわし •アメリカが これを 中 巧す る ことに なれば、 米を が 最も 恐れて ねる ところの ソ硫と ドイツ 

とがを お 誰かに 山ない とも 眼. ら ない 〇 もつ とも英 米ソの S 國谅 をで 》 この おに 里む を おいては ねる 

♦ • 

が •ソ 職の モ 0 トフ 外相の 怪腕ぶ りで •をれ は あだか も開戰 前の 獨ソ關 がの 如く •いつ 背に 化は か 

へられぬ ために 打つ 乎 かも 知れない 〇 しかし •を じまでに はみ 少の 時間を 嬰す るで あらう が、 こ© 

% 

觀 おからい へ ぱソ嘟 は •英米に 對 して キャス ナン グ •ヴ ォート をつ かんで ゐる やうな 化當 になる 0 
ち 米が ソ赖を 牽引した ことが •巧つ て 牽引され る 立場に 置き 换 へられる とい ふ、 かなり デリ ヶ ー ト 
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な關 がに ある わけで ある 0 

.ソ がの わばリ だが •ソ聯 は 大國の 矜持を 保つ 巧 面 上 •ドイツに 對し 降が の 立場から 謀 巧に 巧 
る ことは 至搬 であるの かも おれない から* ある おまで 戰 へる だけは 戟ム であらう 0 . 

數字 的に 見て •ソ聯 のお戰 力は ドイツに 劣る じとは 勿論 だが、 まを 巧 的に 見ても、 かして ドイツ 
忆 倭る ものでは ない が •ロ シ卞 人の 巧 族 性の ねばりから、 ごのが 戟 力の 弱さを 補 ふことは 不可能で. 
はない 〇 それに、 ロ シヤ 人は 革命 後の 幾年 かを がえ て 來た經 験を 持つ て ゐる〇 恐らく ソ聯は •を 迸 
の 判 新では がり 切れぬ 何 かの 力に ょつ て •今後 も巧當 のお戰 力を 發 揮す るで あらう 〇現 に、 そのね 
ばりの 强 さを， 昨秋の-モスクワ、 レ* ング ラ— ドに おける ドイツのを 略に 對し •冗 守し をへ た 力を 
見ても、 をの 一端が うかぐ はれる ので ある 0 

この わ ばりの】 例と して •スタ— リン 首 巧の 超 軍事 第一 ま義の 下に、 一遇 間 も 飯が なへ なくても 
我慢して ゐるソ 蹄 人 巧の お 神 力の 强 さを-建 川 前 大使 も 認めて ゐる ほどで ある 0 

だが •こ、 にわ ばり 去ネ 盾す る やうな】 つの 俾が的 巧 神を あげなければ ならぬ 〇 をれ は 赤軍が 唐 
神 的に ドイツ 巧に お倒されて ゐる もい ふこと である 〇 じれは 帝政 ロシ ヤな來 •ち 目的に ス ラヴ 巧技 
が •ドイツ 崇拜 熱に がいて ゐ ると いふ 事 貧は な述 せを いこもで ある 0 
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今年の ソ 窒か裝 備ツ赖 がの 裝備 について は •垂 粗から 見て やす 昨年の 夏の 賊 罔で： トイ 
ツ軍〇 ため 忆相 S 痛手を 蒙つ たお 智が •今年 〇ソ？ 忆 契て わる ことは 否 遠がない ものが を 
る〇し かし 今度の ハリコフ 戰 線に 攻勢を 關始 した チモ シュン コ 軍の 遺 楽した 兵器の 量より 推算 すれ 
ぱ •ソ鹽 .は ぅらを た 敗 巧お〇 群とは みして いへ ない。 恐らく スタ— リンと しては ドイツ 軍の 機 
ホを 制せん とした 重大な 本年 最初の 攻勢で あつた だけに •今度の ハリコフ § には、 赤軍の 巧銳部 

除 Q 一部を をた 當て •を」 て S ホ‘ 乏 最も 臺」 た i 械化 霞を 喬 けを とが 知を る。 

それが 辭雙」 て ドイツ 軍發表 S 終 戰架忆 よ つても 7 n 7 囊 だけで 擊千 一言 四十 化が 
望、 大砲 一 一千 二十み 巧 飛行機 暑 一二 十八 機を チ モシ ュン コ 軍は 喪つ て ゐる監 であ ミ W 
をの ドイツ 谭 によつ てが 獲され た 中には、 芳 C も# する 型の 一二 十六 トンの 里 戰 革が あるが、 を 
たは 「一九 四 二 年 一巧」 とい ふ日附 製造が 英語で 記されて むる がから 見て、 本年に なつて 製造 さ 
れた贵 も 新ら しい イギリス 巧 器が、 早く も 巧ソ載 線に 登場して ゐ るので ある 〇 これらの 戰 をは A ル 
マンス ク より 翰 入され、 ハリコフ の 後方 ウォロシロ フグ ラ— ドで 英人 技師に よつ て 組立 てられ 
直ちに 前線へ 配置され たもので •ソ聯 軍が ハリコフ 覆に 使用した 戰 さの 二十 パ— セントは •こ© 
イギリス 製の 載单 であつ たとい ム〇 


これを 逆に をれば •ソ 聯： 本では 米英からの 巧 巧 巧 器を 待ち かわて、- 直ちに 前 おに 送らねば ならな 
いほ ど •ソ蹄 白 巧の 軍 能 工業 力が 滅 退した ことを 示して わる ももい へる ので ある 0 

ソ蹄自 巧のを 産に ょる 戰 車の 中で •ま 力と して 活 政して わるのは TS 四 型 一一 十六 トンと いふ 中型 
戰 単で •セ •セ 六 センチ 砲 一門と 機 閱銳二 おを 備 へて ゐる〇 この 戰をも アメリカの パテント にょつ 
て ソ聯で 作られた もので •をれ に 改良を かへ て 非常に 手强 いものと なつた ので ある 〇 これが 動機と 
なつて ドイッ 軍では お戰単 砲に 工夫が 加 へられて •新 武器を 生んだ といん ことで ある 0 . 

また ソ 蹄の あが 用の トラック や 大砲の 牽引 草. をの 他， アメリカの パテント である ソ聯 製の フオ 
1 ドの エンジン， フナ— ドの が 輔が骼 しく 使 相され て わるので ある 0 

を 巧の 巧 お ソ聯 S を 軍に ついてい へば、 ハリコフ 戰綠 でも ケルチ 戰線 でも、 なが 開始 第一 
日 •巧 二日の 巧め だけ •ソ硫 軍は 夕數の 爆 お 機と 戰闻 機を 載 場に 飛ばした が、 をのを が遙 かに 巧れ 
てゐる ドイッを がの ために •或は 商が 施の ために 忽ち# 巧され たので、 第二 一日 目 頃から ソ蹄 空軍の 
を gjA 立つ て 減少した 〇 だから •ハリ n フ包巧 巧が 巧の がる 巧には •ドイッを の 大部 おが 列を し 
て 巧 准し つ、 あるが がの 目榜 におしても •ソ 蹄空舉 は 巧ら 手が 出せない とい ふ狀 態で あつた 0 
米英 飛 巧 巧の 對ソ授 助の 巧 際につ いて •マ— ナン 重なが 巧が】 巧 ドイッ 軍に ぶ 巧され た 化で •喊 
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巧 ほど 忆は養 s 冀が舉 つてわない と 思を る。 をして 舊 される ことは ッ聯 0 碧 望 業 力 
輕を累 料 Q 不足に 憎んで ゐる ことが 判る？ をる。 とい ふ S 、 地上で ドィッ 軍に 裏され たソ 
聯用 機を 見る ちを の胸瞄 はすべ て ごャ板 S き 木で 化り、 を 呈を麻 0 布で 賴 つてを をの ヘン 
キを をり、 赤い 星を がいて ねる 0 

だかち ドィッ 兵 Q 話では •最近の ソ襄 、ホに 「ラ ご 0 かき 戰阔掛 は 窝疆か 命 字る と 

忽ち 义忆 包まれ、 百メ- トル も f ない う-ちに 空中で 丸管忆 なつて しま ひ、 地上 忆 落ちた 巧には. 
完全に がに な •つてね ると いち 毫 •ユン ジン だけの ソ赖 機の 淺 がが’ 露の まると ころに 轉 かつが 

/■ * ■ 
てね るので ある C ぃ 

ソ柏 兵の 雪な 爱 ホに 备 兵の 服裝は •隻 とは 餘り 違つ てわない が •しかし 軍服と いふ 
に ままら まちで •例へ ばを の 捕 巧を^ るに •ダ-トル— いて わるもの もを ば •裹な 化の 長靴 
をはいて ゐる もの も あり 4 皮 S 子を 冠つ てむ る も 0 も あれば •器 式に SS 惜— つてむ る 
もの もを り •また— 兵の やうに 綿入れ 0 麦と ズボンを 着て た ミこれ はま 裏’*》， ル 系の ァジ 
ャ養) とい ふ有樣 でを ミこれ は 各種 《兵科で S されて ねる ためで も あらう が’」 かし ソ 蹄の 
民ち 室な も Q だけで 六十 管 上り •細別すな 一言 S 走 4 するとい ふ， ミ薑 民族から 


巧 巧され た 巧 合 軍 おな のでを る 0 - 

この やうに 世 ホ 嚴 みおの 異巧 族を 包含す る 困 家と しての ゾ输お 族は •却つ て戟爭 におけるが 一は 
巧 巧で をる もい はれて わるが •しかし ークの 祖先を 持ち、】 つの 化を 港いだ 强 力な 找 族よりか、 い 
ろい ろの おで 巧い と 見なければ ならない 0 

しわし プ蹄 兵の お强な 抵抗は •赤軍が 持つ 獨聘 のコミ ッサ— ル 制度 •卽 ちを 載 像 制 おによ る もの 
でを らうと いはれ るが •必ずしも じれの みに 限つ たもので はない 0 結局は •じの ソ蹄 兵の おお こを 
スラ ヴお 族と しての ロシ卞 人の 巧 巧 お •いひ か へれば スラ ヴ 人の 血の 中に 流れる 北歐 的な 要素と、 

S 巧に アジ ャ系請 巧 族の アジ ャ的 性格から をれ たもので ぁる もい へよう 0 

ソ蹄 與首腦 部で も、 じの 異 民族の 混合 軍の 編 巧に ついては 巧當 苦、 むする ところが ぁつて、 今年の 
ggai では 大別して •ホの やうな 方法を とつて わる 0 . , 

卽ち戰 革 部隊と 空軍は 純粹 QP シャ 人の ホ 軍 直系の 精銳を もつ て 編 巧し •ホ お 部 お、 兵が 部隊な 
どには ジョルジ ャ人 •アル メ * ア人 などの コ！ ヵ ナス 化身 お， 或は 中央 アジ ャ齿 身み' 更に 蒙古 乂 
などを なて、 わる 〇 別にな 刀を さげた コ ホック 晓兵師 的が コナ ック 人に よつ て 編 巧され て わる 〇た 
だし、 この コ サック院兵は今年の^ではみがしたやうでぁる〇 - 
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K ソ閣巧 一周年 Q か g 昭巧十 セ寞巧 二十 音が、 早く も 獨ソ鹽 一 用 年を 經た〇 でを る 
が、 こ、 に 大場翠 陸軍 少將の 巧說を 加へ て獨ソ 軍を か 判す る ことにしよう。 

思/ •ま 昨年 音 一て 音 •一一 千キ。 Q 間に 展 SS し 近代的 靖 銳を盡 した ドイツ 〇大 軍が •一 囊巧 
の 乂壺を 切る や、 裙 がの 威力は 塞く、 さすがの 强 豪の 霎 もまる ところでが 滅の 厄に 遭 ひ 早け 
れよ 一、 ニケ 月、？ 至 ニケ 月 位で 參 つて」 まふ か、 或は 巧 部 崩 填の 端を さへ 開く？ はない かと 
見られた のに、 巧ぞ圖 らん、 開 戰墳頭 一日 數十キ 0 のか 速 調を 巧した ドイツ 軍は、 スモ クワを 指呼 
の 間に 聲見 する まで 忆 殺到しながら、. 嚴 寒 Q た 衾を 的 痛 巧を 與へ璧 力つ •たのて ある 
しか ノ獨 ソ開戰 前、 ソ^^ 帥の 人達は ド イク 軍の 電繫戰 を挪瑜 して •をの 戟 略は 一擧 にして 勝ち 
を 求めよう 李を ろ すべてを 初めに 賭ける ものち つまり、 擊の義 を 露の 辑 頭に あると 
して、 速 かに 向 ひを 力を 集中す ス ものであると 評した。 

だから、 ドイツ 軍の 霜が 戰は •或は 一巧 お 利な 戰略的 地 ホを 占める かも おれない が •しかし こ ホ 
だけでは 戰爭 をの もの、 終結を ホす るには 足りない とした 0 

こた 對し 赤軍は’ 敵の 霜 光的銳 鋒を 滿ホ 弱める 一方 > おのが 娥爭 能力を 强 める 方法に 巧よう ち 
か^をく くつて ゐ たが、 をの 豫 お通ゎに 巧かないで、 事實は ドイツ 軍を して 消耗 戰の 困が 祕勞に 導 
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* く どころ か •ドイツ 軍を 進ん せしめる こを 八ち キロ、 ソ聯が 戰爭を 巧 上の、 む 巧と たのむ 生を ホ 要が 

帶ち をの 大半を をげ て擎に 巧ち おも 今年 音閒始 された ドイツ 軍の 攻勢に、 ケルチ キ竞 

至は ハリコフ においてを 惟た る大 化を 巧して ゐ るでは ないか 0 

殊に ソ 職が 難攻不落 とし、 おケ 丹の 長 きにちり 近 化 的 要塞を その ま、 に頑强 に巧抗 して ホた セべ 
スト ポ—ル も > ドイツ 軍の お攻巧 開始な ホ、 僅か 十餘 日に してを の 死命を 制せられ、 遂に お 落の 巧 
目を 見なければ ならな かつた 〇 また 諸方 面で もソ 蹄は 敗戰 をつ ごけて ゐ るが 態で ある 0 

この 獨ソ截 一巧 年に おいて •ドイツ 側のを の 巧 失を お表した のに ょれば •東部！^ で 名 春の® 冗 
をを げた 將 兵は 二十 セ 萬 千 六ち 十二 名 •行 ホ 不明は 六 萬 五 干 セ 百 S 十 名で ある 〇た だし これら 行方 
不明を の 夕 くは、 旣に戰 巧した もので あらう とい はれる 0 

勿論、 これな上の巧蒂を蒙つたであらうところのソ蹄側の發表はないが、 いづ1でサょをお巧> 
ク 大陸の 近代 戰 なれば •飛行 巧の 巧耗 •空軍 兵力の 巧 善が 巧大 でを らう ことが 推算され る 0 
しかもを 近 •地中海に おける イタ リヤ空 城の 快勝 •並に リ ビヤが おける 巧げ 兩 軍の 戟 巧を 考 へる 
もき •また 太 ずが 巧び 大西洋で 制 海 推を 失つ た 上 • I 巧羹は どんな ことを する 餘裕が ある だ 
らう 〇 それ故に 米英が 勝利の ため 唯 【のた のみと する ソ聯 はが 化する のみで ある 〇 こんに 米 巧 牌 
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をのが 碟を 反」、 樞當營 Q が 墓が たるを 見る ミが 案る c でを る。 . 

わ わ われは ドィツ Q 敵た 柔 巧を •共同 Q がと して 戰 ひつ、 ぶる 夕 しか」 日ツ釋 は罢援 
の 規蒙肢 なして むる。 わが 政府は 霎 0 巧を を 養す るた め忆 、萬を S を 講じて はわ るが •ブ 
がを 脅が する がかき 巧 巧は 堅 かもない のでを る 0 . 

われわれは 今、 襄な 養に なつて わるので あるから •更に 愼 重な 襲と 細、 むな 囊 とを もつ て 
をの 推移を 見守る こもとし ょぅ 0 , 、 

% 

二、 コサ ツク 兵と 雪將軍 

■ 

ソ 質の 强 味は •寒さ 忆 馴れて ゐる ことと • 3 サツ タ 時 兵 0 ある こと だ。 まるで 飛 §0 やぅな 
速さで お： b る n サツ ク持 兵は’ 地上 忆 伏して ミ 人 閒を馬 2 ピ— ドを 少しも 緩めないで 拾 ひ ホ 
て 巧く S 技能が ある。 日 路戰爭 Q —、 わが 軍が ミコ サツ タ院蒙 ため 忆曼 憎まされ たもの 
である。 これが 冬の 到を 待つ て活强 しはじめ ミ だから 手に をへ ない。 コサ ツク院 兵は 生れを •ち 
るから 華 下 何 おに 鍛 へられて わるた め •寒さには ぞ氣 である 0 
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パス チ ザン窒 uQn サツ タ賣を ま忆用 ひて 醫忆 役立てる 0 が •いは ゆる パルチザン 戲 
巧で ある 0 . 

スタ-リン はけ 年 富 一言 0 ラジオ 養で、 パルチザン 職 法の ことにつ いて 言を ち 

「敵 占領地 方では ホな 兵に ょろ ハル？ ン寶を 組綻し •をして 敵軍と 戰阔 0 ため 忆 牽制 部 像が 
養され ねばならない。 到る ところで パルチザン 戟を累 し •靈 •道路、 電信 •電 露を 破 壌し、 
巧が •倉が •運 輪 巧 朗を燒 却せ ねばならない …… 」 ‘ 

t れはホ おが 得 息と する パルチザン 戟 法の 要領を 述べた ものである 0 

t の バルチ ザン戰 なと いふ Q ち豐 7 ランスで お起した 蠢幽 Q 葛ジ チザン 〇名忆 巧んだ 
もので •巧 際に これを 戟 術に とりを たのは J シヤ 革命 當 けの 過が がで あつた。 じの 靈 は入留 
巧 も 文明 も 全く 無 親した 拾み の戰 法で， かつて わが シ ペリ ヤ巧惡 烏 •ニコラィ ゴフ スタ (甩雙 
を畜 した ご チザン の 薑 トリ ヤピ- ツィンが’ 肇 のを S ると 知る で わが. 同胞 六 百を 囊 
し 同 巿を义 字述り Q 露に おせしめて 迷 t した 尼 港 事件 AJ を •を Q 3 性を 物語つ てゐ る。 

ミ ご チ ザン戳 はゲッ ラ？ 同臺で •でさる 限り 多ぐ 营容的 藝を與 へ、 雲 《輪な を 
巧 おする セめ 忆交述 路を破 墳」 り」 了 •敲 Q 本 跨 占 Q 逆が を 絡を とする も® で •敵が 線 部 故り 
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または 側面に まは つて 活動す る， 巧な 部 おの 戰巧 巧爲 である 〇 をれ 故に、 をの 部 おは 綺 快なる 
ホ 兵、 または 路 兵の かきで 組織され るので あり •をして 敵の ま 力と なお 面から ぶつかる のでは な〜 
おの 廊を 巧いて 神 出 鬼沒の 行動に 巧る のを 任務と する わ# でを る〇 をれ で、 パルチザン 戰はホ 方の 
勢力が おくて、 敵の 主力と ぶ 格で 戟ひ 巧ない ときに、 ホ 軍が 專ら用 ひる 戰法 でを るから •したがつ 
て 焦虫戰 術が 伴 ふこと になる。 . 

だから •义 ター リンは さきの ラジオ 放送のと き、 

「すべての 巧 巧は これを 撤去し、】 巧の 機關 单苹輛 はもと ょり、】 ポンドの 小麥 •ーガ C ンの燃 
巧と いへ ども、 これを 敵軍の 手 K 殘し ては ならない 〇 コル ホ— ス (集闽 農場) からはす ベての 索畜 
すグ ての 殼 物を 安を な 場が に 運び •後方に 通ず る 輸送機 閱 •更 おなが 產を 始め •滿 まする ことの 不 
可能な 非錢 金ち， 毅物 •燃料の かきものは 遲滞 なく •を 全に これを 破 おする 必要が ある」 

とまで、 みの 的に 說 巧して ゐる〇 . ‘ 

巧 巧の 化き 執汾せ じの 赤軍の 野 欺の かき 執が まには、 さすがの ドィッ 巧 も おいた とい ふこと 
である〇 この東部^の卜|チ々は， 赤軍にとつては文ぞ通りの某墙ぶあつた〇 西部1ではかし 
を 6 するとす ぐ 手を をげ たのに， じの ソ 蹄では 破壤 されても 這 ひ 出して 來 るを さへ ない 〇子 化の 巧 
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親が ピストルを 手に 捏 つて •退却す る ホ 軍の しんがりを つとめた とい ふ 話 も あれば、 查 巧した ぶ 軍 
の 冗が の 間た 狭まれた ま、 冗を 裝ひ •あ 日ぅ つがして 巧になる のを 待つ •て •ドィッ 巧のを 方 連 おを 
を かす ホ 軍 勇 ± も あつた 主 いんじ もで ある 0 - 
- じの 赤軍の 巧 固さは •昨年の ミンスク 東方の 戰爭 で， コ サック 部隊の 全滅を 目 おした、 が 軍記 者 
の 手' 記で ぅかが はれる 0 

「われわれのを 巧 部 おは •ミンスクを 突玻 した 急造 部 おのを を •赤軍の ゲリラ 城を 用 也しながら 
巧へ 主 進んだ 〇 いよいよ 巧が 巧け てを おな ので •巧 候を 化すと •彼ぶ のをの 中に 物の 動きが 感じら 
れる〇 途端に 斥候から • n サックの 巧 撃 だもの お 吿だ〇 

わが 部 おは •戰单 の 砲門を 閱 いて 待ち 構へ た〇す ると •忽ちを の 中から 砂塵を あげて •或は 劍を 
振り あげ •或は ル統を おちながら、 n サックの 一 おが 飛び 巧した 〇五 百メ — トルまで 引 寄せて、 わ 

れ われは】 巧 かお だ〇 見る まに 人 も 馬 も •をを の】 人； ^最 をの j 頭 も. 倒れて •その あおは 小山を 築 
いたので をつ た」 ’ 

とい ふ 葵を な攜 巧を 現 巧した ので あ クた〇 

スタ— リンが •じの パルチザン® 法に 巧る こもを す、 めた 0 は、 ホ 軍が いよいよ 切羽 詰つ てを を 
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の 抬が戰 法に 出た ことを お 味す る わけで ある 〇卽ち 0 シャ巧 得の、 開 戰初朔 において はみ 戰を 避け， 
がを が 內 深く 誘を して、 パルチザン 戰 でぶ を披勞 させ •兵力の 跨 おを 待つ て 反が に 化ょうと する 手 
をで ある 0 . - 

學 生の 巧 おお 巧 現在 •ソ 蹄の 男女 學生 達は •巧國 防衛の ため 我棋に •或は 銃後に、 必死の 巧 
巧を つ*、 けて ゐる 〇ゼが •ソ がでは 各 巧に 見られる やうな 擧生裳 勇を 結ぶ とい ふ 寺うな 華 •々しい こ 
とは やらない 〇が 故なら， をの 必要を 認めない ので、 初等 敎 ちと 中等 お 育と をを せた 十 年 刷の ホ 校 
を 卒業した 健を な 男子は •上な 巧 校へ 進まない 限り •いづれ も 赤軍 にん おする 〇 また 徴兵 檢 查に不 
合が となり 上の 學 校へ 進んだ 男子 も •祖阁 が t の おだから 各都巿 、各 W がに お 巧され た齒索 的な 民 
軍に 加入した ので ある 〇民 をの 規 をは 十七な 从 上の 男子なら 誰でも 志願ず る ことができる 0 

ー ホ. ホ 學生も モスク 7、 レ *>_ ングラ—ドなどの大都巧では-巿巧巧惭曲に加はり’防空巧なお 
巧を 糾 織して •雜 お市 巧の 指導から 防义* を 傷を の應 急乎當 など •男子に 劣らぬ 巧随 ぶりで ある 0 
ッヒ 4 勿. 淪 •巧 ソ戰 線のを ホ 地帶の 風景で あるが •しかし 直接 戰乂 にさら されて ゐる レニ ングラ 
I ド •モスクワの 如きは •巧に 銳を 梓て る 男女を 生は 一巿 おとして 民が に參 加し •この 中、 むと なつ 
てを 後まで 戰ふ抗 戰お讀 を おつて ねる。 - 
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に、 に寶 すべき ことは •初等 學 巧の 全 課目が をく 戰時担 制に 生れ 代つ たじ 主で ある〇 それは 從 

ホむ 查冒 塞を 絡 小して •攀を 巧に 化 要なる 地 お學： ハル チご訓 がな どを 行つ て、 チ 供と い 

へど も戰 爭の圈 かを であつ ては ならない ことを 敎 W てゐミ 例へ ば： ハル チ •サン 訓が腎 ち 入の 

判別 法 •スパイ 替が •か围 語省姆 などを 夏と する。 初雪？ か韵 語を 必須 課目と する のは ソ蹄 

お 巧 上り 一蜡 期で あるが •ド イ—ッ 語 •英語を はじろ か围 語を 子が 達に 敎 へこんで、 パルチザン 巧 
の 効果を 化 ふとい ふわけ である 0 一 

ホに ソ聯 S 將軍 だが • C れ こそを いらず Q 卜 —チ为 牌地忆 役き も® で •さすが 0 ドイッ ぞ W 
も 昨秋は 一時を 略を 中止す るの やむ を 得ない 巧 目に なつた ので ある 0 M 
ナポレオンの 《な ソ输 では 今を まる 約 百 二 I 十 年 前の 一八 一二 年に おける ナポレオン のをが. 
を ドイッ 軍が 二の舞を 巧ず るで あらぅ とて •拳 將 軍を 當 てで てゐ た。 こ 0 奮 0 養ナピ / 才 
ご 世が’ モスクで 進が のた め ムハ十 おの 大 軍を もつ て威臺 々とを の 年の 五 巧に ほな したが •途中 
天候は 憩く、 雨季が 過^た 七月の み 美と 砂 座 0 セめ に 夥しき 兵 ま 失 ひ •殘 つた 十 萬の おを 從 へて 
九 巧 T 凹ち 言 章 里 Q 行程を ましみ 它て貝 的 0 慕 モス タ 7 へと 進 人した 夕 そこには ホむ 
る 何物 もなかつ た。 晉 諸方 忆 起る 大乂ち 寒さと 軌 、免と K 憤 まされた ホ •囊盡 さて 雪 五 巧 巧 


で、 おがの 恨を 巧んで 退却す るの 餘儀 なきに 至つた 0 

をの 退が にを たつて •標 巧な コサ ック 兵と な 装に 燃える ± おのた めに 虐殺され るな ど •言語に あ 
する 苦 酸を なめて 殆どを 滅 し、 ナポレオン 蕴 世の 壯圖も 一朝の 夢と 化した ので ある 0 

これが 敗因は •戲 ひに 破れた のではなくて •ナポレオンが 無 計 益に 巧 入りした ために， 兵站が 巧 
かな かつた のでを るが •雪將 がに 苦しめられ セの も 大きな 一つの 原因で ある 0 
をれ かに， モ 曰 トフ •ソ聯 かかは* 

「ナポレオンの P シャ 侵略に 際して •わが 國 巧は 祖 國が衞 のために 應戰 し^ ナポレオン はを にが 
お •なをの 運命を 姐つ た 0 そして 傲慢の 餘 り、 わが 國に對 しで 新たな 十字軍を 宜した ヒット ラ ー 化 
がの なち 巧く 運命 も •また これと同じで あらぅ」 ’ 

とな 送した ので ある 0 - 

ところで 、ヒット ラー 總 がが 昨年は な季を 港び •卽か 卽驳を もつ て おんだが •ソ 蹄では 冬を 期待 

V - 

し， をに ホび いて 中止す るの 餘儀 なまに 至つ た 0 、 

S のために 中止 この ことは、 本年 四 巧廿 六日の ドィッ 固を において ヒット ラ ill がが 巧 
說の 中に 言ぶ して わる 0 、 / 
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「前 同 •をが 諸君に 語つ た ときにはな 洲 には 百 四十 年 巧と いふ 巧 寒が 迫つ て ゐた〇 をの 後數 日な 
ら ずして 例年ょりも 四 週間 早く 氣泌 は舉下 四十 七 巧に 下り， をれ が 上の 作 城は をが 中止され てし ま 
つた 0 

一八 二 一年 •ナポレオン をが モスクワ からが をし •最後に が碎 された ときの 組を は、 零下 二十 五 
をに 過ぎな わつ たが •今み 戰圖 では 筹下瓦 十二を にも 下つた 0 

一が 人と して 余は 戟爭 のを 行には 非常なる 貴 巧を 感じて をり •困 巧に 際し 自ら 前線には で •われ 
われ おての 運命に おし •挺身して 遂行ぶ ざるを 得な かづた ので あ. る」 

とい ふやぅ に •嚴寒 大雪の ために 兵器 も 巧を もす ベて 役に 化た なくなり •お ± が 我 同 不可が にな 
クセ がわめ •ホ 年 十二ち セ 日 •ドィツ 軍は】 時 中止の やむな きに 至つ たので ある 0 
その 冬季 間に おける 双 ホの 巧 害は •ドィツ 側の 强 表に ょれば、 

ソ 職が の 巧 害 

がな 十一 萬 ‘ 

巧 おまたは 巧 獲驻巧 二 千 七ち - 
义 抱 _ 一一 千 六 百 


•参 • 


V 

..盛 

巧 巧 巧四卞 
ドイッ 軍の 損害 - 

戰 .死 七 雲 千- 

♦ 

を 傷 十ー ー衰 ’ / 

* 

も ある 0 _ 

じの 雪將 軍の ために、 ソ聯は ドイッ 軍が 占が した 個 巧を が 還し •また この 閒に 単淸 生産力の 現え 

を 同な した ことは いふまで もない 〇 それ故に •ヒット ラー 總 がは 本年の 冬季 戰 にはを 善を 盡し •從 

一 - 

つて 戰 ひは 紛 けらるべき ことを 音 巧した ので ある 0 
ソ聯に とりては、 雪 こを 欣大な 巧 器で あり •しかも ソ聯 のねば りと 共に， み】 對を なすみ 0 であ 
ら 50 < ‘ ’ - 
を こで 昨秋な 來六 ヶ月の みきに ちり •雌伏した ドイッ 軍は •用兵の が 時季 到 米と 化る や •本が， 五 
巧， 践 園は 最南 ホの ヶルチに 向 ひ 义盖を 切つ た〇ソ 聯の截 場は 雪解けの ためが が氾 溢し、 r 両 泥が 
化して まり、 巧に ょつては 巧 筆 斑々^ 有様で あるから •ドイッ 軍 重要の 攻勢 お 器と もい ふべき 機 
-が化 軍隊の 巧 動には 支障が 少 くなかつた 0 
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卽ち ド. イツ 軍は •昨 夏な 來の對 ソ戟に 今や 全く 創湊 巧ぇ、 を 軍 おも 新たに •しかもを の 空軍 •、そ 
の機が化軍隊に至つては、 ホ軍に二倍するも傳へられる〇 これに巧いてはヒツトラ《巧が自らが巧 
說の 中で、 昨年. 夏に 對ソ みがを 始めた 隐 •ソ蹄 軍の 頑固な 巧蠻 力と がくべき 巧 器の 量とは， ドイツ 
側の 計が かで あつた ことを 殘 念ながら 認めない わけには いかない と •言明して むる 0 

これに 對 する ホ 軍は、 豐 富なる 人的を 源と 秘巧最 をのを 村と 义跑を 繰 巧し， 殊が モス グヮ のを 巧 
駐に 勇名を 巧 かした チモ シュン n 元帥を 南が 方面の 指が 宵と したので ある 0 >. 

一一 一、 ソ聯の 資源 

資 巧の* 富 を おの 瓜では、 ソ 蹄は ドイツょり ホ ホ 分に 惠 まれ セ 特長が ある 〇 けだし、 る 瓶に 
惠 まれて ゐる ところの 犬を 的には 豐當 であ つても •をの 生 逢 力が 充分で ないから， 對獨お 期 戰を遂 
巧す るには •かなりの お 味を 带 びて ゐる わけで ある 0 ’ 

じれは 例^ 世 巧を ち おさせた 血の 满淸 工作を 敢行した 際 •一巧 經巧 力が 衰へ たこと も！ つの 原 巧 
である 〇 をして 第 云み 五ケ 年 計 塞に ク いたな 後 も 巧して 振は るいかち 生產 力は 英米 獨佛の 何れに 
.も 劣つ てね る 0 
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しかしを 業な おに 富む 閣 だから、 閔巧許 藍に 必耍 なを おに 一二の 不足は あつても •全部 閣內で 補 
給され る强 みが ある 〇 だが この 資源は •モスクワを 中む とする 中央 ソ領 にはが をし ないで、 穀物は 
ウクライナと ドンに、 おおと 金泌は ドネ ッが潇 域に •棉は トル キス タンに、 石灿 はバク I に， 砂 巧 
は ウクライナ、 木材は シ ベリ ヤ とい ふやぅ に •地 ホに 分散して ゐる〇 

をれ で、 もし ドイッが ソ聯の お邊を 占が し、 をの 地に 經濟的 吏 おを 確立 すれば、 ソ聯は 巧が を 源 
を切斷 される ととに なつて •が戰 力は 著しく 滅 ずる ことになる 0 
、巧ソ 巧は 巧 巧 かな 巧 か じの おからい つて、 巧 ソ關戰 の 最大 要因は、 ドイッが ソ聯 における 教 い 
物、 が 油な どのな お獲が にあつ たもなる 向き も ある 〇これ にょつ て 獨ソ戰 の 見を しが •が 期戰 とお *7 
巧截の 二つの 分れる じと になる 0 . 

卽ち ドイツ 巧が ウクライナ、 コ— カサス 地方を 押へ、 をして ホ 方 レニ ング ラ— ドを 居 かば. をの 
中閒の モスクワを 突く だけにな つて •ヒット ラ— お統の 言の かく •巧 ソ戰 はお 期 問を もつ て 終る じ 
とに ならぅ 0 

長期 戰 になる 要 巧は •.アメリカの おソお 巧で ある。 これが 巧當 量を 港紋 せられる 腿り •獨 ソ戰化 
長 巧に ちる ことになる 可能性が ある 0 ィ 


々年の 化 巧 昭か十 セ 年 五ち •巧び 巧ソ 我は 最南 方の ケルチ 方面から 開始され た 〇卽ち クリミ 
ブ 半島 化 おいては、 ドィッ 軍は 昨秋 セ バスト ポリを 輿して •クリミア半島の 大部を 攻略した が、 そ 
の 後ソ縣 軍は ケルチ 附近を を 罔して •兩 軍相對 時して をを 越した ので ある 〇 しかし 今囘 ドィッ 軍 
一^、 ケルチ 作戰 終了す る や •セ バスト ボリ 要塞に な 烈な砲 お 爆 おを 加へ、 逐み 攻略の 步 巧を 進め、 
セ 巧 一日 遂に 攻略した 0 

.一ち •ソ蹄 おはを 季閒 •ハリコフを 寒 罔し よぅと 非常な 巧 力を 拂 つて ゐ たが' 巧 巧し なかつ たた 
め、 今年ぶ 巧 十二 日、 再び 大 攻勢に 出た 0 で •ヒット ラー 總 がは 南 ホ 正面 軍司令官 ボック 元帥に だ 
がを 命じた 〇同 元帥は クラィスト 將 軍の 指が する 裝甲 機械化 部隊を して 南方より、 ソ蹄 軍の が 後を 
突いて 逆包菌 する ことを 企 的し •五月 十七 日より 約 二 •遇 間で、 をの 目的を 達した 〇 このみ 戰 でドィ 
ッ 軍は 停 巧 二十 四 萬、 破壞 または お獲 戰单 約】 千 二百 五十の 大戰果 を あげた 0 
また 一方， ィルメン湖 か ホ 地 梅では、 冬季 作戰 により ソ聯 軍は •同 ホ 面で 巧な 深く ドィッ 巧陳化 
にを 入つ てね たが', ドィッ 軍は 五月 二十 S 扫が來 •これを 包 困し、 を 次を のを 菌圈を 巧 縮し •二十 
ホ 日 これを 巧 おした 〇ソ聯 軍の 停 巧 S お 二 千、 大施 ホち 五十、 戰卑百 セ 十に 達した 0 ' 
更に フィンランド 方面に おいては、 米英の ソ 職が 助が まに 化 方 ムルマンスク 港よ む錢 道に よつ て 



巧 はれる ので •.こ 0 錢道〇 近くに ドイツ 軍 側。 賊 蘇が ある ことは •ソ聯 にと つては 巧へ 難い 憐 みな 
0 で •同 方面に 對しソ 蹄 軍は しぱ しば 反が に 出た が、 がつ て大 なる 損 普を 被つ て失败 をつ ごけた も 
ので ある 0 / ’ 

3 — カサス 地方の ま お この 地方の 戰化 をを 減の 舰 おからい へば‘ 南部 戰線 において、 ドン 河 
に 巧 ひ 東に 南に 猛進す る ドイツ 軍は •ヴ オルガ 沿 痒の 要衝 スタ— リング ラー ドに 迫り， 一方 コーカ 
チ スの閱 門 ロストフ ホは 陷 巧した 〇 かくて ソ聯 お戰の 源み であるな 漁 地 帶コ— カサスは、 最大 危機 
に 直面す る こ 去に なり •ドイツ 覃が この 地帶を 手に入れ、 ばソ嘟 のお戰 力は な烦 的に 大打 がを 巧け 
る ことになる 〇從 つて ソ聯 もこ、 を 先途と 羅 をの 巧戰に 巧め るで あらぅ 0 

この 地 ホは を 種を 彼に 惠 まれた ソ職 のま 庫で あるが •倍に お 油と 農作物は 有名で ある 〇 石油に つ 
いては なで 述べる が， 農作物と しては > 备 趣の 種子を はじめ 大麥 •小を •玉蜀 を •姪 巧 巧が 生産 さ 
れる〇 この 地方は 帝政 時代の 昔から 知られた 穀 產地帶 で， ソ職 誕生 後、 集閣 化， 機が 化された 大農 
柔 法が 巧 施され •备 方面へ 約 巧 S 十 萬 キロ トン も移闲 されて ゐる里 要な 食 精 供給源と なつて ゐる〇 
をの ほか 細 羊 •苗 牛、 斋踩 •馬 •山羊の 飼育が 盛で あつて， 為產が 料の 豐宮な こも i 交通 ホ驳瘦 
のた め •おに 馬匹が 衍 育され て ゐる〇 
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お 油に 次ぐ コ ー カ ナスの 说- > を 僚は •これ また 豐富 である 〇ま づ全ソ 石炭 埋窝 をの 四が s 分を ち 
めて ゐる〇 このほか •マンガン •銅 •亞 鉛、 ク 3 — ム 、硫黃 •化 素の 埋窝 も巧當 にある が、 未だ 大 
* 閒 おの 域には 達して ゐ ない 0 

この 重裝な 源のぅ ちで、 軍 霜と して 缺 くべ わらざる お灿 (原油) が、 世界 第二 位 (第一 化は アメ 
リカ) の年產 一を 化 巧 五十 S 萬 トン (昭巧 十四 年度) にぶぶ ので ある 〇をの 石油は、 バクー •グロ 
—ズ ヌイな どの コ| カサス 油 旧からで あり •また ウラル 西 斜面に 誘 見され た 第ニ バタ— よりは、 現 
に 年產凹 巧な トンの お 油が 産し つ、 あると いふ 0 
獨ソ戦 0 前、 一九 S 九 年 九月の 獨ソ計 違 經濟宜 言に よつ て、 第一 年 目に ソ聯 から ドイツへ 供給す 
べき 物 A は •石 加ち お トン， 棉花 二十 巧 トン， 鐵鋼二 萬 トン、 穀物 百 五十 巧 トン •大豆 五十 敢 トン 
などで あり •ドイ i 側よりは 工作 機 •その他 S 機械 類を か 給す る ことにな つてね たが •巧 際の ドイ 
ツ への 供給 息は， なんとか いつて 谅定 をよりは 遙 わに 少埋で あつた 〇みに ドイツが 望んで ねたぶ 灿 
の 如きは •餘送 困難の あ 目で ソ聯 では 送る のを 餘お乎 加が したので ある 〇 何故かと いへ ば、 ドイツ 
をみ すみす 强 化させる 結 おになる ことを 怖れた からでを る 0 ’ 

こ 山ら のをが について は， 旣に 巧知の ことで をら* から 詳しく述べないで. あまり 化に 知られて 


けい 


ゐ ない ソ聯の ゴムに 就いて 少しく 記して みたい と 思 ふ 0 

ゴム 栽 巧 を 事 物資 もして がく こ. との 巧來 ない 重耍な ゴムが •ソ聯 で 生産され るかな どもい へ 
ぱ 、突ね モ もない あ閒に 見える であらぅ 〇巧 故な ち ゴムは 南洋 諸 おのかき 熱帶 地方の 太陽の 下で 
のみ 生ぶ する ものである ど 常識 上考 へられる からで ある 0 - • 
i ころが、 中央 アジ ヤ あび コ— カサス 地方に 產 する 百 S 十 種の 植物に ついて 硏 巧を 重 わた おお、 
比較的 ゴム 含有を の 多い 植物 九 稀を 發 見し セ 0 じの 中で タウ サギ ツツ 、コク サギ ツツ. 、クリ A サギ 
ツツ などは •特に ゴム 含 ぞ是の 夕 いこと が 明ら わにされ たので ある。 J 
をして ゴム 樹 といへ ば •一 おに 喬木の もので •をのが に 傷を つけて (これを 切 付けと いふ 心 ゴム ：’ 
波を 揉 集 するとい ふの が 通念に なつて ねる やぅ だが •この ソ蹄 地方の ゴムは 半 単 本 (小 灌木) であ 
つて、 根から ゴム 波を 採集す るので ある 0 

この タウ サギ ツツは •カラタウ 山 (カザク スタン 地ぶ) の 一千 乃至 一千 八ち メし トルの 髙 所に 巧 
生し. て ゐる〇 この 地ぶ の溫 度は 最茵巧 氏 四十 巧から 最底 零下 S 十 巧の 範菌 である 〇 をの ゴム 含有进 

は ニニ 凹 〇 パ ー セントで ある 〇 また コク サギ ツツは チヤン シヤン 山 化 中の 二 千メー トルの なが 

に绽难 する もので •ゴムを 有 堂は】 0 ニ セ パ— セントで ある 〇 これが が鴻 力は 巧 盛で あつて、 


一九 s 六 年に タウ サギ ツツは 千 五 百 萬 本 • n クサ ギツツ は 六 億 本が 栽 巧され てゐる もい to 
この 植物 S ム筑は 巧 ど 巧の 中に 存 をし •葉 や莖 をには わ づか〇 •五 パ— 七 r しかを ちして 
たない。 蒙畫 さ莫括 二〇 七ン チで あるが •短い ものには 一 0— 一 五 七 シチ〇 ものが あぇ 
また おい ものになる と 半メ- トルに もぶ ぶ ものが ある。 おを がに 切斷 する ちがの 方向に 通つ てゐ 
るな 位を 切る Q で、 教蒂ご 樹 Q 切 付け S 合と 同じ やぅ 忆 、ゴム 乳が 溝す る Q である 0 

さて •じの サギ ツツ をた ゴムが 充分に 巧 巧した 頃を 見 計つ て おを 採集し、 これょり ゴムを々 おす 
るので あるが •これには 二、 S のみ 法が ある 0 - 

璧的 分學法 C れは极 を 養 檢碎」 、を」 了水綻 すれば 比亟 Q 大 まいご 含有 部分 だけを 集. 

《る ことが 战 ホる。 こ Q ゴムは 通常 S A 主 比較 すれば タル ノ劣 つて ゐ るが •一 お Q が 用に 耐 へら L 
る 0 . 

端 出 法 じれは 扶 をを 燥 お碎し •をれ からべ ンゾ— ル、 まは をの 他の 芳香 扶溶劑 を 加へ て お 曲 
しごを ホ ^ ^に幫 する。 この 溶な にア七 トン’ 7 ご— ルな どを 加へ るち ごを 巧 固々 離 
する 〇 この ゴムを 集めて が 劑を完 を 心 除ます るので ある 0 

巧 巧を — これは 提を細 断し •溫 水で 處巧 したを， 尿素、 炭 お アム モ _1 ミ、 或は 腹 性稱於 I 
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モ n ゥム などを をむ おおが 中に 加へ、 溫 度を 調節しながら セ日閒 くらわ 放涯 して 織 維 巧を 分解す るり. 
廉 おが 完了す る •と ゴム 分は 分が する から •これを 集めて 充分に 洗が した 後 •を 燥す ると 組 巧の ゴム 
もなる 0 ’ 

浸 巧 法 I この 方法が 現在 大規模に 巧 はれて ゐる〇 根の 採集には 機械的 方法で 巧 ひ、 C れを また 
沒试で 充分に 洗淪 する 〇 それを 一二 1 一一 四時 間 ほどか やに 浸して 後 細 巧す るので あるが、】 セン 
チの 長さに 切斷 すると 二 0 —— 四 0 パ— セントの ゴム 乳が 流 化ず る〇 ミクロ ト r ム でもつて 巧く 薄 
く 切る と尙 多を の ゴム 乳を 流出す るが、 をの 反面には 綠維 質、 霜が 質を の 他の物 質が 絡 尚して •ゴ 
A 乳を 不純に する じと になる 〇細斷 したおを 水中で 激し <攪 おすれば •ゴム 乳が 浸出す る 0 
ホに おを 浸 曲がより 分 巧し、 遠、 む分摧 機で 完全に 水分を 除ます る〇わ ぅして 得た 水溶液は 巧く 稀 
巧な ゴム 乳で あるが •これを 更に 浸 的 液と して 繰 巧し 用 ひると きは、 潑 ぶの 巧い ゴム 筑を 得られる。 
を ほ、 これに 酸を 加へ て 巧 固させ， 水より 分 巧し 洗 漉、 乾燥す る ことによ つて、 いは ゆる 生 ゴムが 
得られる 0 . 

サギ ッッ をの 栽 巧は、 現在では ソ 職に 限られて をり •しかも じの お 物の 閔か 移が を 堅く 禁じて ゐ 
る やぅで ある 〇か くて •この 栽培 面 巧は 年々 著しい お 加を 示し、 ゴムの 自給自足の 確が に 巧め てむ 




る狀 態で あるが •をの 產巧 商は 静かに しない 0 - 

. - 

四、 ソ嚇と 英米の 關係 

、 

巧ソ襄 の 薑漂軍 〇作戰 進展に ょり •刻々 とョ In ツパ戰 域を 狹 めら れてゐ る イギリス 

と乂 東亞 攀に おいてを 巧 致な 作戰 にが 潰を ミけ てゐる アメリカち ドイツ 軍の 攻勢に ょつ 

てみ 第に S を 受けて ねる ソ蹄と ホち 今を の攀 をを 巧す るた ろ對 策の 坡萬達 直しの 必要 こ 
迫られて 來た〇 

を こで モロトフ •ソ蹄 か 思 •ロンドンと ヮシントンを 訪問し、 ソ 赖と棄 側との 拖望 作の 强 

をつ を锐 fs げ、 C 之英ツ 籍桌ッ 養が それぞれ 香」 た？ •ミ-育 ご 口に f 

S 閣拽 がから おまされた わで ある 0 

その 英ソ巧 巧 互 授助倏 約の まとす る 巧を は • . 

一英 ソ鹏阅 は哦ず おが 中ち あらゆる 手段を もつ て 巧ぶ 霞を なすこと を 巧 確認す る 0 

一 •胸 締約 聞ち 雾公裴 なしには ドイツぶ びその 臟洲 における 炼 力を とち 單獨 やか 交 f 
か戟も 行は ない 0 . 




口*… 


. 1、 兩 巧は 晒な ドィツ あびを の 他の 幽 にょりず 巧を 巧び 破 壌され る ことを 巧 おず る 0 
一、 を 化が のをを が 確が される までは •兩阐 は 軍事的、 經巧 的、 政治的が 巧を なす 〇 また 戰 後い 
づれか •の 一方が •ドィツを の 他の 閣と戰 爭を巧 ふ 場合は •他の 一方は 巧を 並に をの 他の 拨 助を 
巧 ふ。 

一、 本條 約は 二十 年 継 絞し、 息つ 本條 約の 條 丈の 目的が 郑 現す るまで 條 約は 延 おされる 0 
なほ ィ！ デン 英か 巧は、 •この 新が 約は 何等 秘お 協を が册瞄 して ゐ ない 旨 (卽ち 日本には 關蹄 しな 
いとい ふやぅな な 巧) も •一九 凹 二 年に おける 歐洲 での 第二 賊線構 巧が を まれて ゐる 旨を 公表し 

た。 , 

米ソ 巧 巧の 內を 一ぶ •アメリヵな 局 も 六 巧 小】 日、 械ず 共同 遂行に 關 する 米ソ 協力の 誌が ぶ 
なにつ いて、 次の 要 抒の發 表を 巧つ た 0 

「今 罔の か談 にわいて 、一九 四 一 一年中に おける 歐洲 第二 おがが、 緊急の 要務で あると いふ こ 
とに 惹化 が一-をし、 ついで アメリヵょり ソ 聯に對 する 飛 巧 機 •賊单 、をの 他の 軍 能 資材の 辕送お 加 
閒 題に 關 ずる 諸 巧 遇も議 せられた 〇 巧に、 戟 をので おとを をと を 保 蹲す る こもを 目的と する ホソ兩 
茵閒腐 力に 關 する お 本 的閒組 も討謠 し、 共に 見解が 一を した ことは 滿お である」 
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もい ひ •また アメリカ 困務 省は •上記の 協 巧 巧 立とは 別個に •米ソ 兩困閒 にお 巧 協を の 締結され 
た 旨を 發 表した 0 

これに ょれば •今 ホの 米ソ 協定は •一九 四 二 年中に 歐洲 第二 巧 線の 設置を 目的と した 八ヶ がから 
ホる 協を と、 ソ 硫に對 する アメリカ 側の 物を 巧 助を 目的と する 經巧 協を 扛の ニクから 巧つ て ゐるこ 
もが •巧ら かにな つた 0 ， 

この お 巧 協を は •ホぎ の 要旨を をんで ゐる〇 

1、 アメリカが 武器 貸與 法に 基づき， ソ聯 に供與 する 食将 並びに 物を に對 する 支拂 期限に ついて 
は •兩围 巧に おいて 改めて 協議す る 0 _ . 

一、 サ おの 確立ぶ び戰を における 經濟 機構の 確立に 閒 する 巧 樓め〇 
一、 生産 •就業 •物 资夕换 などを 含ゎ戰 をに おける 諸閒 題に 朗 する 取 極め 0 
一、 兩國 間の 通商 貿易に 關 する 差 則 待遇の 撤巧〇 

ソ •巧 •米の 化-昨年の 六 巧， 獨 ソ開戰 となる や •チヤ— チル 英 首相は 「ナチ スも踐 ふ ものな 
ら惡 がと でも 手を 捏 る」 も 公言し •その セ 月 十二 日 •巧 ソ闢戰 直後 モロトフ •ソ職 かおと クリップ 
ス C 巧 時， な ソお 大巧】 肋に 英ソ 軍事 同 盛が 締結され •巧ぶ 巧 助と 巧 滿不講 巧を 約した 0 、 


口 8 … 


とじろ がな 洲戰爭 は •獨英 哉 線よりも 獨ソ戰 線の 方が 第一 戲線 となつ たので • -y ギリスは あくま 
でブ 職を して ドイツに 當らサ よぅとす る老 指な 戰 法に 巧て、 米英は 九月 末より S 固# 議を開 偕し， 
同 十月 下甸 アメリカ はを ソ 十億 ドル クンず ツト を供與 するな ど •名目 だけの 巧ソ をつ ごける に大 を 
であつた 0 . 、 ♦ 

わ、 る 英米 側の 態度に ソ嘟 は不滿 をい ゼき •スタ— リン •ゾ聯 を 巧は 英米の お 巧 第二 戰線 おがを 
強調した 0 で •これに 答 へるべく イギリスは、 か相イ I デンを モスクワ におし •ソ瑜 側と 穂々 巧談 
したので あつたが •意見の 一を を 見ず、 たぐ 本年 初頭の グ シン トンに おける 反樞站 二十 ムハケ 固を 言 
に •ソ聯 を 一 か 加へ ただけ のこと であつ た 0 

かくする ぅち 大東巧 城 爭の急 進展に おき •英米は 手を かへ 品を かへ ソ硫 引这 みを 策 じ •鄉 < 第二 
城 線 成立を がに 條約 •または 協を に 到達した ものである 0 • 、 

しかしながら •か、 る倏 約に しろ 協を にしろ •をの 實 効果に 至つ ては 甚だ 疑問と すべき もので， 
要ず るに 宜傳 効果を 化つ たに 過ぎない わけで ある 〇卽ち 今 ホの ツ 蹄の お 英米 おおめは •ソ職 闽巧公 
丈氣 を昂據 させる と共に •ドイツ 軍の 對ソホ 勢を 前に ソち米 S ケ团 提携の 强 固なる じ もを 誇示し • 
巧 ホに おする 宣な巧 果をま 眼と し セ ものに かならない 〇 更に 英米 側と しては •ブ 就が 巧 一の 單巧巧 
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やを ぶつて 巧つ た 手と もい へる ものである 0 

ソ かおの 巧を 或 巧 モ B トフ •ソ聯 ホ 巧は 「プ蹄 現下の 强な ドイッぶ び W 洲に おける をの^ 
閣に對 し， 英米との わが 協力は いよいよ 强 化した」 と抗趙 中の 困 巧を# 巧した 〇 をの 溃說の 要旨は 
ホの かくで ある 0 

「英ソ が 約は I 一巧より がり • I 部は ヒット ラ— •ドイッとの 戰爭 中に おける ソ硫と イギリスと 0 
相互 閒が •二部は 載 後に おける 巧 巧の 巧ぶ 巧が を規 をして ゐ る。 從 つて 英ブ 間には 巧 等の 秘密 協を 
もな 在し ない 0 

巧洲 第二 戟 線に 閱 する 諸懸 菜に ついては， B ン ドン、 ワシントン 兩轉談 において 巧 劍な巧 意が 拂 
はれち この か 談に當 つて 一九 四 一 一年に 歐洲で 巧 一一 戰 線を お 巧す る*^ いふ 巧 急 問題に 閲 し、 ソ英， 

ブ 米 嘛困閒 で 完全なる 誘が が 巧 化した 0 

更にまた米英よりッ蹄に對する軍霜品化給、 これを今を改善、 增大する諸閒題も^された〇本 
年な 後半期より 同 熙諸齒 から， ソ疏 巧に 對 ずる 軍需品 供給- vf はち 大 され 促進され るで あらぅ 0 
これは まづ 第一に、 米 巧よりの が 給の 規模が お大 しつ i ある おに 徵 しても 明瞭で ある 〇今囘 •米 酉 
の 供給 新 計 まは 紀巧 S 十億 ドルと 定められて ねる」 - 



.も發 表した ので ある 0 I - 

巧 二 巧 度は 可 巧 か この 閒趙に 至つ ては、 現在の 英米 軍事力を もつ てして は 不可能で ある こと 
な •英米 側の 軍事 專門家 も 認めて ゐる ところで ある 〇 また 授ソ强 化に ついて ち 英米 自身の 必需 お 
輪 送に すら 船舶 不足で 困つて ゐる 有様で あり •しかも 對ソ輪 送が 不’ 安で あつて みれば •巧して 實効 
的な ソ聯授 助が 巧來 るか どぅか •甚だ 疑は しい ものである 0 

今や ドイツ 軍は、 ロストフを 攻略し、 巧 部 ソ聯へ 進 巧を つぐけ て^る 時， リトヴ イノ フ 駐米， マ 
イ スキ— な英 ソ聯觸 大使は •斷 乎と して 米英 兩國に 第二 戟 線の 卽時結 巧 方を 要請. して ゐ ると いふ 0 
たと ひ チモ シュン コ軍 がをまで •ドイツ 軍を 或る 一線で 支へ る ことに 巧 功した としても、 ソ聯 軍の 
弱り 方は 大 なる もので •こ. の 冬は ソ ，‘赖 単にと つて 堪へ雜 いものと なる であらぅ 0 をれ に、 ソ聯靈 
と對ソ 輸送 路が 今や 切斷 される ことに なれば、 戟爭 物を が危險 になり， また 食摇狀 態が 不安を とな 
る〇 しかも ソ聯 に食樹 までなら ねばならない となれば •蹄を 國の 腊腹不 おは 極 あに 葱 化する であら 
t ラ 0 

イギリスの 軍事 尊 巧 家の 說 にょれ ぱ •第二 を設留 する には， 十 萬の 將 おと、 をれ にえ 當 する 
裝髓 とを 徐送 する 一巧 トン 級の 船舶 四百 まを 必要と する 上に、 上陸 作 截を拖 護す るた めに 制を 椎を 
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捏ら ねばならな いわら •嚇合 困には 見を みはない として ゐる〇 
をの 第二 戰給 設置 案と しては， 

(I) 英佛海 映を 横 節して フランスに 上陸 作 戰を敢 巧す る こも 0 

00 地中海を 渡り •北 阿戰 線に 活雖 中の a ン‘ メル 將軍 麾下の ドイツ 軍を が 巧す る こも 0 
ご 一ご ホ歐ノ ルウ ユ I に 上 陛作戰 を 巧 ふこと 0 

などの 計 讚が 立てられて ゐ るが、 いづれ にしても 龙大な 船腹を 要するな 上 •いは ゆる 第二 戰線設 
違 案 も、 結局は ソ 蹄へ、 の 物を 供給 程 おに 止る かは ないで あらぅ •とい はれて ゐる〇 ’ 

アメリカの 軍ぎ 通の 說 にょれば •飛行機】 塞を 飛ばす ためには や 均一 墓に 二十 人を 要する から、 
米 おを 部 隙が 本格的に 對巧據 がを 巧 ふためには、 米陸軍が 空が 隊 四十 萬を 派遣 ふ 新たに 百 五十の 
飛行場を 禮設 する 必要が ある 〇 もし I 二 千 墓の 爆 お 機を 飛ばす ためには •飛 C における 化讓 はな 易 
な ものでは ないから， 實 現は 不可能と 見て ゐる〇 

とこを この 各 富 •わざわざ チヤ— チルが モスクワを 轟し •スタ— リンと 轉談 のち 第二 
興 據卽時 巧 動を 要 ホされ たと 見ぇ •英 軍が デイ* ツプ 上陸を 敢 たたが •ドイツ 軍续 壁の 防 術库〇 
前には 完 をに 大敗し ダンケルクの 二の 難 ひで、 をな からがら 巧 海岸ょり 连げ戾 つた もい ム巧 態を 
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巧 じたので をる 〇 おまけに、 參 加した アメリカ 兵な ちは 俘虜になる 巧 目を 見た 0 t の 巧， ドイツを 
軍の ためにち おお 十九 隻が巧 巧され た。 ■‘ 

イギリスは これで 六囘の フランス 上座 思に ホが したの だが •ドイツ 巧の 前には、 祝を 權も W 巧權 
もない イギリス お 軍 も， また 巧い 陸軍 も •到底 物の 巧で ない t とは かれて わる 0 




ンスは 何故 敗け た 


數 ♦の畜 7 ランスが ドィツ 軍の たを がれた 巧閒 は、 I 九 四 〇 年 (巧 巧 十五 年) 五月を 
から 巧 巧 二十 五日 休戰 までで あつて、 その 失つ た は •巧を 八な、 巧 ホ 不明 二 巧、 を S 十二 萬 
で •柿 巧 推を おは 二百 萬 人と いはれ 了 わる。； J れが 巧れ 四十 音閒 Q 攀 Q 貪で & る t とを ぶへ 
ぱ •みして 少ない お 字では ない 0 

その 敗踐の 理由を 檢 がする じとは i い 心では ない ので、 tt でお忆 巧べ ると しよぅ 0 
フランスの 敗 巧と しては， 

一 •也理 的には —— 困 巧の® 爭增 巧に よる 0 

一、 おを 的には 一 ^ フランスの 人的 ま 巧の 捆渴 ，巧を の おなか 化に よる 0 
一、 •軍 ま 的には —— 準備の 不充分 •作 巧の 失 放に よる 0 

一、 產業 的’ には 生産の 巧 下' 巧に お 空 工業の ち だしい 能 辛® 下によ る 0 

一、 政治的には を 治 おの 巧が による 0 • 

& どが を げられ るが •じれら の ものが 柴 つて 遂に フランスを 巧 亡の 巧忆 W を a んだ こもは 事 > で 
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ある 〇 しれし 單に •これらの かきを 面 的な 巧ち だけで •戰 患を 巧く した ものと いへ るれ •どぅか 0 
いかにも •レイノ ホの SK が •ダラ デイ HO 巧 人と 組み •をして 反目して •フランス のな 治に 化 
猪 晓を吿 げたが ためとも •いつて いへ ない こと もなから ぅ 0 •• 

また •フランス 人は 戰爭 をが まな わ 0 セ じと もま 實 でを る〇ゼ が、 對巧宜 驳布吿 をを び迎 へたの 
は •單 にが 戲者ガ けに 限つ たもので はない 0 】 が 巧 巧の すべてが •必ずしも 戰 爭反教 ではな かつた 
ので •戰爭 をを も 巧つた 農民と いへ ども •.開 巧が の 【九 云 九 年の ち 巧までは， 「これ 化の 程度で 截 
爭は片 づけたい もの だ」 と考 へて ゐた〇 「じれ 化の 程度」 とは ムハヶ 巧 目 毎に どしどし 巧 員され る谎 
しいが 態を 目が して、 これが 上の 態勢を 望んで はゐ なかつ たので ある 0 

ま セ •軍備の 不充分 •作 巧の 失が， 生を の® 下な どに ょつ て 敗 巧を 招いた ことは いふまで もない 〇 
アンドレ •モ I ロアが をの 著作の なかで， 

「一九 S 九 年 十一 一巧ち をは マジノ •ラインで 巧 日 聞を 過ごして •巧い おおを 受け セので ある 0 
マジノ •ラインの 兵 女は 殆ど a — レン 州 出身で •要塞 地 巧から 徵 集され た靑 年で ある 〇 彼等は や 
が 時に おいても •日 唯 日と いへ ば 要を にや ク てきた ものである 〇 メッッ 曲み の 技師で ある】 靑 年中 
良の かきは、 八 年の 間、 巧 末には 必ず マジ ゾ •ラインで 過ごして •大砲の が 程を 硏究 して ゐ たので 
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、 

だから •マジ ご ラインの 乂 力の 足 確 さは 馨 的な もので あつた。 要 寒の 前面に ある 藍 f には 
寫證阔 が あつて •敵が こ Q 地圃忆 雪れ た蜀 たと へば 『二 四 八 _ に 現 はれ ミ 
震を は單に 『一面 八 — BJ とさへ 帯 話で 報吿 すれば 秒のを には •をの 區 劃では 襄 が^'^ 
^^ミでる^9。 を寒、 5§する董達§棋と自旬 並びに乘組負 — 畫 f 軍 おと 考 
へられて ゐ た— 相互 S — 蓉 念ち 7 ランス 全 蒙？ 本丰べ まもので あつたと、 がは 信 

を ほど 完備した 要盡が •どぅして ドイツ 軍 Q . ためにを 易忆陷 落された かとい へば •ドイツ 軍が 
迂 罔した からでを ると いえ 迂间 されたならば、 を (堅固な 壓は 空しく 营を •あらぬ 方向に さ 
らした ま.、 何の 巧に 立つ ものでは た (0 

生 產 力の 巧 下につ いては •一 苗 0 年 二ち ギ '•ラ •シヤン ご蠢が 飛行機 製造 能を 巧 
一言 臺忆 達」 たと 議會で 答 辯した も Q 。 •實は 百节も 達して ゐ なかつ た ミム 塞が あ ミ 
ミユご KIC - を • 7 ランスは 季臺〇 愛 S を 必要 李る ことを 巧 望した。 しかし 一を 二 y 
年の ドナンを にょる 一 窒〇臺 •一を 云 ハ 年の コ—卜 案に ょる 一 五 8 茲 •一九 一二 八 年の ギ •ラ •. 
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シヤン ブル 案に ょる 一ニ ハ！ 七 基な どの 备巧算 は 成立した が、 ドナン 菜は 一九 s 六 年に 至る も 完巧サ 
ず、 コート 案は 案の ま、 怠業して 豫算 をな ひ盡し •ギ •ラ •シヤン ブル 案は 巧 化した 巧、 フランス 
の 丹 産は 僅かに 四十 一基に 過ぎない とい ふ あ 様で あつた。 

をれ に 戟爭勃 發の當 時 •フランスは 約 五る 五十 萬を 巧 員した 0 をの 結果、 工場は 巧 業を 短縮し • 
農村 if 荒 廢に轉 せんとす る 苦情が 巧た ので •を府 では あわて i •が 角完 巧した ばかりの 動員を、 巧 
び 解除して 巧 五十 萬 人を 工場 あび 農が にを 送し な < て はなら なかつ た〇 ために H 場の 生產 能力は • 
巧爭 開始 直前の 八 巧に 較べて 五 巧を 巧 じた 〇 これ も 致 巧と 軍部の 失態に ょる ことは いふまで もな 
ぃ。 

これらの 要素は、 をく フランス をが 戰に 導いた ものでは あるが •もぅ】 つかを 的な 要素を 擧げな 
ければ ならない 0 

左翼の 巧 化 卽ち フランん のが 北は、 同時に 急進 黨を もを めて ち 巧のを 面 的 敗北で あつた 〇右 
翼の 意 凶す ると ころは 勿論 •フランス をして 敗北 させないで 左翼を 滅ぼす ので あつたら ぅが、 しか 
し ホ か 制に 化 まされた フランスを 敗 かさせないで、 ぶ 異を巧 破る じとは 不可能で あ ジた〇 

右異が フランス のが t を 賭しても •ホ 翼の 覆滅を 巧し セ ことは •ホの 事赏 でも 知られる 0 
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一九 四 o 年 六ろ パリ 陷壽 を/ ソ— ルに おける 巧 急 讓の重 •ミイ ガン- 將 軍は 「パリには 
巧に •共產 巧 Q 蓋が 起り •やがて 全 若爱し 4：, うとして ゐ る。 か 忆 7 ランスは 聲 •ドイッと 
薄 かして、 赤の 鎭 堂に 道まなくて はなら をと 主嚴 しち この 際 •時の 內巧 マンデルち 直ちに パ 
リ蠢 庭に 结 話して 「その やうな 妻がない」 旨を 確め、 ゥェイ ガン 将軍の 提案は 暨ご 巧され 
ち だが •ここに マンデル •レイノ ォ の 塞す る 運命は みを されを 0 といへ る。 がかなら •彼等 
は 共に 右異 であつ たけれ どち義 囊を ゼミから である 0 

同じ〜 をの 當時 • ゥ 王 イ ガン 将軍は 昌 直系の 毎秀な 将校を’ すべて 前 おから 引 揚げて を 方を W 
巧と し、 己れ Q 身近 か忆襄 した も ミ はれ ミ C れが 理由と」 ては 「何れは がかと 決まつ た戲巧 W 
において •窠 ホる 11^ 巧な 餐を 無益に 塞に する こもは 囊のお 失で あさ ミ ふ 0》 が •これ. 
ではな 忆前 おにおいて 凳し •または 捕虜と なつた 賓 ころを くう をを いで あらう。 

かし •が 軍の、 むのうち では •フランスの 共 巧 制が 改めら をいならば •自己の 巧 下の 手で R 巧 
する み 意で をつ たとい ム〇 

塞 s 滅ぶ だが フランスは をを 同時 忆華 I 英巧 制は ラヴ アルの^ なる ネ说 ミつ て、 

W びて しまつた。 だかち ゥ ユイ ガン 将軍の ク— デ， 夕ふ么 要を 見ないで 巧んだ わけで ある 0 


ここに 共 か 制と いふじと について 一言す るが， フランスけ 共 巧 制は フランス 大を 命に ょつ て、】 
セ 八 九 年に 生れた もので •第一 一一 共み 制は】 八 セ 〇 年 ナポレオン S 世の セダン 敗戰 のをを うけて をれ 
たので ある 〇 をの 過程は •第一 共 巧 制 •ナボレ オン 帝政、 セち 王朝' 第二 共 巧 欄、 巧 二 帝を、 をれ 
から 第 己 共 巧 制に 達する まで、 いは ゆる フランスの 自由 巧 獲 思想の 岡爭 巧が 展 おされた 0 

をして 共 巧 政治の 四十 年 •第一み 世 巧 大战に 至る 巧 •フランスは 平靜を 巧ち 得た かの やうに 見ぇ 
、る巧巧もないではなかつたが、 前世巧大§の思あ上のお化は， フランスの古創を巧び閱いて^ 巧 
に 一九 so 年が をから 今み の大戰 の勃發 までの 十 年 巧は •フランスを 四 分 笠 裂の 化 態に おらせた の 
でを る 0 

ツ オン 巧 巧 彼等の 第 S 共 巧 制に おする 巧惡は •ペタン 政府が 何ょりも ホに •化戰 を 直ちに > 
同年 七月 S 十日 •最窩 法院を 設けて が 戟の資 任を 問 ふ擧に 巧た ことで 判る であらう 〇第 一二. 共 巧 制の 
ホ 巧を 巧つ た 政治家 Q 殆どが 捕 へられ •獄 にお がれて 斷 罪の 日を 待つ て ゐる〇 また 共産 蘇 前け 議± 
セ十餘 名は、 アフリヵへ 送られた ので あつた 0 

この フランスの 敗戟黄 巧を 裁く ッ オンを 判は •作 巧 問題に も觸れ ず、 戲爭宜 言 ま 任に も 觸れず • 
夕 に曲內 的のを 器 準備の 不足と いふ 極めて 限を された お 巧の 责巧 追究に みめら れ たので ある 0 
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をを における ダラ デイ 王 •ブル.^ ラの 陳述に よ つても j 九 二 I 九 年畫 s ランス 軍部の 要 ホに 

をつ く 武器 製造 準備は 藝窠 了を 0、 驚は 軍 Q 薩 準備 護 敵 Q 器 基す る議を 誤つ たも 

いふ ことに 歸 する 〇 ガムラン 將 軍は 武人の 面目と して、 I 切の 辯 誰を 拒を してし まつた ので、 從ク 
て ダラ デイ H など QS が •果して 法律 的忆巧 罪さを か、 否かが 問題で をる。 公判 養 感じは お 
に 裁判を 側が 被吿 であるかの 巧 おを 與 へて わる 0 

をれ に 戴判範 国を •右の 範 困に 限を し セ ことによ つても、 つまり この 裁判は 全く 工作 的な もので 
あり •しかも 敗戰 大詰の ま おを おじた 當 時の 首 巧 レイノ— •內巧 マンデルを 除かした ことによ つて W 
も、 旣に 推知され る事赏 である 〇元ホ •敗戰 貴 巧の 追究は 龍 頭が おに おる のが 常で ある 〇 そして 今 W 
を •證 人の 召喚な どで 波 祝は あらぅ が •結局は 被吿の 辯誰戰 術に 蘭す る 巧 味に おる だけで、 結 ホの . 
つ喻 ない 裁判を •裁判ち がいかに：^ いを つける かが 山で あらぅ 0 

入ち 巧 お 巧 胡 或は 一九 S 六 年に おける 人 巧！ 內閣の 巧 現を もつ て、 クランスの 致命的 痛手 
もな り •をのた めに 闕 巧の 相が は 激化して 產 業は 萎 おし •遂に 今 罔の 敗 巧を 巧く 原 巧に なつた もも 
いふ 〇 じれ も 理由の ある ことで、 フランスの 軍備が をし く 巧 下し •围 がの ±氣 が 巧 巧に 巧禍 してし 
まつた のは •正に この 人が 戰線 巧れ であつ わ 0 - 


しかし 人ち 戰 線を 讚を せしめた ものは •ホ 巧へ’ の 巧 巧 的 攻勢の ためで あつて、 人民 載 線 側から い 
へば r 扭の 自衛手段 であつ セと もい へる 〇ゼが •この 巧 ま 運動が ホ 困 •特に 第 S ィンタ— ナシ ョナ 
ルの 利 巧す ると ころと なつ たがために 甚だしく 非 围家的 要素を 含む ことにな り、 從 つて フランスを 
してが 戟に 導く 大 なる 原 巧 もな つたことは いふまで もない 0 

右の ほかに •第二を の S でも 述べた やうに •フランス 敗戰の 原因を をつ も あげたが •要するに こ 
れらが 綜合して フランスを おを ろし < 弱 巧 化した ことを 知る もき •われわれは 大 なるおぶ の 必要を 
感じない では 得られない であらう 0 . I 

二、 新しき フランスの 建設 ’ 

伊 

を こで •今日の フランス 巧 巧を 見る ことにしょう 0 

巧 內閣の 工作 化 巧 注視の 中に 巧 はれた フランス 組閣 工作は •この 四月 十八 日に 終了して、 閣 
僚 名 巧を ペタン 韵家 首席に 摧 曲した ので ある 0 1 昨年 十二 巧 十 S 日ヴ ィシ— を逐 はれて なが 約 一年 
半 •じこに 再び ラヴ アル 巧は フランス 政府 首席 (首 巧) として 》 フランスな 巧に をのち 腕を がふ こ 
ととな つた 〇卽 ちピ H I ル •ラヴ アルは 政 巧 首席 (巧 相}， かが、 巧 巧 兼 巧 報 巧を 兼 化する ことに 
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&0 たので ある、 

C のかが 巧 巧の 閣員 名 巧 巧 表に 拥 がして、々 のかき 公式 巧 巧を 行つ た 0 

「へ タン 苗 家す おは ラヴ アル 巧と のを •ダルラン 提を とも フランスの 政治 情/勢を を 討した が， 
その 結果 •現 巧の な 巧 巧 構は もはや フランスの 巧 かな 巧の 要 ホす ると ころろ をを しない もの 結論に 
到達した 〇 ダルラン 提を はお 來 ペタン 元帥のを 巧を となるべき おみが 命を 有する ので、 ペタン 元帥 
は ダルラン 提ぞ に フランス 陸 •海 •空 S 軍のを なお 巧權 をを 譲す る こもに 巧を した 〇 かくて ダル ラ 
•ン 塞は •化の 篡ま 項に 拥係 ある 問題が 議 せられる 場合は、 閣議に 崔 する C とを 得る ので あん」 
i いふ 0 

そして， 新巧閣 巧な の翌 十九 日 •ぺ夕 •ン 首席は ラジオを 通じて •軍 •政 兩權の 分 巧を 明らかに 
し， ダルラン •ラヴ アル 巧 巧の 巧 巧を 示し •併せて 围巧の 政府 ま 持を ホめ た 〇をの 巧 旨は ホの かき 
である 0. 

I ■令 囘巧巧 おは 成立し •ラヴ アル 巧が 政治 か 巧の 掌理に 當るこ ともなつ たが •ダルラン 提督は 余 
の 後 巧を として 止まり、 宜つ わがを 田ぶ び 巧 巧 巧 巧 巧の 巧に 當る でを らぅ 0 
みの 二 年 前. > ラヴ アル 巧 もみに フランスの 巧 も悲斯 的な 巧に おいて •フランスの 更生を 保證 すべ 
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き 新 秩序を 避 見した ので ある 0 】 九 四 0 年の 巧 巧 (巧 かか 棋 をを 巧な の當 to も 同様 •今日 われ わ 
れは 再び 手を 握り， 二 年 前に 築いた を 瑶に歸 つて »洲 巧 建の 大巧 命に ぶち 上ク たので わる 0 
されば 困 巧 諸き は •衷 、むょり 政府を ま 持す る やう 巧 望して やまない ものである」 

といつ ち 

じの ラヴ アル 巧閣 のな 巧は •巧 米に 致し 大 なる 巧 巧を 與 へ、 樞軸 側に 巧 巧 的 H & R する であらう と 
いんので， アメリカ はを 巧 輪 送を 中止したり •イギリス はか 巧 使節を お遺しを りした が， フラン K 
では 受附 けないた め •をには が 巧 お 巧 地へ 無を 上陸を するとい ふ 悪な 手段に 巧た ので ある。 さ うで 
なくても、 ラヴ アル 佛首 巧は ドイツの 援助を 仰いで、 ド •ゴ I ル 派に 對 してず 勢に 化る だら うとい 
はれて ゐる〇 , t 

ド •ゴ— ルが ド •ゴ— ル 巧とは •シャルル •ド •ゴ オル 將 軍の 举ゐる •ロン インに 結 巧され 
/ た 自由 フランス 困 巧 委員 含を 指す もので、 今日 フランスが ドイツに ょつ て がれた としても •明日は， 
フランスが かけた その 同じ ホ 法で •ドイツを 巧つ て 見せる とい ふので ある 0 】 九 四 0 年 八ち 七日， 
チヤ— チル 英 首相と •ド •ゴ I ル將 軍との 間には、 が 巧 立した 0 

なは •この ド •ゴ！ ルの ま おした ものは •軍 おの 「速力と がを」 であり •「我 卑と恭 巧 巧」 であ 
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り - よゎみく の戰单 とより 夕 くの 飛 巧な」 であつ た 。彼の 理論は フランス 軍を 嵩首腦 部では 除り 
を 煮し なかつ たが •ドィツでは 眞ホ きに 採 上げて 實 巧に 移された 0 . をれ かに、 ド •ゴ —ル將 長よ を 
にを 器を 與 へて •祖 困を 巧ら せる もい ふ 巧 巧な 運命に 立つ たわけで ある 0 
想起す るに、 一九 四 0 年 巧 巧 •巧 巧が 聪隻 を、 副 首が として ペタン、 內閣 に入閱 した ラヴ アル 巧 
が •新 煮 法を 准を し、 七月 十日の 困を (巧 證法 によるを をの 围會 y でかを された 〇そ して ペタンで 
帥は 翌 十】 日， この 憲法を 公布し •大統領の 战 制を お止して、 自ら フランス 巧 家元 首に 巧 巧した の 
であ ミを じで 共 巧 困季擇 目の 大統領 • 7 ル •へ— ル •ルブランは 消えて な C なり •グル f ブ 
んの 近巧ヴ ィジ ルの 村莊 にがつて 行つた 0 

ペタン 巧 ま 養 客ぐ を かく 了 ペタン 元帥ち 裏 •蠢 QS 蓋に ないた？ ある 

々當 曰の 元帥の 围 巧に 吿 ぐの ラジオ 巧說は •新 フランスの 建設 目 おを 明らかたち ミで お巧夕 
そがで あるから •ぐ こに が 載したい 主 思 ふ 0 

フランス 田 巧よ 0 

國お讓 をはを に 巧 化なる 推力を 附 巧した 〇 みは か何忆 • t れをぞ 施せん とす るれ を 猪を に吿 げ^ 
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ぱ ならない 0 

政府は •フランスが をて 知つ た 最も 困難なる 情勢に 直面し なくて はならない 〇國 巧の 巧 通を 罔な 
し、 み 人を して その 家庭と 勞 働に な歸サ しめ •を稱 を 確が しなくて はならない 0 

平 おを 巧涉し •また 締結し な < て はな •ら ない 〇 じの 最近の 日に おいて •新ら しい 試が が フランス 
に 課せられた 〇イギ スは 長い 同盟を 破つ て •港に 繫留 され、】 が 巧裝を 解除し セ フランス 軍 おを 
突如と して， 攻 がし， これを 破壊した 〇かム る 暴擧は •われわれ のをく 谋 期しな かつた ことで、 正 
當 づける 何もの もない ので ある 0 

イギリス 政府は、 われわれが 軍艦を ドイツ 巧び イタ リヤに 引渡す じと を、 ま 知 するとで も 信じた 
ので あらぅ か〇も しさぅ だと すれば •をれ は 重大な 誤解で ある 0 
われわれが イギリス からを おされて •敵に 對 してした 巧 約を 破る とで も考 へたならば、 をれ もま 
た 誤りで ある 〇フ ランス 海軍には •自ら 防衛す べしとの 命令が 發 せられた 0 勢力の 不均衡に も おら 
ず， わが 海軍は 決が と裘 勇と を もつ て •をのが 令を 實 行した 0 

フランスは •その 英雄的 戰 聞に 敗れ、 あ夕き 困難なる 常牲を 供與し セイ ギリスから •昨日は 棄て 
られ ，今日は 攻 がされて、 運命の 前に 孤立し 直面して ゐる〇 
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し 力し フランスは， が ホに を 的な 信 巧を 保ちつ A 、 をの 勇 巧を 巧 ふべき 新たな 希望を 見 化すで b 


われわれに 巧せられ た巧大 なま 業を 達 巧す るた め •みは 猪 君の 巧 tt を必耍 とする 〇巧 君の 代を を 
は、 諸君の おにおいて •をに これを 與 へち 化 等は 巧を と 同様 •そしてを 自身と 同ち 田 おの お 化 
力が •巧 民を 巧 巧せ しめ クム ある 現が を 改めよう とがした 0 

かくて おは， おらし い 政府を 組 巧した 0 

十二 人の 大臣が 西 巧 行なを 分 巧す るで あらう 〇化 等は •因 おの® 巧なる 事な を 巧な ふ 何人 かの 巧 
巧 化 長に よりて 輔佐され る吿 である 0 

フランスのを 大巧 方には 首 巧 もして 級 誓が おかれよう 〇か < して 巧 巧は、 中々 集な 化される も 巧 
時に 地方 分褚 化される り 

宫公 まは •もはや 從 ホの やうに、 おりに A 壁 ホな 規則 や， 餘り 忆も夕 なの 監 ♦により、 巧 巧を 沮 
害される やうな じとは ないで あらう 〇彼 等は】々 自由に、 一度 巧 巧に® くで あらう 〇し かし 巧 時に 
彼等は その 犯し^ 通ち に對 しては •自ら 資巧 をを はなければ ならない 〇 政府は、 巧を 忆 > 巧す るか 
巧の ある 巧閒 酉を，】 ホを あに 解かす るた めに、 占 巧 地 帝 巧に をの 所を を 狂く,^ もも 0 て ゐる〇 


& の 巧に おして •われわれは 巧に ドィツ 政 巧に 巧して ヴユル サィ ユ义び パリ におけるみ 省の 巧 お 巧 
なの 解放を 要求した 0 

われわれのを 巧は •フランスに その 失つ./^ なの 力を がな せしめる にある 〇フ ランスは あらゆる 
時代を 通じて、 をら 吵る困 民が •そ Q 生かと 隹庚 とが？；^ 確 巧す る忆 要した 單 純なる 諸 原則に が 

ふなかに、 力を 見出す 方法は ない 0 

- ， 

をを は 從ム者 Q 規律が •志 立つ ま S 巧忆 呼應」 •萬 人 星 義が行 さゎた る組璧 つた フ 
ランスを 作らぅ 主 思 ふ 0 

♦ 

あらゆる 方廚 において •が进 に 巧め， をの 能力と 巧结 なかの 何もの も考 なする ことなく •化 等に 
指拌を 委ねたい と 思ん 〇 フランス 武 巧の 巧衡 は、 化 困のを がの 資お である 〇夕 働は ザ 崇 されね ぱな 
ら ない 〇巧磅 ま 本 まを も 西 原れ 含まね は •巧のを を 物と し、 これを 巧が せしめた が •何 ゎ も 同じく 
破爭 なが Q 時代 S する も Q でる る。 馨 Q 一 蓋 楽ず ベ まは •表面 冀爭 する か忆 見ぇ •裏面に 
•おいて 巧提 巧して ねた ころで をる。 をを ち もはやが 等の 議的同 班に ょりて 苦しめを る じ 
もは ないで あらぅ 0 

われわれは 巧 巧に おける 化 巧を 祷除 する •も！： 巧に •エ おや 農 闺の巧 部に おける 不 巧を も 託を し 
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ないで あらう 〇常 おを を 贈した われわれの なをでは •金 巧が がりに， ぶ 役への 奉仕を となり， おみ 
となり •支配の 手段と なつて ゐた〇 われわれは 利润が 有する 强 力な 推進力 •が 約に よりて ち 巧され 
た胜蓄 などを 否認し ようとい ふので はない 0 

巧巧景 巧に よる 不公平を 配分は •もはや おさない とい ふので をる 〇利 巧は 巧が と冒廣 のお價 とし 
ての みを 在す る〇巧 建され た フランスでは •をを は 巧 力の おな としての みを 在す るで をら う 0 
諸君の 巧が はが 護され るで あらう 〇諸 をの ま 庭は 田家の 巧 敬と 巧 巧を うける でを らう 0 
若 おつた フランスは •いを いを とした 危惧に 巧く ことなき 希望を も 0 て、 諸君の むを えたす モ巧 
を ホして なる 〇 フランスは 諸君の 子女の がちに ついて •將 巧に 勤し 失 はれて ゐた信 巧を 諸君に 取戾 
すでを らう。 

フランスの 家庭は 畏い名 春 ある 過 まの 保を をた るで あらう 〇お 庭は 强い困 巧を 作る ぶ 礎で あると 
ころの 舊い 巧々 の德 性を， 時化を 通じて お 持して ゆ < ちがを もつ て ゐる〇 - 
ま 庭の 規律は 巧 巧され ねばならを いりし か •しわれ われの 知る やうに •近代の 靑 年は 靑 ホと 共に 生 
を •その 力を 大 おのう ち •人生の 巧 ひへの がが のた め •健を なぶ 巧の 中に 求める 必 巧が ある 〇われ 
われは、 を こに も、 むする であらう 0 



が 持す ベを 舊 まかが、 巧ら しいち 力に 通 ふちい ieir これらが わがち 巧の お あを お 作る もので あ. 
る 0 

フランスを 磅り とする あらゆる 7 ランス 困 巧 •フランス 困 民を 誇りと する フランス •われわれが 
かを せんとす るのは か i る秩 巧で ある 〇われ われは こ i にを 力を 巧 注す るで あらぅ 〇諸を もまた こ- 
、にがみ 〇該 をを をいで ほしい 0 

お 困は われわれの 巧 < て 、巧せ がつ たを 命を お 保し •美化し •正當 化する ことが 巧 ホる 0 
われわれを フランスに 捧げよぅ 〇フ ランスは 常に •をの 民を が 大に する ことを をれ なかつ たでは 
ないか 0 (まに 井上ち 巧の！ 一によ る】 ♦ 

最近に おける フラン KQ 度植 じの 十一月 牛 五日 •北 阿戰 おで 米英 陣營に 投じた 前 フランス 陸 
诲 軍司令官 ダルランは •ペタン 巧 首な により 巧 逆を もして 正式に、 その 公な】 切を 淚 をされ たので 
をる 0 

されば フランス 困の み义 性を 化ます る 困 家 首 お ペタン 元帥は、 現下の 非常事態に 装み •ラヴ アル. 
を 巧を ダルラン 提 をに 代へ て •巧 家を お 推定 後 巧を にお 名した 〇 これによ つて 「放府 首 おに 對 しを 
法に 王らず して 単に その ミ 名に より 法を を 制を し 法令を 度 ホす るな 限を 附與 す」 もい ふこと で、 ラ 


ヴァル さ 相は 苗を 雙理の 全 權が委 巧され た© である 〇 そして、 內巧 のな 迸が 三 • s 巧 はれた。 

ところが •アメリヵ 軍の 化 阿 侵 1< なが、 フランス 隆海 巧當 局の 「信 巧すべからざる」 態 まに 巧し， 
ドィッ 軍は 二十 セ日ッ ー P ン軍 おに 進を し •ヴ ィシ— 政府に おし 全 巧 軍の ザ 散を 裝が 除を 要 ホ 
したので ある。 ために ッ — a ン 港に あつた フランス 巧 おは •フランス 海 巧の 手に ょつ て 軍 維ぶ び 船 
がを 全部 自沈 もしくは 破壞 する をに 出た© である 〇 をの 中には 戰巧 ストラス ブル グ、 ダンケルク (各 
二 萬 六 千 トン) などが を まれて ゐ ると いふ 0 - 

この 巧の 事情を •ヒット ラ— ながから ペタンす 巧へ をした 菁簡で 詳しぐ 述べて が、 そのぅち 
の】 節に， ，. 

「某提 をは 十】 巧 十一 日 •ッ I « ン 軍港に おける フランス 巧 おが 如何なる か 敵のを 擊 におしても 
を 載す る だら ぅと 約束しながら、 翌 十二 日には 巧 ホ兩围 海軍が 族の 上陸を る 場合に •断じて 發 砲し 
ではならない との 軍 命令を フランス 巧 おに 出して 巧 於を なつた AlHN がを る〇 その他、 か 戰 Wi ! を 反 
の實 例は 巧々 お 見され てゐ る」 、 

とい ふ。 をして 巧が 兩 西は フランスの 植民地を 巧 壌 せんとす るが かき 意® は 毛頭 抱いて ねない が 
ま 情 止む を 巧ざる 昏を强 調して ゐる〇 フランス のが 巧は またまた 切を してね る 0 
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第ぶ 章な をへ 急ぐ ィギリスの 苦闆 


一、 イギリスの 沒落 過程 

英 w 巧 イギリス 本 困の 面 读は約 十四 萬 五 千方キ a であり •をの 人口は 四千 六 百 おに 過ぎない 
夕 その他の 領 -H •がち 巧 巧 7 ジャ洲 • 7 7 リヵ 洲 •米 洲 •大洋 洲 などに 直つ てゐ ると ころの、 
その 法 面 巧は 巧に 本 围の百 四十 巧餘 にも ぶんで ゐ るので をり •をの お 人口は 本 國の九 倍に 當る とい 
ふが 態で ある 0 ほ、 英 聯邦 (ブリ テツ シユ • n ン モン ゥ エルぇ) の 構ぶ は、 英帝國 —— 大ブリ テ 
ン 巧び 北部 アイ ル テン ド •お 巧諸强 •アイ ル •ォブ マン •巧を 巧 •保護領 あび 巧領 •インド •ビル 
マが あり •自洽 巧 — ヵナダ •才— スト リア* ュユー •ジー ランド •南阿、 エア ルが ある 〇も つと 
も、 大 東亞 戰爭 にょつ て じれが を 巧を 變化サ しめた こ 主は いふまで もない 0 

じの 地 巧を 面積の 四 分の 一を 占める 英帝 巧は •十六 世紀な 前は ョ —n ツ パの-端に 偏在す る 島 巧 
として •巧 立を 維持す るのに を々 としてた たもので をつ たが、 僅か S 百年の 巧に、 前記の かき 諸大 
陸に 巧 表 四千 萬 やち キ 》 の領 王を 獲得す るには •をら ゆる 老お 陰な な 巧 謀と 恶虐無 おな 非 人道的 巧 
爲を 逞しぅ した ことは いふまで もない 0 

巧 贼巧巧 ち 困の おかを 展 はおが 行爲 にょつて 始まつ たもので •巧へ ぱ スペイン や ボルト ガル 
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の 商船が お 巧 巧から が 巧を 替ん で歸 つて 來 るのを 待ちを けて 掠 巧したり、 或は 各地の あを 巧つ てが 
物を 巧 化したり して •これで もつ てち おの 當を 築き上げ たので ある 0 しわ もこの 海 巧 行爲は •王公 
その他 からのな 助の 下に 公が に 巧 はれ •その 首 おに ナィトの 巧 化を 巧け たので ある 〇 またを 虔を巧 
める が隸資 買を 殆ど 英 困の 獨 占ま 業と して、 す當な 利益を 读んで 巧つ た 0 
そのを になり、 東亞に 巧手を 伸ばして •み洲 主人を 滅亡 させ、 巧を 人の 自由を 完を にが 奪し •そ 
れ から 支那に おいては 阿片 戟爭を 巧と しては びじり、 遂には 神團 日本に 勤し 侵略の 毒 ザを 磨く に 至 
0 た 経路に ついては、 讀 をが 巧知せられ るで あらぅ から 省く ことにする 0 

「かつて 巧 帝 田に 太陽を せず とか、 七 クの おを す おする 英巧 とか、 世み 的大が 西を 呼號し セ大英 
用 も、 今は をの 多 物語りと 化し まらん もしつ、 ある 〇し かも かくの かき 衰退は、 巧して 巧 S 困の た 
めでな く •英 苗の 思 劣なる 政 巧を の ものの 結果した 運命なる ことを 思へ ば、 ここに 放ながら 一 掏 巧 
巧の 巧を 借さざる を 得ない ホ 第で ある」 

とは 堀 巧 巧 巧 第二 一部 長の 談 であるが， まことに をなる かなと いふべき である 0 
巧 巧 完備を 巧す るた めには， を 源と 生產 力と を 持たねば ならない が •しかし ま 要なる 巧 巧を 族 0 
すべてを 困 內に持 0 とい ふ 困は を おでる る 〇この ィギリス のかき も •十八 •九 世紀に ちつて 他 民族 




の 巧々 を 俊が してみ くの ま 源を 巧 禅した が •その 本 苗には 续 とお 巧 もが ある 化の もので •他の 虽巧 

を おは 何れも おを 越ぇて 運ばねば ならない 〇從 つて 常に 巧ん 巧は お出 巧の 倍な 上に も 當る輸 ん 巧 巧 
を 示して ゐる〇 一 ‘ 

SSM しかも 國 巧のを 综のセ 十五 パ— 七 ントを 海 かから 船で 持ちる むので あり •殊に パン 
の 巧 巧た る 小麥の 八十 セ パ— センを， やはり 船で 運び込まねば ならない 大きな おおが ある 〇 このが 
巧 こを •ィギリスの】 大お 巧で ある 〇 却ち 本 困が 島 巧で ある だけに •第一に を钱の 自給 自 お；^ 巧來 
をい とい ふの が •いは ゆる 大英 帝國 のま 患で ある 0 をして これを 護る のが、 化 ホ 第一を 誇る ィ ギリ 
ス大 おおと 大 商が 嫁で ある こもは •改めて 說〇 まで もなから ぅ 0 
現に •ィギリス のじのを 货 不足は •いょいょ 巧 刻のを を 加へ てゐる にも拘らず •特樓 階級の みが 
未だに 資澤 なを 事を して ゐ るのに 對 し、 围巧 1 おの 不滿が 面 まり， 政府は かを のみ I 價 格が 制を » 
祐 する こもに なつた 0 « ン ドンの レス} ラントは 一週間に 曲す 巧 巧の おを も 制限され、】 がに をの 
巧が あしく 巧ち て 巧た。 をして ま、 夕を の價 がは 五 シリングを 巧 ゆる ことが 巧來ず •をつ S 皿が 上 
は 巧す べんらず もの 禁令を 發す るに 至つ た〇更 にこの 六月 一日からは 巧 半な 巧のを まは お ザら れる 
t とに なつた とい ふ。 

# 
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また ィギリス 人に とりては 夕隐 にかく ことの 巧 巧ない 果物が •一九 四 0 年の ありに 巧 物の 輪 入が 
止つ て W ホ •巧 ど巿 巧に 巧な かつた のが •今年の 二 巧、 がち 二 年 何 ヶ巧ぷ りで、 罐 詰の 巧 物に をり 
づけて 大 をび たした といん 0 . 

曲の 巧 巧 ィギリスの 围 民は 世 巧 中で •最も 巧# された 常讀 のを 達した 田 巧と して 自ら 窩 しも 
して ゐ たので あつた 〇 この 仮面は 果然が がれ •今日の 英围 巧は 口に 巧 おを 唱 へて 腹では 印れ のポヶ 
ットを ふくらます ことに か、 つてね るが、 これでは 戰爭に 勝てる ものでは ない 〇 をの 現 おとして お 
巧を おつて 閣 取引は 横 巧し •昨年 I ヶ 年のを の 件 おは 約】 千 件 •罰金 總 額は 五 巧 五 千 ポンドで をる ^ 
もい ム〇 それがず 年に なつて かますます 顯著 になり •最初の ーヶ月 半で なにが 年】 ヶ 年を 凌駕す る ^ 
もい ふ惡い 盛が である 〇 この】 事を 見ても •いかに 困 民 生活が 不ぞ であるかが 知られる 0 
「巧を 巧 巧」 巧 相 ド— ル トンは、 この 六 巧から 衣料 切符が ぐつ と 切り下げられ たの 對 して • 
「われわれは、 もつ ともつ と 要塞 経 濟を强 める 必要が ある 〇船 なを 巧 ホる だけ 軍需品に 向けねば な 
ら ないから、 軍需 おなかの 一切の みを は 今後、 日を 追 ふて 減 かする のみで ある ことを •巧 巧は 巧 悟 
すべきで をる 0 今 おの 切符の 切り下げ も •ほんの 着替 へを 購ふ におる だけにな つたが •じれ も 巧ち 
に巧搜 しても らふょり 化に ない」 


といつ て •「を 塞 経 巧」 なる 言葉を 綠 をして ゐる〇 

この 切符の がり 下げの 要領と して •男子用 上衣の ダ プル •プレストは 仕な 禁止 •ズボンの 巧り お 
しは 禁 ドら れた〇 

住宅難 も かなり ひどくな つて •最近 五 年な 內の 期間では •まず 借りられ なくなつ たとい ふ 〇まセ 
一九二！ 六 年に セ 十五 ボン ドガつた 貸家が 一九 四】 年には 一千 五ち ボンドに なつた とい ふ 話が ある 0 

巧 巧への ニクの 道 イギリスの 戟時お 巧に ついて、 まる 論を は •大西洋に おける ドイツの 通商 
巧 遠 載が が 化する に 伴 ひ •イギリス はを 粗 不足の ために •おがに おる に 違 ひない と豫 測して ゐる〇 
ま實 •イギリスの 大 なるおが の 一つは •このを 巧の 自給 不巧 であり、 從 つてを 巧への 大きな 道と も 
いへ る 0 • 、 . 

しかし •また 考 へよう によれば •イギリス はこの 巧 巧を 表面化 させない セめ に •他の あらゆる も 
のを 樓牲 にしても を 巧 自給に 力を 注ぐ であらう から、 これで もつ て イギリスが 忽ち 參 る' と 見る の 
は 早計で あらう とい ふ 見 ホも戍 化つ 〇案か 持ちぶ たへ る ことが 出 巧る かも 知れない 0 

けだし •わがな おの 活理 によつ て •琪洲 の 食な 品が 化は 巧 ど 不能に ちつた とはいへ •大西洋を へ 
ゼ てた カナダ， アメリカ •アルゼンチンな どには* 小 まを はじめみ 種の 食 巧が 巿 端を ホめ て •み 地 
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のを 頭に 山 巧され てね ると いふの だから •これらを イギリスが «ん する ためには、 か 巧なる 船舶 0 
巧 巧を 巧つ てで も 巧な する であらう 〇をれ だけに •を 巧 品 巧 保の ために 巧す る 化 舶の大 なる 無理は、 
化の 方面に 現れる 結果になる わけで ある 〇 がち 船な の 不足は •を 巧 品の 側面に 現れるな がに •軍 霜 
品 生を に 必要と する 原 巧みを， 或は 直接 軍 おおを お 送し 來る ことに 困 巧を 生 ホる こもに ならう 0 
この 巧に こを、 イギリス 本 巧が 軍需 資お として 石炭を 除く ほか 巧 ど 見る ベを ものがない とい ム， 
イギリス 巧 時 経 巧のを か 的な おがを 白日 下に さらされる ことになる 〇 その 最後の 日 も •近頃の 巧 か 
陣 をのち 米に おする 通商 破 おぶ のお烈 さから 見る ち 近い 將巧 であらう も 思ん 0 

■耍資 巧 イギリスは 重要を 煩の 自給 華の ない おから 見れば •アメリカに ホぐ 世 巧 巧 一一 化で あ 
るが •をれ は 平 巧 時に おける 化が のが 巧が 巧を である 場合を 前提と する もので、 もし ぞ 巧を 失へ ば 
あちを の自お ホは 轉 をす る〇も ころが アメリカは •イギリスとは 反 おな 立澡 であつ て、® 時の 方が 
巧つ て 有利と なる •たぐし 南方 ま おの 重要 さを ちへ に 入れない での 話で ある 〇巧ち アメリカが や 時 
にあり ては •カナダ や メキ シ n •その他 あ 接 諸 困の 物資を •わがの の やうに 自由に おり a む わけに 
は ゆかない が，® 巧 下の 今日では わがみの やうに 自由に 取ゥ这 むこ もが 化 來る〇 巧に カナダ あび 中 
巧 米のを おの 话 どを 巧は •アメリカの 手中に ある も 同じが 態で •しかもを のをは 巧 當に大 なる もの 
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- しかるに •巧 巧から 切り 巧され た イギリス 本 困は •みじめな もので •食 粗品 生産 0 貧 おさは いふ 
JH でもな く •金 巧ぶ び 非 金 绿鑛產 物に おいても •同じく 貧飄巧 まる ものである 0 
をれ は 石 お •续 巧* 石油から ヴ アナ デュ ム •モ リブ テンに 至る 二十 四 種 おの 重要 巧 物 巧が のぅち • 
イギリス 本 凶で 産は される のは •一九 一三 セ 年の 實猜で 見る と、 续鑛 •鉛な •巧 巧、 グン グ ステン 巧 > 
西が 錄 •石 おの 六 種類で をつ て •石油 > 朗 城を おめ として •をとの 十八 巧 おはを 化を 無で ある。 
イギリスの 巧 物资賴 もして •一九 S 八 年の 年產は - - 
おお ニニ セ ，0 1 五 •一二 0 八 トン 
•《巧， 一 r 八 五 九 •一九 ー トン 

巧な 六 •セ 六】、 000 トン ' . 

お 油 四 五 五、 六 九 六 ，000 ガロン 
であつて •巧な は 世 巧 第 四 化に •おおは 世が 第二 をんで ゐる〇 

巧れ 罷巧 ところで •本年 四 •おち 頃から 巧り かけて たた イギリス 巧が 巧 業が ホ 巧に 擴 大して 
巧 巧 にんる もを の規 巧は 巧 どを 巧を お ほひ •巧に じれが ホ 洲 にまで 致ぶ するとい 0 たみをで •が 化 



に ましむ ち 本 苗を 人を 揉へ を がらせた 0 • 

これが 原 巧 もい ふのは， 軍需工場の 巧 お ま ばかりた ft 待して， 本當 になの 下の 力持ちと なつて ゐ 
る 巧が まを をつ ちのけに したため •巧 巧 巧 巧者が 俄が 勞 巧の 值 上げを 巧 ホした ことに 端を 逛 して ゐ 


ところが •をれ でなくても 勞巧 爭議が 年中行事の 一つと なつて ゐる ィギリスに、 最近は 要路の 人 
がで 大 々左 かぶれが あるた め、 特に 解かが 困 巧に なつて ホた 巧 向が をる 〇 がしろ】 千五百 萬 トンの 
おお 不足では、 今冬の 軍需工業が 不能 力になる ので、 應召 兵を 解除し. て t れを ぶず とわ、 或は 巧 a 
軍隊 制度なる ものを 創^して 勞巧 をはす ベて 軍法の 適用を 受けし める とか、 更にを 巧 巧を 政府の ま 
酷 下に おくと か、 いろいろな 案を をて たが •それでも 解み を 見る ことが 出來 ない 0 
•チヤー チル もを に 巧を 巧り • I 週最 ほち 銀 八十 S シリング 制を 認め V 1 應爭議 は 解かの 形と なつ 
た〇 なほ 當 初の 爭 おを 側の 要 ホ 賃銀は 最巧 八十 五 シリング 保證 でを つた 〇を して 七月】 日から 石 あ 
をを 1 して •全 英围 おな をが 府 自ら 接收 しその ま お 下に おく ことにな つたので、 依が 利潤追求に 
ホ も 日 もない § 資本家が 滿 足して •が府 の 管理ち 替に 甘んじる か •どぅか 頗る お閒 である o'. 

お 巧に みぐ ィギリス 本 巧で 有 あなを おで あるが 鑛が •この やぅな 狀態 であるかち をの 他の 重 巧 
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る 巧に おける 自 おのが 巧が 非 巧に 惠 いじ もは、 推して かるべ をで ある 0 

現を の 换洲大 座の 情勢では •巧 ど イギリスを お 毎して たる あ樣 だから、 が 巧の 輪ん も 思 ふやう に 
をらず 巧を にま墳 にち つて ゐる P . 

アン グ〇 サクソンは ，比較的 辛抱 巧い 巧 族で あると いへ ども • A はずには ホを て をれ ない な 上， 
船な が不 ぶして 巧る にがつて、 ホづ输 ん をなら すべく お隹 なくされる ものは 巧 お 生を 用の'! g 巧みを 
巧び 同を がで あつても •食替 g を滅ら すわけ にはい かない 0 

これらの 閣 巧から 見て •長 巧 及に わける イギリスの 巧 おは、 先づ船 巧の 不 足れら， をれ が 直ちに 
を 巧 軍お產 業の おが 安が にが g して、 がれて 巧く 巧 おを 辿る のでは ないかと 思ん 〇を 巧の 苦 おに 耐 
へ かわて 手を 擧げ るのは •その 次 ダ 化な もので、 それだけの 巧 巧が 講ぜられて わるので はなから う 
かも おへる ので ホる 0 

このを 巧の 苦 巧と 軍需 資材の 巧乏 もの •いづれ がが になり をに なつて イギリスが 巧 巧す るれ、 見 
ホに ょつ てまに する であらう 0 

一一、 イギリスの 戟爭を 巧の »算 - 
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イザ リ义 の麵 iPk イギリスの 本 ^ の 豫算は •最化 •巧 « 巧 ゥッドが 議會で 巧ました が •をの 
软 後は 巧が をのが がを なす 所 巧 巧が •巧に 巧 巧に 達して 引上げられな いので、 遂に 免 お 率を 引 上 
げ •その 化り 閒接 おを 大幅 引上げを したじ もで をる 〇卽 ちぶ 牵巧巧 お •巧に 巧 ホ 累進 巧を 得 息と し 
た イギリスが それにな 詰つ て、 を ホな 大衆な 巧に 巧つ たじと が 注目され る 0 

9 化 看へ 所；！^ 巧 近は 貧お勞 かをから 所得 稅を激 かする ことにな つたが • C れ について 政府 
で 出版した 「巧 巧を 用が 得 巧 問 巧」 とい ム パンフレットで， 「大變 なを 搶 だが •じの 大戰爭 に 勝つ 
ために」 を 巧 調して ゐる〇 N 

そして 極めて 平易に、 困 家の 今日の 巧資 は】 日 一千ー ニち 游 ポンドで， をの 六 分の 五が 載 爭教に 使 
はれて ねる こと •一千 人の 巧 用人を 有する エ巧 ではを 巧 用人が 年 S 巧 五 千 ボンドの 所得 稚を 納める 
ことになるが •これ だけのを が あれば •政府は】 巧 間に 一個 づ 、阻ま おなが 造れる し、 六 個の 大型 
破 甲 爆弾 か タンクの エンジン】 巧が 选れる 0 】 ヶ 巧には コ I ヴ ユット お 二を 乃至は 二百 巧の リヴ エ 
ット •これは 福逐 度二隻 分な 上で ある 0 或は 巧 巧が ス ピット フ アイ ャ J の ユン ジンと が銳 、一年に 
すれぱお軍が阔機セ獲力至はスピ ットファイャ—巧四巧、 或は普通の大型な彈セ百セ十七個を进る 
ことが 出來 ると •細々 と 並べて 所 巧 巧 ば 巧い が 巧め ては しいと 泣を ついて ゐる〇 
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だが ー ホ. 物ぶ がまの 巧 巧は、 政府のを 種を 巧に も 巧らず ますますが しくなる とい ムネ に 困り 
はてて ゐる〇 

- 

巧爭塞 巧の まィ ギリ K が 今を 一年間に •戰爭 を 巧の ために 資す 金は • 1 おを 巧を 含み 六十 
ぶな ボンド (巧價 約 千ち セ 十 ほ 曲 •昨年より 十が ボンド 增 加) とい ふ 巧 大な見 巧り でを る〇こ のう 
ち アメリヵからの おお 巧與 •ヵナダの がを 後 巧 •海 ル お 请度分 •その他で 償 はれる ものを 差 引いて 
四十 おお ボンドの 谋 がが 計上され た 0 

これに 應 じて 困 巧收乂 二十 四 億 ポンイ •公を 及びな 算 かおんは 二十 一億 ポンドが 計上され、 この 
うち お 化ん は 二十 二な 四千 四百 萬 ポンドで、 うち】 巧五卞 巧 ポンドは 增稅 による 〇卽ち 巧 巧の 四十 
九 パー セントを 巧 金で 賄 ふ もので、 この ホは 1 が 年 巧の S 十 S パー セント •昨年度の 四十 パ— 七ン 
卜 よりを かに 离 いので ある 0 

增 我され たもの のうち •巧 おに 煤す る. 我の ほかに！ 所得 我の 免稅 巧を 巧みを 迎給云 十 セシル リ シ- 
グ 六へ ンス よ^ニ ポンドに 、き！^ ニ ポンド 十 セシル リング 六 ペン ス より S ポンドに •子供 一人を 
るを 四 ポンドに 、二人 ある 畫ポン ドに 引 上で 巧 お 女子の 免 巧 おを 年 四十 五 ポンド-から 军ポン 
f 忙 引上げた ので ある 0 
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，おが 巧 買 力の 巧收 は、 おの 供給の 調節と 巧を がまた る 手段と なる が •化の 供 おはます i す试 少し， 

; 巧 蓄も不 巧 澄で あるな 上 •ィンフレ 危機に 直面して わる 狀態 である 0 - 

とにかく 热 支出 六十 五 億 ポンドに おする •困 庫收乂 二十 四 億と いふ 莫大な 開を は •か 西の 借金と. 
財を のまを ひでをつ て ゐる老 大圃の 前途 こそ、 まだ、 心細い もので をる 〇し かも、 ィギリスは 旣 に】 

、.化 四 一年 (昭が 十ち 年 ご 二 巧には、 戰爭を 巧の 能力を 失 ひかけ てゐ たのち アメリカの 武器 貸與法 
にょつ て 辛ぅじて ま へられた ものである 0 

アメリカの 誤つ たお 巧 巧 巧 アメリカの 對英 援助には •大きな 誤算が ある 〇ブ メリ カ自賠 がかい 
，爭 に參 加し ないで、 また アメリカが 他闽の 攻擊を 受けない 場合で なら， アメリカの 經巧 力を して ィ . " 
ギリスの 戰鬧 力に 役立てる こもが 巧 ホた であらぅ 〇し かし 現在、 アメリカ 自身が 戰爭行 巧に 入る に 
•及んで は •谋 期しない 多くの 缺陷を 巧け てし まつた わけで ある 〇 ' 

アメリカの解濟力はィギリスょりも^^上に、 戰爭經巧編巧がを你されてゐない〇 まわをの有する 
巧霜資 がを 戰爭を 行に 用 ふる 準備が •更にし でな かつた 〇 をの 蕃 しい 例と しては •を も豐 宵なる 巧 
.巧を 源で ある 石油の お 送 力の 不お にがんで ゐ るので も 知れる。’ 

アメリカの 困な 養 その わ 字を あげれば •アメリカ 政府の 經 巧は 一九 四 0 年 (六月 末に 化る】 


には 約 九十な ドルに 近く， 困 巧费は 十五な 八モ巧 ドルで をつ た 0 

しかるに 一 化 凹 一年 度には、 お 巧 百 二十 七 僚 ドルを 超ぇ. 圃巧資 はち 十二 億 ドルを^ ぇた 0 

更に 一九 四！ 一年 (六 巧 末に 終る 心には、 お 巧豫算 二百 四十 五 億 ドルを 超ぇ •.困 巧 费は百 八十 億 V 
ルに ました 0 

• ク 

本年】 丹には 更に 百 八十 億 ドルの 追加 豫算が 要求され た 0 

一九 四 S 年を (六ち ままで} 豫算 は、 本年 一巧の 大統領 敎 害に 示された を 出 五 百 化 十億 ドルに 始 
まつて、 をのを 巧 一二の 追加 豫算要 ホと なつて 》 四月 末までに 巧に 一九 四 S 年を な 算はセ 百 八十 廢ド 
ル忆 達する もい ふ有樣 である 0 - - 

しかし •この 兵 巧の が 巧 帯 要を えたせ る だけの 經巧 力が をつ てゐ るかと いふに •決してを つては 
ねない ので ある 0 1 九 四 一一 年度 巧算 はが 褐 のかく であるが、 本年 S 巧までに 巧 ザの 使用 巧 類は 約 二 
巧 億 ドルで あつで、 そのぅち 巧 巧 寶が約 百 五十 お ドルで あると いふ 〇卽ち 財な お耍 をす たじ 得る を 
を 力が •巧算 巧に 伴は ない t とを お 巧して ゐる〇 

困巧费 Q ま 巧は 本年 一巧 忆は 二十 巧 ドル •巧に 言には 一一 一十一、 療 ドル •音忆 は I 二十 五 お五卞 一- 
巧 巧 ドルに まして わる 〇巧ま 十 ヶ月の 度 費 ホ 巧 巧は 二百 二十】 巧 S 千な ドルに 達する もい ふ 0 



これが ために •巧 巧 收入增 かを 田る のに ホ增 巧を w 巧した が、 その ま 巧が 巧の 大巧々 は 公な でを 
る〇 をの 巧巧 現在 商は ~ 九 四 0 年 六月 ホに が 四百 S 十值 であつ たのが •四】 年 六 巧 ホには お 四百 九 
十 巧 ドルに 巧く •更に 本年 六 丹 ホには 七ち 五十 巧 ドルを おえる 始末で ある 0 

この 大規 巧の 公 巧 巧 巧の 巧 用に も团巧 をげ いて わる 〇 昨年 冗 巧ょり 本年 四 巧に 至る‘ J ケ年 巧に， 
米 苗 政府の 巧 巧は 約 百 七十 億 ドルを 4 加した のに おして •がかに 五十 S 巧 八 千乂巧 萬 ドルが 消化 さ 
れ たに 述 ぎない 狀巧 である 0 、 

そこで •物 まぶび 巧 務に對 する 戰爭 資材の 說耍が 急がに 巧 加して •現在の 供給 巧 力を を かにな え 
てゐ るので ある 〇い ひか へれば 直接 軍需 ぷび 間接 軍需 生產は •を 材と巧 力との 不 おに 巧がん で ゐる〇 
をれ にも おらず 活 要が 急速に お 加し •な 巧を 金は 公 巧を がが としてみ 巧には らま かれて ゐる〇 しか 
も その 公 街が 化に ょる 政府を 金 巧 おは 僅かな をを に 止まつ て ゐる始 ホで あるから •當が •アメリカ 

經巧 はがな 手段を 原動力と して インフレの ホ 向に 進まざる を 得ない こもになる 0 

# 

ために •ル— ズヴ H ルトの インフレ 巧 制 お 巧の 提案が 現 はれた が、 こじに ホ 困 財政の 大規 巧なる 
戰 爭な算 巧を 巧が •未だ ま 化されて ねない ことに 注を ずべき である 〇 をのな 算に 準備され てゐ るを 
巧を 金が、 今を を 巧に 支 化される につれ て •インフレの 巧 制は 不可能と ならざる t 得ない ので ある 0 
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それ故に •アイリ カが かくの 如く 直 巧の おな 資金を もつ て駐爭 をを 行す る 用な わりと いつて、 卜 
困に 示 巧し 得る と思ム ならば 大 なる 見當速 ひで ある 〇こ のま 巧に 卽 して、 インフレ にょる 巧 巧が f - 
をを 失 ひ， 從 つて アメリカの 戰爭 能力に 巧 結を 巧す 原因 A なる ので ある 0 
巧 ホの なれ 巧 ここに 至りて' アメ* r 力の ま 持に ょつ て戰爭 能力を 巧 持して ゐる イギリスが， 
アメリカの 戰爭お 巧 力で もつ て •いかなる 程度の 授 助を 得られる かがを が 的 問題で ある 0 

を 面の 事態に おいてち 米ち いづた 巧 巧が あるか ミへ ば、 イギ .リスの 战爭 能力の. 瞧巧 性の ホ 
が 早く 現 はれる じと になら う 0 

もつ とも イギリスが 城爭 能力を 失へ ば、 アメミ も抗戟 力を 失を とに ならう 。現ち イギリス 
, は 巧 力を もつ て巧爭 をを 巧し 巧 なくなつ て わるが、 アメリカ もまた イギリスを 離 I ては 巧 ttc ホイ 
て 戰爭を 巧の 能力は ない のでを る〇 これが 全く 腐れ 綠と いふので あらう 0 
化 ホ 誰 力の か 巧 アメリカの 經巧 力が、 イギリスの 戰巧 力に 役な てるには、 第一 •にア メリ •力 > 
ら イギリスへ 巧 器 巧び を 料 おな どが 巧 送され ねばならない 0 
そこで イギリスの 戰爭 能力な を ものは •その 制 海 推が 確が されて ねた 場合を 前提と ずる じと. にを 
る〇例 へば 反 ナチ スの 論を • 7 ミ タ •ステ ル ごルヒ C かきは’ ホ 0 やうな ことを いふ 0 
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「巧 西 海軍と 商船 おとは 英 巧の 戰爭を 巧に おける ニクの かを 的 要因で をる。 英困 海軍は 四つの 異 
度る 海洋 —— 化 お、 大西洋 •地中海 •太平洋 —— で 放と 巧戰 する こもになる でぁらう 〇英田 海軍 佔 
巧爭 のを お だけでなく •英圓 お 巧は をの 必要と する 物を の 供給を 確が しなければ ならぬ ••それを な 
く すれば 英围は 崩 壌す るで ぁらう」 

誰でも イギリスの 長期 戰爭の 能力は •をの 制 お權を 前提と する が •しかしを の 前提が 杏を される 
か、 またを かされた 場合には、 從 つて 結論を 修正 甘ねば ならない 〇 それに、 前記の ステルン ペル ヒ 
はち 困 海軍が 凹つ の 海上に おいて 載 ふといつ てゐ るが •インド洋の 制 海 權を失 ふこと には 言 巧して 
ゎない ° ， 

インド洋の 制 お 巧を 失へ ば •イギリス 本 主に 對 する インド 及び 巧が ょりの 巧 巧が 不可能^ なるこ 
とは かれて ゐる〇 ためにみ 洲 は、 英本困 巧び 米 巧に おがを ホめ て わる 〇 それ どころ か、 をに インド 
本 ± さへ も 失は わ ばなら ない 當 がの 巧 目に 追这 まれて しま クた〇 

かう した ことから 巧 本 巧が •インドと おがのを 巧を •をのが 爭 能力の 巧 おに 巧 用 レ 得る 可能性は 
失 はれて わる 0 

ホに •巧 巧曲屬 巧の 支 巧が お 化すれば •專ら 米 國の巧 巧 力の ま 持を 力と たのまねば ならない 〇だ 


- 

から ホ！！！ 巧 府の資 をを •巧 お巧與 をを 通じて 使用す る こもになる わけ ホ あ-る 〇 けれども 米 困の 匯巧 
力は •巧に 參戰 して ゐる もので あり > 巧に 日 ホとの 戰爭 によつ てが がを 里 わて ゐ るな 上* 自 困の 找 
爭力巧 巧に おはれて ゐる 始末で ある 0 

そのを しいな かの お 巧 力の】 巧を 的いて 巧へ る 巧 おや 食料品 も •大西洋で ドィツ 潜水 度の ために 
をし く 制限され てし まひ •その お 送 力を 確保す るが 海 権は 失つ て ゐる〇 • 

.結論す るに、 英米の 戰爭 能力は ホづ 、ち 困の 巧 巧 力を 戰巧 力に みへ ように も おな 力の か乏 によつ 
て 困難に なり、 ホいで 英巧 のがな 力の 肤 f 米 困の 財政 乎 段を 通じて 補 巧し ようとしても、， 米巧自 W 
巧 も 必要に 迫られで をり、 またち 困へ お 送の 途 も遮斷 されつ、 をる といん、 八ぶ まりのを 媒 にわか ^ 
れてゐ る 0 • 

だから •害の 幫力 がまへ る こもは、 米 困を 脅かして をの 城爭經 勇を 期め る賓 になる 〇わ * 
うした 英米が をに 現 はれた® 爭 能力は、 旣 にこの 巧巧拥 なのを 展湿 程を 進みつ、 あるの が、 今日 0 
兩 田の 現が である。 

一二、 失 ひつ、 ある ィギリス 制海權 


A 


イギリスは 「造船業は 世み 無比 •お 上 王と 巧せられ る」 とれ、 また 「海軍は 强大 、商船 もサ 巧を 
巧の 凡そ S 々の 一を 有する」 とかい ふこと が、 ながは れいれいしく 書かれた ものである 〇巧 程、 第 
一一み 世界 戰爭の 直前まで はおに おける 力、 がち 船と 巧の 锁海權 、いひ か へれば 通 巧と 海軍 力とは 大 
なる もので あつたに 相違ない 〇 しがし 大と いふ 巧 值は •必ずしも おとい ふ 宵を を 意味す るに 限つ た 
ものでは ない 〇 をれ どじろ か、 おを が大 なる ためにが つて 質を を 低下させる のに 役立つ こも さへ あ 
り 得る 0 

今日の イギリス のが 態は •これを か 度に 示して わるので ある 0 の數 がみいだ けに •わが 大東 — 
巧載爭 のために •また 欺洲 では ドイツ、 イタ リヤ のために •イギリスの 海軍 力は 刻一刻とを をへの - 
淵に わち こみつ、 ある 始末で ある 0 

巧 世 巧 大戦に おける イギリスの 巧 巧 この 前の 化 巧大戲 のとき •ドイツは この イギリス 海軍を 
g 滅 して 海上 權を剝 奪すべく •一九 一 五 年 一 一巧 四日の 潜水艦 宣言で、 U ボ—卜 を 盛に 巧 巧， させ、】 

が】 七 年 一巧 一二 十一 日からは 無制限が 水 お 戰の擧 に 巧た ので あつた 〇 をの 効果は 巧 面、 一一 巧には 五 
十 S 歲 トン、 S 巧には ス十巧 トン •四 巧には 實に 八十 七 溝 トンと いふ 巧 船が、 U ボート のために お 
の 巧 骨と 化して しまつた 〇 をして シ A ス 巧を が 「今や イギリス 因內 にを 在す るを 笛は、 巧 かに S 巧 



M を まへ るに 巧ぎ ない」 主い ふ， どたんばにまで イギリスは 追が 詰められ たので ある 0 

それほど まを に活弹 した ドイツ 洽水 おが • I 九 一七 年 四 巧の# 巧 巧 巧 八十 セ 巧 トンを レコ— ドに 
しで、 段々 と® 果を をして しまつた 〇 それで 結局 イギリスは あはれ たの だが •思へ ば ドイツ もしで 
は 巧し いこと をした ものである 0 、 

じれには いろいろの 理由は あるが， 軍事 評論家の 中には 「ドイツが •通商 破遠戰 によつ てイ ギリ 
K を 屈服 させよう とし セのは が 道で ある 〇お 全な 兵 巧 思想から 見れば •直接 または 間接に 敵の 通商 
を 保護して むる をを をが 滅 する ことが、 通 巧 破 巧を やる 前に 採るべき 仕までは ないか」 といつ て* 
ドイツ 谱水 おを 非難した もの も あつた 0 

しかし •前 大戰 における ドイツ おおの 勢力は •イギリスの 六 割し かな かつた の だから. 堂々 も戰 
クても お 巧は ない と觀 念した ので、 を じで ドイツは じボ I 卜を なち •なお 除を 一巧 また 一が と 巧め 
て 巧つ て •大 おお ホ 方の 勢力が ぶ 角に なつた む、 大み戰 に 巧ようと いふ 作 戰が畫 であつ た〇と ころ 
が •イギリス おおは 坡據地 スヵパ •-フ 01 に 迷げ かくれ •港口には 巧 水 度 巧 巧 巧を お 重に はりめぐ 
らして しまつた の だから、 U ポ I 卜も しては 手の 巧し やうが なかつ た〇 ちれが ために •通 巧 巧 巧 巧 
一本を に 出る よりかに なわつ たので ある 0 
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しれし •今 ホ 0 世 巧大戰 においては •今日の ドイッ 海軍 力は •イギリス 海軍 力の 六 分の 一し 力を 
いの だから •直接 ま セは 間接に おの 通商を 巧 護す る 軍 巧を 攀 がする ことは をみ でない 〇 だが 掛 を さ 
へ あれば •ロイヤル •オー 'ルを 化め た ull 十六 おや、 フッドを 巧め た ビスマルク 焼の やうな こと も 
やク ての ける が， をの ほかには 直接 商船を 沈める 通商 破 壤戟を 煤る 必要が どうしてもを るので ある 0 
このが 水を の お だが •前の 大戲 勃發 前には •大狸 U ボート は S 十六を しかな かつた が， 大戰 中に 
ち S 十六 隻もお 加して 百 セ 十二 隻 となり •また 中型 •小型の UB ポ—卜 は 巧 五十 S 隻だ つたが •九 
十 ムハ隻 新造され た 二百 四十 化を となつ た〇 じれら 大型 •小型 四百. 二十 一隻の ドイッ 懲水 巧が •思 ひ 
のま i 「北海の 城」 も 荒れな つて イギリスを 脅かした ので ある 0 

ヒット ラー 緒が の演說 にょれば， 前大戟 では S 巧 四十 S 隻 となつ てね るが •一日 一隻の おで 巧え 
て 巧く ので ある 〇 ドイッの 工業 力で もつて 五 百 トン、 セち 五十 トンと いふ 小型の ものなら •をれ 化 
は 可能で あらう 0 

なほ， このじボート驳を巧けるとじろの、 强力なドイッ空軍が通商巧填我に力を合せることはい 
A まで もない 〇 m 
英米の 軍な 巧 ISR 數 今 •イギリスの 海軍 巧 巧 g 巧數を 見る に •ま 力 お， 化 空母 巧 •巡洋 お 
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(甲な •乙を 麵ち 治水ち 水上 璧 まどを をせ て 一二ち 四 巧、！！ ちち 一二 十 j 巧 八 チ $ 九 
トンと なつて ゐる〇 

また アメリカの 海軍 巧ぶ « おおを 見る に、 それは S 百 九十 一まで •總巧 巧は 百 S 十四 巧 セモ S 百 
セ 十 トン もな つて ゐる〇 

これらは 昭巧十 冗 年 九月 現在の もの だから •をの 後に なつで、 當 時建进 中の もの •または ホな エ 
の ものが， 今日では 巧 巧に 加 へられた であらぅ 0 

巧 米の 紀舶數 ホ忆イ ギリ KQ 腊 おは •を Q まな 辜 四百 军 さ、 爱な二 千 百 二十 一 養 
千 二百 ス 十ー トンで あり、 また ア メリ， 力の 船が は •その 隻巧 S 千 S 百 セ 十五で •組 W か卞 二ち 萬 S 
千 一一 十八 トンで るる 〇 これは 昭巧 十四 年の 調查 でを るから •そのを に 至り 何れも 增 加した こもで あ 
らクり 

じれら 0 お 字は が 記の 如く わが 海 巧に より •また ドイツ， イタ リ卞 海軍に よりて、 巧當滅 かし 
たことは いふまで もな ぶ •が 蓄芙 米では 一切を 巧话 りして •詳しい お まを しないを 不明では 
あるが かなりな 數 4 が おのが 巧と 化した ことは •をの 1 がを かる こもに よ つても 大 おを 推 巧す る 
こもが 巧 ホよぅ 0 
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0*满 •かの 通商 植 giflK 昭巧十 セ 年 セち 十八 日の 大本な 巧ま忆 よれば •巧 田が 軍が 巧ぶな 巧 
擊巧 巧した か 田 側 船舶は 合 か 云 百ムハ 十六 巧 •ち 九十 S 萬 置 千 トンで & ちちに 同を 一十 八日の 巧 ま 
によれば ，米み 巧岸ピ 葬つた 八 巧， セ 巧】 千 トンで あるのを 加 へれば， わが 巧 函巧巧 巧 壤の栽 巧は 
ちに S 巧 セ 十四 隻 、二百 お 巧 千 トン 忆 なり •ーヶ月 平均 二十 あち トンに 上つ てゐ るので ある 0 

ドイツ 側の 通商 巧 お® 果は •(前記 八十 八 頁の ものは 今年 キ歲 の® 果を 示した もの y 開 戲な來 本 
年 六 巧 末までに 卞五百 六十 四 萬 トンと 發 表されて をり、 イタ リヤ 側の® 果は •本年 四月 四日の 公 ま 
によれば、 S 巧までの 擊 沈ち 萬 トン •擊巧 六十 九隻 •をのを に 至りても 巧當 の® 果を巧 得して ゐる 
ので， 兮 日まで ち 五十 巧 トン 內 かを 擊 化して ねる ものと 推算す る 0 

な 上 •日 獨伊巧 軸 側の 找 巧を 輪 合すれば (巧 化 萬 トン) 

日本 二 8 • - 

ドイツ ー六 00 
イタ リ卞 一 五 0 

合 計 一 蓋 0 

しかして 日 巧 伊の 敵 巧 壌 力は を 丹 百な トンに 上つ てを り •このを 勢は 將來 ますます 價借 なく 
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度閱 される ことは いふまで もない 0 

ネ巧大 獲前當 時の 巧 ホ W 數 イギリスは 今み 大戰 勃發 前， 大陋 I 一千 百 萬 トンの 船腹を おし (前 
妃 、昭巧 十四 年の 調杳と 同じ}、 をのを ノ ルウ H I 、 デン マ— ク •オランダ •ベル ギ— •フ •.ランス 
猜 困の 船舶を を 下に 收 める と共に、 ドイツ •イタ リヤ 船の 若干^ 拿 柿したり (な 下か閣 がと 巧ぶ)、 
まは 新造船、 膳ん 船な どで 計 千 己 百 萬 トンを 增 加して ゐる〇 

これを 薇 別 すれば (お 化 萬 トン) 一 . 
戰前 保有 11，100 
か闽お 一、 08 
新造船 二 00 
購入 腊 100 
合 計 一二， 四 00 . * 

> - * 

輪 送 能力 これが 合計 S 千 四百 巧 トンのぅ ちから 喪失 船 千 巧ち 巧 トンを 差 引けば， 現有 船腹は 
モ八百 巧 トンと なる わけで あるが、 ち 底に 貨物 輪 送に 當る じと が 齿來る 船腹は •右のぅ ちわら 更に 
軍用 化と かが 岸 用 小型化 もれの かき •か 困 巧る にが ま巧來 ない 船な を 差 引かねば ならない から •お 


巧は せいぜいで 九 百 萬 トン 程 巧に 通ぎ をいで あらう 0 

を こで 一方 •イギリスでは 歐洲 大陸の 封鎖と ス H ズの 通過 困 巧に 伴 ひ •そみ 巧 船は々 ナダ •化 米， 
南米 •南 闊を巧 罔し なければ ならぬ 結果と なつた 〇 じれに ょる 辕送距 巧が 二倍に 延長 されれば •と 
り も 直さず 船腹が 半減した ことを 意味す る もので をる。 • ぃ 

さき 0 船腹 ま 情と お 送 お 賴の延 おとから •ここに イギリスの 物を 輪ん 意を 槪算 して みれば •九 百 
萬 トジの 現有 船は 重を トンに 换算 して、 大粗お トン おの 一 •五倍なる 千 三百 五十 萬 重 置 トンと なク， 
この 重を トンの 一割 引 即ち 千 二ち 十五 衛 トンが 貨物 お 送 能力 (載 貨重鼓 トン) であり、 一二が 诲半 (を 
茹は 一年に S 罔 半を 囘轉 率と する) として S •五を 乘 ずれば 凹 千】 一巧 五十二 萬と なり、 をれ で大體 
現 ぉの イギリス 輪 送 能力は 四千 五 百 萬 トンな 下と 見る のが 至當 であらう 0 

を こで 問題は、 要 おん おと 輪 入 能力との 差 巧が どこまで、 をの 幅を 搬 げた 時に イギリスが 參 るか 
であつ て、 即ち 通商 破 壞戰の 前途 こを 利 目に 値する もので あらう 0 
英米の 進化 能力 更に イギリスの 造 お 能力に ついて、 最近 數 年の 推移を 見れば (巧 化ち トン) 
昭巧 十一 年 八 五 一‘ 、 

十二 年 化 一一 
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十 S 年‘- 10 一二 ， 

小 巧 年 約 六 0 . / . . 
卜五年 (進水 豫 を) 一二 お . 

であるが •まづ 百 萬* ンと 推算され る 0 

この やうな 船腹 事情に ある ィギリス にも 0 て •唯】 の 巧みの 米 困 現有 化は •戦前が 有が 洋船 約】 
千 巧 トン (前記 昭巧 十四 年の 調査と 同じ レのう ち 巧に 二ち お 十 巧 トンを 失 ひ •現在 深刻なる 船な 化 
巧に 喘いで ゐ るが 態で ある 0 、 

をの アメリカの 造船 能力は (巧 化な. トン) 

昭巧 十四 年 二 四 ‘ 

十五 年 四 四 

十六 年 お 100 * ，‘ 

であって， たとへち大な造おか畫を立てたにしても， 巧巧の巧能性は二百巧トン程巧に巧；51„ない 
であらう 0 . .. 

わくして 米英 合計 S 百 巧 トン (これを •か & 々ル さ< 見る 人 も ある 心の 迸 船 能力は， 巧に 百な 卜 
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ンを 喪失 させられる 日 巧 かが かの 通巧玻 巧を® のがには •お 巧に 水で しか あク 得ない こもは 化を で 
ある 0 

アメリカは 現を， 軍 巧 •商船、 巧 馬な をの 他で 巨 巧を 支 化しで ゐ るが、 これは が 上の が晝 ばかり 
でな く、 その 幾分は ち 現して わる もしても •太平洋 •大西洋の 藻屑を じしら へて ゐ るに 巧 ダない 〇 
しかも，. をのが 上計 « では 、今 明年度に 二 千 S 百 萬 トンの 整を 建造す る ことにな つて わるが、 巧 
實は 昨年 中に 百 八 萬 トンし か 建を して ゐ ない 〇 チヤ— チルの おおかるべき である 0 

「ィザ リスは もぅ 技 目 だ」 をれ かに こを •かつては 大 東亞 戰の 直前 •シン ガポ— ルに ありて A 
BCD 包 菌陣の 結 巧に 暗 巧した •ラン カスタ— 公領 巧 ダフ •ク ーバが ラジオ 放送で、 かぅ 述べて ゐ 
る。 i 

「ィギリス 帝國は 八方 危 おにさら されて ゐる〇 困 民は がのを 夕 がし ぱ< 勝利を 得る のを 不思議 
に 思つ て ゐる〇 しかしを の 理由 お 見の ために 王立 委員 會を 作る 必要な どは をくない 〇か洲 •アジ 
卞 、アフリカの 英帝团 領± を 同時に M する には •現在の ものょりも S 蒙英 海軍と 十倍の 英 空軍 
を 必要と する のゼ〇 しかし 殘 念ながら •巧围 巧は かんる 大兵 力を 持して ゐな いのを 悲しむ」 

と 本音を 化いて ゐる〇 • * 
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ホは 悲お 的で あらう が， 英 困は 現にみ からみへ も 巧 ± た 失 ひつ ム あり •また 樞抽 图に對 する 蹄 合 巧 
の 指導 褚も •英韵 巧 巧 も •.皆 ワシントンへ 移りつ、 あるから である」 

もい ふ。 

これは 米國の 優位性を ホ認し •ち英 巧の ま路を 悲しんで ゐ るの だが •しかし 日本は、 をの 米 困の 
優 化 性 さへ 巧に 認め だいの だから •これ こそ 巧に 無敵、 が 巧なる ことを 證巧 立て、 わる わけで をる 0 
が 巧 巧の 披巧 いかに 空軍の 威力が 斑 進した 今日と いへ ども、 制 海 おの 傾 値は 少しも ほ 下す る 
ものでは ない 〇 事が •マレ I 作截 における 敵の 冗 傷者 •が 巧の 合計が、 開戰な 時に 半島に あつ セ 兵 
數 とほぐ 一致 するとい ふのは、 マレ— 沖海戰 において 英困 東洋な おがが 滅 さた 英 困が インド洋が 
柬の 制が 權を まつた がた めで ある 〇 がち 海 巧 植民地 紐を が， 授軍來 ^ .賴 むは 神の み、 と 巧 巧を 巧 
したので あつた e 

一昨年 お、 フランス 崩 壌の 直後 •今にも ドイツ 軍が 侵入して 來 るかと 全英閨 巧が 怯ぇて ゐた 巧ち 
もし 英闽 海岸の イギリス 海 巧 ま おが 一一 十四げ 問 だけ 崩れたら、 どうな つたで あらう と •米 巧の 一軍 
ま 評論家が 萬いて ゐる〇 

だから、 たと へ 弱小に なつた とはいへ 英 海軍が まだ 存在す るな 上、 また 通な 船舶が 殘 つて ゐる W 
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上、 或る 眼をまで は巧づ ことが 出來 るで あらう が •をれ は 時 巧の 問 短に 湿 ダない 〇 もつ とも •アメ 
リカに 過分の 依な を か g わるれ ら •まだ いくらか 腰が 强 いとは いへ、 これと て やはり 程を の 問 酉 
で、 太ぞ洋 における 日ち 大西洋に おける 巧 伊の 话强な 巧 巧に よつ て、 アメリカが 巧 器 輪 送な ど© 
ために 锥牲を 多く 巧せ ぱ、 がする じと になる は 必定 •さう なれば イギリスは 困 巧の 食料 か乏と 
巧に 國巧 不備から、 自 墓が に 至る は 當が〇 結果で ある 0 

ドイツ 空軍が •イギリス 本 王 巧擊を 一日の 巧べ 巧 巧 二百が でも 0 て、 何 ヶ月 も 連が しで 巧つ セの 
ゼ が、 遂に 手を あげさせる ことは 巧來 なかつ た 0 .一 

空軍 だけで 手を 巧げ さ^ため しは •どこの 酉で もま ガ 巧いた こもがない 〇 もれには 隨 軍を 連な 
させわばならない〇 じ〇隆軍〇後ホ連^の確巧はお軍の制おによることはいムまでもない〇 
を こで •かう いふ ことが いへ る〇ド イツでは イギリスの 船 巧の 力を 期め る だけ 站め ておいて、 そ - 
して 一 擧に陸 単 上陸 作戰に 巧ようと する ので あらう 〇ド イツでは 一日で も 邊いゼ け、 をれ だけ 链牲 
を少く 効果を 大 にして、 攻略し ようとす る 化に を ひない 0 . 

つまり •イギリス •の 制 海 權を夕 へば、 第一に 困つ て來 るのは を 料 •第二に 巧 器が アメリカから 來 
なくなる 〇こ たがためには アメリカの お 送 船を 獨 伊が おたねば ならない 〇 をして 巧 劣を 示し かけた 


とき 上陸 巧戟に 出て 攻略す る もい ふの が、 巧く 常識的な 方を であらぅ 0 

しかし イギリス といへ ども •これまでの 歴巧も あり、 また 强大 困を 誇つ $ 前 •最 をまで 頑 度れ 
るだけ巧張りもしょぅし、 あらゆる老お4^外交手段を弄してまで、 をの補强巧を|^^るであらぅ0 
をれ 故に •イギリスを をを させる には •加速を 的忆攻 おの 手を 加へ て •みら 制 海 權を給 少し， こ 
れ をを つて 孤立せ しめ •をして じり 巧に 陷らサ て 巧けば* 即ち 食 巧と 留巧 資源と に 困つ て 巧れ ミ 
自壞 作用を 起す に 至る であらぅ 0 

この 薑 作用を 早めた ものは •いふまで もな くわが 霞 海 巧の 威力に ょる もので、 やがては 漂 W 
がの ス H ズ、 n — カサス 方面の 作 戰が腊 調に 進展して、 日， 獨 、かが インド洋で 手を 捏る ころに を ‘ 
れば •イギリスの 海洋 支 巧は をく 巧 ホして、 ここに 崩墳 する ことは 明々 白々 である 0 

イす乏 塞 をれ がわめ 忆 ’イギ は 制海権 奚ふ U とを 愛を。 焦つ て • 7 メリ カを 

ネ 用す るのに 汲々 としてね る じと が •珊瑚海 海戲 において 如 巧に 示して なる 〇 がち 大本 替お軍 巧 旨 
部 謀な、 平 出英夫 大佐の 報吿 放送の 中に， . • 
「ここで 巧 巧の あるのは •珊瑚海 海戟 における 米英 おおの 作 巧 行動を 日本側と して 比較 硏究 する 
ち實に 面白い 差異の あるじと である 〇 をれ は海戰 にまで' その 困 巧 性が 現れて ゐ ると いんこ 主で 






あつて •英閣 おおは 英國 民の 老 なさを 进お なく 敏摧し •米 閨腹隊 を お 先棒に 利 巧して 》 自分は なる 
ベく 危險を 避ける 巧 動を' とつて ゐる〇 例へ ぱ米幽 の カリフ ホル ニヤ 型が が 化されて 英 固の ゥォス パ 
ィトが 乂扔 偽の ま、 逃げ失せて ゐ るの も •また 濛娜 側の 飛行機が 殆ど 梅 力して ねな いのもを の 明白 
な證 被で ある 〇ン - 

一方 米 闽侧は •英國 に比べる と •お 人よ しとで もい ふか、 英國に おだてられて •わが お 鋒の 正面 
に 出て 來て •一を 魅 命に なつて、 力闻 して ひどい 目に 遭つ て わるの がは つきり と 見られる ので わ 
る〇 殊にが 空な お 機の 塔乘 おは •化な 巧 敢に鬧 つた やう だが •がを 部 除指禪 をの ホが はどうす る じ 
とも 出來 ず、 みすみす やり 巧つ て 大敗を 喫して ねる のが 明瞭に 現れて ゐ る」 

とを る 〇 

これによ りても • S 巧 年の 巧 華の 夢を なつた 大英帝 國は過 まの お 巧に 過ぎない もので を 0 て、 曾 
0 ての 日英：！： 熙破 巧の 首唱を の】 人で ある チヤ— チルが， シン ガボー ルの 陷 をは 日本 巧 民の 根み に 
よるので あらう と述懷 したと いふが， 旣に遲 しでを る 0 

チヤー チルの 惟み' この チヤ— チル 首 巧の 圖太 さには •か々 あ をれ るり】 九 四 一年 •ギリシャ 
で大 化した 巧は、 自ら 信 巧を 謀を に 問ん て、 四 四セ结 S で 大朦し •シン ガポ ール陷 をの おには、 を 


い* 
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西を 手薄に したから だと 辯 巧して、 自ら 信任を 議 をに 閒 ひ、 四 六 0 のを 貪 j 致で 大勝した 〇 ホには 
この セ 月 I 日 •二日に ちつて •化 阳敗戰 は 司令官 リッチ— の 寅に 歸 レて、 不信な 案を 四 セ五對 二ぶ 
で 大勝した 〇 もつ とも 下院に S 百 七十 名を 占める 保守 黛が 反 チヤ— チルに ならない なと •チヤ— チ 
ル內閣 はな 絞し、 ますます 樞軸閔 側の ために 窮地に 追 ひ 込まれる であらう が •結局、 イギリスは 一 了 
くと ころまで 巧く ょりかに 途 はないで あらう ひ 

をれ にもう】 ついひた いこもが ある 〇 チヤ！ チルが 昨年 八月 •プリンス •ォブ •ゥェ .1 ル ズ渡上 
で ル— ズヴ H ルト と抑談 した 頃は •まだ 日本を 威强 すれば 戰爭 にはなる まいと •强 がつ てゐ たから 
巧國は •表面上では ホ 國も對 等の やうな 地 ホを 占めて ゐた〇 

ところが、 大ホ 巧戰爭 の勃發 で、 イギリス •は 太平洋 •インド洋 における 廣大な 領± を アメリヵに、' 
保管して 巧は ねばならな < なつた 〇た ごし アメリヵ 海軍 力と いへ ども •巧 珠馈の 大巧 おが ホ •巧唉 
甲裴が なくなつ たとは 知りながら， イギリスの 朗り 方が 一巧 巧 だしい から •チヤ— チルは ル— ズヴ 
エル ト に. は 頭が 上らない わけで ある 0 • 

これに 反し， 獨 が 兩甚 頭^ か談 は、 いつも 双方で 阅 巧に 出掛ける が、 ル— ズ ヴェル トは 昨年 十二 
巧 も 今年 六月 も •チヤ I チルを ワシントンに 呼ぴ つけて ゐる〇 これが おむ ものと 頼まれる ものと 0 - 
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一、 アメリヵの 軍人 氣質 

、 

現 巧巧吿 二 0 义 野を 平氏の 現が 報吿の 中に •左の かき】 節が ある 0 
「こんなにみ くの 敵 兵が ねて •しかも 綺銳 なお 器を 擁しながら •何 かに 戰は ぅと しないの か〇を 
れは 日本の 兵 除で ある 私には 如何にしても 誌 解出來 にくい ことで あつた 〇米比 軍に とつて は 戰爭も 
一種の ス ボ—ッ であるが かく 思 はれる 〇 やれる だけ やつて 勝 食が つけば ヶ ロリと して わる 〇彼 には 
巧を なて 巧に 對 するとい ム巧劍 な 気持は なく， 常に 自分の 生命の ホ だけは を 全で ある ことを 考 へて 
たる。 

われわれの 部 除が 巧が すると、 彼等は 最後まで 巧 劇 銃を 打ち •眼前に 來た われわれの お険を まへ 
て智 いてから をを 舉げて 捕虜になる 〇 終りまで お抗 すれば 命も危 いので、 投降し さへ すれば 命は ぞ 
をゼ もい ふ 巧の ょい 考へ 方で ある 〇彼 等は 兵隊と しての 誇りな どは 全く 持つ てね ない の だ 〇撇虜 に 
なつた 彼等の きまつて いふ ことは、 いつ 巧虜な 畳になる かとい ふこと である 〇將 巧な どで も 姉 巧に 
なると 呑氣な もので、 冗談を たたいたり •お 世 おを いつたり • _1 n /\ 笑 つたり して わる 0 

マリ ペレスの 街 にんつ た 時には 十五 •六 名の 教將お 困が、 を 達の 宿營 して ゐ ると ころに 來た〇 ホ 
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困 人で 大佐 や 中佐な ども ゐた〇 その 大佐が 日本語を 敎 ヘス これと いふ 〇 何を M く かと 思 ふと 「水を 
下さい •御飯を 下さい」， とい ふみ 本 語を 巧つ て おきたい とい ふので あつた 〇 をの シャア^^ しわ 様 
子を 見て、 唾を かけて やりたい 氣 がした」 

また •この やぅな 一節 も ある 0 - 
「を かし かつた のは 米國 兵と フイ リツ ピン 兵との 關 係で、 米 比 軍は もとょり 米 兵が じれを 指 謀し 
を 部の 畜分 菜國舊 であつ たらしい が、 一様に 投降して 姉虜 になつ て 見る ち 彼等は まるで 他. 
人 同 ± である 0 すでに 第一線は フイ リツ ピン おば かりだつ た ホ 困 兵は を 方に ば 力り 巧つ て 盛ん パ 
に督戰 して ゐ ちまた 错が などの 滞充 を々 でな く •フイ ミ ピン 兵は 殆どを ふや 食は ずに ゐ るの W 
に •米國 一ち ょ卜 分を 物を とつて ねたし •給料な ども 同 階 紋にゐ て ホ 困 兵と フイ リツ ピン 兵と ではが 
绞の 差が あつて、 フイ* = 'ツ ピン 兵の 閒 では 巧當の 不滿が あつたら しいが そ"^ は內部 的な もので 
が猜 的な 叛亂の 起る とい ふやぅな ことは な かづた 0 

おは あ 熱 S 頭ち 曲 蘇の 深い 光景に 接しち 多くの 米 比 おの 投降者が 列を なして やつて ホた が、 

ホ 道の 傍らに ホる と 水を 飲む ため 忆 、彼等は をれ^ 水简を ぶら下げて 一列 忆 並んだ。 をのが には 
フイ リツ ピン おと アメリカ 兵が まじつ てね たが •その 巧の アメリカ 兵の 誰矣 フイ ミ ピン 兵を を 


捆 しにし ようとは しな かつた 0 

まだ 化 等が 投降し ない 前は アメリカ、 フイ リツ ピン 軍の 中にはす ベて アメリカ 兵が 何でも 優先 權 
を拖り •フイ ミ ピン 兵は 酷使され てを 遇しに されて ゐ たの だ。 とこを 今’ 敗楚 軍隊と なると 
共ち 彼等 寧 等に なつた。 米 兵の 中には 瘦もゐ たが、 自 《の 前に ゐる 兵卒の 7 イミ ビン 兵を 
のけよう ともせず •おと 表く 順番を 待つ てゐ ちち 巧つ て さう いふ 時には フイ ミ ピン おの 優 
巧を 認めて ゐる やうに さへ 見えち をれ は 彼等が 無意識の 中に •日本 巧と フイ リツ ピン 巧とは 同じ 
巧洋巧 族で をる といん ことを 自 をして ゐ たの かも かれない 0 - 

フミ？； ピン 兵 Q 捕が は、 米 兵 Q 捕 度を 恨めしげ た 晩を。 7 イ リツ ピン 兵は 多く 撑 して 疲 せ；； 
細り ホ 兵は ぶ 色が よかつち 捕虜 收を がに を つても フイ リツ ピン 兵は 疲 勞困備 のはて に、‘ 日に 數 
を 宛 仆れて 行つ たが •米 兵は 倒れる じと もなかつ た」 

この 蹲つ た 軍人 賴 神を 示す ものに、 左記の 如き 事 巧が ある 0 

コレ ヒ ド— 凡 巧を Q 養 パ タ アン 半島は 科秦 画で あり •こヒ ド— ル 要塞は そ Q か 型で 
るる だけに、 地形を 巧み 巧みに 端設 されて あつた 〇 それは 全部 コンク リ—卜 で 固められ、 その 草 さ 
が 約 T ニ インチと いふの だから •わが 空 摸 •拖 巧にたい 閒 もちこた へた 巧 猫 さが 判る 〇 をして 飛了 


巧と を 巧る との 閒 には 巧 下 巧 巧 « ザで 連なを とる やうに なつて をり、 备お をの 中央 地下室が コレ ヒ 
ド.. ル 要塞？ 宫の官 をに なつて むる。 をの 中の 事務室には 夕 おの ボイ ンが あつて、 をの ボタ ご 
クで备 巧 塞に 命令が 下せる やうな 仕組に なつて ゎる 0 ‘ 、 

わが 軍に 降つ たこの コン ヒド I ル 米 比 巧 巧々 官 中蔣ゥ ユ—ン ラィト にがつて 副官 少化 トマス •ド 
クシ ふ 「今度 C そ異軍 Q 敢 力が 腹 0底£ みち 日畫は 不可能と いふ 文字を 知らない 軍 探 だ 0 
ホ 比 軍 Q 中 忆は是 軍 Q 攻 がが 餘り 葵いた め氣が 狂つ たも 0 も お知れず をつ をと 皇軍 0 威力に お 
巧し わので ある 0 ' . 

この コレ ヒ ド-ルの 陷を によ 0 て、 最後の 根城を 失つ た アメリヵ 陸軍 當 局では*" 米 比 軍は 旣 にを 
をを ひ 盛」 彈丸も 射ち 盡」 W 初め 了 降伏」 たので をる」 と 公表」 て、 を だか も 刀 折れ 矢 管る ま 
で頑强 に. 父戰し たかの やうに 宜 傅し、 また コレ ヒ ド— ル 島 嬰 遙の米 比 軍は 陸 おお 合せて 約 六 千ぶ 巧 
であると 稱 し、 敗將ゥ H - ン ラィトな 下 S 閔 軍を 英雄 化して 竊蛾 振りを 稱 讚した もので あつ セ。 

わがが 果 によ リで 暴な ところが、 わが 大本を 發 表の 綜合 戰 おによ つて、 この ホ 軍の デマ 宜 
傳 がを くを 巧され てし まつた 〇卽ち コレ ヒ ド— ル 島 あび マニラ 獨口 比島 要塞 攻略 作戰 において、 
(一) ホ# 一 萬 一一 千 四百 九十 五 (大部分は アメリヵ 兵) 


巧 棠巧ほ 巧ち 四十 

ごごな 獲 品 

(1) 蓋 

(2) 重輕 錢义ぴ 自動な 

(3) 小銳 •聲統 
. 了) 自動 单類 

. で) 飛巧錢 
(足 拖彈 
で^ 機絲 銃禪’ 

夏 错を 


二百 四十 六 巧 
巧 百 八十 五 
五 干 二な 二十 


二百 セ 十 * 

八 • 

十 萬 一二 千發 ' 

八十 九萬發 

少く もも】 萬 人に 對 する ニケ 月 分 


もい ふ戰 おを 收め たので をる 0 

u れを 見 了 も、 襲は るり、 食 密は& り、 兵力は ありながら •戰ム 意 おがな かつた ことが 明白で 
ホる 0 . 

t のことは シン カ ポ—ル 要塞の おを における ィギリス 軍 も 同様で ある 〇 また 前に 遗 ベた ホく 珊巧 


2 な 


おお 戰忆 をり てち 米 霞を 前線 0 戰聞 K 立たせ 了英 度は 背^ 忆 逃げ込んで， そ 0 雑を 避ける とい 
ふ 不誠意ぶ りで あ-つちもぅ 一つは* これ も イギリスぎ であるが、 蔣介石 軍は ピル マの 英巧 軍と な 
同 作戰に 進出した が •その イギリス 軍の 誠意の ない のを 知つ て， 遂に ビルマ 遠征 軍の 總引 揚げを 命 
ずるに 至つ たとい ふこと である 0 

わが マレ ー 方面 お 參謀談 として， 、 

「一を 跟 いのは 支那 兵 •これは 巧 や 巧 値は ない 〇 をのみ がソ聯 兵、 次が イギリス 本 巧 お巧洲 - • 
ち印襄 とい ふ 順が でぁる。 窠の大 載 爭を考 へる 時 •同じ 霍 民族で ぁる 支那が 一番 强 いとい* i 
ふことは】 つの 示唆に なると 思 ふ L W 
と あるが •これには アメリヵ 兵の ことがない 〇した イギリス 畜 兵と 同じ 順化の もので をら- 

ぇ 

1K がの 巧隸 卽ち反 樞姑齒 の 米英は •第】 に 生命の 安を がが 證 されなければ 更に 戰 意がない， 

もし ミが 危險 S され、 ば •なち 降伏し V、 お Q が 生命. の 保を 忆 汲* とす ミ 八 〇危險 におされ 
ると いふ ことは •武器 Q 巧奠 を發禪 する ことが 黑る 最大限 蒙 範菌を 指す 0 で、 をつ て •少しで 
も 惟が のが 力を 發巧 する 餘 地が 縮少 され S ば •直ちに 生命の 危 除を 感じて 手を 擊げ てし まふ 0 


つまり、 機が のか 隸 になり 果てた のが， 强大國 を 誇つ た 米、 或は おの 軍人 氣 質で をる？ 

驟爭 にを 命のを をを 望む やうでは、 戰爭が 巧來る ものでは ない 〇 をれ でゐて ヤン キ— 魂と いふか， 
何事で も 化が】 の レ n I ド ホルダ— になる のを 名 巧 もして •懸賞 附き ならば、 かな.^ 冒險 的な こと 一 
さへ やつての ける 〇 けれども いざ 戰爭 となれば •この 卞ンキ I 魂は 更に おに 化たない 始末で ある 0 
± をを をで 釣る アメリカでは 游軍 志願 おを 裳 集す るのに •世界 見物が 無料で 出 巧る とい ム宜 
傅で 釣らう とする ので も •アメリカ 軍人の 氣 巧を 窺へ るの だが、 珊瑚海 海戰 •ミツ ドゥ ユ—ち 海® 
など 巧 ホぐ 敗戰 にくさり、 伺と かして 古氣 を枕囘 せん ものと 思案の ホ、 この 巧 巧 二十 二日， 米上院 - 
では 巧 水腹 勤務の 古官に ST し 二 削 五分の 加铃 案が 可決した 〇 また 海水 潜水夫に 對 しても 特に 困難な 7 
仕事' または 海底 九十 フィー トな 上に 潜水す る ものには】 時間 五 ドルの 割で 手 當をま 給す る ことに 
なつた とい ふ〇 また セ月 一日な 降實 施す る じ もに なつた おお 法案に ょれば •應召 兵の 铭 給は 巧 額 二， 
十】 ドルから 五十 ドルへ も 二 化な 上には ね 上り •诲か 勤務には 俸給の 二割の 手當 •最下 敍古 をの 年 
俸 千 八 巧 ドルになる もい ム おがで ある 〇ま たかむ ことにな つて ゐる日 喔日 に、 特に 勤務す る將 おに 
はや 巧 日の 倍額を 支給 するとい ふ •われわれから 見れば 巧 巧に しか 思へ ない こもが、 アメリカでは 
巧劍 になつ て、 これで ± おを 鼓舞し ょ、 うとす るの だが、 さて r 金が 欲しい がが も 惜しぃ-の 個人 主 


をに 錬 がされた アメリカ 軍人では， を だ もつ てむ 細い 限りでは をる 0 

二、 アメリカの 資材 鱗鍾 

戰 前の アメリカ 商船 除は •いは ゆる 持てる 國 としては 震し くない 貧弱な 客で あつち さを に 
記し わ 船 船な 0 ぅちには， お洋船 (先閔 向と 國內 向)、 タン カ ー ( お 油 運送船) 、官有 船 河 用船な 
どを含む〇だが、 しかもをのぅちの二割が上はを^といふ有様でをつた〇 從つてか國化洋化は、 - 
巧 ど ィギリス 船に をん ところが 夕 X •自國 の 船舶 だけで：^ 海上 輸送を 賄 ふこと がす 可能で あつた 0 5 
をれ が、 植軸國 側の ために どしどしが 破され るので、 これを 補 ふに も 造船 能力が 及ばない とい ふ W 
普 おに 惱んで ゐる實 情は、 前に 記した 通りで ある 0 

しかも 米英と もに、 禮 船の 基本 材料なる マンガン あび ボ ー キサ ィドの 大部分を、 これまで 輪ん に 
仰いで ゐ たのが、 今み の 載爭で 停止す るに 至つ たため 大ま 障を 來 して ゐる 始末で ある 0 

巧 上 巧ち ル— ズ ヴェル トの 紙上 計畫 にょれば •本年 あ內に 飛行機 六 巧 戰を凹 萬 五で 對空 

义器 一画を、 來年 芝を ては 飛行機 十二 薑 千' 墅を季 、寶菱 器 憂 幸を 製造す る义 

いふの だが、 をの 原料を 巧 や 巧 力 (みに 熟が 勞働 力) に 著しい 不足を 生ずる だけでなく， 造船 巧は 


お 水 おあび 補助 おおの 建造 •巧 巧 おおの 修繪 などで 手】 が だから •軍備 計靈 とい ひ、 また 造船 計晝 
とい ひたぐ 數 字の 化 上 計算に 過ぎない ので あ* る 0 

それに 最近の 報道に よれば、 _ 相次ぐ 慘 敗に おおせる アメリヵ 政府では、 空軍 戰间 力の 强化攒 えに 
主力を 注ぐ ために •が 空母 艦の 建造に つとめ •新戰 おご ハ 萬 トン 扱 大型 戰お 五隻) の 遮 遊 準備を 中 
止す る ことにし たとい ふ 0 ‘ 

. 資材の 不 化は' 單に金 風 類に 止まらず’ 皇軍の 南太平洋 制 巧に よつ 1 ゴム、 な、 をの 他 里 要なる 
補助 资觀 が不 おする ため •今年 巧の 計盡 はを の 四 分の P ホ 年度に おいては をの 十分の】 も 巧 現 巧 
ホない だら ぅと 見られて ゐる〇 

ゴム 戰 前の アメリヵは 世 巧 第 I の ゴムが 巧 閨 で、 年々 A 十 萬 トンの ゴムを 巧 資して ゐ おもの 
で、 をの 閱 巧が 赞の 九が 五み までは マレ— 及び 荫 巧から 供給して ゐ たのが •大巧 亞我爭 勃 巧に より 
全が それを 徘られ な < なつた おお •政府は 新ら しい ゴム 製品の ストックを 部を、 當 局の 許可が なく 
では 巧る ことを 禁じて しまつた のでを る 0 . - 

この ゴム 不 おは 自動 单 工業に 大きな お 響を 巧へ、 乘巧卑 ぶび トラックの 小戟販 巧は 禁止され •そ 
一れ ら 21^ 需用 白 動单 Q 生産は 全くが 止」 •鼓 近では 民間 白 gu タィャを 幫 する C と忆 なつた の 



IP ある 0 - 一 - 

をれ かに、 議 をでは 合 巧 ゴムを 無制限に 裝迭サ よと 提議す る ものが おて 來た〇 この 合成 ゴム もい 
ム のが 甚だが はしい が 物であつて、 ル ー ズヴ H ルトが 新聞 記を 画との を 見で、 ゴムの 代用品が 潑見 
された といつ たのは， 殺 物から とつた アル n — ルに 化學變 化を 與 へて 合ぶ ゴムを 製造す る もので あ 
.ると 說 明した とい ふ〇 また スタング— ド 石油 會 かでは •ガソリンから ゴムを 製造す る ホ 法を 發 表し 
たと が へられて ゐ るが、 がれに せよ、 專門 家は この種の 合 巧 ゴム 製を の實際 化には 疑閒を 持つ てを 
り •今後 二 年 や S 年 おたなければ 合が ゴムの 大量 製產は 不可能で あらぅ とを て ゐる〇 

錫. 錫の 不足に も アメリヵで はおりが いてむ る 〇每年 平均 十 お トンの 錫を 巧 巧し でゐ たが、 を 
の 中の 四十 五 パ I セントは 巧 詰の 生産に 當 てられて ゐた〇 ところが 皇軍の プ レ— 半島 沿を により， 
查が をの 錫の 輸入 がれ おしたお お •急に 南米の ボリ ヴィ卞 に 錫の 供給を 求めて ゐ るが •肝、 むの 錫の 
製が 工場がない ために 困つ てゐ ると いふ. ことで ある 0 

巧 持 砂 巧で あるが、 これには アメリヵに 深刻な 影 客を 與 へて ゐる 〇比岛 あび 東ィンドから 供 
給して ゐ たのが 忽ちが たれて しまつた ため •平時で さへ 图內の 砂 巧を 產 はを 需要の S 々の 一し かな 
.かつ セのに •戰爭 による 船 化 不足から キユ— •ハ おの 輪ん さへ も思ム やぅに 得られな < なつた お ホで 
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ホる o 、 
をれ で 早く も 昨年 十二 巧には が お 卸 巧 相場に ホ 商 巧が をを め •なぇて 今年の】 巧には】 人 一巧】 
ボン •卜 (四百 五十 グラム) の お 巧お當 制を 實 施した 〇 それでも みばない ので 云ち にんる と， 四月 夕 
卸 窝砂搪 割 當の大 がが を 巧 ふこと になつ た〇 そして 四巧 二十 セ 日より 一週間 か 糖を 販巧 し， をれ な 
後は 切符 糊を 採用す る ことにな つた 0 

「持てる 田 J を 誇つ てた た アタリ ヵに も •生活 必 おおの 切 狩が は 遂に ゆなに おいて 始めた わけで 
ある 〇 これによ る 一 お 巧 衆の すがは いふまで もない 0 ' 

生来 また 日本の 生糸が 輪ん 杜紀 によつて お 靴下が なくなり、 これにが つて ナィロンが 登場し 
たが， を 下 ホ 用の 纖お不 おで じの ナィ a ンも 軍需 用に 優え される じ もに なつて、 四月 一日な 降は 化 
.下がを 部 人 おとい ム ことにな つた 0 i た洋 化の 位 立 •寸法に 制 おがつ けられたり •あらゆる おで 大 
ち 亞巧爭 によるが 響は 甚大な もので わる 0 

おみ ところが •アメリヵ ではを 巧不 おで 梢んで わるのは •ひもり 巧 巧 におけるを 巧 だけで な 
く， 自 苗で 生產 する ものにまで 巧んで ゐる狀 巧で ある 〇 その 代 ま 的な ものは 石油で ある 0 

それは 石油の 生產 がが 少し セからで はなく •油 巧 船の 夕巧 による 不足の ため、 お 送の 木间 滑に を 


^ くので ある 〇米菌 化 お 協 會の發 表に ょると， 昨年 十月 末の 油槽船は 一二 百 五十 集 •一音 六十 萬 トン 
であつ たのが、 をのを， 日 •獨 ，かの 樞 かお 側の 潜水 巧の 巧 巧に ょつて その 五分の 一を 失 ひ、 ため 
にお 油の 餘送 力は や 時の 五十 五 パ I セント •卽ち 約半分に おつた ので ある 0 - 

この 油 構 船の 喪失が お 大したた め •アメリヵ 東部 地方では 巧る お 油 不足に 偕み •最近に 至つ ては 
をに ガ ソザ ン の巧當 制を 實施 する ことにな つた 0 1 遇 一を につき ニ ガロン カ 至 五 ガロンと をめ たの 
だが、】 ホ •良 巧を のが 少と 相俟つてを 通に が* を 生じて ゐる〇 それに 勤 人 ゃ巧務 をは •巧い がか 
に 住宅を 持つ てゐ るので、 おを とられた ため 能率が 上がら なくなつ たとい ふじと である 0 
巧と 錫 ガソリンは 原料の 不足ではなくて 油 巧 化の 不足で あるが， その 油 巧 船の 不足は つまり - 
巧の 不足と いんこと にお 泰 する 〇元來 •ア メリ ホには 銳鐵は あるが 銅が 不足で あむ •といつ て 新設 
工場 も 急場の 役には 立たない 0 

銷も 不足な ので， 銅の 代用品と してを に 银を巧 用して、 、巧が のが 分な などに 用 ひて ゐ ると いふじ 
もで をる 0 

本音を 化乂 されば •民主主義 困の 兵器な を誇稱 してね た アタリ ヵ も •を 我と 同時に 軍備の 不 
おを ホ 揉して が 巧を S めて ゐ るが •この 巧 巧 十五 日の 米 下院に おいて •ル— ズヴ H ルト 大統領は 战 


爭を材 獲得の 困難なる 旨を 訴 へて •左の 如く 演說 した 0 ’ ‘ 

つ 武器 巧與は もはや】 方 的な ものでは なくなつ た 0 アメリカは 夕 量の 資材を 同 酷國に 送つ たが， 
これと 同， 時に 同 班 固から み 量の 物資を 仰いで ゐる〇 なほ アメリカの 工場では •ィギリスで 製作され 
た 工作機械を 使用して わるが •巧に おかから 夕 量の 原料 資材を 仰がねば ならない」 

も中譯 的な 說明 をした 最後に 「アメリカの 海岸は か國 製の 大拖 にょつ て防鐵 されて ゐ る」 と 本音 
を 吐かざる を 得 なくなつ たので fo 

、 

一二、 アメリカの 經濟惡 化 

、 

曾ては ホ 英廓國 が、 をの お大 なる 經巧 力に 物を いはせ て 世界を 支 おして ゐた ところの •をの 板 底 
でぁる 巧 要を 械の 原產 地を、 わが 日本の 城を する ことにょ つて、 逆に 米英 固に おし 終 巧 封鎖を し、 
そして 經巧 的お亂 を招來 さ. せた だけでなく •當 面の 戰爭 における 大 なる 消耗に 支 荫を與 へて をる の 
でを る 0 

ル ー ズヴ H ル トヴ考 へでは、 アメリカが お 巧 的に あ 迫 すれば 日本は 起ち 上る じとは ない とい ふ 見 
ホから •載爭 をす る氣 持は をがなかつた 〇從 つて 物の 戲爭ガ けで 巧ます つもり ゼ つたの が， 日本が 


巧ち 上つ たために 俄に 巧 具 も サわぱ ならず •それに 少しも 準備がない ので、 急に 計 蚕を 始めて な 日 
々々新しい プランが 無力な 謀を にょりて ホ認 されて 巧く 始末で ある 0 
「を さへ あれ ぱ」 とか < アメリヵ人の 氣 持は、 金 さへ 巧せば 何でもす むと 思つ て ゐる簡 をな も 
のだつた 〇巧お ザ 巧で なら 金で 飛 巧 巧 や 秘卑は 造れる し， またを のを おも 勞力 もを あで あらぅ が、 . 
截時 における 了 メリ ヵでは •をれ がすべ て 不可能に なり •また 第一に 組織と いふ ものがなければ な . 
ら ない 0 を こで ル— ズ ヴェル トは 應急處 知で がと かしょぅと •その都度 何々 委貸會 といん ものを 開 

いては わるが、 結局を なみ 巧れ になつ てし まふ 有様で ある 0 1 

5 

ために、 今や 「金 さへ あれば」 の インフレが 議 貪や經 がが の 最大 問題と なつて ゐ るが •物 巧は な - 
日拉昇りでをる〇 ミ ル クが十四パ —セント、 ぺ1コ ンが七十パ1セント》 ，バタ—が二十セハ—七ン 
卜 •織 維 類が •二十 S パ— セント、 や 均して S 十から 四十 パ— セント 0 上昇ぶ りで ある 0 

旣に惡 性 インフレの 徴候が 見えて 來 たのに •さきに 述べた かき 生 巧 必需品の 物價 停止々 を もつて 
を高價 格は まる S 巧 中の 最的 做を な 付けした のでを る 0 これは 今日までに インフレ 抑制の ための 米 
苗 政府が 實 巧した 唯一の 措當 である 0 、 

反 R 巧勞 をる める だが •こんな 不完 をな ものでは みして イン 7 レを 抑制され 得る ものでは な 


< •ますます 困 巧を してす 巧を いだかし むる のに 役立つ だけで をら うヴ をの お まは ル— ズ ヴェル ト 
が アメリカ 困 巧の 怨嗟の 的と なり •，ひいては 反蜡氣 勢を 焉め ると いふ •アメリカを 主の 困 巧を して 
まつし ぐらに 战爭 目的に 向は せようと する 希望と、 正反鲜 のな 某を 生む ことになるで ホら う 0 
じれを か 巧に 示す 例を あげる としよう 0 . ' 

巧 巧の ぶ 巧 昭巧十 セ 年 五 巧 ホの ニユ— ョ—ク がま お 引 所は •ア •メリ カ 始まつ てが 來の 崩落を 
巧 じ •巧 潰の 急を はもと よぇ 工業 株は を 近 セ年閒 のを 性 値を 更にが り、 ス チ— ル 巧が お 巧 ま 
柔株 など もまが ま變 勃巧當 時に 化較 して 五觀 程度の 暴落を 示し、 なほを おを つで ける 模緣 である、 
^ かるは 報じて わる 0 

、じれが 原因は 巧 かとい へば、 アメリカ における 物ま不 おのた めの 人、 む 不安が ホ 巧に 反 巧して、 和 
の人氣 がが たを ちを 呈し たもので をる 0 - ’ 
'しかし •われわれは 物を の 皇宮 淵澤を もつ て 世界に 誇つ て來た アメリカが •ニ ユーョ I クホま ホ 
を 有の 崩を を來 たす までに •物資が か 乏を吿 げてゐ るとは 一 お信じられない やうに 思へ る〇 だが、 
これを 委しく 檢討 すれば •か、 る 先 一灯の 不 まも あながち 行き過ぎと だけでは、 かづ けられない 經巧 
的な 巧綻を 見る こもが できる 0 


.巧 2 . 


なれ 畫な戰 時 tt 角 それは 前に もがべ たかく， アメリカが 急に、 戰時捂 巧に 再編 巧し なければ 
をらない 立 巧に を 巧した ために、 を 目的に おか 畫 なる 巧 時 経 巧 巧 構を 立てた わらで ある 0 

こ-. にい ふまで もない こもだが 現 化の 巧爭は •巧 家な 力驳 でな けれ ぱ ぶらぬ 〇巧爭 における をを 
のが 利を たらん もす るには、 因 家と 田 巧と が完 をに】 おもな つて、 迅速に をつ 强 固に、 しかも 持な 
的に 巧をまで な 力 態勢を 巧つ こを によりて を まるので をる 〇 これ がた めには、 巧め 平時 段階から 準 
化 段階 •準® 段階から 巧戰 段階へ もを 巧して こを •困 巧の な 力が 巧 巧され るに 至る もの だが • じれ 
を アメリカでは •一巧に 巧戰段 巧に 入り •しれ もを の围巧 性とは かけ 離れた とじろ の舉围 一を など 
とは 思 ひも よらる い^もで あらぅ 0 - 

とにかく 米 困な 巧當 巧は 巧 おにな 0 て 曲 巧 巧 巧の 保を に 巧 カムて ゐ るが、 伺 分に も 自由主義と 巧 
ま 主義と •をして 物質 生活の 巧 上と を 建前と してきた アメリカが •今 急に ル— ズヴ H ルトの ホ 望す 
る やぅな 巧 巧 巧 家に 編巧替 へす る ことは 困 巧と いはねば ならない 0 

巧 巧 上の 巧を 巧 をれ 故に •困 巧 態み をが 一せ ねば 玻爭は 不可能で あると いんことは アメリカ 
でも 痛な したと 見えて， 議員が 產ま 巧裁權 とい ふ 重大な 椎 限を ル— ズ ヴェル トに 巧へ セので ある 0 
VI れ によつ てを 產 業に、 を 巧 巧 生活に •截爭 お 制へ と 切を へを 巧び かけて、 日 巧 伊が 滅 のために 一 
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* な 巧 進し ょうとす るの が •彼の 目的の すべて だ あらう 0 

長た な戰费 卽ち 「持てる 圍」 を該 示す る アメリカの お 巧 力を もつ て •直ち 忆軍ま 力を 卽 巧す 
る ことは 大きな 誤りで ある 〇 をの 戰费を やたらに 發 表する が •前に 「アメリカの 图 巧寶」 の もじろ 
で 述べた やう K 憂を 計上」 てゐ る。」 を 政府 Q 雲 5 れ ば’； 9 为 Q 戰费は 前忆も 述べた 
が 現在】 日ぞ 均一 億 S 千な ドル、 本年 ままでに は 二で 億 ドルに 達する ものと 見られる 〇 もし 金で も 
つて 勝利が 腺へ るイ のなら、 アメリカは 確赏 にか 巧 最强の 困 家と いへ るで あらう 0 
しかし 問題は， ち 額の 豫 巧を 如何に 消化 L •また 如何に 物な を 調節して、 軍備を え實 する ことが 巧 
來 るかで あり •同時に この 豫 巧が もたらす 國 巧を 巧への 度 迫 •不 をを 如が にして 巧來る 限り 鼓 小 限 
をに 止め 巧ら れ るかで ある 〇 じれに ょつ て 見れば、 アメリカ 明年度の 軍 151.^ は* をの 國巧所 巧の E 
十五 パ— セント 强に當 ると いム〇 いづれ にしても 、たぐ 勝ちが かう 主して 截贊を ばらまく だけの 能 
で、 やがては 自ら 苦しむ のが おちで あらう 0 

巧稅 とな 巧度サ しかし アメリカが •ぞ 巧から 急に 戰爭に 突入した 事情から 見て、 ここに 大き 
な 避 調が アメリカ 國 巧の 生 巧に ぶんだ こ. とはい ふまで もない 〇 をれ は 第一に お稅 であり •第二に な 
巧 脫货の 問題で をる 0 
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今年 s さ 二日 敎表爹 增稚 案に ょれば •所得 我は や 均 巧 割の 增齊 消費 おも 大幅の 增稅 となる 0 
で >- これが 围巧 生活に お咨 する ことは 深刻な ものに 違 ひない 〇巧働 省の 發 表では •生 巧 费お數 が 昨 
年 一一 丹】 00 •九が •本年 二月には 旣 に】 一二 •六に 上つ てね るので ある わら，、 (しかし 事實 は、 
前記の やぅ にもつと 上つ てね るが) もに かくを 巧が 得を は巧當 を 厳を 感ずる ことになる 0 

しかし 問 超は、】 板 物 便の 水準に 重大なる 關 係を 有する もころ の 農産物の 價格か 巧で ある 〇 これ 
を アメリカ 準 錫 調を の 農産物 價格指 おに ょれば、 j 九 九 年の 獨 英開戰 W ホ 本年を までに、 農産物 
は實に 六十 五 パ— セントの 大幅の 上騰を 示し •をのぅ ち 四十 九 パ— セントが' ここ} 年間に おける 騰 
貴と なつて 現れて ゐ るので ある 〇 この 農村 ィンフレの 數盜 は、 當が 一 お 物價へ 波ぶ し •ひいては 閣 
巧を 活を替 がする こもになる 0 

「凡— 大 ヴェル トま 生を おか」 こじに おいて ル— ズヴ H ルト 大統領は •過 お •議 かに 特別が 苗 
を 送り、 閑 巧を 巧 規正を 强 調した ので ある 〇 いは ゆる 「ル— ズヴ H ルト まを 巧 設計」 或は 「ル大 が 
領の ィンフレ 防止 敎嘗 J などと 名づ けられて ねる ものである 0 - 
彼は をの 要旨と して - 
「われわれの 少數の 敵は が戟 ^4 おける あらゆる 利益を 占めて をり， われわれ はお 力 あび 巧 霜 おに 
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巧して お 勢を 確立す るまでの 巧 巧は、 辛い が 化 や 重大な 填 失を 堪へ おんで 巧わねば ならぬ」 

とて •アメリカが 大 東亞 緖戰 にお レて あらゆる 利益の 喪失した ことを 確認し、 更に、 

「眞 珠说 事件の 後 •アメリカが 採用した を 巧 的 軍需 生 產計晝 を、 もし 二 年な 前に 提案され たと し 
たなら ば •大 多 數の 人々 にょつ て 否を される に 違 ひない ほど 大規模な もので をる 0 

この 龙大 なる 計盡は •産業， 巧 働 •農業 あび 金 就の 各 おに 互り 編が をを 來 すじとは 必が であり， 
百つ おお 一人々々 あびみ 家庭の 日常生活 用 式を 破壊すべく •しかも をれ が 現在 あび 將來 にち つて お 
< ことを 覺悟 せねば ならぬ」 、 

と アメリカの 國 民の 前途 やう やく 多難なる ことを 示唆し、， をして 、 

「今み 戟爭 では 生活 费の昂 度は •前 大戰當 時の 島騰と 同様 上昇を 示し モゐ る」 

とて， われわれは 生活 费を えみに 切 詰めねば インフレの 招來 する ことを 苦にして ゐる〇 
「生活 巧は 巧を • I 九 S 九 年が な來】 巧 五分の 馬 脆を 示して ゐ るが、 (これ もが 記 0 やうに、 も 
クと擇 巧して ゐ るが) •これを 今後 二 年の 巧に 八 割 •九 おとを 騰 する ことを 阻止せ ねばならな ^0 1 
巧 間 毎に •ーケ 丹 毎に 上昇して は、 巧 輪 袋は 小 巧 物 便の 昂騰に 追 ひつかず， 巧 おはを おもして だん 
だん 巧 さになる ばかんで ある 〇 もし 物 巧が 貴 巧 すれば 城爭は 何十 麽と いふ 巧に 上 能す るで あらう」 
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もが 說し •これが おがと して •ホの 諸 巧を 巧 本 原則として かを したので ぁる 0 

一、 里— 我方 か —— ま づ重稅 を 課する とも， をの 方法と して 個人 及び 會 をの 利益を 合理的な 率に 維 
持し なければ ならぬ々 

二、 最巧價 格の みを —— 巧 巧者 •載 造 業を •卸資 業を などが 貸 入れる 物資の 價 なにを 商 限を 設 を- 
す ると 共に、 を 巧に ちつて 地が •家賃に も 同钱の 限を を設 をす る こと 0 . • 

S •貸を 固を —— み 個人が をの 勤勞 におして 受ける 報酬を をを せしめる こと 0 

四、 的' 產构俏 固 巧 —— 農 巧が をの ± 地から 生産す る 農作物に 對 する 價 格を 巧を せしめる こと 0 

五、 戰 時な 潰の 巧喊 —— を アメリヵの 閔 巧に 對 する 生活必需品 W' かの 購入は なるべく 差控 へ、 經 ^ 
巧を 節約し •勝ち 拔く セめ のな 活の 購入に 充てる やぅに 獎献 する こと 0 

六， 生活 必要品 切な 制 —— 不足せ る 必需品の 全面的 統制を 巧 施し、 騰貝 力を 有するな 格 階 おのみ 
に これら 商品の 流入す るを 抑へ、 一般が 巧を へず 等に 配給す る 機構を を備 する こと 0 
セ •浮動 購買力の 巧收 —— 掛 巧ぶ ツ 月賦 制 おの 阻止 •金錢 をの 他の 倩務お 巧を 勸 ホし •これにょ 
つて 購巧 をの 過剩 購入を 節約し > 公 巧の 購入に 巧なら しむる こと 0 * 

な 上の 七 ヶ條に 要約され る 特別 敎 萬の 巧な を^つて 「余は これら セつ の 方法が •いづれ も 生活 巧 


の 巧が にみ 大の巧 お ある ことを 廣 V/； 認められる ものと 確信す る」 と 力んで ゐる始 ホで ある 0 

立 をれ た アイリ カ けれども •をれ は 六寶十 菊、 旣に遲 しで ある 〇 われに 經巧 封鎖を して 開 巧 
を餘 おなくさ せながら •が戰 に立遲 れたア メリ' 力は すべての 部門に 立遲れ たので あ^ •從 つ； J 閣巧 
おが 再編が にも 立遲れ たので ある 0 - 

四、 アメリカの 弱點- 

現 V せの ない なを 機のを ま 目 巧 さきに 「立 遲れた アメリカ」 の 理由を 述べた が、 での 立遲れ 
に對 しても •あくまで 自悔に 狸い アメリカ， では •ル 大統領の いふ 「兵力ぶ び 軍需品に 拥 して 形勢を 
一巧す るに 足る だけの 優勢を 確な する」 だけの 自信が あるかの や々 に 見える 0 をの 希望を つないで 
わる おおは、 アメリカ のがを 機で あり •が 空 工業で ある 〇 アメリカ 自身は もとょ か •な洲 も •ソ職 
も •重度 も •ィギリス も •今な ほお 大な 期待を これに かけて ねる 〇從 つて 「じ i 】、 二 年が 內に世 
巧を 大の 空中 艦隊と 世 巧を 巧の 飛行機 生 庵 能力を 獲 おしなければ ならない」 とい ふ 要望が •あ 近と 
みに おまつて 來てゐ る 0 ’ - 

この 要望に 對 して ル，— ズヴ H ルトは •前記の 如く 今年】 巧 六日に •飛行 巧の 生産 目 段を 今年 巧 六 
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お 機 (巧 戰聞機 四 萬 五 千) を、 明年 巧は 十二 萬 五干掛 (巧 戰聞機 十 萬 お) とを 明した ので あるが • 
か 論 •が 上計 壺で しか あり 得ない 理由が 二 一つ ある 0 

をの】 は •わが 南洋を 略に よつて •飛行機に 必要なる 各種 0 資材 •特に アルミ* ゥム輕 合を 巧の 
非 鐵金错 と •ゴ A の 給源 地の 喪失に よる 資 が 不足で ある 0 / , 

その 二は、 徵 おの お 加に よる 一 肢の巧 働 力の 巧で と •をして 軍需工業 も 進展す る閱 係から、 これ 
が 飛行機 製作に おける 必要 巧 お 力の 追加に 困難な おで ある 0 . 

これらに 原因して •そのが 空 機の 巧と 量 •卽ち 大量 製造に よる 品質の 巧 下で ある 0 

をの S は •飛行を 地の 問題が ある 0 - • 

を. の 凹は、 巧 巧 ± の 素質に 考 へねば ならない じと である 0 

よし 科擧 技術 もを 本 力に 物を いはせ て •をの 大量 製造を 解み した もしても •基地を 持たぬ 陸軍 機 • 
母腊を 失つ たお 軍 巧が •どれ 程の 故 力を 發揮 する ことが 出 ホる であらぅ か〇 更に 飛な ± を 養が する 
に、 にわか 作りの 巧 製 おで もつ て、 その 訓 がと 糕 神を 充分に 敎育 する こもが 曲來 るで あらぅ か〇じ 
の 一一 問閣は 矛盾 だらけで ある 0 . 

かくの かくを 夕の制 わやネ 眉を 包 巧しながら •徒らに 巧を 大 にして 国 巧の 失つ た 古氣を 振作す，/ 
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< お めた としても、 ほらは いつしか 剝げて 却つ て 困ち を 失望の どん底に をち こませる に 役な つ だけ 
であらう 〇なほ 詳しい ことは 第 化 章で 述べる もしよう 0 
が 巧 巧辑巧 現を の アメリカ 國 巧は、 ィンフレの 猩來 とが 軸 潜水を のを 巧に 四苦八苦の 態で あ 
る〇 だから •.扫 本との 敗 戰を隱 おして 「日本と 巧戰 しつ、」 だんだん 窮地に 追 ひ つめられて ゐる事 
巧ち 湿 僞の富 葉で もつて 歪曲 L たな 報で】 時は 胡な 化し 傅ても やがては 眞巧 がを 巧され て，】 
廢興 巧の 賴神 力を 巧 庭させる こと だなる ので ある 〇を してやが ては 盛 あして 見せる 巧り で、 表面上 
だけで も 餘裕絳 々として 勝 巧 胸に ありと いふ やうに 裝 ふて ゐる〇 しかしい よいよ わが 身 おに 义 のつ 
いた アリ ユ— シャン 列島に おける 敗戟 にお おし セル— ズヴ H ル トは急 連、 英 •が， 療 、重を、 一ー ユ 
—ジ I ランド、 カナダの 太モ洋 方面 反樞軸 西の 六 化 表を ホヮィト •ハゥスに 集めて、 太平洋 軍事を 
議を 開催し •專ら み 围化 表の 不安 除 まに おめ たと レ ふじと である 0 

かと 思 ふと •メキシコが 蹄 合 巧 側に 立つ こもに なつた 結 巧、 アメリカは 近く 同 囲へ も 巧 器 巧與を 
を 適用す る ことになるの だが •じれ だけでは ない， 米を 府は英 、ソ蹄 並びに お 致權に 許を したを 同 
様の 巧 容の巧 器巧與 協を 締結を ポ— ランド •ベル ギ— 、ギリシャ S 西の た 命を 府に對 しても 巧 行す 
る こもに かを したと いふな ど、 か 巧を 巧に 巧々 として ゐる 有な である 0 
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巧キ をが 用 する 第一に 米英 聞の 共同 作货 がしつ < り 巧つ てね るで あらう か〇大 東亞 践 爭勃發 
'な 巧 •わが 皇軍のを 略に よつ て ィギリスの 太平洋に おける 巧 力は •ホ 巧に アメリカに 移を されて 巧 
く 始末で ある 〇例 へば 巧洲は マッカ— サ— のま にあ. り •ニ ユ—ジ I ランド も アメリカの おおが 
頑張つ てを り •々ナダが か 困を がれつ、 あるな ど • j ひに ホ 巧との みいへ ない おが あらう 0 巧 巧 家 
の， ハー ナ—ド •ショ— が マ お洲 •ニユ ーグー ランドに ついてい ム ならば •戰 をは 英帝 困から 離れて 
米 國のお 誰 下にん る こもに ならう」 と 巧が して ゐ るの も 道理が ある 0 

また 前記の かく アメリカと ソ 蹄との 開 係と いひ •また 重度との 開な もい ひ • j つと して、 むから 許 
サ るが も のかが あらう か 0 

これで 見ても 巧ら かな やうに •職 合國 側の お 巧 性は •互に 巧手を が 用し 自己の 利益を 圖 らうと す 
る 化し 合 ひに 述 ぎない ので ある 〇 しかし 日獨 がの 緊巧 性は •世界 おお 巧なる あ 商 目 樽の 下に 逆 おし 
たもので あるから •いよいよ 强 固さが 加は る ばかりで ある t とはいん まで もない 0 

アメリカを 巧 伏させる には そこで •アメリカに 手を をげ させる 巧 酉で あるが •米國 入の 戰爭 
忆對 する 氣 持は ゼ .口で ある •巧 性的 巧 神な どは 築に したく もない •これでは 精神的に 戰爭に 勝てよ 
う 道理がない 〇 東亞の 情勢は 热践な 巧 •围 巧には 秘 して ゐ るし •西 巧 も 遠い 東亞の t も だからと い 
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ふ 0 で 直接 闕 ががない と 思つ で ゐる〇 また アリ ユ— シヤン 列島を 皇軍に を 略されても アメリカが 大 
抵 果を收 めた やうに 宣 がして わるから'】 般閔 巧は 安、 むし 巧つ て ゐる〇 

をれ に 巧し ろ 面 穂は 七 八 四 萬 ホ キロ も あり •人口は】 億 ニ セ 五 0 萬を り' そして 金は だぶ ついで 
ゐ るの だから、 いかに 戰巧經 巧で おがに なつた としても •じの お だけで 容易に 沒を する ものでは な 
からう 〇し かしこの アメリカを 主の 人口なる 固な が、 S 十五れ 異人 種の 寄 合 世 巧で ある もい ふ おに 
お 味が ある 〇 をして 黑を 人種を 引いた を 人口の 九 割 おを 占める ものは 白色人種で あつて、 をれ はま 
として 巧國 系の アン グ 《 サグ ソンで ある 〇 それに 同じ 白を 人種で も 樞軸困 側 も あれば、 反が 軸閔側 
も ある 〇 また ブメ リカの 巧せ をた る ニグ ロ (アメリカ •イン デイ ヤン) が •じの 機を に 少しで も 仰 
びょうと すれば •忽ち 第五列が 城 だとい つて 禪壓を 加へ て ゐる〇 だから •枢軸の 勝利を 堂々 とま 狼 
する 新聞 や雜 誌な どが 九十 五 種 も あると いふが 態で ある 〇じれ などは 決して 小なる 事ち として 見逃 
せない も 0 がを らう 0 

.そこでを をを 速める には 直接、 アメリカ 本菌へ お前 上陸を してぶ 略す るょり ほかに 手がない でを 
らう 〇さ うなれば アメリカ 困 民が 初めて わが 身に 义の ついた ことを 知つ て、 あわて 出す にを まつて 
なる 〇 をれ には = ユー ョ—ク 化を を 略しなければ、 をる に 手を をげ ないで あらう 〇われ われは ホヮ 
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ィト •ハウスに おいてが 下の 熙 をさせる 巧 悟がなければ ならぬ 〇 それ故に こを 戲爭 しつ、 建設し， 
を設 しつ、 戰 ひがいて 百年 戰爭を 決 也して かかる こもが 肝要で ある 0 , 

ドィツ稱水をは最近， カナグのセ ント • 《 I レ ン ス巧やミシクピ 《河口に出をして》 ホ船を巧巧 
して ゐ るが、 もう】 息で あらう 〇や がて 日 巧 巧が 協力して •專ら ホ 本 ± 巧擊 にか、 ると なれば， ヴ 
シン トンを 占 巧す る こもな どは 巧して 夕 でない ので ある 〇 それに •アメリカを 空 巧して 一を 巧 巧 的 
なのは •ロスアンゼルス 巧が かの 油田で あらう 0 





一、 アメリカが 空 工業の 宣傳 - 

さ 軍の 巧 力 空軍は •战爭 の 花 おでを る〇世 巧を 擧げ て、 載 ひに 暮れ • ® ひに 明けて、 樞お軍 
は 地が 上に 新ら しい 秩序© 礎石を 据 るるべ < •蹄 合 軍に をして 空爆が つぐ けられて ゐる〇 

空軍の 威力に ついては •今更 語る まで もない が' 最近 •ドイツの 軍事 專門 家は 極めて 巧 味 ある 巧 
究を發 表して ゐる〇 それは 空軍の 特異性と 巧を 性と を •最も 的確に 述べた もので あつて、 卽ち 
「空軍は、 他の， いづれ の覃備 ょりも 髙價 でを るが， しかし いづれ の 軍備ょりも •有効な もので あ 
る」 

も いんので ある 0 

この 諭を は •欧洲に 戟爭の おらない ながの、 まだ や 巧で あつた 一九 so 年 (昭お 五 年) 頃から， 
軍ま豫 ずのぅち •空軍は 巧算の 五十 パ ー セ’ ント をを の裝 備に お 費され てゐる ことを 擧げて ゐる〇 陸 
海軍では 軍裝 備の經 巧は、 いづれ も 豫算の 1 1 十五 力 至 S 十 パ ー セントに 過ぎない ことを 指摘して、 
いかに 空軍が 窩價な 性質で あるかを 示して わる 0 

を 軍裝巧 しかも、 その 空軍 裝備 とは 飛 巧 巧 あび 巧 助 機に おられ， 燃 おや 格 おが 、 H 場、 兵を、 




巧 巧 場な どの 設備 巧を をまない ので ある 0 

海軍の 建 お 没 • 巧 裝邀 •陸軍の 構械 化に 要ず る經寶 など、 ちよつ も考 へる と 莫大な もの 0 やぅに 
思へ るが， 空軍の やぅに 機が の 經赏に 豫算の 半分 石な すじとは ない ので ある 〇 そこで 論を は •が 空 
用 戟動錢 を 一 〇〇 とすれば、 統器 六 〇、 拖類四 0、 彈丸 七 •自動 卑用發 動 巧 四 •蒸 氣夕— ビン S の 
巧を になり、 が 空の 裝備 がいかに 蔚價な も 0 であるかを 述べて ゐる〇 

もつ み 巧 睽的 にいへ ば •フオ 《 ド 自動 ぞ用巧 動 巧の 部み 品は 一千 セ 百 個から 巧 立つ てゐ るが •新 
まが 空發 動機は 一巧 一千 個から 巧 化つ てを り， をして】 臺の おが 巧を 作る には セ 萬 個の 部分 おを 要 
し •セ •八 千 枚の 製 面を 作らねば ならない 占い ふこと である 0 

この 綺巧科 巧の 最高峰に ある 空軍の 裝備 は、 大量 生 庵に よる こと も 比較的 困難で あり •よし 大量 
をを されても 原 巧の 促 減には 不向きの ものである だけでなく •もつ と 大きな 差異は、 一隻 作れば 十 
年 二 4 •半の おがを おつ 艦艇 や， 一通り 裝備 すれ ぱ I ニニ 年 使へ る戰卑 おと 違つて、 化 空 機と 動機 
は、 敵 ホに 一を でも 巧 方より 優れた 商 性能の ものが 出 巧れば*: すぐに 新銳 おと 代み せねば ならない 
こもで るる 0 、 

だから、 化を 工業は 常に 巧な する わけになる 〇 まして 蜡爭 とい ふ 曲を 贈しての 巧 合 •をの 田の 巧 




學を 能を な 巧 員して •常に 巧ら しく， 常に 優れた ものを 迫つ て 巧かねば ならな いれち ますます 巧 
資を 巧め る ことになる 0 

せ 巧の 列强 とい はれる 田々 では、 空 巧に おいて 巧 的に もを 的に も •いかに お费を 巧しても 西 巧 困 
まの 建設に •をの 裝備の 萬を を 巧せ ねばならない 0 

もころ が， 航空 工業なる ものは 何も 飛び 巧れ た 別個の 工業では なく，】 お 重工業， お 工業の 完を 
なを 礎の 上に をつ 綜合 的な ものな ので ある 0 

なを/正 おの 困 x 的み 巧 ィギリス 0 お 空 巧 論 おは、 

「大巧 後 (前 お洲 大巧の 凄に 《期な が 空 兵力し か 有しな かつた のに 拘らず •巧みに 巧な してむ 
る 他 固の が 空 工業を 巧 取して •巧 巧な が 空 王 まを 自 酉に 確立した 偉大な 困を が 二つを る〇 それは 日 
本と ソヴ ィエ ツト である」 - 

とな 巧して わるが、 を こには 寸時 も ゆるがせに 曲 巧ない 困の 力を 表は してれ る わけで ある 0 
苗 家のを する が 空 工業を々 巧して 考へ ると， まづ so にかる 〇 第一は、 をを にお 空 工業を 自巧〇 
力で 巧 有して ゐる巧 家、 卽ち日 •巧 •がと 英 •ホ •巧、 ソ蹄 などが じれに 属する 〇第 二は， ル規巧 
の 西 產が空 H おを 有する が •主に か 巧の 巧が、 製作 推に 巧な してね る 巧、 卽 ちか 前の ポ ー ランド > 
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ペル ギ — 0 スペイン などが これに 場す る 0 巧 云は、 をく 巧產 力が なく •を つても みの 數 でない から、 
専ら か 困 製の おんを 仰いで わる 西 •こク 最もよ い 例は 蔣介 おを のま 郡で をる 0 

この 意味から 世 巧の 空軍の 現狀を 見る に •空軍 0 を 巧な 巧は •どこかの 强大な 空軍を 有する 围の 
ブ P ック に巧存 する より 他に 道の ないじ もが 知られる 0 • 

リンド バ ーダ义 巧の 巧吿書 ョ — a ッ パが ダンチヒ 問題で 大戰が 巧の 苦悶を つ C けて わた】 九 
一一 一八 年 八 丹 •グ ライ ダ I の 先 おを オットー •リリエ ンタ ，ル 氏 記念の 科 8^ を 謀に 出が のた め， ぺ 
ル リンを 訪問した アメリカ 空軍の 重鑽 チヤ— ルス • H •リゾ ド バ—グ 大佐は •ドイッ 政府の 盛な 巧 
迎を 受け、 ダ— リング 空 巧の 案內 でみ 所の が 空 お 工場を 規 をした 0 

化は n ン ドンへ 行く と、 米 巧 政府へ をて ホの やうな 「巧吿 害」 を 認め •ケネディ 巧 英米 巧 大使に 
手々 した 0 

「ドイッの お 空 巧は 最もよ く裝備 され' また 世 巧を 新銳 である 〇量 においても 質に おいても ドイ 
ッに 追從し 巧る 困は、 現在は】 つと して あるまい 〇 もし 現狀 のま i で 巧くならば 兩 S 年のう ちに • 
米空軍は 存在の 息を を 失 ふで あらう 〇フ ランスは 飛行 古の 素質は すぱ らしい 上に 訓が もけ 届いて わ 
るが •飛行 巧の 大巧々 は舊 まで、 そのな 致 がをだし <不 あして わる」 




巧 ホを 軍 力の 比な これにょ つて 英 併は 空軍 猶充に 力を入れ たもの だが、 肝、 むの アメリカでは 
话 どこれ をが おして 烦 みな かつた 〇 ために 一九 四 P 年 セち 現 巧では •ドィツが 第二み 世 巧 大巧 勃 巧 
を 年を なて】 お 二 千の 軍用機と S おの 現役 議 古を 巧して ゐ るのに •アメリカ 空軍は 陸海 巧を 合. 
せて 僅かに 四千の 軍用機と 八 千の 操が 女が あるに 過ぎない 有様で あつた 〇し かも ドィツの が 空 工業 
は 毎月 S 千 機の 生產 力が あるのに •アメリカは その 六 分の 一に 當る五 百 巧な ので あつた 0 
t の】 九 四 〇 年 セ 巧に おける ドイツ 主 アメリカの 空軍力の 比 巧は •左の 如くで ある 0 

を ほ •ドイツの 飛行 巧を 產 力を •さきに 「を 単の 强 
巧」 で おべ たやう に 巧每 一千を も 見る もの も ある 0 
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そこで 俄に 軍備 巧 おおと ドルの 洪水に 浮かされ はじめて 巧氣 になつ た〇 そのを お目棋 は 第 八 章© 
西に 記した やうに， を 現され さう にもない おを である 0 

巧の 時 阳巧度 案のを ま ゼ わら セつ の 飛行 巧 装 作 工場では '巧 働 時 巧を 遇 四十 時關の 現在 制 か 
ら四 十八 時閒へ 》 更に S 直 巧 化の セ 十一 一時間 制へ も •まるで 物の怪に つかれた 熱病の やうに が 空 巧 
工業の ために 萝 中に なつて ゐる〇 

ところが •をれ で 能率が あがつ たかと いへ ば •さう は ゆかない のが デモ クラシ I の アメリヵ でを 
る〇と いふのは あ 巧の 勞 傲が 合 入 (米 韵勞筋 結 同盟) も 左翼の C • I^o ( を 業 別 組織を 
謙) も、 それぞれ 四百 巧 人の 勞が ザを 擁して 働く をの 權益 擁護と 巧 働の 自由を 叫んで ゐる〇 この 巧 
お 側の 厘 力が 政府に とつては 深刻な 憐み である 〇 政府 もこれ には 困りが いたと 見ぇ 政府 わ勞傲 調を 
巧關 たる N •し -B (ホ 围勞 働閒係 局) を 新設して •巧 働を の 協力を 要 壁し •巧 働 力の 調整に 勞力 
をつ ごけて ゐ るが •がに しても 八 百 巧の 組據勞 働を は なかなか 企樹 ずる 壺 には おまつて 來 ない 0 

をれ どころ か •この 勞筋時 閒延お 法なる ル— ズヴ H ルト 政府案は、 最近、 米： 卜院で 二百 11+ 六 票 
對 六十 一一 祟で 巧みされ てし まつた 〇 かんる 重大を 案が るかされ たこ もは、 大衆が 政府の 巧に 巧ら な 
い證 左と いへ-^ う 0 
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乂チム ソン！！！ 巧の 舍白演 K がに スチ A ソン 陸 巧は •自ら 軍備の おおを ホ 麗した こふが ある 0 

そな、 ^ 

「米 陸 単の がする 第】 おお 用 巧は •各種を を せても 組 お 六ち 五十 巧に 湿ぎ ない 〇し かも このうち 
自 おガソ リグ 漏 巧 防止 裝 造を 装備して ねる ものは】 機 もな く •操が おを 寐ム裝 甲 あび 巧統の お、 並 
びに 口 巧な どに おいて、 現在 飲洲 我に 使用され てゐる 軍用機に 化べ てを かに 劣り、 現が お 空 掛の水 
巧に 達して ゐる ものは 一掛 もない 〇 アメリカの 一九 S 九 年度の 軍用機を 產化 巧は 約 一一 千 1<巧 巧 だつ 
たが， このうち 約 八ち 機が 米陸軍に 編入され たに 巧ぎ ず •他は を 部 か 巧へ お化された 〇卽ち 化が 巧 
の わ セ 十五 パ ー セントが か 囲、 まとして イギリスに お出され たので ある」 

とて， 上院 か夕 委員 會〇 質問 ぜ めにあつ て •をし まぎれに 吿 白した 始末で ある 0 
こ 0 事 巧を •米 圓が空 年 お (一九 四 0 年 版) では， 次の やうに 合理化して ゎる 0 
「アメリカは イギリスの やうに •海軍に ばかり 力を んれて 嗟、 空軍を 姪規 したりし ない 〇 また フ 
ランスの やうに 座 軍に だけ 力を 盡 して 海 •空ぎ を姪規 したりし ない 〇 更に また ドイツの やうに お大 
な 陸軍と を 軍を をり あげて， 海軍を 巧 おする やうな じとは しない 〇 アメリカ 陸 •お •をの j 二つが】 
巧に お 度のを 上に ある 〇 イタ リャと 日本は この so の 巧 巧を 併用す る 方 巧を とつて なる が •化 等は 



夕 林に 乏しいた めに 强 力な 空軍を 持つ てね ない」 • 
も ある 〇も つも もらしい が 今日の アメリカ 兵力を 知る ものは、】 笑に がする ガに價 なのない こと 
は 分り切つ てむ る。 

なを エ巧 かれ 畫 だけは な 巧 更に その お 空 工業 巧を 見る に、 前記の ル— ズヴ H ルト の 巧 巧と い 
ひ •また 今牟 はち 產一宁 llj 百 空 > 明年は 三 年間 五 萬 塞 生産」- とい ひ、 文字通り 世が】 のが 空を 產 
力を 實 現しようと いふので ある 0 •しかし ドィツが 今日、 年產 S 萬ち 力 至 五 萬 巧に 達する ためには' 

二十 年の 歷 巧を おて わる 0 に •アメリカが 僅か 匹 年 そこらで 年産】 萬から 五 萬に 進まう とする には.； 
を 常】 様の 手段で 巧來る ものでは ない。 7 
現に 軟米〇 軍事ち 門 おの 見 巧り によれば •ドィツ 空軍の 毎月の お 耗は五 巧をから 一一 千を 化と 見て 
わるから •殊に アメリカの かきは 太平、 大西 兩洋に 敵を 持ち •その上に 蒋 •英 、ソ 、巧な どへ をら 
ねばならない 破目に なつて わるから、 なまじつ わな おでは アメリカ 本 酉の 防備 さへ も困雜 なが 態で 
をる 0 ' 

自»单 巧を 會 なの 轉出 では •どんな 方法で こ •の 目的を 達しよう とする かとい へば， 第】 が 化 
空樓 を tt の 簇出で ある 〇 これと て 軍霜是 おを 化 ふを 利を なで あるから， 利を さへ あれば どしどしを、 


をす るで あらぅ 0 • . 、 

みに、 軍用機 製 逃に 乘 出した のが、 自動 革 工業で ある 〇この アメリカの 自動 单 製造を 社；^ は • 
議 舍の國 防を 員 貪で 全面的に 協力ず る ことを 申合せ •主として 軍用が 空 機 製选に 肩代りす る ことで 
ある 0 

これがメンバーには有名なパッタードのかおアルべン*マコ1レィ、フオ|ドの社長ユドセル《 

フ オ》ド、 ゼネラ ル • モ I 夕| ス の巧長〇 • E • ウィル ソ ンなどをはじめ、 タィャを班やボデー會 

巧に 至る まで •いは ゆるを ホの 巧々 たる 業が 首腦 部が 加は つてね る〇 をして この 委員を が羅氣 にな 

つてなる ことは、 その 申合せで も 知る ことが 出 ホる 0 . 

/ • 

卽ち アメリカ 自動 革 業 巧の 年中行事 であり •且つ じれに ょつ て 夕 大の收 入を 得て ゐる ところの 毎 
年の 新型 自動 巧の 賣巧 しを、】 九 四 一年に 限り】 角に 中止 するとい ふので ある 〇つ まり 一九 四 一年 
型な どを 造つ てゐる どころではない •それょりか 飛行機へ とい ふので あらぅ 0 

アメリカの 最近 〇戰閔 機に 盛に 裝備 されて わる アリソンと いふ 化か 彼 動機は •世界的に 俊を 品と 
いはれ てね るが •この アリソン はちは 自か 草屋の ゼネ ラル •モ— 夕—ス が 造る ので あり •また 有を 
な キャデラックの H 場は* る 巧では この アリソンの 部分品を 作つ てね るので をる 0 
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•ハ. ド ブンの 自動 革 工場では 力 》 チス のが 空 機が 分 品を をり、 バ ッカ— ドでは 0 — ルス •》 ィス fc 
连 つてを り •フ ォー ドは P & W ッイン •口— とい ふ 空が が 空發巧 機を 造り はじめた。 ビ ゥィックと 
スチユ I ドぺ— 力— の 兩化も ラィトの が 空 巧 動機 生 產に大 まに なつて ゐる〇 クラィス ラ— と ゼネラ 
ル •モ —夕！ スエ 場の 一部では 軍用機 用の 機關銃 や機閱 砲が どしどし 造られて ゐる〇 また 有 あな 自 
動を のず 棉な巧 おか デトロィト ではみ くも ダグラスの 機 摘 生産に 轉向 したと いふ やうに •その他 あ 
ら ゆる 自動 单閱係 工場が 軍用機の 生産に 轉 業し ょうとして ゐる〇 

また かう もい ふ 0 フォー ドでは ダグラス 煤繫 機を. クライス ラ— では マ— チン 煤が 機を： セネ ラル • 
モ— タース では ノ —ス •アメリカン 機を •それぞれ 巧當 して 备卞 二ち 幕を 製作す る計黨 だとい ム〇 
しかもへ ンリ— •フオ — r のか まは •ぶる 公開の席 上で 

「自ク は 六 ヶ月 內にフ ォ—ド H 場で •日 嘴 一千 臺の 糕準塑 軍用機を 造り 曲す み、 むで ある」 

と 見得を 切つ た 0 . 
ところが 實 際は •口で いふ やうに 巧く 巧つ てゐ ない 0 - 
キ 々不 巧の 「持で る 田」 なるほど アメリカの 巧が 力は， ソ 蹄に ホいで 巧® 員に 恵まれで ゐる 
だら う。 卽ち 十八 おわら 六十 五 おまでの 男子を の 千 巧 五十 萬 人 •ホモを 二 千 九 百 二十 巧 人を 持つて 


わる々 じれを 巧 R •軍 おエ 巧に ft 員して 見る と， その 動員に 查く連 おがない ため •座を は 陸軍、 
海軍は 海軍 •工場は H 巧で 巧 ひ 合 ふとい ムお ホで •巧務 動員 計 晝に少 じ も 組 巧がない 0 

また 大工 場の 設備を 巧 大して も •巧廚 をの 住宅 巧 題で 巧を 詰つ て ゐる〇 例へ ば フォ— ドは 飛な g 

王 場に 窟」 て •愛 SH 八 萬 人畜：© たが、； J れ忆家 管 加へ た 二 呈萬人 Q 住宅が 近くに ミ 

ので、 をの 住を 建築から おめ わ ばなら ない 有様で ある 〇 じれ もてを がか さでは かばわし く 進 おしを 
いのでを る 0 - 

それに 第】、 ゴムがない ので 困つ てゐ るのに 》 3 ンヴで ィヤ— •システムで 五分 巧に】 おの 巧 巧 
巧を 造るな どもは 宜巧 だけとは 知りながら も， 少 々藥が 利き 過ぎる 〇 要ず々 に 半身 不 苗の 「持てる 
田」 でしかない じと を 知れば ホ 分で あらぅ 0 

なを 巧 巧と 巧 軍み そこで， ドィツと 日本のを 軍 力に 巧れ をな した アメリヵでは、 急に が 空 巧 

g の增强 忆？」 たが、； J れら Q 夏は 梦辜 t •は军 •霞 百努書 二 占0屋 飛行な 

を 搭載し 得る ので あるが •アメリヵ 诲軍 はあくまで 巧が らぅ もして， 巧 巧 機は 大巧々 が 上を 力の 優 
れた巧 座 (一人 乘} お擊 巧で あつて、 ホに 戰因 巧と 巧巧擊 巧を おわた 巧 座 ご 又を の 急降下な ♦ 
巧と 見られ、 致 地 巧 する 本 化の 巧 拳 巧は かい〜- のと 見なけ れぱ ならぬ 〇 しかも 巧ぐ 化 巧忆は 



非常に 巧 K が ある 〇 それに 前に も 巧べ たこと だが •アタリ々 の お 巧 兵が 「せ 巧 見 かが 出 ホる からが 
軍に 巧れ」 とい ム巧吿 にょつ てな 募して 巧た ところの •半ぱ 巧 ホ審氣 分の もので わると もを. 思へ ぱ， 
をの 巧 巧 巧を お 載す るが 空せ 度ぶ び 水上な 巧 « の S ® 力 じ そ •けだしな 《される でを らぅ 〇な は、 
t れら のが 空巧隹 や 水上な 巧 巧の t もは がして わくが •巧に その 九々 通々 はわが お 巧の ために 夕巧 
巧され たが •目下 大を ダで 进 つて ゐる〇 

二、 巧 •伊 •米 •英 •ソ赖 のを 軍 比較 

わが 巧 軍の wg まづ ノモンハン 巧 かで 陸の お 巧 巧 お 長と しで 名を 巧め たが 村 寅み 郞 中佐の 說 
を， ここに 述べる としょぅ 0 

「巧 前、 世 巧を 侵 巧を 孩〇た 米 巧の窝 機が 跪 < ちわが 嵩 巧の 巧夕と 化し まク たのは， 巧に 
わが 联巧 巧が 巧 巧 ホなる 巧 後を 有する わらで ある 〇 米ち 空軍の 風 法は， 自己の 巧 害ぶ 極 おに 經 がし 
て 巧に 巧ぶ 的大 なる 物 巧 的 巧 擊を與 へて おを 占めん とする の だから •恥 因が のかき ル 型 機に おいて 
も •ま づ巧乘 をの 巧 1 潭を完 をなら しめ •しれ もを の 巧 巧 •义 力、 その他 あらゆる 巧 字 的が 力た 
#大 せしめん として ゐ るので ある 〇が つて その 8® おは 自然 鈍 直となる は 免れず •戰间 巧と して 最 
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も お 要なる 巧 巧 性能に 大 をな かおを 有する じもとなる 0 

をに お」 •囊薑 なを 震 編？ 5 蠢な 塞的爵 為ぇ •必 を 堅？ ろ わ 

か 震 飛行 换 Q 將 兵が？ ナたゅ ま.^ 蹇的訓 がを 里 わて、 そ Q 戰夏 能の 望 獲展を 巧して ねる 

限り わ 力 城窠行 採の おな ぷぶ窠 とぃへ ども 巧る じと なく •羹 空軍に おする 凳の 利劍た 
り 得る ことは ゆるぎなき ものである」 、 

妾說 された C とは •けだし 名言で •を C に 見 敵 必殺 Q 寶 を科學 ずる C とが 窠る 《である。 
ここで、 初を アメリカの 空軍に ついて •ホに ョ— 。ツ パの 中 也 勢 さ‘ ある ドイツと イタ リヤに 
對 する •イギリス 主ソ聯 のを 軍に ついて 述べる としょぅ 0 

ア メリ さ 化 S アメリカの 空軍で ち醫 巧を 大養 § つに々 けて ゐる〇 
~ 、 空中で な 巧と 格 巧す るを 逆の 戰巧巧 

二 おお 巧を まねた もので •捏巧 機な どを お擊 してが ち S す 迫 巧 驻巧巧 
一二 •巧 巧職闽 巧の 巧 巧を 阻ます る阻蓄 巧 

巧ち 忿 速な 上昇 力と 覆なる 巧 動 性と S 力— 火力を も ミ •空中に 把け る窠を 蓋す るの が 

呂巧 Qi であ 5 W •速 蒙莫 すれば 累赁夕 を、 含 性 sal を おけば 靈が缔 くな 
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表ので •一つの 巧 聞 巧で あらゆる 空中 戰 岡に 適する ものを 製作す るのは 困 巧で あるから、 結 巧は® 
一' 商機が 幾つかの 種類に 分れる ことになる 0 

そこで アメリカな 軍では •一年 ばかりの 間に さま ざ 心の 目的に 適 ふ戰廚 機が 痛 造され わ〇 その お 
作 おは 11+ 數 種に 义ぷの であるが •實睽 に 巧 用され たものは な 種に 過 ~ ぎない 〇か ういん もころ にも 
新 巧を 追 ふ ヤン キー氣 質が うかが はれる 占い ふ ものである 〇 しかし 金と 好 巧 也に まかせて 硏究を 進 
.めて ゐる ことは、 あながち 輕視巧 巧ない おも あらう 0 

例 _ へば’ 世 ザぶ 幽 の戰闻 機が 大の八 百 馬力から 千 百 馬力 級で あるのに、 アメリカは 卞五百 馬力 か 
ら 一一 卞 馬力 級を 目指して ゐる〇 また 义 力の 重要性から 拚巧機 關銳を 二 挺から 四 挺へ、 更に 巧 挺へ と 
夕數 を裝備 して 巧裝强 化に 大意で ある 〇 をして S 十 セ ミリ ロ 巧の 機顯 统を備 へて ゐ るが、 これは を 
通の 戰卑砲 程度の もので •從 前に 比し お积お 離が 著しく 長くな り 優に 二 千メ— トルの 遠距離まで ぶ 
力を發がするといふ〇 現にドイツのぇツサ《シ ユ ミツト戰阔機をはじめ巧洲諸困の戰巧機は儘かに 
二十 ミリから 二 4 •お ミリ 程 おで •をの 射程 お 推 も 六 百メー トルから 千メー トルで あるから、 性能 0 
..がから いへ ば アメリカの 空軍は 巧當放 力が ある わけで ある 0 

また 0 ツキ— ド 八 型 •單座 巧 巧が 历稱は 時速 八百キ 》 と. いふ こと だが •ドイツの 巧 おが ハイ 
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シケ ル 巧臺涅 a 時 望 ハ 百 八十 八： 主 3 お ミる から 大冀雲 比は 巧 ど 同じと 見て ょい 0 
ま 至 昇 速 巧は 力-チ こ ライトを IIB 型 阻— 面 機は •一分 巧に 王 ハ 百メ — トル もい 幸 丈 
らし さ だが、 多くの 战盈は 一分 肋 一千 メ — トル 程を の ものである。 、 

アイ さ S 《ホ屋 で ホを C な 蒙 忆とミ 最も 畜的 使命を 季靈 であ 

ミ 敵 空軍 堯を はじめを 雲 場 地を 巧 格して •をの 戰巧 力を 凄す るの が 爆まで あ ミ おも 
アメリヵ’ は そ Q 地理 養 件から 長 震 爆 轰を作 5 から 要 ホ」 2 ミ だから 療各 S 屋も 
望 巧は をの 夕く はが 紋カ ニ千キ a — 一二 干キ a であるが、 アメミ 0 長 震爆轰 または 飛 巧 W 
艇 の 要 ホは 五 千： — 華： である。 その f 大 なる ものでは ダグラス 己 九 型が 一 萬 一 干 W 
一言： とい はれ， n ンツリ デ— テツ 王 ニー 型 飛行艇が 一千 季キ 0 とい ふ 羣—張 的に 宣 がし- 
て ゐミ かし、 ミ 巧 字は 養を 蘇 巧し ない 場合を おすのに をない。.- 
アメリヵで 「空の 要塞」 と稱 する f イング B 一七 型 四 發爆轰 が ある。 これを 自巧 物と してな 
巧 •ながへ 送ぶ したが、 イギリス のが 寒 門 おはを まりか 迎」 てゐ ない 妻を 見て ち S が 巧 
與 ザ*^ い-' と 性能 力 巧 ~ お 巧と しては 劣る からでを らぅ。 C を も Q が おに わが 上を に來 き， 

そ もを® R 沒 Q みお 主な 5》 け 含 とで t 。 


，とれの 舊 型は、 胸 摘に 巧 Si なおを 設け •巧 巧統 各】 指を 前を 左右に 巧 かしてが 巧 齿來る もい ふ 銃 
'おが ー ニケ 巧 ほかに 厕お 上が •がを に 合計 巧 曲銳五 拒を 裝備 した もの だが •お 型では 晌巧 下部. 上 
部、 巧 首な どに 巧 おな を裝備 する やうに 改造した のでを る〇 をして 全備 重を も 二十 ニ トン •最大 速 
を も 四 八 0 キロと 向上し •がな 力 六 千 四百 キロで、 この場合 煤禪 S 卜 ，ンを お 巧し 巧る もい ふこと で 
ある 〇 なほ 九千メ I トルな 上の お々 度で もが 性能を おぶ する やうに なつて ゐ て、 が 巧 巧な 夕 への 段 
階を 示して ねる 0 

この 「空の 要塞」 と 同じ 程度の 新 おで • n ンソリ I デ I デッド B11 四 型と いふの が あるが， これ 
は 大巧 ボ I イングょ りや^ 小さい ものと 見て ょいから 略して おかう 0 

アメリカの 中 巧 »撃 機 また 中型 煤# 巧に 巧す る ものの やに も •世 巧最商 水が を ゆく 侄秀 なお 
銳 機が ある 〇 現在 制ま 巧と なつて ゐる ダグラス B 】 八 型、 同 A 型な どが ある 0 

アイリ カ eswlt 輕 爆お掛 •急降下 巧が 巧には 現在 制 式 機では ダグラス B T 】 型の 巧 葉樹， 
カー チス SBC 四 型の 巧 葉が などが ある 〇 何れも セ 五 0 —— 化 五 〇 馬力 •お 座 力 至 S 座 巧で 巧 餅 錠 
ご 一 お 程を の 巧裝が ある 0 

アメリカ 巧 ホ 巧巧隹 哨巧 索敵の 任務には， n ンッリ デ— テッド PBY 四 型 お 巧 巧 巧 おが 制 ま 
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となつ てね ス〇 巧い 洋上で な 巧 换を巧 見す るのに は •巧 巧 おが 持つ てがいの 巧 巧を 受持 つので ある，, 

巧 巧辦巧 おは 墓が 霞 難 晕キ a 力ま 八千キ II で • j 二十 感堂 Q 餐時 聞を 持つ 。 C れは乘 員 
十ち を 金 《 性 おの 巧 葉が 巧で， 壬 言 馬力の 空が まを 巧 巧 二 基を 裝備し •を大 速を ミこ 八 キロ、 
お 没 巧 離 ス 千 四-百 キ D •巧 行中は 妥 端の 補助 浮かが 引き あげられ てま K の 端 部と なる が， じの 構を 
は 姉が 巧 aHBZYI 】 巧に も 用 ひられて ゐる〇 なほ ボ— ィング S 一四 迴セ 十二 人 乘飛巧 度な ども あ 

ると いふが •いづれ は 「をの 巡洋 g 」 といつ たやうな を備虽 量る トンみ のな 大巧 巧 飛な 巧 も 化 現す 
えこと になら う 0 

とにかく 米 空 巧は 嗚 物ん りで •みから みへ と 試‘ 作して はが 型 •お 型と 宜巧 する ので、 これを くど 
'< どし く 寄き 化て、 ゐ たら 睽 限がない から やめる が、 結局は 賈お室 的な 遊 かもして 貿巧的 傾 值は巧 
いもので ある 〇か ういつ たからと て、 あ 近では 人員の なおを 巧みず 义の 曲る やうな 訓練を つ ごけ， 
、ヤン キ— 特有の スボ— ツ的氣 質から お 巧し ょう もして ゐを わら •決して 侮る ことは 巧 Jit でを ぶ こと 
.をい ひ 添へ て おきたい 0 ‘ 

々に 巧英兩 困を 比べて 見る ち いづれ 劣らぬ みおな 空軍 巧で、 また いづれ も か 巧 I なょ 稱 へら 
わる 巧 巧 おを 裝 巧して ゐる〇 
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鷄 •巧の 職 H 植 まづ巧 W 機では •ドィ 义のメ ッサ— •シュミット ー〇 九 •一】 0 におして は、 
ィギリスの ホ—々— •ハリ ケン、 ス ピット •フ アィ 卞ボ ある 〇兩 苗と も自困 巧の 性能を 化 巧 1 - v 稱 
して ゐ るか •メ ッサ— •シュミットは 速を とを 裝に 優れ、 ス ピット •フ アィ ヤは 上昇 力 も 運 巧 性に 
巧れ •空中 戰 ならばを く 伯仲の 力で ある 0 - 

謂 •巧の 巧 爆擊植 姪巧擊 機では、 ィギリスの プレン ハィムと ドィッの ドル* 一 H 「飛行が 巧 J 
力 至ュン カ— ス八八 型 巧 巧 巧は •速を もい ひ巧裝 とい ひ 互， 角で あらう 0 

巧 •巧の ホ» 下 爆擊植 急降下‘ 爆が 機では •- ィギリスの 《ク 7餐 上攻擊 巧が あるが •ユン々— 
ス八セ K 型には 巧ばず、 をの 化り 重なれでは、 ィギリスの ウ H リントン、 ホ ヴィト レ— •ハン プデ 
ン など。 ホが ドィッ 0 ドルニエ ーニ 五敍 ょりも 勝る とい はれて ゐる〇 要するに 英巧兩 巧に 巧す る 限 
り •を 軍 巧の 性能に おける K は、 ほぽ 均衡 狀態 であると いへ る 0 

ドィツの 飛行 潰 生を 能力 ただ ドィッ 側に ありて は、 生を 能力が ィギリス 0 約 五倍 近い 备巧性 
ぶ備 へて わる ことが •この 战爭の ザ 巧の 巧で ある 〇た ぐし ドィッ 軍が ソ 蹄を 敵と しないで •また ィ 
ぞ リスが アメリカょり 巧 巧 巧を 補 はれない としたら 、勝敗は 自ら 巧 白になる の だが •さう でない と 
C ろに 巧爭の 大きな 偕み が ある 〇し かし ドィッの 巧大 さは •現に 戲播 匆忙 のうちに ありながら • 7 
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- ' 

ホッケ •ウルフ ー九 八 型 推進 ま 戰聞機 •同】 八 七 型双發 空中 お遂 機、 パイン ケルな 發戟闻 機の かき 
が銳 巧を 製作 レて ゐ るので ある 〇 もつ もも イギリス とて •デュ フ アイアン ト のかき 旋 妈ぷ統 附の哦 
W 機を 活播 させて ねる 0 

イタ リヤの 載 B 機 イタ リヤ となると 少し ま 情が 異なつ て 來る〇 じの 困の 戰闻 機は 常備 一二 千 基 
化で あつて， その 半 あは 新 まの フイ アット 四 一一、 五 0 •マッ キイ ニ 〇〇、 カ プ〇ン ニ CI 100 など 
でを るが、 巧る 半 あは アフリカに ゐる イギリスが 遣 軍の 舊ホ 機と 同じ 程 あの もの あらう とい はれて 
ゐる〇 しかし A UT 】 八 型 巧 座戰巧 おや， 双 發攻お 機 サボイ ヤ八五 型の かきは* ドイッの 第 j 流 機 W 
に比べて 劣らぬ 倭秀な ものである 〇け おし イタ リヤ 空軍の 勇敢 さと •生產 能力の 巧 おさ 去には、 M 
大いに 巧 待され るべき ものが ある 0 - - 
ソ w の 巧 軍 、ソ 蹄は、 宣傳 にょると か 巧 一 の 空軍力を 持つ やうで あるが •ノモンハンで お 手 並 
の ほど も 知れて ゐ るし， 秘巧 のイ I 】 お •一六 も わが 荒 巧に かかつ ては あではなかつた 〇專門 家の 
說 にょれば •「大 おにおいて ロ ジ卞の 巧 巧は 巧まで あり、 約 五 千 裏の 常備 巧 中、 新 まも 思 はれる も 
のは 二 千 基 あるまい 〇 巧に 水上 巧は 巧め. て 巧 式で ある」 とい ふ〇 それ かに、 米英の 飛行機 巧 巧に 巧 
命す るので も-らう 0 
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巧 一章て？ セる わ々 座 海軍 Q 寞を 多な 忆装 したが •なほ 最近 Q 巧大 なる 養を 時 記せず 
たは おけない 0 である 〇勿論 •前記に 擧 げた 戰 果なに おいても 巧々 快報を 巧 表された ので あるが • 
t こでは 空が の 巧 巧に 絕 ずる I 大海 巧を •われわれは 切に 銘 肝すべく 左に 韻げ る 占し ょぅ 0 

ソロモン 巧 W の 大海®^ 昭和 十圣 八月 セ 日. に展閒 された 第； ソロモン海 寶ち 百が 日に 
ちつて 堅な く 巧戰を 巧け •第二次 ソ n モン 海 戰’寞 や 洋海醉 及び 第ニ ミ ご モン 塞と いふ、 
ち 巧で しかも 同】 海が における 大お戰 は •をく 千古の 戰 巧に 未だを て 見ない ものである 0 

この間、 を戰 おは 產 Q 如く 大 なる 巧 動を 季 といへ どち 同が 某蹇滅 の斌烈 なる 盡お報 
H の 一を にの みおえ る わが 將 おわみ き權牲 におし •甚 深なる 敬 おを 表する み 第で ある 0 

»_ ホ ソロモン 巧 化な 巧の な 含 巧 ま 
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を ホは 大本 巧 巧 まに ょり、 巧 二 一み ソ p モン お 巧の 巧 おを を かされた る おを 巧みで ある® 

《ヴ ィ海戰 にて わが 痛擊を 巧し •ジヤ バ沖海 踏 •スラバヤ 沖海戰 •バタ ビヤ 沖海战 などでは 巧 蘭 
g おとの お 合 編が にて 苦が をが め、 更に 珊瑚海 海 我に て 大敗 戰を 演じた るに も おりず、 執 巧なる 化 
撃を ソロモン 群瓷 おがに おおし* 第 j ホソ日 モン 海趙 •第二み ソ り モン 海 戰> 南太平洋 海 巧 第 S 
ホソ P モン 诲 おと •その 都を 擊巧 したる 帝 困 海軍の 勇活 さには 今 巧に 驚 巧の ほかは ない のでを る 0 
か-! る 大巧 吿を 巧りながら •敵が 反が を 巧け る 巧な の ものは •ソロモン 群島が 戰 扇の あ設辟 にわ 
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« 

いてを も重耍 なる 載が 的 獲 おだから である 〇卽ち ソロモン 群 烏は、 《ワィ 去巧洲 とを をぶ、 いは ゆ 
る ホみ お路の 一部に 當る ため •アメリカは これを 失へ ば、 彼の 恃む お錠陣 Q 1 角が がれ •米み 0 
巧 おは おがされ •そ ムて對 日 反攻の 意 面を 空しく する ことにな つては，. をの 围 巧の ホ团 海軍に おす 
る 信 賴が极 挺から 崩れ去る のを 惧れ るからで ある P 

なほ 詳しくい へば、 敵が この 诲巧 において 決を 的に 敗退し •この 方面の 制を 推、 制 海 權を喪 ふに 
至れば、 當が*; おの巧略線は蕃し^^退を餘儀なくされるわけである〇 從つてわが方にありても， 

ソり モン 群島 方面の み战に 敗れ、 制空 權 ，制 海 巧を 喪 ふよと になれば 查哦 局に 重大なる 影 巧を 巧 ぼ W 
す ものであるな 上、 据 おに 敗け る こもの 巧來 ない 戰圓 である 〇 それ故に こそ •アメリカ はを ホに ち 

る 反撃の 失敗に か、 はらず •巧 力を 蠢し •われに がせん と 試みた ので ある 0 , 

« 

この 海 載が 勃發 する や •ノックス 海相は 「アメリカが 從ホ 編ぶ した か 何なる ものょりも お 力な 乂 
g 除が •日本の 强 力なる おおに 逆 遇した」 と 述べて わる 〇 しかも 南太平洋 海戰〇 直前 •西南 ア メリ 
々太平洋 巧 お 司令を をの 更迭を 發 表した が •その 時 •巧に をの 聯合が なは サンタ クルー ズ なお 方を 
が 進 中で， 作驳巧 巧の さなかで あつたと いふので ある 0 

これらの 一 まを おても •アメリカが この 巧 おにみ 大の巧 待を かけ •をつ ソ〇 モン 海 式の 即お權 巧 
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巧の ために •かがに 置 大な 決意を いだいて ゐ たかが お 知され る 0 

巧 代な 戰の 新しい 様 巧 昭巧十 巧 年 十一 一巧 八日 •大 東亞 駐爭巧 巧な 巧の】 周年の 間に， わが 軍 
の 擧げセ 我ぶ にょり •.敵の 巧大 なる 抗我 力を 巧みいで 巧碎 した こもは、 巧に お 表， された な 字が 巧す 
通りで ある 〇 これを 逆に アメリカ としては •この 巧に 巧 失した 城 巧 お 巧ぶ び 巧 巧 巧の がは 巧に 莫大 
な も 0 で、 正にを 命 的で あると いへ る〇例 へば 太平洋 巧 おのかき も 巧 どま 力が 巧が されて しまつた 
の だから、 基を を 失つ たが 巧お隊 として ゲリラ 載に 巧る 化が 朗の 山で •制 お 權の爭 ホを 目的と する 
海戰の 勝負は 一應 かした かの や ~ ぅに 見える 〇卽 ち從來 のお驳 では •兩 軍の 主力部隊が 巧戰 海面に 接 
近して、 乾坤 一が の 一大 巧戰に 出で •をの ま 力 おを 巧 失した 方が がかを 巧した ものである 0 

を こで 大 東亞 践爭 におけるを も 穎を な 性格と して、 が 空 兵力が 诲 上作 巧の ま 兵力と してを 場して 
巧た ことで をる 〇 もつとも アメリカ 海軍は、 制空 權 下の お 隊決戰 を 信が もして 作 載 上が 空 兵力を 里 
おして ゐ たが， 制 海 推嘗捏 のかを 要素と しては •じれまで 通り 大巧ち 拖ホ 巧を 堅持して 來 たもので 
をる 0 

しかるに アメリカは、 大を亞 巧 爭與頭 •わが 海軍が 空 部 おの 活 巧に 怖れて、 制 お權を 制空 權に箇 
き替 へるべく •建 g 計晝 においても 從來 固執して 來た大 おち 抱 まを を】 がして、 空母 第】 まを に變 
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へ、】 ホ 巧 巧 搜の飛 巧的增 巧に 拍单を かける ことに 至つ た 0 である 〇 これには 勿論. 載 おや 巡洋 巧- 
を 巧 巧 巧に 建造して 補强 する じとは 出來 ない 理由 も あるが •飛け 巧なら ば 急 逆す る こと も闲 ホ‘ し 
かも 飛行 巧が お截 において かを 的な おおを ずるな 上 •が 空母 おを 夕 あに 建 遇せよ とい ふこ もに 巧 巧 
したので ある 0 

更に、 が 空母 お並びに 巧 巧 巧の 里 要 性を 認める と 同時に、 が 空 基地の 確保に 里 おを 當 くやぅ にな 
クた〇 現に アメリヵ はかは アラス々 •ハワィ諸島から お 太平洋に 連なる を 息 巧に* 巧 兼 巧で 化 空を 
巧を 建設し つ、 あると いふ 0 W 

また 飛行機が 城 轉〇ホ カ 的！^ である ことたよ つて、 蜡爭は 長 巧 化する じ もになる 〇卽ち 飛行機 ^ 
は 短日 巧に 大 をを を產 する ことが 化 ホる から •ち おを 繫 つても がを 兵力を もつ て 補 ホし 导ら t る わ ， 
ら である 〇ア メリ カの 化 ひは 赏に ここに あるので •月産 四千 樓と いふ 强大な 生産力に 物を いはせ で 
われに な舊 せんと 港々 反# 態勢を とつて ゐ るので ある 0 

いは ゆる 近が 海戰の おしい 様相は， が 空 巧の お奠 すべき 進步巧 達に よつて •を势 兵器と して かを 
的ぶ 力を 巧ず る じと である 〇 じれが ためお 巧は 巧なる 巧 お、 兵力の みを もつ ては 優劣を みする こを 
が巧巧をいだけでなく， が空兵力は^8^^上鑑艇の作«巧動を阻止するまでに至つた0である0 


ホの 產巧 前に もな ベた やぅに •アタリ カでは •一年に 五 巧 巧 •或は 六 巧 巧の 巧 巧 巧 生 巧 能 
力が をる もを 語して わる 〇巧斯 に すれば 四千 巧で •較 に巧產 S 千 巧と しても】 日に ち 機と いふなに- 
なる 〇 近け 我の 特巧は 巧 お 我で あり、 生産 巧で あると よくい ふが •飛 巧 巧に M する 眼り. 全く 丈 字. 
通り 消耗 巧で あり •またを 產戰 でも ある 〇卽 ちな 力 巧を の ものである 0 

とじろ で、 われわれが 注 栽すべき こもは おを の 巧 巧に おいたり 巧え たりして はならない といん こ 
もで ある。 を もを も 一巧のを お生ま 能力と か、 軍 跨の 兵力 編 巧裝備 とかい ふ ものは、 列 苗が 等しく 
あ對獲 巧の もので •徒らに お 表する もので あつて はならない 替 である 〇巧 謀の 里が もこ こに ある 0 
で、 をむ 围 力なり •戰 がな りを み對 的に お 側に 知らせて しまつた のでは •巧 側に おぶ 巧を 讀 じさせ 
る 結み になつ て •戰が 上 重大な で 利に おる ことは いふまで もない 0 

こんな 判り 切つ たこと を アメリカが 不用意に 公表す る 答は ない 〇を こには お 宇の マジックを 利用. 
しよぅと する のに かならない ので ある 〇卽ち アメリカ のち 乂 なる 生産力 や •お大 なる 単備擴 張の 巧 
をを 示ず る ことによ つて、 なが 上の 利を を ねらつ てね るので ある。 をれ は 樞姑閣 側 ど 柄 巧す ると 
おに、 ソ蹄 •重さを して 武器 貸 巧の 可能性を 知らし めて •あくまで お 姑 側に 對 しお 战 をが けさせよ 
ろと する もので あり、 また 巧 S 西には アメリカの 困 力を 信用 さ 甘 •やがては 巧 合 酉閒に 加な させよ 


w 
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ぅとす る 塞で をる。 一方 7 メ 9 力 Q 困巧忆 對」 ては、 たと へ 今日 畫 墓」 たからと て 塞 力に 
ょつ て 最後 Q お 利を かち 得る； J とを 保證 して、 ± 氣 Q 沮 おしない や ミ また 羣巧 制を 强 化しょぅ 
とする •つまり 一 おが 烏 かの 巧 略を 用 ひて わるので ある 0 、 

だから •アメリカの 公表す る數 字を 信じて おいたりし たのでは > その 宜 巧に 箱ら された ことにな 


る" 


ホれ に 巧 巧を リ だからと いつて •かして アメリカを 侮つ ては ならない 〇侮る ことは 油 かを 姜 
巧す る U 油 巧は 大禁 化で ある 0 、- 

大 東西 駐 爭铭寶 來の截 がを 見る に •わが 忠勇 靈 なる 將 兵の 巧彈 によつ てを 勢に 學 たので、 
度が 態 巧は 一席を ふた あが ある 〇從 つて 今日では •巧 勢と 同時に 防 巧に 意；^ 用 ひわ ばなら ない ホ 場 
にお かれて ゐる 〇卽ち j ホ アメリカは •我が 的に 手 も おも 化ない 不利な 態勢に 追 ひ 詰められ ために 
じれを 打關 すべく •日本が をへ た 我が おおを 逆に 朗し にわ i らう もして 攻お •反 おに 巧た のでら 


る" 


ミ 故に、 さきにが ベた やぅに ァメミ はお ホ 固執し ホつ た 大巧 長拖 ままを 一郷して 空せ 第 ~ ま 
-義 となり •みいて 巧まざる お空か 鑑 であると ころの 座 上を 巧の 巧を がま 要規さ 也る こもで をつ と 0 
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をれ で アメリヵは 一旦、 われに 巧が された 基地を 巧 遺す る こもに ホ カを 注ぎ， をれ をお縷 として 
白 本 重を 街 かぅ とする snE? をる。 卽ち 現在では が空義 が作戟 Q 中樞 を形孚 るに まつた 
わけで •をの 典型的な ものが 八ち セ 日な をの ソロモン海 巧 わ 巧 同み 巧で ある 0 

操 あして いへ ば •アメリヵ 海軍は われに 反を せん もして •近接せ るを 前 おにおいて 一息を ホ お 
し じれに が 空 基地を 建設し つ i 制 お 權を確 實に巧 得し、 じれを 制空 椎下 において われに お t か戰 
を娩 み、 徐 々に 失地を 囘復 せんとす ると じろ にある 〇 されば ソ 《 モン 海域の が おは 直ちに 全 戰昂〇 
支配者を 決定す る じ もになる 重大な 巧路 である 0 

されば •第 己 次ソ〇 モン お戟 において、 十】 巧 十二 日な 巧 戲聞お 行中の 帝 巧 お 軍部 保は •小 吉日 
巧が ガダルヵナル島 敵が 空を 地を ながして 飛行場ぶ びその 施設に 大巧 害を 與へ •更に 翌 十四日は 敵 
機の が烈 なる 反が を 排除し つ- •巧 ホ 輸送船 困を 護送 中 •をの 巧 同 島の 西北 方に おいて ホ カ 巧の 隻を 
基を とする 敵 增授部 おに 遭遇した 〇大 東巧截 爭な來 •彼我の 戟 おが 堂々 と 相 見 ゆる 戰园 は、 今次を 
もつ て 墙矢李 ミ C たょ つても 如何 編爭 Q 化烈を 極めた かが ホを 窺 はれる でぁらぅ 0 
じの 巧截 においても お 倒 的 大勝を 博し •な 二戰 巧を# 沈 (大本 營 の 追 かな 表に ょる】 同一を を 中破 
かしむ るの 大巧 おを おげ た〇こ のか 色に 货巧サ る 化の 敵の 战お 一隻は、 わがな 逐 巧の 砲彈 をが び 貝 




なを 受けな がらが 走した 0 でを る〇 じれ だけの 大ホ 巧に ありて わが 方の 損を を 巧つ たのは 巧 g I 巧 
.大破 •爾逐 巧- 隻 沈を のまき 巧 性の 如きは、 けだし 止む を 得ざる ものである 0 

しかし ッ〇 モン 群 岛の戰 略 的 意義が 失 はれぬ 限り、 第の み、 五 ホの ソ P モン お 城は 巧いて 巧 はれ 
るで あらぅ 〇 また われに 一 おを 喪へ ば 二 おを 新造す るの 決意に よつ て、 斷 じて われに お算 をる こと 
は 言を おたない ものである 0 - 

日米の 巧 爭化力 この 戰爭 能力と いふ ものは， 物質 力と 巧 神 力から 巧 巧され て ゐる〇 いくらか 
巧 力が を つても •精神力 卽 ちが 爭意あ 力がなければ をけ る〇ま たいくら 精神力が あつても •軍 巧の 
基本を なすと ころの 生を 力卽ち 物質 力がなければ 負ける 〇總 力® とい ふのは •じの 物 重力と がが り 
の兩 面の 戟 をな 巧す るので ある 0 

を こで 日米 巧 西を 比較して みる 場合， 日本は 物質 力より 椅神 力に 勝れた 田で をり、 アメリカは 巧 
.神 力より 物 巧 力に 勝れた 苗で ある 〇ガが •巧爭 といん ものは 物 巧 力 だけで やる も 0 ではない 〇 をの 
物 や 金 だけで 載 ふので あつたら •哦爭 のげ 巧 もい ムも のはない 〇 みやを を 超 巧した 巧の 力 •卽ち 巧 
病 力に よる もので •結 巧、 人に よつ て 玻爭の おがを かする こもになる 0 

たから 田 カ ミぶ る ものが 籍に大 でを つてち それが 擊 能力と-な るた をは、 まる 巧 ホを 
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ちなければ ならない 〇例 へば アメリカに-百 萬 基の 巧 巧 巧が が 作され たと しても， その お 力を ホみ に 
巧 巧す ると ころの 人を まぶし^ 訓 巧し •が 制 ある 軍 おに 煩ぶ する 必巧が ある 〇日 本の 如く 巧 巧义水 
木金 金の 巧訓 がを しても 一人の 座 軍の おおを つくる のに S 年の 日子を 巧す る 〇巧乂 巧 乘資 のか ♦ 
は 十 何年 もの 訓 がを 要する ものである もい ム〇 

それ故に、 アメリカが 何百 巧 トンの 軍 担を 建造し ようが •何 巧 « の 飛行機を 製 かしよう が •それ 
に乘 組む 人 ••をれ を 操がず る 人の •魂が がつ てわたな らば •何等の のきを しない ことは 明白で あ 
る〇例 へば シン ガボ— ルに おいて 日本軍 四 巧に おし ィギリス 軍 二十 數 巧が 巧が した こもに よつ でも 
巧證 される 0 

生を 力の 巧 巧 かう いつたから もて ホして 物を 生を 力を 輕< 見る ものでは ない 〇 近け « はを 力' 
巧の 勝利と 共に •おお 的の が 利 •.思想 的の が 利‘ 卽ち おお 戰 •思想 巧に 完 がする じ もが 巧 お 的に か 
要で ある 〇米 ちの 反 巧を 巧が 中る だけの 径巧 化な と •みを 生産力を 培養ず る こもが •特に 日本に お 
いて 肝要な 0 である 0 ! 

今を は 第一の 消耗 巧と して 飛行 错 がを 場した W 上 •巧に 巧 爭の巧 命を お 右す るが 巧 機が 作に 重 K 
た 思くべく •これが 生産力を 巧な 的に 满无 しなければ ならない 〇 そして 規 をの 巧 爭は をみ. 巧から 
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ミと f。 いふまで もな く 巧は 大？ わるが f にら 吝— いこと には • t れ をで 巧 へら L 

をい 囊 になる。》 から 暴 f 多 管 製作す る C とが 霎で わる。 

t れに つづいて •南 ホ sf 自 本のを 產巧棋 をが ぐと ころの お舶 と. 巧 两に用 ひる 含の 艦な 

されば 日本 產菜 堅ち 生 雲 ぉに I 雙進 てく. 蜜特衰 化お襄 息を 巧して’ その 能力 
を 一存 忆も 一二 庭 も • 5 な 百 管畫重 Q たを & はねば ならない 0 

巧へ ば 華洋戟 殺に おける アメリヵの 反 巧と いひ •巧 ソ巧橡 における ソ斯の おがと いひ •また 化 

巧 戰據忆 4 ける 英爹 塵た ひ •何れ K を 名 も樞窥 C 畜的寞 を 保 お」 了 ゐるも 0 の •い 
よいよ S 戰隹ん 李る 相？ 一で 5 た C とで わる。 こ s 塞は いふまで もな く W たさ 
兵器を ~化耍 李る 消 養で ぁり’,； れ にお 牽 るを には 窒 が一を— なお かを がず る C もに & 

るかち C こに—® が 重大 f れる じろ になつ たので ぁる〇 
この 生産 我 こち 寞な達 力を 恃 みとす る ホ 巧 にもつて •巧 一つの 巧 待を つなぐ ミミた 
る C それ かに こそ •アメリヵの 軍事 許 論 家 ハンソン. ボ ー ルド ウインは、 ' 

「這を 蓋に よ 0 お 利を 得ん とする 暮は 今や 缉ぎ まり •攀は f かにを g な & となつ ミ 
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R 爭 がを 巧 化した とい ふこ もこを •蹄 合 曲 側 にもつて まづ 有利な おで わらう 〇今 をな ヶ月 •或はな 
ヶ 年の 巧は 啸合 曲に おする 危機は 巧が 巧な する かも 知れない が •しかし われわれに 對 するな おの ザ 
たる 本年 S、 招が 十 屯 年を 巧す > のを おの 時期は 巧に 大が分 通ぎ まつた J - 
を •大 言を 弄して ゐる〇 

しかし •このを 亲战 によつ てを をのが 利を 巧ようと する 米ち の おも ひあがつ た 希望は •われわれ 
にと つて 何ら 問題！！ する に當ら ない こ 去は •前にが ベた 巧り でを るが •わが 函 としても •戰 力の パ 
ランスを 維持し •進んで をの 巧 化を 確保す るた めに •アメリヵの 生產 力が ホに 巧 巧して 巧が 的な 生 
巧力觀 ホに 巧め る こもが】 大巧を である ことを 切に 寒吿 する もので わる 0 

か 巧の 巧を 結局 •日本は どうしても おつ •必卡 勝つ •しかも 完全に 必ず おつ、 とい ふことは 
理論で なく •大御 お 巧の もと# たる お 巧 上 •牢乎 わる 宿 念と み 息の なする ことは 今 おいん まで もな 
い〇 をして 大 東亞 义び 世界新 お ホを ホし 遂げるべく •班 巧 ドィツ •ィタ リャも 固く 手を おり •打倒 
ち 米の ため 戰 いが かわ ばなら ない ので ある 〇これ にないては 巧 一章で 巧べ たから 巧く ことにしよ 
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